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はじめに 

 
戸田市政策研究所は、2008 年４月の設置から７年が経過し、これまで継続して研究

報告書を発行しております。研究の推進や調査等の実施に当たり、御指導・御協力をい

ただきました皆様にこの機会に心より御礼を申し上げます。 
 

さて、2014年度は次の３つの調査研究を実施いたしました。 

（１）法政大学地域研究センターとの共同研究 

『「新しいまち」に向けた創造性の検証（中間報告）』 

（２）目白大学社会学部地域社会学科との共同研究 

   『子どもの居場所等に関する研究～児童から生徒への転換期を中心として～』 

（３）戸田市まちづくり戦略会議による研究 

『少子高齢社会への戦略に向けて（中間報告）』 

詳細については、報告書を御一読いただければ幸いでございます。 

 

上記研究テーマの（１）及び（２）は、前年度に引き続き、大学との共同研究を実施

いたしました。共同研究では、専門性を補完し精度の高い研究活動が展開されるだけで

なく、研究を通じて職員に知識や経験を蓄積する観点からも非常に有効な手段であると

考えております。 

また、研究テーマ（３）は庁内の次長級職員で構成されるまちづくり戦略会議による

調査研究です。この研究では、若手職員で構成する研究ワーキングチームによる基礎調

査も同時に実施することで、職員の研究機会を広げております。 

今回、2014年度の研究を進めている中で嬉しいニュースが一つ舞い込んできました。

それは、2013 年度研究テーマとした「スマートフォン等を活用した新たな市民参加に

向けての研究」が公益財団法人日本都市センター主催の第５回都市調査研究グランプリ

（CR-1 グランプリ）にて見事グランプリを獲得できたことです。この事例のように政

策企画から事業化につなげる先進的な研究を進めるとともに、人口減少など長期的な構

造変化を見据えた多角的な研究の両面をバランスよく取り組んでいきたいと考えてお

ります。 
今後も刻々と変化する時代に対応する市政運営に、研究所がさらに貢献していけるよ

う活動を充実してまいりますので、引き続き御理解と御協力をいただきますようお願い

申し上げます。 

 

２ ０ １ ５ 年 ３ 月 

戸 田 市 政 策 研 究 所 
所 長  山 田  一 彦 
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第 1 章  本研究の背景  ─なぜ、都市に「創造性」が必要なのか？

１．シティセールス戦略からみた戸田市の未来

2012 年より戸田市と法政大学地域研究センターの共同研究として「戸田市

におけるシティセールス、今後の方向性について」が２年間実施された。同

研究では、シティセールス戦略が立案された 2011 年からの取り組みを調査

し、戦略の課題整理と新たな方向性を示し、「戸田市の将来ヴィジョンとシテ

ィセールス」（法政大学地域研究センター、 2014）と題した報告書にてまと

めた。

同報告書では、「シティセールスありきのマネジメントではなく、地域経営

あってのシティセールスである」ことを冒頭で述べ、戸田市がまずは「どの

ようなまちづくりをしていくか」を明確化する必要性があることを示唆した。

その上で、シティセールスに必要な「ブランド化する地域資源」の発掘と醸

成が必要であるという点を課題としてあげた。そこで、同研究で改めて戸田

市の地域資源の分析を行った。つまり、既に顕在化している地域資源の他に、

顕在化していない地域資源はないか、隠れた戸田市の新しい魅力がないかを

調査した。

そこから浮き彫りになった点は、既に顕在化している魅力として「水辺と

緑」の豊かさが挙げられるが、その魅力を活かしきれていないことである。

豊かな水辺と緑があるまちは、戸田市に限らずたくさん存在している。新し

い視点で既存の魅力以外の戸田市らしさを創りだし（あるいは顕在化してい

ないものは醸成し）、その魅力を活かす方法を考える必要性を示唆した。

その方法としては、地の利を生かした産業との融合と、活発な地域活動を

行う住民の巻き込みの２点に可能性があることを確認した。本研究は、この

「魅力を活かす方法」を研究するものとして「地域の創造性」の検証をする

ものである。戸田市の新しいまちづくりの未来を描くための基礎資料となる

ものである。

２．何もしない都市は衰退する

2014 年は地方創生の議論が活発に行われた。その下地となるのが「自治体
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消滅論」 1であった。この根幹にあるのは、これから日本が突入する未曾有

の少子化・高齢化問題であり、そこに起因する「地方そのものの衰退問題」

と「地方自治体の経営破たんの問題」である。そして、まち・ひと・しごと

創生本部が設置され急ピッチで地方自治体の地方創生戦略が策定されていっ

た。

地方創生戦略の基本は「ひ

と」と「しごと」であり、こ

の好循環を支える「まち」を

つくっていこうとするもので

ある＜図表 1-1＞。  

ここにきて、一時期話題と

なったアメリカのジャーナリ

ストであるジェイン・ジェイ

コブズ（以下、 J・ジェイコ

ブズ）の理論が見直されてき

ている。現在、日本全国で議

論されている地方創生は、ま

さに 1960 年代に J・ジェイコブズが投げかけた地域経済の本質であるからだ。

J・ジェイコブズは「衰退する地域と発展する地域」は、何が違うのだろう

かという疑問から都市を研究しはじめている。そして、様々な地域を調査し

た結果、「経済は、従来の仕事に新しい仕事をつけくわえることによって発展

する」（『都市の経済学―発展と衰退のダイナミクス』、 1986 より抜粋）こと

が基本であり、これが都市にも当てはまるというものだ。

すなわち、「自分たちが使う必需品のうち、外から容易に買っているものを、

地域資源を基に創意工夫を凝らし、自前で生産すれば、地域は豊かになる」

（前掲）ということを理論づけたのである。

1「 2040 年 ま で に 896 の 自 治 体 が 消 滅 す る 」と 予 測 し た 日 本 創 生 会 議（ 増 田 寛 也 座 長 ）

の 発 表 が も と に あ り 、 様 々 な 議 論 が 展 開 さ れ た 。 そ の 衝 撃 的 な タ イ ト ル に よ り 誤 解 が

大 き い と す る 意 見 は 多 く 、「 自 治 体 消 滅 」 で は な く 、「 自 治 体 の 衰 退 」 で あ る と し 、 議

論 の ミ ス リ ー ド を 防 ご う と い う 流 れ が 主 流 で あ る 。

図 表  1 -1   まち・ひと・ しごと創 生 「 長 期 ビジョン」「 総 合
戦 略 」パンフレットより概 念 図 抜 粋
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J・ジェイコブズの詳しい研究内容については、第 2 章の先行研究整理で

紹介するが、ここ数年、地方創生の議論の中に度々彼女の名前が登場してく

る。すなわち、日本の地方自治体の衰退に対して、 J・ジェイコブズが主張

する「地域で自前で新しいものを生み出す」ことこそが、この危機から脱出

する方法であると見直されてきたからだ。そのため、前述の『都市の経済学

―発展と衰退のダイナミクス』をはじめ『都市の原理』（ 1971、鹿島研究所

出版会）は、この数年長く絶版となっていたものが、それぞれ 2012 年、2011

年に装丁新たに出版された。  

 

３．戸田市の未来  

さて、戸田市の未来を考える際に、 J・ジェイコブズの都市の原理が改め

て必要ではないかと考えたのが、本研究の「創造性」の検証である。  

郊外都市の歴史は日本では新しく、戦後の経済成長とともに日本の郊外都

市は発展してきた。戦後の日本の工業化を契機に、多くの人が都心に移住し、

都心部が徐々に拡大、さらにその周辺に居住地を求めたのが郊外化である。

この約 50 年足らずの歴史の中で、既に郊外都市の衰退現象が表面化してき

た昨今、郊外の衰退 2が議論されている。高度経済成長とともに郊外都市に

移り住んだ人々が、軒並み高齢化してきており街がゴーストタウン化してし

まった現象があちこちで起こってきている。こうした都市の姿を適確に指摘

したのは L・ H・クラーセンの都市の発展段階論である。都市の発展段階論

とは都市は都市化、郊外化、逆都市化という段階を経て成長し、拡大し、や

がて衰退していくというモデルである。同モデルでは、衰退の先には再都市

化が用意され、再び都市の成長が始まる可能性が示されているものの、今後

の日本において再度都市が成長する姿を描くことは難しい。この未曾有の人

口減少時代に突入するにあたり、すべての都市がやがて人口減少局面を迎え

るという時代の転換期である。すなわち、これまでの歴史で見られてきた都

市の成長→衰退→再成長、というモデルは適用されないであろう。  

しかしながら、衰退のままで良いという訳ではない。成長→衰退→再成長

を、「成長→変革」という新しいモデルで新たなまちづくりを再構築する必要

2  特 に 関 東 圏 で 有 名 な の は 多 摩 ニ ュ ー タ ウ ン の 高 齢 化 の 課 題 で あ る 。  
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があり、今はまさにその転換期を迎えているのである。人口減少社会の中で、

これまでの経済成長をキーワードとしない豊かなまちづくりが求められてい

る。すなわち戸田市のシンボルマークにある「やさしいまちに、なりたい」

が必要なのであり、そのためには戸田市が「成長→変革」するべき時がまさ

に「今」なのである。  

変革するとは何であるか。先の J・ジェイコブズが「経済は、従来の仕事

に新しい仕事をつけくわえることによって発展する」（前掲）と述べているよ

うに、まずは地域の経済を循環させる必要がある。これまで循環してきた経

済が、人口減少を迎える事によってスムーズにいかなくなることが容易に想

定される訳で、そのために「新しい」ことを加える必要があり、それが変革

である。これまで循環してきた社会で通用したことが通用しなくなることを

前提に、今までにない、今までの発想では全く違った視点で「新しい」もの

を生み出す力が地域に求められてきているということだ。そのために、「新し

い」ものを生み出す力が「創造性」であり、地域資源を新しい発想（創造性）

で活かしていく方法が求められている。本研究では、こうした背景から戸田

市の「創造性」を検証していくものである。  

 

４．本調査の概要  

本研究は 2014 年度より２年間の調査期間で実施するものであり、本報告

書はその中間報告である。＜図表 1-2＞にて、本中間報告書の全体構成を記

した。  

まず、第２章ではこれまで研究されてきた「創造都市論」を整理した。日

本の創造都市に向けた政策は海外の先行研究を基盤にしている。本研究で述

べる「創造性」もこれまで議論されてきた「創造都市論」と大きく異なるも

のではないが、一方で「創造」という言葉の持つ曖昧性ゆえに政策面での偏

りや、抽象論での議論が多いのが特徴である。そこで、これまでの「創造都

市論」の論点を整理すると同時に、日本人が持つ「創造性」のイメージや現

在の政策の方向性と、本研究が意図するものとの違いを述べる。主に、近代

の「創造都市論」の系譜を①文化・芸術論からの派生と  ②イノベーション

装置としての都市論、この２つの系譜があることを整理し、日本の創造都市
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政策が①の芸術・文化に偏りがちな点を課題としてあげた。また、本研究で

はむしろ②のイノベーションとしての「創造性」である点を確認した。本研

究にあたり、「創造性」の概念の統一は、戸田市が描く未来のイメージを統一

することに近しい。そのため、本研究の根幹とは異なる日本の「創造都市論」

の議論ではあるが、どのように異なるのかを確認するための章とした。  

第３章では、地域の「創造性」の全体概念を整理し、産業面と地域活動の

２つの視点が必要であることを述べた。本年度は産業面での調査を行ったこ

とを記載した。  

第４章では、戸田市の産業イノベーションの可能性についての分析結果を

報告した。地域の産業面では、雇用を生み出す力がどの産業にあるのかを把

握することが必要である。本章では、まず戸田市内のどの産業がどの程度雇

用を生み出しているのかの現状分析を行った。次いで、開業を産業イノベー

ションの一つの現象として捉え、戸田市の開廃業率を分析した。同分析の目

的は、戸田市の基盤産業である印刷関連産業、食品製造業以外の産業につい

ての可能性（あるいは、印刷関連産業などとの親和性が考えられる産業の可

能性）を発見することである。統計データを用いて地域経済の分析手法で定

量的な分析を行ったが、規模の小さい自治体に最適な定量分析手法は確立さ

れていない 3。そのため、本分析から得た知見は地域の現状を定性的に調査

するために土台とする位置づけである。  

第５章では、戸田市に拠点を置く中小企業を訪問しヒアリングした結果を

まとめた。本ヒアリングは、戸田市に拠点を置く企業側のインセンティブに

はどういった要因（地域環境的、人的、市場的など）があるのか、要因把握

のための下地調査である。そのため、戸田市の企業の全体傾向を指し示すも

のではない点に留意が必要である。  

3  2 014 年 度 よ り 、 内 閣 府 の 「 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 本 部 」 に よ り 「 地 域 経 済 分 析 シ

ス テ ム 」の 公 開 準 備 が な さ れ て き て い る 。「 地 域 経 済 の 現 状 を 分 析 す る シ ス テ ム を 各 自

治 体 に 提 供 し 、 経 済 政 策 や 人 口 減 少 対 策 の 立 案 な ど に 生 か す 。 デ ー タ 分 析 官 を 育 成 し

各 自 治 体 に 配 置 す る な ど 、 取 り 組 み を 確 実 に す る 仕 組 み も 入 れ る 」（ 同 本 部 発 表 よ り ）

と 、今 後 、地 方 創 生 の 取 り 組 み の 一 環 と し て 地 域 デ ー タ は ま す ま す 重 要 に な っ て く る 。

し か し な が ら 、 現 時 点 で は 市 町 村 デ ー タ に よ る 地 域 経 済 分 析 に は ま だ 限 界 が あ る 。 そ

の 大 き な 要 因 の 一 つ は 、市 町 村 単 位 の デ ー タ が 統 一 的 に 整 備 さ れ て い な い こ と に よ る 。

そ の た め 、 現 在 の 市 町 村 レ ベ ル の 地 域 経 済 分 析 は 、 都 道 府 県 単 位 や 人 口 集 中 市 な ど で

行 わ れ て い る 方 法 を 市 町 村 に 当 て は め 、 揃 わ な い デ ー タ に つ い て は 一 定 の 推 計 方 法 を

用 い て 行 っ て い る 。 市 町 村 レ ベ ル で の 地 域 経 済 分 析 に は 、 こ う し た ビ ッ グ デ ー タ の 分

析 と 合 わ せ て 、 地 域 の 現 場 調 査 を 行 う こ と が 肝 要 で あ る 。  
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次年度には企業アンケートを予定にしており、同ヒアリングではそのため

のいくつか重要な視点が見られた。次年度は、アンケートの結果を基に戸田

市企業の傾向を見るための企業調査を行う予定であり、その基礎ヒアリング

の報告が同章である。  

 

 

図 表 1-2   本 報 告 書 の全 体 概 要  

第1章

なぜ、都市に「創造性」が必要なのか？

第2章

「創造都市論」の系譜

第3章

地域の「創造性」に関する枠組み

地域資源を活かすための「創造性」の必要性

産業と「創造性」 地域活動と「創造性」

現在、日本で一般的なイメージで用いられる「創造都市」とは

別の議論である。

「地域社会が生存し続けられるか」というレベルの問題に対して、

「創造的」に課題解決に向けて未来を切り拓く必要性がある。

イノベーションとしての「創造都市」

次年度調査

「創造都市論」と日本の政策面の課題提示
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第4章

戸田市における産業イノベーションの可能性

戸田市の雇用吸収力からみた産業特性

開廃業率を指標とした戸田市の地域要因

第5章

戸田市内企業の実体調査

これまで見てきた産業イノベーションの可能性について、

実際、戸田市内の企業がどのような状態にあるのか。

内的要因としてどのようなものが考えられるか、仮説の設定

次年度の、アンケート調査と実体調査の基礎調査の位置づけ

次年度の調査研究の方向性
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第 2 章  「創造都市論」の系譜と本調査の位置づけ  

創造都市という概念は、21 世紀型の都市再生の新しいモデルとして期待さ

れ、世界各国で注目され議論されてきたものである。その起源を、佐々木

（ 2001）はイギリスのビクトリア期に活躍したジョン・ラスキンにみている。

ラスキンは、資本主義の台頭により貨幣経済の対象となった「 労働
● ●

」は生

きるための苦痛でしかなく、それと対比して生命と自由の象徴として「創造

的」活動を加えた「 仕事
● ●

」とを区別した。生産者の創造的活動と消費者の

享受能力の形成をはかろうとする協同組合の先駆けである。脱工業化や知識

社会化というような経済社会の大規模な構造変化に伴って起きる都市環境の

変化に対して、人々の持つ創造的な力を引き出すことによって対応し、地域

の活性化と発展を図り自立を目指そうとする、都市の 1 つのガバナンスのあ

り方である。知識社会においては非物質的価値が重要であり、それを生み出

す創造性をいかに引き出し、高め、活用するかが問われている。ラスキンの

いう創造都市はその取り組み方法を都市の発展・自律の多面提供するものだ

ということに意義がある。そして、そのような「創造都市の経済をリードす

るのが、個人の持つ創造性によって生まれた文化的価値を利益の源泉とする

文化産業・創造産業である」（渡部、 2012）とされ、創造都市が生み出す文

化産業、創造産業の推進という方向性が基盤となってきている。  

本章では、こうした「創造都市論」の系譜を概観する。これまでの「創造

都市論」の論点を整理すると同時に、日本人が持つ「創造性」のイメージや

現在の政策の方向性の中で、本研究がどのような位置づけであるのかを確認

することを目的としている。  

 

１．近代「創造都市論」の系譜  

20 世紀創造都市とは、佐々木 (1997)が「科学や芸術における創造性に富み、

同時に技術革新に富んだ産業を備えた都市である」と定義している。創造都

市の条件として第１に「芸術家や科学者が自由な創造活動を展開するのみな

らず、労働者や職人が自己の能力を発揮してフレキシブルな生産を展開する

ことによって、グローバル・リストラの荒波に抵抗しうる自己革新能力に富

んだ都市経済システムを備えた都市である。」、第２に「都市の科学と芸術の
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創造性を支える大学・専門学校・研究機関や劇場・図書館などの文化施設が

整備され、また中小企業・職人企業の権利を擁護し、新規創業を容易にし、

創造的仕事を支援する各種協力都市である。」、第３に「産業発展が都市住民

の『生活の質』を改善して充実したサービスを提供することによって、環境、

福祉医療、芸術などの領域での新しい産業の発達に刺激を与えるような産業

活力と生活文化、すなわち生産と消費のバランスのとれた発展をしている都

市である。」、第４に「生産と消費が展開される空間を規定する都市環境が保

全され、都市住民の想像力と感受性を高める都市景観の美しさを備えた都市

である。」、第５に「都市住民の多様で創造的な活動を保障する、行政に対す

る住民参加のシステム、つまり狭域自治と、都市と都市、地域と地域とをネ

ットワークする広域行政システムを備えた都市である。」と掲げている 4。  

佐々木が定義する「創造都市」の形は、現代の「創造都市論」の 2 つの潮

流が統合されたものである。 1 つ目は「文化・芸術的役割を主眼とした創造

都市論」、2 つ目は「イノベーションの装置としての創造都市論」である。ま

ずは現在議論されている、この２つの「創造都市論」の潮流から整理する。  

 

１．１  文化・芸術論から派生した「創造都市論」  

文化・芸術が持つ力を都市社会に組み込んでいるとしてヨーロッパ都市に

注目したのはチャールズ・ランドリーである。産業の空洞化と厳しい財政状

況の中で欧州の各都市がどのように独自の発展を目指すかを問題意識とし、

文化・芸術が持つクリエイティブネスの重要性を強調している。そのような

固有文化・芸術を活かした文化産業については、スロスビーもそれが技術革

新や技術変化のプロセスに不可欠なものと評価しており、文化産業の成長に

おいて文化関連インフラの充実が重要であることを指摘している。文化と交

流の場である観光空間の創出が、文化の産業化や地域のアイデンティティの

再建・多様化をもたらすとしている。ランドリーの主張では、衰退する製造

業、失業の増加など都市問題を解決するために、文化・芸術が持つ創造性が

都市アイデンティティを明確化させ、持続的都市成長に大きな役割を果たす

とした。都市の創造的発展の条件として、①創造的で知的な個人の存在、②

4 佐 々 木 雅 幸 （ 1997）『 創 造 都 市 の 経 済 学 』 勁 草 書 房 , pp11 - 16 よ り 抜 粋  
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地域のリーダーの意思とリーダーシップ、③多様な人間の存在と多様な才能

へのアクセス、④しっかりとした組織的能力と開かれた統治、⑤文化的アイ

デンティティの確立、個性に対する賞賛、⑥創造的アイデンティティの生産

地としての中心街や公共空間、⑦都市内外における充実したネットワーク、

を上げている。  

ランドリーの考える「創造都市」の概念を基盤として、ユネスコによって

も提唱されている。「文化の多様性を保持するとともに、世界各地の文化産業

が潜在的に有している可能性を都市間の連携により最大限に発揮させるため

の枠組みとして、2004 年に「創造都市ネットワーク（ CCN）」事業を開始し、

7 分野で 41  都市が相互の交流を進めています」（創造都市ネットワーク日本

HP より抜粋）  

日本でもこの概念を適用し、文化庁が 2007 年度より文化庁長官表に「文

化芸術創造都市部門」が創設され、文化芸術の持つ創造性を地域振興、観光・

産業振興等に領域横断的に活用し、地域課題の解決に取り組む自治体の表彰

を始め、 24 地域 25 自治体が表彰されたのを契機に、 2009  年度に創造都市

推進事業を開始した。さらに、新たにユネスコ CCN の日本版である Creative 

City  Network Japan（ CCNJ）が 2013  年 5  月に創設され、国内及び世界の

創造都市間の連携・交流を促進するためのプラットフォームとして活動を始

めている。  

現在 CCNJ にいち早く加盟し、日本の「創造都市」の代表例として挙げら

れている都市の事例をいくつか紹介する。  

日本の「創造都市」を政策に取り組んだ先駆けとしては横浜市が代表的で

ある。同市では 90 年代より行われてきた「みなとみらい 21」開発の停滞と

ともに、企業の東京本社への総合吸収が相次ぎ、中心部でのオフィスの空洞

化や空きテナントの増加が進み、経済の地盤沈下が進んだことから、中心市

街地における経済の再生が急務となっていた。そして、中田市長の登場以降

「創造性」をキーワードに、積極的に創造産業や人材を誘致することで、地

盤沈下した中心部経済を立て直す政策をたてた。創造的な活動を積極的に横

浜市に誘導し、特化した一定規模の創造産業クラスターを形成することで、

中心部及び港湾地区の経済再生を狙ったものである。  
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また、金沢市も日本の「創造都市」政策推進地域として有名である。歴史

的な街並みが多く残り、京都に次ぐ生産額国内 2 位の 26 業種にのぼる伝統

工芸品産業群が継承される観光都市である金沢市は、小規模ニッチ産業が主

席してきたことに加え、これらへの振興施策や大型企業誘引などが抑制され

てきたという背景がある。ものづくりを核とした独自の伝統・文化産業を継

承するための取り組みや域内のイノベーションに対する投資をさらに推し進

める政策を軸に、伝統産業と新しい文化の相互連関による活性化を目指し「創

造都市」の概念を政策に組み込んでいる。  

名古屋市を中心とする地域は日本を代表する製造業が多く集積する、「モノ

づくり」の拠点である。デザインという概念の価値観や重要性を早くから認

知し、平成元年以降、世界三大デザイン会議の全てを開催し、デザインをキ

ーワードとした産業の振興や中小企業のモノづくり支援に取り組み、一定の

成果を上げてきた。そして、「デザイン意識の国内外への普及啓発」、「中小企

業のデザイン活用の促進」、「デザインの国際交流の推進」を政策の三本柱と

して、デザイン産業を中心とした地域内産業の連帯強化と活性化を目指して

いる。  

神戸市では、古くからの港湾部や旧居留地を中心とした、独自の異国文化

とファッション産業などの優れたデザイン産業が集積した地である。しかし

ながら震災以降、港湾部を始めとする経済の中心となる地域において、企業

移転やテナントの減少により経済の空洞化と停滞が続いていた。そこで、フ

ァッション産業を始めとするデザイン産業に焦点を当て、「デザイン」をキー

ワードに神戸デザインのブランディングを推進し、内外に対してデザインの

普及啓発を行うとともに、創造産業に従事する人々を集積することにより、

新たな産業や文化を生み出す事で、創造都市としての神戸ブランドのイメー

ジを創出しようとしている。  

これらの都市が政策として推進してきた「創造都市」をモデルとして、日

本各地の自治体でも同様の取り組みが注目されてきた。しかしながら、その

多くは芸術や文化をまちづくり結びつける施策に留まっており、産業政策と

して具体的な成果に結びついている例は非常に少ない。自治体が産業振興を

推進するにあたり、その経済効果や指標は必要であるものの、それが具体化
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されにくい現状がある。  

このような日本の現状を踏まえて、大阪市立大学大学院創造都市研究科准

教授の瀬田史彦は「文化・芸術産業については、昔からその波及効果に関し

て非常に多くのしっかりした実証研究があります。ただ、文化・芸術産業を

こえたときに、創造産業はどのように定義され評価されているのかが、まだ

わかっていないどころか、実はそれをやろうとしている人もまだいないので

はないかと感じています」 5と指摘している。この文化・芸術を超えた創造

性についての課題は、今日まで試行錯誤されてきているのが現状であろう。  

その中で、吉本（ 2009）は「創造産業の中でも、芸術文化は従来の文化政

策を強化、拡充するなど政策の方向性が見えやすい。それに対して、民間が

担い手となるその他の創造産業については、自治体の具体的な政策は描きに

くい。しかし、その第一歩は各自治体の創造産業の特性を把握した上で、振

興の対象となる産業を特定することであろう。」（吉本、 2009、P69 抜粋、下

線部筆者追加）と指摘している。  

すなわち、文化・芸術の枠を超えた「創造産業」をどう定義し、どう推進

していくかは、各自治体の地域資源により多様に捉えられる。その上で、各

自治体の特有の産業構造を把握し、地域資源と産業を活かす方法として、そ

こに「創造性」であると言える。  

このような流れの中で、「創造性」を産業全般のイノベーションとして捉え

た議論を次に紹介する。  

 

１．２  イノベーション装置としての「創造都市論」  

前述の文化・芸術からの「創造都市論」がその産業領域を超えた際の都市

の経済効果について曖昧であると指摘されているのに対して、都市のイノベ

ーションと経済発展の視点からその概念を確立させたのが J・ジェイコブズ

である。  

都市と産業発展の分野では、J・ジェイコブズ以前の 19 世紀のアルフレッ

ド・マーシャル（以下、 A・マーシャル）の理論が最も有名である。同一産

5 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「 新 ・ 都 市 の 時 代  ─  創 造 都 市 の 発 展 と 連 携 を 求 め て 」 2 0 0 7 年 、

セ ッ シ ョ ン ３ 「 創 造 都 市 と 創 造 ク ラ ス タ ー 」 で の 発 表 よ り 抜 粋 。  
h t tp : / / ww w.se n r i - f . o r. j p / c re a t i ve _ c i t y /  
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業が地理的に集積すること（地域特化）により企業間の知識・情報の伝達が

盛んになり、そのことが産業集積の成長を促進する。また、競争的な環境よ

りも、地域内において独占的な環境にあることが企業の技術革新を促進する

という理論である。J・ジェイコブズが提示したのは、この A・マーシャルの

理論とアプローチが異なる。 J・ジェイコブズは、異なる業種に属する多様

な企業が集まった「都市」という集積があり、それがイノベーション、とり

わけプロダクト・イノベーションのインキュベーターの役割を果たすことを

実証的に明らかにした。のちに経済学者は、都市に集まる企業が享受するメ

リットを、彼女の名を冠して「ジェイコブズの外部性」として理論化されて

いる。今日、アメリカでは産業の多様性が高く、地域内の競争の活発な都市

圏において雇用が拡大する傾向が実際のデータでも数多く検証されている。  

J・ジェイコブズの『都市の原理（翻訳版）』（ 1971）では、都市が安全で

暮らしやすく、かつ経済的な活力を生じるためには、複雑には入り組んだき

め細かな多様性が必要であることを示し、都市が衰退しないための 7 つの「都

市の原理」を明らかにした。  

①都市の多様性がイノベーションを生み出す  

②都市の発展はイノベーションが持続的に生み出されることによってもた

らされ、それが行えなくなったときに都市は衰退する  

③国の経済発展の源泉はイノベーションである  

④プロダクト・イノベーションは、古い仕事の一部にほんのわずかな新し

い仕事を付け加えることで生み出される  

⑤それまで輸入していた製品を地場技術により自前生産に切り替える輸入

置換が都市の発展原動力になる  

⑥既存企業からのスピンアウトにより、次々と中小企業が生まれ、都市経

済のニッチを埋める形で増加していくことが都市の発展に不可欠である  

⑦都市がイノベーションや新しい企業を生み出すインキュベーターの役割

を果たすためには、目利きのできる資金提供者が必要である  

以上の７つを掲げている。彼女は発展する都市と衰退する都市では何が違

うのかを研究の原点とし、そもそも「経済は従来の仕事に新しい仕事を付け

13



加えることによって発展する」 6ことであり、それが都市の発展にも同様で

あることを明らかにしたのである。すなわち、都市が発展するためには、従

来のものに常に新しいものを付け加えることが必要であるということである。

それにはイノベーションとインプロピゼーション 7に基づく経済的自己修正

能力、修正自在経済が重要である主張している。都市の「創造性」を J・ジ

ェイコブズの概念で語るならが、それは「イノベーションとインプロビゼー

ション」であり、それなくして都市の発展はあり得ないものである。  

すなわち、文化・芸術から派生した「創造都市論」とは対照的に、発展す

る都市の条件に「創造性」があるということである。  

また、 J・ジェイコブズの都市経済学の考え方から発展したのはリチャー

ド・フロリダ（以下、 R・フロリダ）である。  

R・フロリダは都市創造的発展の条件として、①あらゆるタイプ（年齢・

性別・国籍等）の創造的人材にとって魅力ある「寛容度の高い」社会の構築、

②新たな富を生み出すイノベーションとハイテク産業の集積、を上げており、

都市成長を促すものは、クリエイティブネスの要素である寛容性、技術、人

材であると強調する。  

R・フロリダは、科学者や技術者、企業家などを「クリエイティブクラス」

として、人材の重要性を強調している。脱大量生産時代においては、クリエ

イティブクラスが、クリエイティブ創出・集積のための新規投資を誘引する

ことによって高い技術を確保することができ、その結果として都市や地域の

持続的な経済成長が可能になると主張する。彼は、米国の都市の産業立地特

性として、急速に発展しているハイテク産業がクリエイティブクラスの多い

地域に立地していることに着目して、「寛容性 ( to lerance )」、「技術

( technology)」、「人財 ( talent )」といった三つの指標を用いて都市のクリエイ

ティブネスを評価しており、都市の持続的な成長のためには重要であると強

6  『 都 市 の 経 済 学  ─ 発 展 と 衰 退 の ダ イ ナ ミ ク ス 』（ 1986）日 本 語 版 へ の 序 章 冒 頭 よ り

抜 粋  
7  「 本 書 の 重 要 な 概 念 の 一 つ で あ る impro v i sa t i o n は 、 ジ ャ ズ 擁 護 で 即 興 演 奏 や 即 興

曲 を 意 味 す る 。 ジ ェ イ コ ブ ズ は こ の 語 を 用 い る こ と に よ っ て 、 住 民 が 状 況 に 応 じ て 臨

機 応 変 に 創 意 を 働 か せ て 共 生 的 な 関 係 を 創 り 出 し て ゆ く 過 程 を 表 現 し て い る の で あ る

が 、 そ れ に 相 当 す る 適 切 な 日 本 語 が 見 当 た ら な い た め に 、 あ え て 「 イ ン プ ロ ビ ゼ ー シ

ョ ン 」と カ タ カ ナ で 表 示 す る こ と と し た 。」（『 発 展 す る 地 域  衰 退 す る 地 域  ─ 地 域 が

自 立 す る た め の 経 済 学 ─ 』（ 2012） 訳 者 あ と が き P391 よ り 抜 粋  
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調している。  

 

１．３  日本の「創造都市論」の課題  

現在、世界的に「創造都市」や「創造産業」に大きな関心が持たれている

理由は、製造業を中心とした 20 世紀型経済から、知識情報社会という 21 世

紀型の経済社会へ社会が変動したことによる。全世界的にグローバリゼーシ

ョンの流れが起き、都市や地域の経済が大企業や大規模工場から生み出され

る生産物だけではなくて、そこにいかに付加価値が加わるかの競争になった

からである。  

アメリカでは 2000 年にリチャード・ケイブズが「創造産業」、「創造経済」

「創造階級論」の特徴を、音楽・演劇・オペラなどの舞台芸術と、レコード・

映画などの複製芸術を中心とする文化産業を対象に分析している。ジョン・

ホーキンスは特許、著作権、商標、専売デザインなどの形で知的所有権を生

産する産業を「創造産業」として定義し、研究開発 R&B、出版、ソフトウェ

ア、テレビ・ラジオ、デザイン、音楽、映画、玩具・ゲーム、広告、建築、

舞台芸術、工芸、ビデオ・ゲーム、ファッション、美術品の 15 業種を中核

的に創造産業として分類し、これらの産業こそが 21 世紀の知的経済の下で

は国際協力の中心をなすものだと主張している  

イギリスにおける「創造産業」論は 1997 年に「ニューレイバー」を標榜

するブレア首相が登場して以来、「第 3 の道」路線に基づき、サッチャー政

権時とは異なった新たな行政改革が進展されている。そのポイントの一つは、

社会創造的な力を引き出す芸術文化政策への転換である。「創造産業」とは「個

人の創造性、スキル、才能を源泉とし、知的財産権の活用を通じて富と雇用

を創造する可能性を持った産業」と定義され、この定義のもとで広義の芸術

文化産業を分類し直し、その「豊さ創造能力」を引き出すために振興策の検

討を始めている。創造産業の振興に関する政策課題としては、輸出促進、教

育と研修、融資、税制、そして知的所有権問題と地域経済振興への具体化な

どが挙げられている。新たなイギリス経済の発展と地域経済振興の切り札と

して「創造産業」を位置づけることによって内外で政策的関心を集めること

に成功したと言える。  
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イギリスやアメリカが先行して「創造都市」「創造産業」の振興が政策的に

取り上げられてきた訳だが、日本もそれに次いで創造産業の定義をマッピン

グしてきた背景である。  

一方で、これらの「創造都市」「創造産業」の政策については２つの課題が

指摘できよう。第１に、創造産業の定義自体は従来の産業分類のように生産

された財の素材的属性から定義されたものではないために、現在の産業分類

上で区分することは難しく、区分できたとしてもその定量化が困難である。

第２に、従来、文化産業ないしメディア産業として分類されてきた産業を「創

造産業」と呼び変えたにすぎないのではないか、その積極的な意義はどこに

あるのかという点である。  

特に日本の創造都市論の課題として、①文化・芸術面がフォーカスされす

ぎている、②産業面、経済面効果がはかれていない、③創造産業を産業分類

とするか職業分類とするか定まっていない、④イノベーションを起こすメカ

ニズムが確立されていない、⑤地域ごとに産業・経済の構造が異なるという

点があることを前提に、地域ごとの「創造都市」に向けた施策が必要である。  

 

 ２．戸田市に必要なのはイノベーションとしての「創造都市論」  

以上のように、これまで世界的に注目されてきている「創造都市論」であ

るが、特に日本においてはその概念の課題を認識すると、今は「創造都市論」

の転換期でもあると言えよう。それは、第１章でも述べたように日本が、世

界中のどの国も体験したことのない、未曾有の高齢化、人口減少社会に突入

していく時代が目前となり、この未曾有の時代に、これまでと同じ方法で何

かを解決することはできない。今、まさに「これまでにない、新たな考えで

新しいものを生み出すこと」、すなわち「創造性」が必要である。  

旧来型の「創造都市」の枠組みを越えて、イノベーションとしての「創造

性」が求められ始めており、現在人口増加時期にある戸田市がこの「創造性」

を検証することこそ、未来の日本の新しい中堅都市の転換モデルとなる可能

性を秘めている。そのためにも、より具体的に各自治体が実践可能な政策と

しての「創造都市」を考える第一歩は、各自治体の産業の特性を把握した上

で、振興の対象となる産業を特定することである。その対象となる産業に対
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して、新しい視点・新しい考え方でいかに産業をイノベーションしていける

か、その土壌つくりが自治体の役割ではないかと考える。前掲の吉本（ 2009）

が指摘したように「民間が担い手となるその他の創造産業については、自治

体の具体的な政策は描きにくい」という課題がある。そのため、多くの自治

体が具体策を講じられてない現状である。その中において、戸田市が全国に

先駆けて新たなモデルを構築していくこと。成長→衰退→再成長を、「成長→

変革」という新しいモデルで新たなまちづくりを再構築できる自治体である

と期待してのものであり、これまでの「創造都市」政策とは一線を画す取り

組みの創造を期待する。  
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第 3 章  地域の「創造性」に関する枠組み  

 

１．地域の「創造性」とは  

これまでの枠組みとは異なる「創造都市」を考える場合、地域における「創

造性」とは何かを改めて再定義する必要がある。本研究では地域における「創

造性」の有無が、地域産業や地域活動の活発度に大きく影響するものである

と考えている。例えば、同じような地域環境にある２つの地域があり、それ

ぞれが似たような属性を持っていた場合、同じように地域産業や地域活動が

活発になるのであろうか。（まるで遺伝子と環境が人間に及ぼす影響を研究す

る双子の研究のようであるが）地域における「創造性」とは、そこに集まる

人たち（人が集まる集合体としての企業やコミュニティ、自治体なども含ま

れる）の考え方や、その人たちの活動に影響を及ぼすものである。創造性と

は「これまでにない、新しいものを生み出す能力」であり、地域に集まる人

たちの考え方や行動で変化していくものであり、醸成されもすれば消滅もし

ていくものである。  

この目に見えない「創造性」が地域環境と人とで相互に影響しあって、結

果的に生み出される地域産業や地域活動に変化が起きている＜図表 3-1＞。

地域資源を活かし、地域産業や地域活動を活発にする「創造性」は「これま

でにない、新しいものを生み出すこと」である。 J・ジェイコブズの都市の

原理に従うならが、「創造都市」は「イノベーションを内発的に創出する都市」

であり、その装置としてはイノベーション創出の担い手（人であり、企業で

ありコミュニティである）が存在すること、そのような人材が戸田市で生活

するか、通勤するか、ネットワークを持つことが必要になる。それは、一種

のインキュベーターの設置であり、そうした人材の集まる場所である。それ

を可能とする場所を地域内にどのように構想し、設置するか。技術だけでな

く、社会の仕組みや生活様式に革新をもたらす人との関係を結ぶような文化

や雰囲気を地域内にいかに醸成するかが必要である。  
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図 表  3 -2  地 域 と「創 造 性 」の位 置 づけ  

 
 

 

 

２．産業活性化要因と地域の「創造性」の影響  

「創造都市」、すなわち「イノベーションを内発的に創出する都市」かどう

かを考える際に、イノベーションが起こりやすい地域かどうかについてまず

は考えてみる。先行研究では、イノベーションが起こりやすい地域としてイ

タリアのボローニャやプラートといった中小企業の産業集積や、アメリカの

シリコンバレーに代表される起業家が集まる地域などが対象となっている。  

昨今のアメリカでは３つの都市が存在しているという本が話題になった。

『年収は「住むところ」で決まる』（エンリコ・モレッティ、 2014）では、

①イノベーションが強く推し進められている都市  ②旧来型の製造業が君臨

していた都市  ③以上のどちらのタイプに変貌していくかまだ見えてこない

都市の３タイプであるといい、イノベーションの有無でその都市に住む人の

年収が決まる傾向を様々なデータで示している。  

この内容の賛否や、アメリカのケースで日本には当てはまらないのではな

いかといった議論はあるものの、イノベーションが起こりやすい都市とそう

でない都市というのは現に存在している。  
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「イノベーション」をどう定義するかによっても異なる 8が、その要因と

して「創造性」が大きく影響している。地域産業における創造性を考えるに

際し、技術革新的捉え方のイノベートよりも、日常サービスの産業も含めた

中から生み出される新しいものを捉えた方が、より地域経済の活性化に繋が

ることを考えてである。  

また、創造都市を「イノベーションを内発的に創出する都市」という定義

で捉え、本研究ではイノベーションの一つの指標として「新規開業」や「新

規産業創出」を取り上げて検証していく。  

まずは、これまでの調査研究から、新規開業や新規産業が創出される要因

を「地域環境要因」と「人的要因」に以下のように分類し、＜図表 3-2＞に

要因分析図で示した。  

「地域環境要因」＿人口（需要要因）：人口増加、所得、失業率など  

        ＿立地：アクセス、人材確保、産業集積、企業規模など  

「人的要因」＿環境：開放性、 ｺﾐｭﾆﾃｨ、 ﾅﾚｯｼﾞｻｰﾋﾞｽ、連携など  

＿人材：専門性、多様性、寛容性、学習環境、行動力など  

 

同分類に当てはめてみると、地域資源の中でも人材や環境が「創造性」に

強く影響していると考えられる。本報告では、第４章にて、「地域環境要因」

が開業にどの程度影響があるのかを統計データをもとに分析した。これら要

因が、開業に何らか一定の影響があることが確認されれば、次に「人的要因」

が肝要であることがわかる。これら「地域環境要因」と「人的要因」を戸田

市の特性として明らかにすることで、戸田市の「創造性」が浮き彫りにされ

る。  

8 前 掲 の 『 年 収 は 「 住 む と こ ろ 」 で 決 ま る 』（ エ ン リ コ ・ モ レ ッ テ ィ 、 2014） で は 、

イ ノ ベ ー シ ョ ン 産 業 と し て ほ と ん ど が 「 貿 易 可 能 」 産 業 と し て 捉 え て い る 。 対 し て 、

地 域 レ ベ ル の サ ー ビ ス 業 は 「 非 貿 易 部 門 」 で あ り 、 サ ー ビ ス の 生 産 地 以 外 に そ の サ ー

ビ ス を 輸 出 で き な い 業 態 で あ り 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 産 業 に 含 め て い な い 。  
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図 表  3 -3  地 域 産 業 の開 業 ・新 規 産 業 創 出 の要 因  

開
業
、
新
規
産
業
創
出

人口（地域需要）立地

所得

失業率

人口増加
アクセス

人材確保

産業集積

企業規模
技術革

核企業

核産業

通勤利便性

地価

専門性

多様性
給与

学歴

学習習慣

行動力

好奇心 機会

寛容性

人材
ﾈｯﾄﾜｰｸ

ナレッジサービ

教育情報発信

コミュニティ

環境

連携

開放性

場所

機会

場所機会

若年人口

労働力人口

 

 

３．地域コミュニティ活性化要因と地域の「創造性」の影響  

ここまで、「創造都市」に関するさまざまな研究を整理してきたが、主に産

業の視点を中心に論点をまとめてきた。「創造性」とは、地域経済を変革され

るものとして捉えているが、それは何も「産業」だけに当てはまるものでは

ない。また、まちづくりの観点で「創造都市」を考える場合、産業と同時に

地域の人と環境が非常に重要である。＜図表 3-1＞、＜図表 3-2＞で示したよ

うに、地域産業を支えるものは地域の人々であり、その集団である。そのた

め、地域のコミュニティによる活性化は産業活性化と密接な関係に位置する。

特に＜図表 3-2＞で示した「人的要因」部分については、地域のコミュニテ

ィの活発度が大きく影響してくる。  

本研究では「創造性」を地域全体にあるものとして捉えており、当然なが

らコミュニティと「創造性」の分野についても調査が必要である。まずは本

年度は産業を中心に、戸田市の「創造性」の可能性を見るものであるが、そ

れと連動させながら地域のコミュニティとの状態についても次年度に調査し

ていく予定である。  
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第 4 章  戸田市における産業イノベーションの可能性   

 

１．地域産業の構造分析の目的と必要性  

１．１  郊外都市の衰退議論の課題  

その国が発展しているかどうかを測る場合、一般的に GDP（国内総生産）

の伸びで示される。これに対して、地域の発展はその地域の人口の増減、産

業構造の分析が基本となる。地域の所得がどの程度あって、それがどこで使

われているのか。また地域の基盤産業は何で、その利益や雇用はどういった

構造であるか、といった視点である。  

しかしながら戸田市のような郊外市の場合は、産業関係の研究が少ないの

が実情である。産業構造で都市圏としてくくられ、郊外都市は働き手の住居

の認識、まさに「都市に付随した場所（ suburb）」（若林、2007）のイメージ

であるからである。  

そのため、郊外都市の発展は人口の増減を指標として評価されるケースが

多い。つまり、人口増加は発展している郊外都市であり、減少しているのは

衰退傾向にある郊外都市とみなされる。このように人口を中心に郊外都市を

議論した場合、当然ながら人口の頭打ちと少子化が叫ばれている今、全ての

郊外都市の発展が緩慢になり、同時に地域住民の高齢化によって、現在発展

している郊外もいずれは全て高齢化で衰退していく。これが郊外の終焉議論

がなされる背景となる。すなわち、人口の増減を中心に郊外都市の発展と衰

退を考えていくことは、もはや限界にきている。前章までに紹介した「都市

論」の中でキーワードとなるのは、新たな付加価値を生み出す「創造性」で

あるが、郊外市においても地域産業の側面で新たな価値創造は急務である。  

 

１．２  本章の目的  

第３章で示したように、「あらゆるイノベーションはローカルなもの」であ

り、どのような比較優位を持っているかの現状分析が肝要である。その上で、

どのような産業、仕組みに対して自治体が何を支援していくべき役割かを判

断する必要がある。まず、戸田市の産業構造とそれに伴う地域経済の分析が

必要である。その地域の特徴的な産業を、雇用者数割合や売上・生産高だけ
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で見ていては地域の比較優位性を測ることはできない。これまで活発であっ

た産業だけでなく、今後発展可能性のある産業は何があるのかを発見する必

要もある。またそれら産業がどのような新規産業や雇用を生み出しているの

か、そしてどこからどこへ資金が流れているのかなどの相互影響にも着目す

る必要がある。それが戸田市ならではの地域特性であり、地域資源の優位性

の発見であるからだ。  

そのために、まず基本となる戸田市の産業構造と地域経済の分析 9を基礎

調査する。  

本調査では戸田市においてどの産業でどの程度雇用が生み出されているか

（雇用吸収力）、雇用の側面からの産業構造を見ていく。また新たな付加価値

を生み出す「創造性」については、「開業率」を指標とした分析を行った。「創

造都市」とは「イノベーションを内発的に創出する都市」であるが、「開業率」

はイノベーションの一つの側面である。起業の方法にもよるであろう。単純

なスピンアウトで市場を細分化しただけの起業が果たしてイノベーションな

のか、という議論もありうる。しかしながら、開業の背景には何らかの「創

造性」が存在していることが多いであろうことから、本章では一つの指標と

して戸田市の「開業率」の現状分析を行った。  

これまで戸田市では印刷・同関連業と食品製造業が他地域と比較し割合が

高く戸田市の基盤産業であるとの認識である。この点については変わりがな

いが、本章の分析ではさらに詳細を把握する。  

戸田市の基盤産業である印刷・同関連業や足品製造業はどの程度の雇用を

地域に生み出しているのか、またその他産業で雇用吸収力の高い産業には何

があるのか。「開業率」から見た場合、ポテンシャルが隠されている産業は他

にないのかである。それと合わせて、戸田市の弱い産業は何で、なぜ戸田市

でその産業が育たないのかを分析することが目的である。  

 

9 産 業 構 造 や 地 域 経 済 分 析 に つ い て は 様 々 な 視 点 の 先 行 研 究 が あ る が 、 都 道 府 県 単 位

で の こ と が 多 い 。 市 町 村 レ ベ ル で の 比 較 研 究 は 非 常 に 少 な く 、 尚 且 つ 特 定 産 業 に フ ォ

ー カ ス し た 研 究 で あ る こ と が 多 い 。 市 町 村 単 位 で 比 較 す る に は 、 地 域 間 格 差 が 大 き く

比 較 す る に 適 さ な い 場 合 や 、 市 町 村 単 位 で 産 業 分 類 別 の 詳 細 な 統 計 デ ー タ が 揃 い に く

い と い う の が そ の 要 因 と し て 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 昨 今 は 国 に よ る 情 報 化 の 推

進 が 加 速 さ れ て き て お り 、 あ る 一 定 レ ベ ル ま で は 詳 細 な デ ー タ が 入 手 可 能 と な っ た 。  
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１．３  分析の概要と本年度の位置づけ  

（１）雇用吸収力の把握  

地域産業の研究には様々なアプローチがあるが、その代表的なものが地域

経済分析である。地域の産業による経済循環がどのようになっているかの把

握であり、「地域外から資金を呼びこむか産業は何か」と、「地域内で付加価

値を生み出しているものは何か」である。すなわち、地域のインカムとアウ

トカムの把握である。この場合、以下の３点を見るのが一般的である。  

一つ目はその地域の財政力の基本となる指標である。財政力の基本として

は、人口の長期的な動きと、労働人口の増減による地域の労働市場の動きで

ある。加えて、地域の安全な生活を確保するためのインフラなどを中心とし

た生活環境の状態である。まず、長期的な人口の動向およびそれに伴う財政

については、戸田市でこれまで「急速な高齢化が戸田市へもたらす影響に関

する研究」（戸田市政策研究所、 2010）などで詳細な人口推計調査を行って

きているため、同研究を参考とする。また、労働市場および生活環境の状態

については簡易的な調査であるが「戸田市の将来ヴィジョンとシティセール

ス」 1 0（法政大学地域研究センター／戸田市政策研究所共同研究、2014）で、

戸田市の概ねのポジションを示しているため、同研究を参考とする。  

二つ目は、その地域の生活を支えている産業基盤の構造分析である。どの

1 0  「 戸 田 市 の 将 来 ヴ ィ ジ ョ ン と シ テ ィ セ ー ル ス 」（ 法 政 大 学 地 域 研 究 セ ン タ ー ／ 戸 田

市 政 策 研 究 所 共 同 研 究 、 2014） ／ 「 第 2 章  1 .ビ ッ グ デ ー タ か ら 見 た 戸 田 市 の 住 環 境

資 源 」 参 照 。 統 計 調 査 か ら 埼 玉 県 お よ び 類 似 都 市 と 戸 田 市 の 比 較 を 行 っ た 。 指 標 と し

た の は 、人 口 増 加 率 、可 住 地 面 積 人 口 密 度 、住 宅 地 価 、生 産 年 齢 人 口 、製 造 品 出 荷 額 、

付 加 価 値 額 、 所 得 、 労 働 力 人 口 、 失 業 率 な ど 全 39 項 目 で あ る 。  

本章の目的  

①戸田市の基盤産業の雇用吸収力はどのレベルであるかを把握する  

②基盤産業以外で、雇用吸収力の高い産業には何があるのかを確認する  

③「開業率」からみたポテンシャルの高い産業は何か  

④「開業率」からみたポテンシャルの低い産業は何か  

⑤それぞれの要因について、戸田市の環境面に起因するものは何かを分析
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産業が地域の雇用を支えているかを見ることと、どのような産業がどの程度

付加価値を生み出しているかを把握することである。すなわち、地域の所得

の基盤を把握することである。  

三つ目は、地域間や産業間の資金の流れを把握し、どのように地域の資金

が循環し何にどのぐらい波及効果があるかを把握することである。これによ

り、地域経済の循環性を測る尺度となる。都道府県や大都市の場合は産業連

関表を用いてこれを算出するのが一般的であるが、市町村の場合は同表を作

成するための精緻な統計データが揃わない。また、都道府県単位の統計から

推計し、市町村単位でデータを加工して産業連関表を作成する方法もさまざ

ま開発されている。この地域経済の循環については、次年度の課題の一つと

し、どのレベルまで詳細なデータを収集できるか検討していく。  

以上が地域経済分析の概要であるが、本章では二つ目の地域の産業基盤の

構造分析 1 1の結果として雇用吸収力を指標とした分析を報告する。  

 

（２）開業率  

地域産業の「創造性」の一つの現象として「開業率」を指標とした分析を

行った。地域ごとの開業率の決定要因については、いくつかの先行研究で一

定の要因が確認されてきている。しかしながら、同研究の中心は都道府県単

位の分析であり、市町村レベルでの決定要因分析の研究は非常に少ない。本

調査では、これまでの先行研究で確認されてきている「開業率の決定要因」

を埼玉県内市レベルで確認し、戸田市の状況を把握した。本調査で用いた要

因変数については本章３節で詳細を記す。  

 

（３）本年度の位置づけ  

以上の現状を把握した後に、各産業の詳細課題が具体化される。地域レベ

ルの産業分析には、統計的なマクロ調査とヒアリングなどによる実地調査を

併用することが必要である点は前に述べたが、本年度は統計的なマクロ調査

1 1  本 来 、 地 域 経 済 の 分 析 の 際 に は 産 業 別 の 付 加 価 値 を 算 出 し 分 析 す る 必 要 が あ る 。 今

回 、 同 分 析 を 試 み た も の の 、 入 手 で き た デ ー タ に 限 界 が あ り や や 信 憑 性 に 欠 け る も の

と な っ た た め 、 本 報 告 書 で は 報 告 を 控 え た 。 今 後 、 産 業 別 の 付 加 価 値 算 出 に 関 し て は

精 緻 な デ ー タ の 収 集 が 課 題 で あ り 、 市 レ ベ ル の 産 業 連 関 表 の 作 成 と あ わ せ て 次 年 度 で

検 討 し て い く 。  
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から各産業の課題抽出までを行った。次節から、マクロ調査から見られた各

産業の課題を仮説として記す。次年度は本分析から示唆された具体的な課題

を基に、ヒアリング調査でその実体を明らかにするためのものである。  

 

（４）統計データの留意点  

市単位で地域経済分析を行う際には、データ収集上で２点留意しておくこ

とがある。１点目は本章の分析では、主に総務省・経済産業省の「経済セン

サス」を用いたが、統計結果発表の最新に項目ごとにずれがあるため、産業

分類（中） 1 2での分析には「平成 21 年経済センサス」を用いた。最新のデ

ータによる比較検討が必要な場合は、平成 24 年版と組み合わせる方法も用

いた。平成 24 年版の場合は産業分類（中）の詳細なデータが入手できない

産業については、大分類のみの把握で統一することで対応した。２点目は産

業分類の改訂による補正である。「経済センサス」以外に複数の統計を用いた

ため、調査間で産業分類が異なる場合があり、この場合は一部は按分（小長

谷、2012／中村、2008）の方法を用いているため推計値も混在している。図

表ごとに留意点の但し書きを記した。  

 

２．戸田市の雇用吸収力からみた産業特性  

２．１  雇用吸収力が高い産業  

（１）雇用吸収力の算出方法  

戸田市は工業系事業所の大きな柱が印刷製本関連産業で、板橋区と埼玉県

南部地域で形成する印刷業の一大集積地の中心として有名である。また、統

計データからは食料品製造業や一般機械の製造、金属製品やプラスチック製

品製造などの業種の割合が高くなっているのが特徴である。これは、生産力

から見た戸田市の産業構造である。  

一方で、人口減少の中で地域が継続的に経済自立していくため、生産力だ

けでなく雇用需要の側面も重視する必要がある。売上を上げ生産性を高めな

1 2  日 本 標 準 産 業 分 類 基 準 に 準 じ て い る 。 同 基 準 は 日 本 の 産 業 を 大 ・ 中 ・ 小 で 分 類 し て

い る が 、 2009 年 に 第 12 回 改 訂 を 行 っ て お り 、 2009 年 以 前 の 分 類 と 異 な る 産 業 が 存 在

し て お り そ の 統 合 が 未 完 の 調 査 デ ー タ も あ る た め 最 新 の 産 業（ 中 ）分 類 が 揃 う の は 2009
年 が 最 適 な 状 況 で あ る 。 産 業 （ 大 ） 分 類 の 場 合 は 比 較 的 2012 年 （ 平 成 24 年 経 済 セ ン

サ ス ） の デ ー タ 活 用 が 可 能 で あ る 。  
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ければならないのはもちろんだが、生産性の高い産業に傾斜しすぎると雇用

需要の維持が期待できない。生産性と雇用は原則としてトレードオフの関係

にある。例えば製造業のように、整備を整え生産性を高めることが比較的や

りやすい産業は、生産性が高まるほど人が要らなくなってしまうため、経営

努力をするほど雇用吸収力が低下する。逆に、介護のような労働集約的な産

業は、ある程度の機械化は可能だとしても人にしかできないサービスであり、

雇用吸収力が高くなる一方で生産性は高めにくい。この２つのバランスをと

ることが地域経済の自立に望ましいとされている。  

本節では戸田市の産業の中で、どの産業が雇用吸収力があるのかを見てい

く。算出方法は以下である。  

１）全国、埼玉県、東京都、戸田市ごとに、産業別の従業者数割合を算出

する。  

２）次に、戸田市において従業者割合が 5%以上の産業については中分類

の詳細まで細かく算出する。  

３）次に、従業者の特化係数 1 3を求める。  

以上で検出したのが＜図表 4-1＞である。  

 

（２）戸田市の雇用吸収力からみた産業特性と今後の調査視点  

戸田市で最も雇用吸収力があるのは「印刷・同関連産業」で特化係数 9 .736

と非常に高い数字であった。次いで「倉庫業」（ 8 .308）、「道路貨物運送業」

（ 4.014）、「運輸に附帯するサービス業」（ 2.311）と運輸業が並んだ。製造業

の中では、印刷関連以外に「非鉄金属製造業」（ 2 .035）、「食料品製造業」

（ 1.728）が雇用吸収力が高い産業であった。また、建設業でも「とび・土

木・コンクリート工事業」（ 1 .900）、「床・内装工事業」（ 1 .885）などで雇用

吸収力が見られた。  

戸田市の雇用吸収力からみた特性は、他の産業の景気に影響を受けやすい

受注産業での強みがあるという点である。そのため、各産業がどの産業に影

1 3   i  地 域 の j  業 種 の 構 成 比 を Q i j、 全 国 の j  分 類 業 種 の 構 成 比 を Q t j  と し た 場 合 、

i  地 域 に お け る j  業 種 に つ い て の 「 特 化 係 数 」 LQ は L Q = Qi j  / Q t j  で 表 さ れ る 。 特 化

係 数 が １ よ り も 大 き け れ ば 、 当 該 部 門 の ウ エ イ ト が 全 体 に 比 べ て 大 き い こ と を 意 味 す

る 。  
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響を受けやすいのかを把握することが次の課題である。例えば、「倉庫業」「道

路貨物運送業」では「食料品製造（雇用吸収力  1.728）」の影響が強く出る

可能性がある。「食料品製造」から受託される「倉庫業」「道路貨物運送業」

での割合がどの程度であり、そこにどのような特性があるのかを把握するこ

とで、戸田市産業のさらなる強みを発見できる可能性がある。また、「とび・

土木・コンクリート工事業」（従業者数 376 人）、「床・内装工事業」（従業者

数 301 人）は、全体的な従業者数は少ないものの、東京都・埼玉県の係数と

比較しても戸田市が非常に高い。それでは、同産業の受託先産業には何があ

るのか。例えば、飲食店などの店舗の工事か、民家のリノベーション系であ

るのか、などの把握である。戸田市の可能性としては倉庫のリノベーション

の受託は増えていないのだろうかという仮説も成り立つ。  

次年度は、同状態の把握と戸田市特性を発見する視点での調査が必要であ

る。  
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図 表  4 -1  産 業 別 （中 分 類 ）の従 業 者 数 に関 する構 成 比 比 較 ＿（1）  

事業所統計・産業（中分類）
平成21年＿経済センサス（基礎調査）

全国 埼玉県 戸田市 全国 埼玉県 戸田市 全国 東京都 埼玉県 戸田市

A～R全産業（Ｓ公務を除く） 58,442,129 2,593,162 62,871 100.000 100.000 100.000 100.000 100.000 100.000 1.000

A農業，林業 329,598 5,650 3 0.564 0.218 0.005 1.000 0.074 0.386 0.008

B漁業 47,997 38 - 0.082 0.001 - 1.000 0.020 0.018 -

C鉱業，採石業，砂利採取業 30,684 703 - 0.053 0.027 - 1.000 0.481 0.516 -

D建設業 4,320,444 197,818 4,342 7.393 7.628 6.906 1.000 0.749 1.032 0.934

06総合工事業 1,928,639 78,601 1,258 3.300 3.031 2.001 1.000 0.650 0.918 0.606

07職別工事業（設備工事業を除く） 1,082,159 63,149 1,704 1.852 2.435 2.710 1.000 0.752 1.315 1.464

　　072とび・土工・コンクリート工事業 183,904 11,461 376 0.315 0.442 0.598 1.000 0.652 1.405 1.901

　　078床・内装工事業 148,451 8,934 301 0.254 0.345 0.479 1.000 1.502 1.356 1.885

08設備工事業 1,309,646 56,068 1,380 2.241 2.162 2.195 1.000 0.893 0.965 0.979

E製造業 9,826,839 502,689 14,146 16.815 19.385 22.500 1.000 0.606 1.153 1.338

09食料品製造業 1,294,075 69,242 2,405 2.214 2.670 3.825 1.000 0.415 1.206 1.728

10飲料・たばこ・飼料製造業 147,430 3,715 16 0.252 0.143 0.025 1.000 0.495 0.568 0.101

11繊維工業 490,252 13,245 163 0.839 0.511 0.259 1.000 0.457 0.609 0.309

12木材・木製品製造業（家具を除く） 138,348 3,688 34 0.237 0.142 0.054 1.000 0.155 0.601 0.228

13家具・装備品製造業 180,598 9,231 196 0.309 0.356 0.312 1.000 0.430 1.152 1.009

14パルプ・紙・紙加工品製造業 240,895 18,001 483 0.412 0.694 0.768 1.000 0.533 1.684 1.864

15印刷・同関連業 447,873 39,604 4,691 0.766 1.527 7.461 1.000 1.793 1.993 9.736

16化学工業 483,668 25,022 574 0.828 0.965 0.913 1.000 1.054 1.166 1.103

17石油製品・石炭製品製造業 34,081 609 30 0.058 0.023 0.048 1.000 1.035 0.403 0.818

18プラスチック製品製造業 442,843 29,923 619 0.758 1.154 0.985 1.000 0.438 1.523 1.299

19ゴム製品製造業 155,184 8,133 60 0.266 0.314 0.095 1.000 0.567 1.181 0.359

20なめし革・同製品・毛皮製造業 46,515 3,635 24 0.080 0.140 0.038 1.000 1.805 1.761 0.480

21窯業・土石製品製造業 324,861 10,564 216 0.556 0.407 0.344 1.000 0.303 0.733 0.618

22鉄鋼業 233,682 6,381 97 0.400 0.246 0.154 1.000 0.387 0.615 0.386

23非鉄金属製造業 156,222 9,698 342 0.267 0.374 0.544 1.000 0.502 1.399 2.035

24金属製品製造業 792,889 45,667 1,221 1.357 1.761 1.942 1.000 0.473 1.298 1.431

25はん用機械器具製造業 435,291 20,512 351 0.745 0.791 0.558 1.000 0.469 1.062 0.750

26器具製造業生産用機械 654,864 31,239 890 1.121 1.205 1.416 1.000 0.455 1.075 1.263

27業務用機械器具製造業 295,401 19,044 415 0.505 0.734 0.660 1.000 1.378 1.453 1.306

28電子部品・デバイス・電子回路製造業 575,548 25,656 308 0.985 0.989 0.490 1.000 0.485 1.005 0.497

29電気機械器具製造業 585,573 23,193 349 1.002 0.894 0.555 1.000 0.675 0.893 0.554

30情報通信機械器具製造業 330,878 13,764 24 0.566 0.531 0.038 1.000 1.285 0.938 0.067

31輸送用機械器具製造業 1,051,191 51,821 248 1.799 1.998 0.394 1.000 0.249 1.111 0.219

32その他の製造業 288,677 21,102 390 0.494 0.814 0.620 1.000 0.916 1.647 1.256

F電気・ガス・熱供給・水道業 210,533 6,990 129 0.360 0.270 0.205 1.000 0.891 0.748 0.570

G情報通信業 1,724,414 24,623 471 2.951 0.950 0.749 1.000 3.194 0.322 0.254

従業者＿特化係数

（※1）産業別（大分類）で就業者割合が5%以上の産業についてのみ、中分類を参照し全国と比較した。

従業者数（人）
従業者割合（単位：％）

（※1）

産業名
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図 表  4 -2  産 業 別 （中 分 類 ）の従 業 者 数 に関 する構 成 比 比 較 ＿（2）  

事業所統計・産業（中分類）
平成21年＿経済センサス（基礎調査）

全国 埼玉県 戸田市 全国 埼玉県 戸田市 全国 東京都 埼玉県 戸田市

H運輸業，郵便業 3,571,963 218,263 10,868 6.112 8.417 17.286 1.000 0.908 1.377 2.828

42鉄道業 257,717 10,768 50 0.441 0.415 0.080 1.000 1.472 0.942 0.180

43道路旅客運送業 607,139 20,932 426 1.039 0.807 0.678 1.000 1.242 0.777 0.652

44道路貨物運送業 1,793,269 127,653 7,743 3.068 4.923 12.316 1.000 0.644 1.604 4.014

45水運業 54,311 6 - 0.093 0.000 - 1.000 1.521 0.002 -

46航空運輸業 53,005 118 - 0.091 0.005 - 1.000 3.786 0.050 -

47倉庫業 200,372 24,609 1,791 0.343 0.949 2.849 1.000 0.715 2.768 8.309

48運輸に附帯するサービス業 345,095 20,996 858 0.590 0.810 1.365 1.000 0.875 1.371 2.311

49郵便業（信書便事業を含む） 261,055 13,181 - 0.447 0.508 - 1.000 0.869 1.138 -

I卸売業，小売業 12,695,832 566,615 12,607 21.724 21.850 20.052 1.000 0.976 1.006 0.923

50各種商品卸売業 37,936 272 - 0.065 0.010 - 1.000 5.164 0.162 -

51繊維・衣服等卸売業 298,128 5,196 143 0.510 0.200 0.227 1.000 2.159 0.393 0.446

52飲食料品卸売業 880,273 33,721 1,128 1.506 1.300 1.794 1.000 1.012 0.863 1.191

53建築材料，鉱物・金属材料等卸売業 756,345 32,197 1,034 1.294 1.242 1.645 1.000 1.145 0.959 1.271

54機械器具卸売業 1,190,338 43,239 789 2.037 1.667 1.255 1.000 1.661 0.819 0.616

55その他の卸売業 962,221 42,087 1,481 1.646 1.623 2.356 1.000 1.476 0.986 1.431

56各種商品小売業 640,122 36,506 792 1.095 1.408 1.260 1.000 0.741 1.285 1.150

57織物・衣服・身の回り品小売業 751,306 30,542 497 1.286 1.178 0.791 1.000 1.215 0.916 0.615

58飲食料品小売業 3,211,055 158,244 3,953 5.494 6.102 6.287 1.000 0.734 1.111 1.144

59機械器具小売業 992,606 46,448 815 1.698 1.791 1.296 1.000 0.575 1.055 0.763

60その他の小売業 2,857,072 132,758 1,927 4.889 5.120 3.065 1.000 0.686 1.047 0.627

61無店舗小売業 118,430 5,405 48 0.203 0.208 0.076 1.000 1.067 1.029 0.377

J金融業，保険業 1,587,909 57,343 646 2.717 2.211 1.028 1.000 1.662 0.814 0.378

K不動産業，物品賃貸業 1,546,688 70,487 2,217 2.647 2.718 3.526 1.000 1.459 1.027 1.332

L学術研究，専門・技術サービス業 1,781,721 61,434 804 3.049 2.369 1.279 1.000 1.587 0.777 0.419

M宿泊業，飲食サービス業 5,700,699 241,297 4,106 9.754 9.305 6.531 1.000 1.016 0.954 0.670

75宿泊業 765,476 12,133 225 1.310 0.468 0.358 1.000 0.573 0.357 0.273

76飲食店 4,421,432 203,206 3,421 7.565 7.836 5.441 1.000 1.114 1.036 0.719

77持ち帰り・配達飲食サービス業 513,791 25,958 460 0.879 1.001 0.732 1.000 0.835 1.139 0.832

N生活関連サービス業，娯楽業 2,713,386 131,195 2,205 4.643 5.059 3.507 1.000 0.872 1.090 0.755

O教育，学習支援業 1,725,610 80,016 977 2.953 3.086 1.554 1.000 1.285 1.045 0.526

P医療，福祉 5,629,966 240,935 4,397 9.633 9.291 6.994 1.000 0.664 0.964 0.726

83医療業 3,220,871 142,819 3,000 5.511 5.508 4.772 1.000 0.699 0.999 0.866

84保健衛生 57,608 814 46 0.099 0.031 0.073 1.000 1.111 0.318 0.742

85社会保険・社会福祉・介護事業 2,351,487 97,302 1,351 4.024 3.752 2.149 1.000 0.605 0.933 0.534

Q複合サービス事業 406,920 12,405 101 0.696 0.478 0.161 1.000 0.360 0.687 0.231

Rサービス業（他に分類されないもの） 4,590,926 174,661 4,852 7.856 6.735 7.717 1.000 1.284 0.857 0.982

88廃棄物処理業 262,456 15,318 425 0.449 0.591 0.676 1.000 0.543 1.315 1.505

89自動車整備業 271,714 14,539 478 0.465 0.561 0.760 1.000 0.385 1.206 1.635

90機械等修理業（別掲を除く） 270,430 10,765 436 0.463 0.415 0.693 1.000 1.246 0.897 1.499

91職業紹介・労働者派遣業 914,919 25,916 432 1.566 0.999 0.687 1.000 1.604 0.638 0.439

92その他の事業サービス業 2,272,417 89,673 2,906 3.888 3.458 4.622 1.000 1.433 0.889 1.189

93政治・経済・文化団体 282,775 8,416 86 0.484 0.325 0.137 1.000 1.388 0.671 0.283

94宗教 290,752 8,243 68 0.498 0.318 0.108 1.000 0.601 0.639 0.217

95その他のサービス業 25,463 1,791 21 0.044 0.069 0.033 1.000 0.784 1.585 0.767

従業者＿特化係数

（※1）産業別（大分類）で就業者割合が5%以上の産業についてのみ、中分類を参照し全国と比較した。

従業者数（人）
従業者割合（単位：％）

（※1）

産業名
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２．２  雇用吸収力の増減による産業別課題  

（１）雇用吸収力と事業所規模による地域経済の見方  

次に、雇用吸収力が伸びている産業、すなわち発展している産業が何であ

るのかを見るために、戸田市と全国の産業ごとの従業者数および割合を経年

で一覧にした＜図表 4-3＞。  

戸田市で伸びている産業が全国的にも同様の場合は、戸田市特有の要因に

よるものではないと考えられるために従業者割合の増減を全国と比較した。

産業ごとの従業者割合を 2006 年から 2009 年と、2006 年から 2012 年の経年

で全国と比較したのが＜図表 4-4＞である。  

また、＜図表 4-5＞は産業別＿事業所規模係数を算出した。これは事業者

数と事業所数による特化係数を比較したものであり、特化係数比較で算出さ

れた数字が大きいほど、事業所規模が大きく１社あたりの雇用、売上の比率

が高くなることを意味している。これには２つの側面がある。１つは、特化

係数比較の数値が高い産業ほど、他地域からの従業者を移入していると考え

られるため、雇用吸収力は高い。同時に同数値が高いほど、その地域の同産

業への依存度が高い可能性も示している。そのため、その産業の景気に左右

されやすく、例えば景気低迷によるリストラや域外移転などによる雇用者吸

収力への影響度が高くなる傾向を持つ。  

これらのことを踏まえ、中小自治体の場合はそれぞれの産業の特性を把握

しつつ、雇用吸収力が高い産業を集中的に推進する政策に特化するのではな

く、あくまでバランスを見ることが重要である。以下、＜図表 4-3＞＜図表

4-4＞＜図表 4-5＞を参照しながら、各産業の特性について分析する。  

 

（２）産業ごとの課題  

①製造業  

戸田市の産業基盤である製造業であるが、全国的に減少傾向であり 2006

年から 2012 年の 6 年間で 1 .74%程度減少している。対して戸田市の減少率

は全国を大幅に上回っており 2009 年までの 3 年間で－ 4 .40%、5 年間でやや

減少に歯止めがかかっているが－ 3 .47%である。産業中分類での経年データ

の整備をし、製造業の中でも詳細な産業での増減を調査する必要がある。特
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に基盤産業である「印刷・同関連業」、「食料品製造業」、「金属製品製造業」

の雇用状況の推移を把握する必要がある。＜図表 4-5＞で事業所規模係数を

見てみると、「食料品製造業」（特化係数比較  1 .775）、「印刷・同関連業」（特

化係数比較  1 .281）といずれもやや高い。そのため、同産業の工場の閉鎖

や移転は戸田市において雇用に大きな影響力を持つため、詳細の対策が必要

である。  

 

図 表  4 -3  戸 田 市 、全 国 ＿産 業 別 全 従 業 者 数 の経 年 比 較 1 4  

総数 61,132人 100.0% 62,871人 100.0% 60,176人 100.0% 6,389万人 100.0% 6,314万人 100.0% 6,270万人 100.0%

農林漁業 12人 0.0% 3人 0.0% 225人 0.4% 272万人 4.3% 264万人 4.2% 240万人 3.8%

鉱業 - - - - - - 3万人 - 3万人 - 3万人 -

建設業 4,027人 6.6% 4,342人 6.9% 3,880人 6.4% 560万人 8.8% 522万人 8.3% 503万人 8.0%

製造業 16,444人 26.9% 14,146人 22.5% 14,097人 23.4% 1,163万人 18.2% 1,082万人 17.1% 1,032万人 16.5%

電気・ガス・熱供給・水道業 129人 0.2% 129人 0.2% 126人 0.2% 36万人 0.6% 34万人 0.5% 31万人 0.5%

情報通信業 481人 0.8% 471人 0.7% 289人 0.5% 180万人 2.8% 194万人 3.1% 188万人 3.0%

運輸業 10,802人 17.7% 10,868人 17.3% 9,544人 15.9% 328万人 5.1% 350万人 5.5% 340万人 5.4%

卸売・小売業 11,735人 19.2% 12,607人 20.1% 10,724人 17.8% 1,076万人 16.8% 1,059万人 16.8% 1,042万人 16.6%

金融・保険業 552人 0.9% 646人 1.0% 650人 1.1% 155万人 2.4% 165万人 2.6% 163万人 2.6%

不動産業 1,368人 2.2% 2,217人 3.5% 2,024人 3.4% 107万人 1.7% 110万人 1.7% 112万人 1.8%

学術研究・専門・
技術サービス業

- - 0.0% 1,080人 1.8% 204万人 - 195万人 3.1% 205万人 3.3%

飲食店,宿泊業 3,465人 5.7% 4,106人 6.5% 3,990人 6.6% 374万人 5.9% 379万人 6.0% 376万人 6.0%

生活関連サービス業・娯楽業 0人 0.0% 0.0% 2,100人 3.5% 242万人 3.8% 241万人 3.8% 239万人 3.8%

医療,福祉 3,790人 6.2% 4,397人 7.0% 5,240人 8.7% 571万人 8.9% 623万人 9.9% 706万人 11.3%

教育,学習支援業 1,101人 1.8% 977人 1.6% 1,078人 1.8% 282万人 4.4% 288万人 4.6% 295万人 4.7%

複合サービス業 122人 0.2% 101人 0.2% 123人 0.2% 75万人 1.2% 52万人 0.8% 47万人 0.7%

サービス業
（他に分類されないもの）

7,104人 11.6% 7,861人 12.5% 5,006人 8.3% 467万人 7.3% 465万人 7.4% 462万人 7.4%

２０１２年

従業者数／割合産業

全国

従業者数／割合

２００６年 ２００９年 ２０１２年

戸田市

２００６年 ２００９年

 

 

 

1 4  「 労 働 力 調 査 ／ 第 12 回 改 定 日 本 標 準 産 業 分 類 別 就 業 者 数（ 長 期 時 系 列 デ ー タ ）」お

よ び 、「 経 済 セ ン サ ス ＿ 基 礎 調 査 」「 経 済 セ ン サ ス ＿ 活 動 調 査 」 よ り 算 出 。  
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図 表  4 -4  産 業 別 ＿従 業 者 割 合 の経 年 比 較  
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図 表  4 -5  産 業 別 ＿事 業 所 規 模 係 数  

従業者数 事業所数

D建設業 0.934 0.9607 0.972

06総合工事業 0.606 0.6751 0.898

07職別工事業（設備工事業を除く） 1.464 1.2158 1 .204

　　072とび・土工・コンクリート工事業 1.901 1.7232 1.103

　　078床・内装工事業 1.885 2.0090 0.938

E製造業 1.338 2.1410 0.625

09食料品製造業 1.728 0.9733 1 .775

13家具・装備品製造業 1.009 1.1885 0.849

14パルプ・紙・紙加工品製造業 1.864 3.9501 0.472

15印刷・同関連業 9.736 7.6017 1 .281

16化学工業 1.103 1.6336 0.675

18プラスチック製品製造業 1.299 2.5708 0.505

23非鉄金属製造業 2.035 5.2421 0.388

24金属製品製造業 1.431 2.6031 0.550

26器具製造業生産用機械 1.263 2.1869 0.578

27業務用機械器具製造業 1.306 4.1371 0.316

32その他の製造業 1.256 1.5802 0.795

G情報通信業 0.254 0.7355 0.345

H運輸業，郵便業 2.828 2.5300 1.118

44道路貨物運送業 4.014 2.9276 1 .371

47倉庫業 8.309 8.1815 1.016

48運輸に附帯するサービス業 2.311 2.6856 0.861

I卸売業，小売業 0.923 0.7466 1 .236

52飲食料品卸売業 1.191 0.7795 1 .528

53建築材料，鉱物・金属材料等卸売業 1.271 1.4837 0.857

55その他の卸売業 1.431 0.9766 1 .465

56各種商品小売業 1.150 0.4334 2 .653

58飲食料品小売業 1.144 0.6289 1 .820

J金融業，保険業 0.378 0.4565 0.828

K不動産業，物品賃貸業 1.332 1.9093 0.698

L学術研究，専門・技術サービス業 0.419 0.6225 0.674

M宿泊業，飲食サービス業 0.670 0.6878 0.973

N生活関連サービス業，娯楽業 0.755 0.7142 1.058

O教育，学習支援業 0.526 0.9856 0.534

P医療，福祉 0.726 0.6810 1.066

Q複合サービス事業 0.231 0.3182 0.725

Rサービス業（他に分類されないもの） 0.982 0.8081 1 .216

88廃棄物処理業 1.505 1.0239 1 .470

89自動車整備業 1.635 1.3440 1 .217

90機械等修理業（別掲を除く） 1.499 1.4013 1.069

92その他の事業サービス業 1.189 1.1426 1.040

産業名

特化係数
特化係数比較

（従業者数÷事業所数）
※全て特化係数で算出
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②運輸業  

戸田市の基盤産業である印刷・同関連業と合わせて、もう一つの基盤とな

っている運輸業であるが、全国的にやや増加傾向にある中、戸田市は減少傾

向である。特に 2006 年から 2009 年の 3 年間と比較し 2012 年までの 6 年間

の減少傾向が激しい。運輸業で最も従業者割合が高いのが「道路貨物運送業」

（ 12.3%）（＜図表 4-2＞参照）である。同業は「倉庫業」との連動性も高い

ことから、印刷・同関連業の低迷にかなり影響を受ける可能性が高い。印刷・

同関連業と合わせて減少傾向にあるのか詳細の調査が必要である。仮説とし

ては、全国的に増加傾向である運輸業が印刷・同関連業とは別の産業の運輸

を担当しており、印刷・同関連業は全国的に低迷していることが考えられる。

もう一つの仮説としては、これまで戸田市で受注していたものが他市に流れ

た可能性である。この２点の詳細調査が次年度では必要である。  

 

③建設業  

建設業については。2006 年から 2009 年に全国的に減少傾向であったのに

対し、戸田は 0.32%とわずかであるが増加傾向であった。同時期のマンショ

ン建設ラッシュや駅周辺の開発などが要因として考えられる。同産業は景気

に左右されやすい特徴を持ち、同時に失業率や低就労条件にも繋がりやすい。

一方で、戸田市では「とび・土木・コンクリート」（従業者数特化係数  1 .900）、

「床・内装工事業」（従業者数特化係数  1.885）と比較的専門特化型の下請

け業での雇用吸収力が高い上に、事業所規模係数をみても大きくない。すな

わち、小規模事業所による専門特化型の業態であり、全体雇用者数は 700 人

弱であるがこの特徴を生かした産業推進の可能性も考えられる。特に、戸田

市ならではの倉庫や店舗のリノベーションなどの分野での可能性も検討でき

る。  

 

④情報通信業  

昨今、全国的に就業者数を伸ばしている情報通信業であるが、戸田市では

＜図表 4-4＞の経年をみると逆の現象である。年々同産業の従業者の割合が

減少しているのが見てとれる。特に 2006 年から 2009 年までの 3 年間に比べ
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2012 年までの減少率が大きく－ 0 .31%である。全体的に雇用吸収力も低い業

態であるため、単純に、他業態の雇用が拡大したことで割合が減少している

ことも考えられる。しかしながら、同産業は成長産業であり日本全体でも成

長促進の方向性である。特に、他業態との親和性も高く新たな事業を生みや

すい産業とも言われている。そのため、戸田市で相反して減少傾向であるこ

とは、正しく昨今の戸田市内での動向を調査し、政策的にどのように扱うか

を検討する必要がある。  

 

⑤宿泊、飲食サービス業  

＜図表 4-4＞の経年でみると、全国と比べて、戸田市で最も増加率の高い

産業が飲食店、宿泊業である。しかしながら、従業者特化係数で見ると「持

ち帰り・配達飲食サービス業」 0 .832、「飲食店」 0.719、「宿泊業」 0 .273 で

あり、「宿泊、飲食サービス業」全体で 0 .670 で 1 以下である＜図表 4-2＞。

東京都・埼玉県と比較しても低い。すなわち、ここ数年、人口増加の戸田市

であるため、それに比例して伸び率があがっていることが要因として考えら

れる。また、郊外都市であるにもかかわらず昼夜人口 1.0 という戸田市の特

徴は、昼間の商圏ニーズの確保もあるというメリットがある。そのため、同

産業では移住者数の増加による伸びだけでなく、地域外からの流入をいかに

増やせるかが課題である。すなわち、居住者の日常生活としての飲食提供サ

ービスだけでなく、周辺地域からあえて戸田市内に遊びに来て飲食する動線

を増やすことである。駅周辺やボートコース、道満グリーンパークなど人が

集まる場所周辺での飲食関連サービスの拡大を視野に入れることで、今後も

成長産業として考えられる。  

 

⑥教育、学習支援業  

全国的に 2006 年から年々増加傾向にある教育、学習支援業であるが、戸

田市は減少傾向である＜図表 4-4＞。2009 年までの減少傾向が強く、それ以

降はほぼ横ばいである。従業者特化係数で見ても＜図表 4-2＞ 0.526 と低い。

同産業は首都圏中心で増加傾向になる特徴ではあるものの、埼玉県での従業

者特化係数は 1.045 あることから、周辺郊外都市での同産業の動向も調査が
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必要である。戸田市では、同産業の中で最も就業者数が多いのが「学習塾」

であるが、現在の子どもの数に適した状態であるのか、あるいは他近隣市で

の競合塾に流れているのかなどの把握が必要である。規模の小さい産業では

あるが、懸念されることはこうした形態の業種が移入しにくい条件が戸田市

にあるのではないかという点である。例えば、駅に近い中規模オフィス物件

が少ないなどである。立地的に有意にある戸田市だが、今後他地域からの移

入資金を増やしていこうとするならば、地の利だけでなく産業活性化として

必要な環境整備も視野に入れることを検討する必要がある。  

 

⑦医療、福祉  

同産業は、全国と戸田市がほぼ同じ割合で増加している傾向が見られた。

全国的に医療、福祉は今後も増加傾向の可能性が高い業種であるが、労働環

境の質の問題や非正規雇用率の高まりなど、別の問題が存在しているが、本

調査の本論とは異なるためここでは割愛する。戸田市でも今後も増える事が

予想される産業であり、地域雇用の受け皿となる産業である。特に、女性や

パートタイムでの雇用吸収力に期待される産業であるため、同産業では雇用

環境の整備や資格取得など転職支援などの環境整備に期待できる。次年度は、

同産業の中でどこにニーズが高いのか、雇用形態や専門職のニーズの把握な

どが必要である。  

 

３．開廃業率を指標とした場合の戸田市の地域要因  

３．１  地域データによる開業率決定要因分析  

（１）決定要因変数  

新規開業の促進は、地域資源を活用した「創造的」な産業振興の一つとし

て注目されている。  

「新規開業には、新事業・新産業創出によるイノベーションの促進、自己

実現の場の提供、雇用機会の創出などの効果が期待され、開業の促進は多く

の地域にとって共通する重要な政策課題として位置づけられている」（中小企

業庁編、 2002）  

各地域において新規開業をいかに促進するかについて、様々な先行研究が
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あるが、特に開業率に影響を与える地域要因を把握することが求められてい

る。同研究では、中小企業庁編（ 1999、2002）をはじめ、中村・江島（ 2004）、

小林（ 2004）、岡室・小林（ 2005）、黒瀬・大塚（ 2007）などである＜図表

4-6＞。  

 

図 表  4 -6  開 業 率 に関 する地 域 要 因 の先 行 研 究  

年次 調査対象地域区分 影響を検証した主な地域要因 概要

中小企業白書 2009年 都道府県
（＋）廃業率、サービス産業割

合

サービス業における多くの事業機

会の存在や開業支援的役割の可

能性を示唆

中小企業白書 2002年 都道府県
（＋）製造業出荷額伸び率、失

業率、事業所密度

製造業における開業率データを用

いて分析。事業所集積による人材

確保面などでの集積効果や失業の

プッシュ効果などを実証。

中村・江島 2004年 都道府県

（＋）昼間人口密度、起業収益

率

（－）大企業就業比率

事業所や人口の集積効果、事業収

益性などの開業に対するプラス効

果を実証。また、大企業従業者の

割合が高い地域では開業割合が

低下することも実証。

小林 2004年 都道府県

（＋）人口増加率、事業所密

度、新規工場立地比率、選択

可能情報量

（－）GDP増加率、平均従業者

数、平均賃金、平均年齢、持ち

家比率、製造業比率

3期間を経年で比較分析。各期間

における決定要因や時代に伴う要

因変化を検証。人口増加に向けた

環境整備や産業集積形成による集

積メリットの創出などの必要性を指

摘。

岡室・小林 2005年
市町村

県内経済圏

（＋）人口増加率、失業率、高

学歴者比率、専門職・技術職比

率、事業所密度、交通アクセス

（－）平均賃金、持ち家比率、製

造業比率、公共部門比率

市町村および県内経済圏データを

用いて分析。賃金水準や平均事業

所規模、人的資本などの影響を実

証。地域における高度な人材資本

の形成・蓄積の重要性を指摘。

黒瀬・大塚 2007年 都道府県

（＋）人口増加率、市場ポテン

シャル、集積特化係数

（－）平均現金給与額

サービス産業と製造業ごとによる要

因を分析。両産業において、地域

の需要規模（人口、交通アクセスを

首都した市場ポテンシャル）が要因

として示された。同業種集積は、

サービス業で正の、製造業で負の

要因が検出された。年代ごとによる

い要因が産業別に変化することも

検証し、開業率要因の産業別分析

が必要な点を指摘。

出所）黒瀬・大塚（2007）を参考に筆者加筆
 

 

＜図表 4-6＞で整理したように、開業率における地域要因にはいくつか共

通する変数が確認されている。また、産業別に開業率要因を分析した黒瀬・
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大塚（ 2007）は「域外市場への移出が生産活動の中心である製造業と域内市

場へサービスを提供することが中心のサービス業とでは、地域の需要動向か

ら受ける影響の大きさが異なることは充分に予想される」と指摘している。

戸田市のように製造業割合が高く同時にサービス業の需要も存在している郊

外市は珍しく、地域特性として産業別の開業率の要因分析は必要である。  

しかしながら＜図表 4-6＞でもわかるように、多くの研究は都道府県単位

であり、岡室・小林（ 2005）が指摘した市町村単位の分析内容は参考となる。  

これまでの研究からは、概ね影響が高い変数は「人口増加率」「失業率」「事

業所集積度」「産業構造（製造業比率など）」が挙げられる。その他、年代ご

とに景況感の違いから開業率の要因が異なることや、産業別にプラスにもマ

イナスの要因にもなる変数があることが確認されている。このような研究を

踏まえ、本研究では戸田市の開業率の環境要因を以下の変数で確認すること

とした。要因分析図で示した＜図表 3-2＞と合わせて確認したい。  

 

開業率＝  

f（①人口増加率、②完全失業率、③大卒者比率、④専門技術比率、⑤製造

業賃金、⑥持ち家世帯比率、⑦事業所密度、⑧製造業比率、⑨平均規模）  

 

①人口増加率  

地域の需要要因として先行研究で最も多く用いられている人口増加

率を用いる。ここでは、開業率の観測期間である 2009～ 2012 年以

前の人口増加率として 2005～ 2010 年の増加率を用いる。  

②完全失業率  

地域の人的資本要因として先行研究で最も多く用いられている失業

率を用いる。失業率には２つの側面があると考えられている。失業

率が高いほど自己雇用のために開業することが増え、失業者増加に

より人材確保も容易となるため開業率が増えるとする考え。逆に、

失業率が増えるほど地域の経済状態が悪くなり開業することのメリ

ットが少なくなり開業率が減るとする考えである。係数がプラスか

マイナスかで失業率要因の影響がどう出るかが変わる。  
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③大卒者比率（ 15 歳以上人口に占める大学卒業者の割合）  

④専門技術比率（全就業者に占める専門的・技術的職業従業者の割合）  

人的資本要因の質的な変数として地域の大学卒業者数の割合（対 15

歳以上人口）と専門技術者の割合（対全就業者）を用いる。学歴や

専門技術の高さと開業率の関係についてはアメリカと日本の研究で

結果が異なり、アメリカでは専門技術の高さは開業率との関係性が

高い結果が多い。  

⑤製造業賃金（１人あたり）  

本分析では、多くの先行研究で用いている労働コストに注目し、製

造業賃金を変数として用いた。開業の立地には労働コストの低い地

域が選ばれるという考えに従うと、同変数はマイナスの影響を与え

ることになる。  

⑥持ち家世帯比率  

開業にあたり資金調達の観点から地域データを収集することは難し

い。これまでの先行研究では資金調達面で持ち家世帯比率を代用し

ており、これに準じた。  

⑦事業所密度（ 1 平方キロメートルあたり事業所数）  

事業所の密度が高いほど生産要素や情報の入手、技術のスピルオー

バーなど、産業集積のメリットを享受しやすいため、開業率が高い

とされており、これら仮説を検証するために同変数を用いた。  

⑧製造業比率（全事業所に占める製造業事業所の割合）  

サービス化の進展を反映して、製造業への依存度が高い地域は開業

率が低いという傾向を多くの先行研究が指摘しており、ここでも製

造業比率を変数として用いた。  

⑨平均規模（非一次産業事業所の平均従業者数）  

企業規模は参入障壁の指標であると考えられている。既存事業所の

平均規模が小さいほど最小効率規模が小さく、開業に有利であると

予想される。また、小規模の事業所が多いことは小規模経営に有利

な事業環境があると考えられる。  
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⑩公共サービス（住民１人あたり歳出額割合）  

公共部門の活動の指標として、先行研究では地域別の実行税率がし

ばしば用いられるが、市町村で同データが得られない。そのため、

岡室（ 2005）などが用いている住民 1 人あたりの歳出額の対数値を

公共部門の比重変数とした。「開業率に対して正の効果を持つと考え

られるが、「大きな政府」の下での規制と民間インセンティブの低下

および公的費用の負担という点では、むしろ負の効果を持つかもし

れない」（岡室、 2005 抜粋）  

 

（２）市町村単位での変数影響度  

本分析の単位には東京特別区を１つの単位とし全 782 自治体（町村を含ま

ない）を対象とした。また、開業率については農林漁業および公務を除いた

産業での数値を対象とした。基本統計量は＜図表 4-7＞である。  

 

図 表  4 -7  基 本 統 計 量  

基本統計量

変　数 n 平　均 不偏分散 標準偏差 最小値 最大値

人口増減率 782 -1.730 16.012 4.001 -16.000 16.400

完全失業率 782 6.583 2.730 1.652 2.600 18.200

大卒者比率 782 0.129 0.003 0.054 0.035 0.381

専門技術者比率 782 0.133 0.001 0.027 0.066 0.248

製造業賃金 782 383.419 8013.212 89.517 147.210 734.131

持ち家世帯比率 782 70.780 112.227 10.594 37.600 92.000

事業所密度 782 77.569 8937.506 94.538 0.000 946.309

製造業比率 782 0.093 0.003 0.050 0.021 0.364

平均規模 782 9.121 3.951 1.988 5.045 20.424

公共サービス割合（※） 782 1.619 0.016 0.125 1.369 2.336  

 

（３）分析の結果  

782 自治体のそれぞれの開業率を被説明変数とし、重回帰分析を行った。  

重回帰分析は、被説明変数（ y）に影響を与えている要因（ x）（ここでは
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説明変数と呼ぶ）が複数ある場合、それぞれどの要因がどの程度影響してい

るかを見る分析手法であり、以下のようなモデルで表すことができる。  

 

 

 

本分析の場合、  

y  =  各自治体の開業率  

x1  =  人口増加率  、x2  =完全失業率、x 3  =大卒者比率、x 4  =専門技術比率、  

x5  =  製造業賃金、 x6  =持ち家世帯比率、 x 7  =事業所密度、 x 8  =製造業比率  

x9  =平均規模率、 x 1 0  =公共サービス  となり、それぞれの変数がどの程度

y に影響を与えているかを示すのが  a1、 b2  、 c3・・・・である。  

最後の  ＋ b は定数項と言い設定した変数以外の影響の大きさを示してい

る。  

本分析の結果を＜図表 4-8＞に掲出した。最初に設定した変数のうち、「④

専門技術比率」、「⑨平均規模」の２つについては、いずれの分析結果でも有

意ではない結果であったため＜図表 4-8＞では２変数を除いた結果を掲出し

た。  

全国の 782 自治体の開業率に与える影響度は、①人口増減率、②完全失業

率、③大卒者比率、⑤製造業賃金、⑥持ち家比率、⑦事業所密度、⑧製造業

比率、⑩公共サービス割合で有意な数値が認められた。＜図表 4-8＞で示し

ている係数は、先のモデル式でいうと a1、 b2  、 c3・・・・の値に当てはま

る。但し、この場合は変数の単位が異なる（例えば％で示されるものや百万

円などの違い）ため、各変数の影響する大きさの度合いを見るために  t 値

1 5を示した。調整済み決定係数はこのモデルで当てはめた場合、全データの

何％が説明変数で説明できるかを示しており、F 値はこのモデルの検定値 1 6

1 5  ひ と つ の 目 安 と し て t 値 の 絶 対 値 が 2 よ り 小 さ い 場 合 は 統 計 的 に は そ の 説 明 変 数 は

被 説 明 変 数 に 影 響 し な い と 判 断 す る 。  
1 6  検 定 は 分 析 手 法 に よ っ て 様 々 な 方 法 が 用 い ら れ る が 、用 い た 分 析 手 法 で 得 ら れ た 結

果 が 偶 然 に よ る も の は 、 あ る い は 意 味 が あ る の か を 見 極 め る も の で あ る 。 そ の 結 果 を

「 有 意 水 準 」 と 言 い 、有 意 水 準 が 0 .05（ 5%） 以 下 で あ れ ば 得 ら れ た 結 果 は 偶 然 に よ る

も の で は な い と さ れ て い る 。一 般 的 に  * *  で 示 さ れ 、0 .001 以 下 の 水 準 に 当 て は ま る 場

合 は  * * * 0 .01 以 下 の 水 準 に 当 て は ま る 場 合 は  * *  、 0 .05 以 下 の 水 準 に 当 て は ま る 場 合

は  *  で 示 さ れ る 。  
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であり  *＜ 0 .05 以下、 **＜ 0.01 以下で同モデルが成り立つことを示してい

る。これによると、本モデルは 0 .479%程度で説明でき有意水準は 0 .001 以

下であった。  

図 表  4 -8  重 回 帰 分 析 結 果  

係数 t値 P値 係数 t値 P値

人口増減率 0.057 9.654 *** 0.053 7.703 ***

完全失業率 0.036 3.594 *** 0.059 5.118 ***

大卒者比率 1.763 3.637 *** ─ ─

製造業賃金 -0.001 -3.448 *** 1.784 2.046 *

持ち家世帯比率 -0.012 -5.945 *** -0.013 -6.257 ***

事業所密度 0.000 2.194 * ─ ─

製造業比率 -2.272 -6.693 *** -2.609 -6.149 ***

公共サービス割合 0.571 3.347 *** -0.772 -3.605 ***

定数項 1.640 4.262 *** 3.516 7.733 ***

調整済み決定係数 0.479 0.538

F値 88.700 *** 84.090 ***

有意水準 （ *** : p < 0.001、** : p<0.01、* : p<0.05 ）

変数
全国

全国

都市雇用圏中心市、郊外市

782 市 411 市

 

 

全国の 782 市のサンプルによる結果では、開業率にプラスの影響を及ぼす

変数は、人口増減率、完全失業率、大卒者比率、事業所密度、公共サービス

割合であった。最も影響度が高いのは人口増減率で 9 .654（ t 値）であった。

また、開業率にマイナスの影響を及ぼす変数は、製造業比率、持ち家世帯比

率、製造業賃金の 3 つであった。最も影響度が高いのは製造業比率で  －

6.693（ t 値）であった。  

次に、全国の市単位をサンプルにした場合、自治体の規模や産業構造が大

きくことなるサンプルが混在するため、戸田市のような首都圏型の地域の場
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合の開業率に与える影響を見るためにサンプルを都市雇用圏 1 7中心市とそ

の郊外市のみ に絞 っ て分析 した。 該当市は 411 市であった。 これに よると 、

本モデルは 0 .538%程度で説明でき有意水準は 0 .001 以下であり、全国をサ

ンプルとした場合のモデルよりも当てはまりが高い結果であった。  

開業率にプラスの影響を及ぼす変数は、人口増減率、完全失業率、製造業

賃金であった。最も影響度が高いのは人口増減率で 7 .703（ t 値）であった。

また、開業率にマイナスの影響を及ぼす変数は、製造業比率、持ち家世帯比

率、公共サービス割合であった。最もマイナスの影響度が高いのは持ち家比

率で  － 6.257（ t 値）であった。全国単位による分析とで異なるのは、大卒

者比率と事業所密度が有意な要因ではない点である。また、＋と－が逆の影

響として現れたのが公共サービス割合である。全国単位ではプラスの影響が

出たものの、都市雇用圏単位ではマイナスの影響であった。  

２つの分析結果を分かりやすく以下に示す。  

 

全国 782 市をサンプルとした場合。  

開業率＝  

0 .057*人口増加率  +0.036*完全失業率＋ 1.763*大卒者割合＋ (  -0 .001)*製

造業賃金  ＋ ( -0 .012)*持ち家世帯比率＋ 0 .000*事業所密度＋ (  -2 .272)*製造業

比率  ＋ 0 .571*公共サービス割合＋定数項（ 1 .640）  

 

都市雇用圏 411 市をサンプルとした場合。  

開業率＝  

0 .053*人口増加率  +0.059*完全失業率 +1.784*製造業賃金  ＋ ( -0 .013)*持

ち家世帯比率＋ (  -2 .609)*製造業比率  ＋ ( -0 .772)*公共サービス割合＋定数項

（ 3.516）  

1 7   都 市 雇 用 圏 は 金 本 良 嗣 ら が 日 本 を 対 象 と し て 考 案 し た 、 雇 用 を 基 準 と す る 都 市 圏

の 定 義 の 一 つ で 、( 1 )中 心 都 市 を DI D 人 口 に よ っ て 設 定 し 、( 2 )郊 外 都 市 を 中 心 都 市 へ の

通 勤 率 が 10％ 以 上 の 市 町 村 と し 、( 3 )同 一 都 市 圏 内 に 複 数 の 中 心 都 市 が 存 在 す る こ と を

許 容 す る 都 市 圏 設 定 で あ る 。 近 年 の 雇 用 状 況 を 鑑 み た 設 定 で あ り 、 単 純 な 人 口 規 模 に

よ る 地 域 区 分 と は 異 な り 、 地 域 の 労 働 力 状 態 で み る 際 に 適 し て い る 。 詳 し い 区 分 方 法

は 以 下 を 参 照 。  （ htt p : / / w w w. cs i s .u - to kyo .a c . jp / U EA）  
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また、影響度の違いを＜図表 4-9＞に記した。これによると、どちらも人

口増減率は最も開業率に影響を及ぼしており、次に完全失業率であることが

わかる。またマイナスの要因では製造業比率がマイナスに影響を及ぼしてい

るのが共通である。製造業比率はそのままサービス業比率とも連動するため、

すなわちサービス業の割合が高くなるほど開業率が高くなる傾向にあること

がわかる。  

全国単位の方が都市雇用圏単位に比べて持ち家世帯比率がマイナスに大き

く影響している。これは持ち家世帯比率が高くなる程開業率が低くなること

を示しており、全国単位の方がその影響度が強いということである。すなわ

ち、全国の都市雇用圏以外の地域は、人口規模が少なく比較的雇用機会も少

ない傾向 1 8にあり、そうした地域ほど持ち家があることでより開業に対する

インセンティブが低下すると考えられる。これは同様に製造業賃金にも当て

はまる。すなわち、都市度が低くなるほど賃金の低下は開業に対するインセ

ンティブの低下にもなる。  

 

図 表  4 -9  開 業 率 に影 響 を及 ぼす変 数 の影 響 度 比 較  
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1 8  戸 田 市 は 都 市 雇 用 圏 に 入 っ て お り 、 こ れ に 当 て は ま ら な い 。 同 分 類 に よ る と 、 戸 田

市 は 都 市 雇 用 圏 の 中 心 地 と な る 。中 心 地 に 該 当 す る 自 治 体 の 中 で も 人 口 規 模 が 10 万 人

以 下 の 自 治 体 は 戸 田 市 の み で あ る 。戸 田 市 の 昼 夜 人 口 比 率 1 .0 に よ る も の で あ り 、戸 田

市 市 内 で の 雇 用 機 会 が 多 く 他 地 域 か ら 戸 田 市 に 通 勤 し て い る 人 の 割 合 が 多 い た め で あ

る 。し か し 、同 分 類 の 時 期 が 2005 年 基 準 で あ り 、戸 田 市 は 分 類 上 中 心 地 と 郊 外 市 の ち

ょ う ど 境 界 線 上 に 位 置 し て い る 。 そ の た め 、 2005 年 以 降 の 人 口 増 加 、 特 に 都 心 部 へ 通

勤 す る 人 の 増 加 を 考 え る と 近 年 は 郊 外 市 に 区 分 さ れ る 。  
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唯一、全国と都市雇用圏とで逆の影響がでた公共サービス割合であるが、

公共サービス割合が高まるほど都市度の低い都市は開業にプラスであり、都

市度が高まるほどマイナスであることを意味する。これについては、岡室

（ 2005）は「公共サービスは事業環境の整備という点では開業率に対して正

の効果を持つと考えられるが、「大きな政府」の下での規制と民間インセンテ

ィブの低下および公的費用の負担増大という点では、むしろ負の効果を持つ」

という可能性を示唆している。すなわち、都市度が低い地方都市の場合は公

共サービスは事業環境が整備されていくという点で開業率を上げる効果があ

ると考えられる。一方で都市度が高い中心地にいくほど、規制が強くなり開

業によるメリットが減る上に個人の公的費用負担がかかり開業意欲が低下す

ると考えられるということだ。  

一方で、これまでの多くの先行研究で開業率にプラスの影響があるとされ

てきた大学卒業者比率と専門技術者比率は、都市雇用圏でのモデルからは有

意な数字として現れてきていない 1 9。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 9 考 え ら れ る こ と は 、こ れ ま で の 研 究 で は 2009 年 以 前 の 統 計 デ ー タ で 算 出 さ れ た も

の が 多 く 、 2008 年 以 降 は 、 長 期 的 な 景 気 低 迷 や 震 災 な ど の 外 的 要 因 が 大 き く 働 い て い

る 可 能 性 が 高 く 、 こ う し た 外 的 要 因 か ら 開 業 に 対 す る 意 識 変 化 も 大 き く 変 わ っ て き て

い る と 考 え ら れ る 。 特 に 、 国 の 政 策 面 で も 開 業 支 援 の 方 向 性 が 強 く 進 め ら れ て い る 中

で 、 学 歴 や 専 門 技 術 に あ ま り 関 係 の な い 分 野 で の 開 業 も 比 較 的 し や す く な っ て き て い

る 傾 向 に あ る 。こ の あ た り の 分 析 は 本 調 査 の 本 論 で は な い の で 詳 細 分 析 は 行 わ な い が 、

こ う し た 外 的 要 因 に よ る 開 業 率 の 変 化 は 戸 田 市 に と っ て は プ ラ ス の 結 果 と な っ て い る

可 能 性 が 高 い 。  

都市雇用圏の開廃業率に影響をあたえる要因（まとめ）  

①人口増加は開業率にプラスの影響が最も大きい＝地域需要に高い伸びが

期待される地域の開業率が高まる。  

 →製造業比率が低いほど開業率にプラスの影響がある  

＝人口増加による地域需要の伸びは、サービス産業比率を高めそれに反

して製造業依存度が低くなる傾向の地域の開業率が高まると考えられる。  

②完全失業率はプラスの影響が大きい＝失業者が自己雇用のため開業し、

それに伴い人材確保も行いやすいため開業率が高くなる。  

 →全体的な失業率の高まりにより、自己雇用を考える人が増える。その

時に、地域の人口増加で地域需要の高い伸びのある地域においてはサービ

ス産業などの開業障壁の低い産業の開業が高まると考えられる。  
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（４）戸田市の場合  

先の都市雇用圏モデルを重回帰式に合わせて戸田市の開業率を算出したと

ころ、結果は 2.33%で実際の 2 .28%と－ 0.05%の誤差ではあったものの、ほ

ぼ同数で計測された。すなわち、戸田市の場合は、近年の人口増加率は開業

率に対して市場需要が拡大することでありプラスの影響であり、製造業率が

下がることで開業率が高まりやすい地域特性を持つといえる。人口増加にと

もない地域の生活に密着したサービス業の割合を高めること、サービス業で

の開業がしやすい地域と言える。また、公共サービス割合が低くなった方が

開業率があがる傾向を持つ地域でもある。  

一方で、定数項の数値にも注意が必要である。定数項が 3 .516 と高い数値

であることは、地域の環境的な要因以外のことが開業率に大きな影響を与え

ていることも同時に示している。重回帰分析の結果は一つの指標に過ぎない。

自治体の政策としては、こうした地域住民の内発的な要因を高める支援の役

割が求められていくと考えられる。  

 

３．２  戸田市の産業別にみた開廃業比較  

（１）埼玉県市町村レベルでの開業率・廃業率の算出  

埼玉県産業労働政策課では、「埼玉県の産業と雇用のすがた（平成 26 年度

③持ち家比率が高まると開業率はマイナスの影響がある＝持ち家があるこ

とで資金調達が行いやすく開業が容易になるという仮説が成り立たない。  

都市度が高まることにより、資金調達が比較的必要ないサービス産業など

の開業率が高くなる傾向がある。それにより、都市度が高くなると資金調

達と持ち家の関係が低くなっている傾向が考えられる。  

④公共サービス割合は低いほど開業率が高まる＝公共サービスの充実は民

間のインセンティブを低下させることと、公的費用の負担が高まることで

都市雇用圏においては開業率にマイナスの影響があると考えられる。  
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版）」 2 0において県内企業動向として産業別、市町村別の開廃業比較が報告

されている。同報告では、 2009 年から 2012 年の産業別の開業率・廃業率推

移を県単位（埼玉県と 1 都 3 県、全国）で比較しており、市町村別では全産

業の開業率・廃業率比較を行っている。  

同報告によると、埼玉県は医療・福祉（ 3.9%）で開業率が最も高く、次い

で宿泊業・飲食サービス業（ 3 .1%）である。 1 都 3 県および全国で比較する

と埼玉県が最も高い業種はなく、情報通信業（ 1 .6%）は最も低い。市町村別

に見ると、開業率が最も高かったのは東松山市（ 3 .1%）で、次いでさいたま

市中央区（ 2.9%）であった。市レベルで東松山市の次にくるのは越谷市（ 2.4%）

でその次に 2 .2%で戸田市、久喜市、三郷市が並んでいる結果であった。  

埼玉県は全体的に開業率はそれほど高くなく、（合わせて廃業率も低い傾向

である）自治体別にみると戸田市は埼玉県内では開業率の高い自治体である

ことがわかった。  

それでは、戸田市の産業別にどの産業の開業率が高いのか、埼玉県と東京

都、全国とで比較した＜図表 4-10＞。「埼玉県の産業と雇用のすがた（平成

26 年度版）」の詳細分析の位置づけとするため、同様に 2009 年から 2012 年

の開業率・廃業率を同調査に準じ以下の方法で算出した。  

（以下、「 2014 年版中小企業白書」付属資料 4 表の定義より抜粋）  

開業率の定義：新設事業所数から年平均新設事業所数を算出し、存続及び

廃業事業所数から逆算した期首事業所数で除したもの。  

・開業率の計算方法  

新設事業所数÷30 ヶ月×12 ヶ月÷期首時点算出事業所数×100(％ )   

廃業率の定義：廃業事業所数から年平均廃業事業所数を算出し、事業所 ･

企業統計調査の期末事業所数で除したもの  。      

・廃業率の計算方法  

廃業事業所数÷33 ヶ月×12 ヶ月÷前回の期末時点事業所数×100(％ )   

算出の基礎データとしている「事業所・企業統計調査」及び「経済センサ

2 0 埼 玉 県 の 産 業 と 雇 用 の す が た （ 平 成 26 年 度 版 ）

（ htt p : / / ww w.p re f . sa i t ama . l g . j p /a 0801 / s ug at a .h tm l  ）／ 4 章  埼 玉 県 内 の 企 業 の 動 向

（ 1） 開 業 率 ・ 廃 業 （ https : / / w w w.p re f . sa i tam a . l g . j p /a08 01 / do cu me n ts /62 7346 . pd f）
参 照  
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ス -基礎調査」の新設事業所の定義が異なることもあり、開業率が過小に算出

されている可能性があるため、以前の開廃業率とは単純に比較できない。ま

た、開業事業所と廃業事業所の定義の違いにより、開業率と廃業率を単純に

比較できないため、両者の差し引きは行わない。  

 

当初、埼玉県内で産業別の市町村単位で上記のように算出したところ、人

口が少なく事業所数、開業数が非常に少ない自治体の場合、開業率・廃業率

の数値が大きく変動する。そのため、率で比較する場合にやや偏りが生じる

ため、本調査では市単位での分析とした。そのため、埼玉県全体を対象とし

た「埼玉県の産業と雇用のすがた（平成 26 年度版）」で算出されている数値

とややずれが生じているが、率の比較としては問題がないことを確認し掲載

した。  
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図 表  4 -10  産 業 別 ＿開 業 率 ・廃 業 率 比 較 （戸 田 市 ／埼 玉 県 、東 京 都 、全 国 ）＿（1）  

太数字 埼玉県の開業率よりも高い市

斜数字 埼玉県の廃業率よりも高い市

開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率

全国 1.93 5.72 1.98 5.09 1.93 5.72 0.72 6.47 0.87 5.26 0.72 5.14 1.78 4.08

東京都 1.92 5.52 1.93 3.81 1.92 5.52 0.00 1.40 0.81 5.25 0.75 5.34 2.22 3.54

埼玉県 1.95 5.53 1.79 3.70 1.95 5.53 0.00 1.45 0.85 5.23 0.71 5.35 1.76 3.48

さいたま市 2.28 5.73 0.00 3.86 2.28 5.73 0.00 0.00 1.36 4.96 0.60 5.30 1.60 4.36
川越市 1.89 5.36 5.00 2.27 1.89 5.36 0.00 18.18 0.93 5.40 0.66 4.59 0.00 0.00

熊谷市 1.83 5.43 3.33 4.55 1.83 5.43 0.00 0.00 0.59 4.67 0.42 4.76 0.00 0.00

川口市 1.69 5.73 1.11 2.02 1.69 5.74 0.00 0.00 0.63 5.28 0.61 5.50 0.00 0.00

行田市 1.16 4.53 7.50 11.36 1.13 4.51 0.00 0.00 0.29 3.86 0.81 4.96 0.00 0.00

秩父市 1.55 4.96 0.00 5.59 1.55 4.96 0.00 0.00 0.56 5.00 0.63 3.44 0.00 0.00

所沢市 1.88 5.42 0.00 3.83 1.89 5.42 0.00 0.00 0.90 5.39 0.75 5.87 0.00 0.00

飯能市 1.51 5.01 0.00 0.00 1.51 5.02 0.00 0.00 0.00 4.73 0.87 4.55 6.67 6.06
加須市 1.35 4.27 1.90 5.19 1.35 4.26 0.00 0.00 0.92 4.25 0.56 3.41 0.00 18.18
本庄市 1.43 4.82 0.00 3.64 1.44 4.83 0.00 0.00 0.97 3.87 0.53 4.45 0.00 0.00

東松山市 3.14 5.41 0.00 3.03 3.15 5.41 0.00 0.00 0.78 5.26 0.57 5.40 13.33 0.00

春日部市 1.88 5.68 2.22 4.04 1.88 5.68 0.00 0.00 0.85 5.12 0.53 5.85 0.00 0.00

狭山市 2.19 5.59 0.00 0.00 2.19 5.59 0.00 0.00 0.63 5.05 0.87 5.03 0.00 0.00

羽生市 1.61 4.70 0.00 4.04 1.62 4.70 0.00 0.00 0.17 4.76 0.29 4.44 0.00 0.00

鴻巣市 1.78 4.89 3.33 3.03 1.78 4.90 0.00 0.00 0.36 2.97 0.40 4.53 0.00 0.00

深谷市 1.60 5.01 2.71 2.47 1.59 5.04 0.00 0.00 0.37 5.50 0.46 4.88 0.00 0.00

上尾市 1.94 5.44 0.00 7.27 1.94 5.44 0.00 0.00 0.79 5.87 0.78 5.57 0.00 0.00

草加市 1.76 5.67 0.00 0.00 1.76 5.68 0.00 0.00 1.07 5.56 0.76 5.03 0.00 0.00

越谷市 2.44 6.18 3.64 6.61 2.44 6.18 0.00 0.00 0.87 5.67 0.70 6.77 0.00 0.00

蕨市 2.07 6.12 0.00 0.00 2.07 6.12 0.00 0.00 0.90 6.11 0.50 6.54 0.00 36.36

戸田市 2.28 6.35 20.00 0.00 2.28 6.35 0.00 0.00 1.51 6.67 1.25 6.40 0.00 9.09

入間市 2.20 5.51 0.00 5.19 2.21 5.51 0.00 0.00 0.75 4.50 0.87 5.67 0.00 0.00

朝霞市 1.71 5.87 0.00 0.00 1.72 5.88 0.00 0.00 1.06 5.99 0.29 6.19 0.00 0.00

志木市 1.67 5.36 0.00 0.00 1.67 5.37 0.00 0.00 0.55 4.84 0.56 5.32 0.00 0.00

和光市 1.94 5.82 0.00 0.00 1.94 5.82 0.00 0.00 0.72 5.60 0.66 7.15 0.00 0.00

新座市 1.69 5.53 0.00 0.00 1.69 5.53 0.00 0.00 0.63 5.04 0.89 6.03 0.00 36.36
桶川市 1.75 5.66 0.00 7.27 1.76 5.66 0.00 0.00 0.39 5.57 1.11 5.89 0.00 18.18
久喜市 2.27 5.17 0.00 2.80 2.27 5.18 0.00 0.00 0.80 5.40 0.53 4.47 15.00 4.55
北本市 1.44 4.91 0.00 0.00 1.44 4.93 0.00 0.00 0.52 6.09 0.46 3.74 0.00 0.00

八潮市 1.51 5.76 0.00 0.00 1.51 5.76 0.00 0.00 1.06 7.08 1.11 5.71 0.00 0.00

富士見市 1.69 5.58 0.00 7.27 1.70 5.58 0.00 0.00 1.16 6.16 0.73 7.01 0.00 0.00

三郷市 2.23 5.61 0.00 0.00 2.24 5.62 0.00 0.00 1.33 6.13 0.77 5.67 0.00 0.00

蓮田市 1.74 5.25 13.33 12.12 1.72 5.24 0.00 0.00 0.30 4.98 0.23 3.70 0.00 0.00

坂戸市 1.76 4.83 0.00 0.00 1.76 4.83 0.00 0.00 0.54 4.34 0.87 5.08 0.00 0.00

幸手市 2.15 4.72 24.00 21.82 2.11 4.69 0.00 0.00 0.79 6.60 0.66 3.61 0.00 0.00

鶴ヶ島市 2.12 5.57 0.00 0.00 2.12 5.59 0.00 0.00 0.76 4.42 1.81 4.46 0.00 0.00

日高市 1.60 4.74 0.00 0.00 1.60 4.77 0.00 0.00 0.49 3.44 0.90 3.96 0.00 0.00

吉川市 1.68 5.04 0.00 0.00 1.69 5.05 0.00 0.00 0.46 5.67 1.03 4.74 0.00 18.18
ふじみ野市 2.00 6.69 0.00 0.00 2.00 6.69 0.00 0.00 0.83 5.57 1.18 5.11 0.00 0.00

F電気・ガス・熱
供給・水道業

A～R全産業（Ｓ
公務を除く）

A～B農林漁業
C～R非農林漁
業（Ｓ公務を除

く）

C鉱業，採石業，
砂利採取業

D建設業 E製造業
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図 表  4-10  産 業 別 ＿開 業 率 ・廃 業 率 比 較 （戸 田 市 ／埼 玉 県 、東 京 都 、全 国 ）＿（2）

太数字 埼玉県の開業率よりも高い市

斜数字 埼玉県の廃業率よりも高い市

開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率

全国 2.02 8.70 1.23 5.54 2.00 5.99 2.44 6.45 0.87 4.76 1.82 6.38 3.39 7.51

東京都 1.78 8.21 1.43 5.86 2.30 5.95 2.57 6.33 0.76 4.34 1.71 5.39 3.24 7.35

埼玉県 1.65 8.42 1.38 5.70 2.33 5.97 2.67 6.27 0.80 4.31 1.78 5.67 3.24 7.25

さいたま市 1.91 8.58 0.87 5.24 2.43 6.30 3.98 6.20 0.92 4.43 2.29 6.71 3.53 7.06

川越市 2.26 7.55 1.30 6.04 2.04 5.55 3.21 6.61 0.73 4.97 2.14 6.19 2.98 7.05

熊谷市 0.92 7.52 0.79 5.92 1.88 6.08 2.72 8.00 0.99 5.48 1.08 3.43 3.63 7.17

川口市 1.86 8.25 1.30 4.88 2.23 6.17 2.04 6.77 0.80 4.63 1.89 6.03 2.95 7.86
行田市 0.00 1.52 1.03 5.64 1.13 5.08 0.95 4.33 0.54 4.42 0.61 5.27 2.19 5.25

秩父市 0.00 9.70 0.78 3.57 1.49 5.66 0.00 5.59 0.93 4.55 2.39 4.61 2.31 6.19

所沢市 1.35 9.09 1.42 5.31 2.11 5.63 3.02 7.19 0.83 4.17 1.39 5.21 3.16 7.04

飯能市 0.00 7.79 0.00 6.06 1.89 5.21 1.00 5.45 0.80 3.80 1.10 4.00 2.99 7.16

加須市 0.00 10.70 1.51 5.63 1.59 4.53 0.98 5.32 0.65 2.52 1.44 4.59 2.91 5.87

本庄市 1.54 4.20 0.87 5.14 1.35 5.12 3.57 5.19 0.83 3.35 0.62 3.92 2.36 7.37
東松山市 4.00 9.09 0.88 6.39 5.08 5.48 5.49 4.99 1.22 4.08 0.54 5.65 4.79 7.22

春日部市 0.51 9.67 1.45 7.89 2.09 6.47 1.95 6.80 1.31 4.25 1.27 4.60 2.81 7.23

狭山市 0.00 4.91 1.63 7.42 2.54 6.18 1.40 5.74 0.32 3.21 1.47 4.34 4.52 8.59
羽生市 0.00 4.55 2.86 5.19 2.38 5.30 2.86 6.49 0.79 4.68 1.40 3.19 1.89 4.44

鴻巣市 1.43 11.69 0.88 4.00 2.46 6.01 0.74 4.71 0.92 5.48 1.90 5.48 3.70 7.29
深谷市 1.90 0.00 0.78 4.46 1.97 5.77 1.36 4.93 0.53 4.46 2.38 5.41 3.04 6.63

上尾市 0.00 9.43 0.71 5.19 2.37 6.63 2.79 8.46 0.68 3.33 1.78 4.60 3.08 7.29
草加市 1.60 8.73 1.53 6.69 1.95 6.20 2.47 5.25 0.71 4.51 0.67 5.78 3.00 7.40
越谷市 3.54 7.72 2.01 6.11 3.34 6.56 3.40 7.45 0.73 4.99 2.05 5.59 3.85 7.42
蕨市 1.29 5.87 1.21 2.20 2.03 6.03 0.00 5.92 1.34 4.67 2.50 4.87 3.17 8.85

戸田市 7.06 12.12 1.89 6.87 3.00 7.11 0.89 2.42 0.56 3.31 3.54 8.16 3.80 9.19

入間市 2.22 8.08 2.37 4.78 3.11 6.53 1.82 2.48 0.60 5.95 2.35 4.49 3.40 6.56

朝霞市 0.82 10.39 0.52 5.63 2.37 6.28 3.33 8.33 0.92 2.91 1.27 5.19 2.28 7.59
志木市 0.00 9.43 0.63 3.41 2.93 5.91 0.00 6.42 0.15 3.31 2.38 6.84 2.22 7.24

和光市 1.18 7.49 1.25 6.82 1.67 4.23 2.00 7.27 0.72 2.85 1.56 5.19 4.44 9.18
新座市 2.55 7.74 2.68 5.57 1.85 5.33 1.40 6.38 1.16 4.50 0.87 6.32 2.61 7.37
桶川市 0.00 7.27 0.98 7.10 2.07 5.75 1.14 3.12 0.22 4.88 1.83 5.67 2.46 7.27
久喜市 1.03 9.32 2.06 4.22 3.23 5.60 2.00 7.73 0.56 4.62 1.46 5.11 3.98 6.49

北本市 2.11 11.48 0.00 4.96 1.99 5.37 2.86 5.19 0.00 3.83 0.48 4.76 2.67 5.98

八潮市 2.86 7.79 1.89 7.27 2.16 5.94 0.00 2.73 0.36 3.98 1.62 4.42 2.04 6.44

富士見市 0.93 9.30 0.00 5.84 1.45 5.48 1.08 4.91 0.94 3.43 0.40 6.24 2.57 8.53
三郷市 0.00 11.69 2.09 7.11 3.58 5.85 1.51 4.12 0.97 3.40 2.14 6.82 4.46 7.52
蓮田市 0.00 7.27 3.33 7.58 2.05 6.48 2.50 6.82 0.34 5.33 3.70 10.10 3.24 5.70

坂戸市 1.60 7.27 1.29 1.76 1.83 5.05 3.64 8.82 1.54 4.20 0.33 4.47 3.40 6.65

幸手市 0.00 12.83 1.60 3.64 2.39 4.41 0.00 0.00 1.25 1.95 3.58 3.26 3.86 6.36

鶴ヶ島市 0.00 9.09 0.74 6.73 2.32 5.55 6.96 4.74 0.39 4.97 1.14 6.23 2.66 7.57
日高市 0.00 7.66 1.84 7.52 2.23 5.12 4.00 0.00 0.00 5.67 1.16 4.22 1.47 5.70

吉川市 0.00 6.61 2.22 6.06 2.24 5.00 0.00 12.12 0.62 3.95 1.71 4.68 2.03 6.20

ふじみ野市 1.38 8.78 0.00 5.32 1.59 6.95 0.74 6.73 0.64 7.16 1.45 7.60 3.85 9.70

I卸売業，小売業
J金融業，保険

業
K不動産業，物

品賃貸業

L学術研究，専
門・技術サービ

ス業

M宿泊業，飲食
サービス業

G情報通信業
H運輸業，郵便

業
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図 表  4 -10  産 業 別 ＿開 業 率 ・廃 業 率 比 較 （戸 田 市 ／埼 玉 県 、東 京 都 、全 国 ）＿（3）  

太数字 埼玉県の開業率よりも高い市

斜数字 埼玉県の廃業率よりも高い市

開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率 開業率 廃業率

全国 1.93 5.04 2.38 5.88 3.48 3.84 0.37 2.01 1.63 5.21

東京都 1.97 4.79 2.30 5.54 3.89 3.71 0.19 0.97 1.63 5.10

埼玉県 1.99 4.77 2.36 5.45 4.08 3.84 0.19 0.87 1.63 5.25

さいたま市 2.21 5.12 3.00 5.26 4.54 4.12 0.00 0.78 1.81 6.16
川越市 2.11 4.56 1.51 4.52 3.46 3.84 0.00 0.77 2.07 5.15

熊谷市 1.71 4.79 2.52 5.21 3.68 3.28 0.00 4.85 1.28 4.49

川口市 1.62 5.16 2.65 5.48 4.05 4.58 0.62 0.56 1.82 5.10

行田市 0.92 3.23 2.34 6.64 2.51 2.89 0.00 0.00 0.99 3.46

秩父市 1.69 4.80 0.70 7.27 5.34 2.66 1.67 0.00 0.76 4.14

所沢市 2.08 4.57 2.35 4.53 2.99 3.37 0.00 0.00 1.68 6.23
飯能市 2.42 4.98 1.03 6.76 2.59 3.08 0.00 0.00 1.01 3.12

加須市 1.31 3.90 1.66 7.02 2.21 2.19 0.00 0.00 0.78 3.45

本庄市 1.30 4.00 1.58 6.70 2.24 3.20 0.00 3.64 2.49 4.98

東松山市 3.50 5.40 3.20 5.82 4.33 3.41 0.00 0.00 0.96 3.85

春日部市 2.40 4.47 2.20 5.57 3.06 4.21 1.60 0.00 1.86 4.83

狭山市 1.99 4.48 2.12 4.72 3.95 3.48 0.00 0.00 2.69 6.30
羽生市 1.61 4.71 1.11 4.55 4.17 4.55 0.00 0.00 1.65 3.61

鴻巣市 1.58 3.04 1.79 5.36 2.87 2.61 0.00 0.00 1.50 4.77

深谷市 1.58 4.82 1.71 3.55 3.55 2.60 0.00 0.00 0.80 3.36

上尾市 2.03 3.85 1.66 5.29 5.15 3.09 0.00 0.00 1.35 4.39

草加市 2.09 6.22 1.66 5.21 4.51 2.87 0.00 1.73 1.02 3.92

越谷市 1.88 5.23 2.75 5.76 4.54 4.57 0.00 2.35 1.66 6.38
蕨市 2.64 5.00 2.07 5.33 4.35 5.28 0.00 0.00 0.73 5.29

戸田市 2.35 5.54 2.81 6.59 6.69 4.93 0.00 0.00 1.93 5.71

入間市 2.81 3.64 2.18 5.33 3.15 3.53 0.00 1.65 2.22 7.20
朝霞市 1.84 5.22 4.24 7.16 4.17 3.65 0.00 0.00 0.69 5.02

志木市 1.91 4.70 0.00 5.50 6.51 5.64 0.00 0.00 0.82 5.62
和光市 3.66 7.17 3.45 6.90 4.33 5.15 0.00 0.00 1.75 6.06
新座市 2.13 5.24 1.40 3.40 4.49 4.56 0.00 2.80 1.52 6.34
桶川市 2.27 3.77 1.61 7.62 5.30 4.09 0.00 0.00 1.36 6.43
久喜市 1.47 3.76 2.51 6.42 4.06 3.69 0.00 0.00 2.35 5.39
北本市 1.03 4.43 2.41 7.01 2.47 3.59 0.00 4.04 1.24 1.87

八潮市 1.15 4.56 1.88 5.68 4.35 3.96 0.00 0.00 2.17 5.40
富士見市 2.07 3.86 3.00 4.55 3.36 3.06 3.33 0.00 2.21 6.27
三郷市 2.05 4.79 3.41 4.23 5.04 4.72 0.00 0.00 2.53 4.83

蓮田市 1.04 4.17 2.78 5.56 4.13 2.31 0.00 0.00 1.26 3.83

坂戸市 1.52 4.55 2.46 3.64 3.03 3.48 0.00 4.55 0.73 4.19

幸手市 1.63 5.49 1.83 5.67 7.10 3.81 0.00 0.00 0.86 3.92

鶴ヶ島市 2.32 3.93 1.43 7.14 6.63 4.73 0.00 0.00 0.74 7.41
日高市 2.12 5.54 2.42 5.51 6.80 5.09 0.00 0.00 0.94 4.01

吉川市 1.91 3.87 3.39 5.55 4.56 3.83 0.00 4.55 1.59 4.91

ふじみ野市 2.89 5.90 2.84 6.19 2.44 3.99 0.00 2.27 2.62 6.56

Rサービス業（他
に分類されない

もの）

N生活関連サー
ビス業，娯楽業

O教育，学習支
援業

P医療，福祉
Q複合サービス

事業
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（２）戸田市の開業率・廃業率  

埼玉県全体の開業率は、全国や 1 都 3 県と比較して目立って高い業種はな

いという現状であった。戸田市で見た場合、A～ R 全産業（ S 公務を除く）は

2.28%の開業率と高く、埼玉県 1 .95%、東京都 1 .92%、全国 1.93%と比べて

高い開業率である。特に、16 産業中（農林業は母数が少ないため率値は比較

として参考にならないため除外） 7 産業が埼玉県、東京都、全国と比べて高

い開業率であった＜図表 4-11＞。  

戸田市が最も高い開業率は「情報通信業（ 7.06%）、次いで「医療・福祉

（ 6.69%）」、「宿泊業、飲食サービス業（ 3 .80%）」、「学術研究、専門・技術サ

ービス業（ 3 .54%）」、「卸売業、小売業 3.00%）」、「教育、学習支援業（ 2 .81%）」、

「生活関連サービス業、娯楽業（ 2.35%）」という結果である。以下、開業率

の高い産業の詳細を把握する。  

 

図 表  4 -11  戸 田 市 の開 業 率 比 較 （＜図 表 4-10＞より抜 粋 再 掲 ）  

戸田市 埼玉県 東京都 全国

A～R全産業（Ｓ公務を除く） 2.28 1.95 1.92 1.93

A～B農林漁業 20.00 1.79 1.93 1.98

C～R非農林漁業（Ｓ公務を除く） 2.28 1.95 1.92 1.93

C鉱業，採石業，砂利採取業 0.00 0.00 0.00 0.72

D建設業 1.51 0.85 0.81 0.87

E製造業 1.25 0.71 0.75 0.72

F電気・ガス・熱供給・水道業 0.00 1.76 2.22 1.78

G情報通信業 7.06 1.65 1.78 2.02

H運輸業，郵便業 1.89 1.38 1.43 1.23

I卸売業，小売業 3.00 2.33 2.30 2.00

J金融業，保険業 0.89 2.67 2.57 2.44

K不動産業，物品賃貸業 0.56 0.80 0.76 0.87

L学術研究，専門・技術サービス業 3.54 1.78 1.71 1.82

M宿泊業，飲食サービス業 3.80 3.24 3.24 3.39

N生活関連サービス業，娯楽業 2.35 1.99 1.97 1.93

O教育，学習支援業 2.81 2.36 2.30 2.38

P医療，福祉 6.69 4.08 3.89 3.48

Q複合サービス事業 0.00 0.19 0.19 0.37

Rサービス業（他に分類されないもの） 1.93 1.63 1.63 1.63

開業率（%）
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①情報通信業  

戸田市の情報通信業の開業率 7 .06％は、埼玉県内で最も高い。その実数を

比較した＜図表 4-12＞。これによると、戸田市の 2012 年調査時点では新設

事業所数は 9 所である。存続事業所数が 39 所と母数が少ないことによる開

業率の高さがやや見られるものの、蕨市や朝霞市、和光市（いずれも新設事

業所数１所）など周辺都市と比較しても戸田市の同産業の開業数は多い。ま

た、もともと同産業が戸田市より多く人口規模も大きい川口市でも同時期の

新設事業所数は 8 所である。  

全般的に、開業率が高いと廃業率も高くなる傾向にあるが、戸田市の情報

通信業でも同様の傾向が見られ、特に廃業率 12 .12％は幸手市の 12 .83%に次

いで２番めに高い数字である。廃業率は期初時点でその地域に事業所が存在

しているかどうかの確認による算出である。そのため、事業所の倒産・閉鎖

以外に地域外への転出も含まれている。戸田市の廃業率の高さは、事業所の

倒産・閉鎖によるものなのか、転出によるものなのか、詳細の観測が必要で

ある。というのも、次章にて詳細を記載するが、ヒアリングした事業所から

は「事務所を拡大しようと思った時に、最適なオフィス物件が戸田市に少な

い」という意見が聞かれた。特に同産業の開業は、少人数でスタートし短年

度で拡大することが可能な傾向を持っている。そのため、戸田市内で開業し

つつも事業拡大に伴い他地域へ転出している事業所がこれまでにどの程度あ

ったのか、その要因として何が考えられるかの分析が必要である。次年度の

調査課題の一つとする。  
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図 表  4 -12  情 報 通 信 業 の事 業 所 数 変 化 実 数  

存続
事業数

新設
事業所数

廃業
事業所数

開業率
（％）

廃業率
（％）

全国 61,348 4,071 19,294 2.02 8.70
東京都 1,598 92 466 1.78 8.21
埼玉県 1,746 94 526 1.65 8.42
さいたま市 512 32 158 1.91 8.58
川越市 84 6 22 2.26 7.55
熊谷市 69 2 18 0.92 7.52
川口市 133 8 39 1.86 8.25
行田市 23 0 1 0.00 1.52
秩父市 11 0 4 0.00 9.70
所沢市 111 5 37 1.35 9.09
飯能市 22 0 6 0.00 7.79
加須市 12 0 5 0.00 10.70
本庄市 23 1 3 1.54 4.20
東松山市 15 2 5 4.00 9.09
春日部市 58 1 21 0.51 9.67
狭山市 32 0 5 0.00 4.91
羽生市 7 0 1 0.00 4.55
鴻巣市 19 1 9 1.43 11.69
深谷市 21 1 0 1.90 0.00
上尾市 40 0 14 0.00 9.43
草加市 38 2 12 1.60 8.73
越谷市 89 10 24 3.54 7.72

蕨市 26 1 5 1.29 5.87

戸田市 34 9 17 7.06 12.12

入間市 28 2 8 2.22 8.08
朝霞市 35 1 14 0.82 10.39
志木市 20 0 7 0.00 9.43
和光市 27 1 7 1.18 7.49
新座市 37 3 10 2.55 7.74
桶川市 16 0 4 0.00 7.27
久喜市 29 1 10 1.03 9.32
北本市 13 1 6 2.11 11.48
八潮市 11 1 3 2.86 7.79
富士見市 32 1 11 0.93 9.30
三郷市 19 0 9 0.00 11.69
蓮田市 8 0 2 0.00 7.27
坂戸市 20 1 5 1.60 7.27
幸手市 11 0 6 0.00 12.83
鶴ヶ島市 15 0 5 0.00 9.09
日高市 15 0 4 0.00 7.66
吉川市 9 0 2 0.00 6.61
ふじみ野市 22 1 7 1.38 8.78

G情報通信業

※「平成24年　経済センサス」より。開業率、廃業率の算出には平成21年「事業所・企業統計調査」の期末事業所数

も加味して算出している。  
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②医療、福祉  

戸田市の医療、福祉の開業率 6 .69％は、幸手市 7 .10%、日高市 6.80%に次

いで 3 番目に高い開業率である＜図表 4-13＞。埼玉県の人口 1 万人以上いる

市の中で「人口消滅可能都市」が 6 都市挙がっているが、幸手市はその内の

１つであり、高齢化が急速に進んでいる市である。入っているとしてランキ

ングされている。また、日高市は埼玉県の中で人口増加が目立つ自治体の一

つである。同産業の開業率には人口増加と高齢化が関係すると考えられてお

り、戸田市の開業率の高さはそれを反映している。戸田市は昨今、若い年代

の流入が多く、埼玉県で最も平均年齢の低い都市でもあり、高齢化と同分野

の開業との関係性と同時に、福祉の子育て面での開業との関係性を測る必要

がある。一方で、課題とするべきは廃業率であろう。同産業の中でも、どの

分野での廃業率が高いのか、どういった要因であるのかの詳細調査が必要で

ある。  

 

③宿泊業、飲食サービス業  

戸田市の宿泊業、飲食サービス業の開業率 3.80％は、埼玉県からするとや

や高めであるが、周辺都市と比較すると和光市の 4 .44%、越谷市 3 .85%とほ

ぼ同レベルである。それに対し、廃業率の 9.19%はふじみの市の 9 .70%に次

いで２番目に高い。和光市は戸田市よりも開業率が高く、廃業率 9 .18%と同

レベル。同産業の中でも、どの分野での廃業率が高いのか、どういった要因

であるのかの詳細調査が必要である。  
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図 表 4-13  医 療 、福 祉 の事 業 所 数 変 化 実 数  

存続
事業数

新設
事業所数

廃業
事業所数

開業率
（％）

廃業率
（％）

全国 301,294 29,315 35,612 3.48 3.84
東京都 13,006 1,407 1,477 3.89 3.71
埼玉県 13,655 1,557 1,613 4.08 3.84
さいたま市 2,756 353 352 4.54 4.12
川越市 704 68 83 3.46 3.84
熊谷市 544 55 54 3.68 3.28
川口市 1,139 132 164 4.05 4.58
行田市 220 15 19 2.51 2.89
秩父市 215 31 17 5.34 2.66
所沢市 715 59 73 2.99 3.37
飯能市 184 13 17 2.59 3.08
加須市 187 11 12 2.21 2.19
本庄市 228 14 22 2.24 3.20
東松山市 251 30 26 4.33 3.41
春日部市 451 39 59 3.06 4.21
狭山市 293 32 31 3.95 3.48
羽生市 126 15 18 4.17 4.55
鴻巣市 246 19 19 2.87 2.61
深谷市 377 36 29 3.55 2.60
上尾市 398 56 37 5.15 3.09
草加市 408 50 35 4.51 2.87
越谷市 640 83 92 4.54 4.57

蕨市 165 21 28 4.35 5.28

戸田市 217 42 34 6.69 4.93

入間市 298 26 32 3.15 3.53
朝霞市 233 27 26 4.17 3.65
志木市 109 21 20 6.51 5.64
和光市 103 13 17 4.33 5.15
新座市 265 34 38 4.49 4.56
桶川市 134 20 17 5.30 4.09
久喜市 345 39 39 4.06 3.69
北本市 146 10 16 2.47 3.59
八潮市 131 16 16 4.35 3.96
富士見市 196 18 18 3.36 3.06
三郷市 221 32 33 5.04 4.72
蓮田市 118 13 8 4.13 2.31
坂戸市 227 19 24 3.03 3.48
幸手市 111 22 13 7.10 3.81
鶴ヶ島市 147 28 22 6.63 4.73
日高市 86 17 14 6.80 5.09
吉川市 102 13 12 4.56 3.83
ふじみ野市 219 15 27 2.44 3.99

P医療，福祉

※「平成24年　経済センサス」より。開業率、廃業率の算出には平成21年「事業所・企業統計調査」の期末事業所数

も加味して算出している。  
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④全体の傾向  

戸田市の開業率が高いその他の産業（「学術研究、専門・技術サービス業

（ 3.54%）」、「卸売業、小売業 3 .00%）」、「教育、学習支援業（ 2.81%）」、「生

活関連サービス業、娯楽業（ 2.35%）」）は、全体的に埼玉県平均に近い。そ

れに対して、戸田市の場合は廃業率が全体的に高い数値であるが、単純に廃

業率の数値だけで廃業率の良し悪しを判断することはできない。例えば、廃

業率の全国数値が高ければ戸田市の廃業率が高い数値であっても、特に廃業

率が悪いとは言えない。全国の数値の大きさに対してどの程度乖離があるの

かを測る必要がある。そこで、戸田市および埼玉県の開業率・廃業率を全国

で割り特化係数を算出し、開廃業率指標算出した。この数値は全国を 1 とし

た時の開業率の大きさを示す＜図表 4-14＞。計算式は以下である。  

戸田市（または埼玉県）の開業率÷全国の開業率＝（ a）  

戸田市（または埼玉県）の廃業率÷全国の開業率＝（ b）  

（ a）÷（ b）＝開廃業率指標  

開廃業率指標＞ 1＝全国と比較して、開業率が廃業率よりも高い  

開廃業率指標＜ 1＝全国と比較して、開業率よりも廃業率の方が高い  
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図表 4-14  戸田市の開廃業率指標  

0

0.5

1

1.5

2

全国 埼玉県 戸田市

 

 

戸田市では「宿泊業、飲食サービス業」を除き、開廃業率指標の高い産業

が多く、埼玉県に比べて悪くないということが見て取れる＜図表 4-14＞。対

して、「宿泊業、飲食サービス業」のみ開廃業率指標が全国・埼玉県に比べて

低いことが見られた。  

但し、これまでにも市町村レベルで産業構造の分析をする際に、割合や比

率で比較するのに適さない場合がある旨を述べてきたが、ここでも開廃業率

指標の数値を全国や県レベルで比較するだけでは危険である。母数が少ない

産業の場合には割合の変化が大きく、全国や県レベルと比較すると数値が突

出するからだ。そのため、全国、埼玉県と比べて戸田市の開廃業率指標は総

じて悪くない点は見られるものの、個別の事業所数を同時に把握しておく必

要がある。  

今後、市町村単位の自治体が自立して永続的に市政を運営するためには、

マクロ的な数字だけでなく地域固有で起きている小さな事象の分析が重要で

あるからだ。＜図表 4-15＞にて、各産業の開廃業事業所数を掲出したので参  
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考にしたい。  

図 表 4-15  戸 田 市 単 年 度 （2012 年 調 査 時 点 ）開 廃 業 事 業 所 数  

新設事業
所数
（所）

廃業事業
所数
（所）

差（新設-
廃業）
（所）

A～R全産業（Ｓ公務を除く） 344 1052 -708

A～B農林漁業 1 0 1

C～R非農林漁業（Ｓ公務を除く） 343 1052 -709

C鉱業，採石業，砂利採取業 0 0 0

D建設業 21 102 -81

E製造業 37 208 -171

F電気・ガス・熱供給・水道業 0 1 -1

G情報通信業 9 17 -8

H運輸業，郵便業 18 72 -54

I卸売業，小売業 88 229 -141

J金融業，保険業 1 3 -2

K不動産業，物品賃貸業 11 72 -61

L学術研究，専門・技術サービス業 13 33 -20

M宿泊業，飲食サービス業 53 141 -88

N生活関連サービス業，娯楽業 22 57 -35

O教育，学習支援業 12 31 -19

P医療，福祉 42 34 8

Q複合サービス事業 0 0 0

Rサービス業（他に分類されないもの） 16 52 -36  
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＜参考資料＞  
従業者数から算出した産業別市内売上（推計）  
 

 

 

61



表  1  従 業 者 数 から算 出 した産 業 別 市 内 売 上 （推 計 ）＿（1）  

全国 東京都 埼玉県 全国 東京都 埼玉県

　 実数 実数 実数 実数 県内比率 実数 実数 実数

事業所

統計

県内比率

市内

売上高

（推計）

A農業，林業 329598 3798 5650 3 0.001 - - - - -

B漁業 47997 149 38 - - - - - - -

C～R非農林漁業（Ｓ公務を除く） 58064534 9042606 2587474 62868 0.024 - - - - -

C鉱業，採石業，砂利採取業 30684 2284 703 - - 570,709 7,293 13,272 - -

D建設業 4320444 500812 197818 4342 0.022 70,546,771 20,939,387 2,155,043 0.022 47,302

06総合工事業 1928639 193908 78601 1258 0.016 46,369,187 14,115,787 1,347,031 0.016 21,559

　　060管理，補助的経済活動を行う事業所 29109 16774 684 1 0.001 - - - 0.001 -

　　061一般土木建築工事業 307613 36950 8961 109 0.012 10,877,359 5,418,735 161,764 0.012 1,968

　　062土木工事業（舗装工事業を除く） 708019 35773 22146 444 0.020 10,767,562 1,306,863 319,601 0.020 6,408

　　063舗装工事業 99096 7377 4628 84 0.018 1,639,777 892,048 19,601 0.018 356

　　064建築工事業（木造建築工事業を除く） 421161 68387 22013 409 0.019 17353856 5651765 468360 0.019 8,702

　　065木造建築工事業 289473 16192 15542 154 0.010 4,456,124 610,946 231,906 0.010 2,298

　　066建築リフォーム工事業 74168 12455 4627 57 0.012 1,274,510 235,430 145,799 0.012 1,796

07職別工事業（設備工事業を除く） 1082159 125886 63149 1704 0.027 8,358,585 1,746,895 432,097 0.027 11,660

　　070管理，補助的経済活動を行う事業所 2917 377 162 28 0.173 - - - 0.173 -

　　071大工工事業 95407 6226 5738 143 0.025 701,360 92,240 53,151 0.025 1,325

　　072とび・土工・コンクリート工事業 183904 18561 11461 376 0.033 1,588,519 366,261 84,664 0.033 2,778

　　073鉄骨・鉄筋工事業 100070 6184 5057 166 0.033 932,938 188,935 38,012 0.033 1,248

　　074石工・れんが等工事業 33181 4980 2953 50 0.017 389,013 88,518 32,801 0.017 555

　　075左官工事業 68954 5854 3567 91 0.026 272,855 29,583 12,414 0.026 317

　　076板金・金物工事業 70531 4878 3399 38 0.011 411,573 40,589 21,180 0.011 237

　　077塗装工事業 142560 14401 7210 148 0.021 1,016,925 173,788 39,917 0.021 819

　　078床・内装工事業 148451 34511 8934 301 0.034 1,507,211 481,312 71,741 0.034 2,417

　　079その他の職別工事業 236184 29914 14668 363 0.025 1,538,192 285,670 78,218 0.025 1,936

08設備工事業 1309646 181018 56068 1380 0.025 15,819,005 5,076,705 375,915 0.025 9,252

　　080管理，補助的経済活動を行う事業所 14135 5408 69 - - - - - - -

　　081電気工事業 422837 50250 18431 344 0.019 6,508,358 1,541,281 159,747 0.019 2,982

　　082電気通信・信号装置工事業 224475 46367 9461 88 0.009 2,037,205 940,557 40,905 0.009 380

　　083管工事業（さく井工事業を除く） 475182 60048 23222 462 0.020 4,639,391 1,764,481 138,615 0.020 2,758

　　084機械器具設置工事業 125100 14784 3497 425 0.122 1,916,258 672,174 18,989 0.122 2,308

　　089その他の設備工事業 47917 4161 1388 61 0.044 717,798 158,212 17,659 0.044 776

E製造業 9826839 921523 502689 14146 0.028 299,807,173 12,542,021 12,559,363 0.028 353,429

09食料品製造業 1294075 83073 69242 2405 0.035 25,428,658 1,100,253 1,431,188 0.035 49,710

10飲料・たばこ・飼料製造業 147430 11301 3715 16 0.004 9,687,891 206,849 176,172 0.004 759

11繊維工業 490252 34708 13245 163 0.012 4,125,782 119,086 158,590 0.012 1,952

12木材・木製品製造業（家具を除く） 138348 3329 3688 34 0.009 2,281,361 25,870 71,472 0.009 659

13家具・装備品製造業 180598 12023 9231 196 0.021 1,776,612 107,815 83,169 0.021 1,766

14パルプ・紙・紙加工品製造業 240895 19863 18001 483 0.027 7,174,364 251,401 431,255 0.027 11,571

15印刷・同関連業 447873 124338 39604 4691 0.118 6,260,987 1,711,567 807,861 0.118 95,689

16化学工業 483668 78906 25022 574 0.023 27,523,355 647,943 1,569,146 0.023 35,996

17石油製品・石炭製品製造業 34081 5462 609 30 0.049 17,272,547 32,950 39,613 0.049 1,951

18プラスチック製品製造業 442843 30058 29923 619 0.021 11,472,168 226,281 738,687 0.021 15,281

19ゴム製品製造業 155184 13626 8133 60 0.007 #VALUE! 139,835 101,367 0.007 748

20なめし革・同製品・毛皮製造業 46515 12994 3635 24 0.007 #VALUE! 130,919 20,814 0.007 137

21窯業・土石製品製造業 324861 15259 10564 216 0.020 7,616,829 256,824 273,599 0.020 5,594

22鉄鋼業 233682 14003 6381 97 0.015 19,431,074 249,735 321,554 0.015 4,888

23非鉄金属製造業 156222 12138 9698 342 0.035 #VALUE! 140,592 656,556 0.035 23,153

24金属製品製造業 792889 58033 45667 1221 0.027 12,767,166 457,770 674,752 0.027 18,041

25はん用機械器具製造業 435291 31602 20512 351 0.017 10,641,915 435,918 347,021 0.017 5,938

26器具製造業生産用機械 654864 46166 31239 890 0.028 16,419,634 611,903 571,431 0.028 16,280

27業務用機械器具製造業 295401 62991 19044 415 0.022 7,070,093 546,520 478,710 0.022 10,432

28電子部品・デバイス・電子回路製造業 575548 43251 25656 308 0.012 16,197,157 522,631 545,944 0.012 6,554

29電気機械器具製造業 585573 61178 23193 349 0.015 15,535,510 1,003,067 493,211 0.015 7,422

30情報通信機械器具製造業 330878 65796 13764 24 0.002 10,567,918 1,209,955 351,459 0.002 613

31輸送用機械器具製造業 1051191 40491 51821 248 0.005 52,993,595 1,946,898 1,983,030 0.005 9,490

32その他の製造業 288677 40934 21102 390 0.018 4,004,761 459,438 232,760 0.018 4,302

事業所統計・産業（中）

２０１１年＿経済センサス（基礎調査）

従業者数（人） 売上高（百万円）

戸田市 戸田市

部門名
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表  2   従 業 者 数 から算 出 した産 業 別 市 内 売 上 （推 計 ）＿（2）  

全国 東京都 埼玉県 全国 東京都 埼玉県

　 実数 実数 実数 実数 県内比率 実数 実数 実数

事業所

統計

県内比率

市内

売上高

（推計）

F電気・ガス・熱供給・水道業 210533 29051 6990 129 0.018 20,204,741 7,733,368 93,707 0.018 1,729

33電気業 146640 16688 4331 - - 9,017,611 6,132,164 - -

34ガス業 36315 8420 1535 - - 547,648 - 73,833

35熱供給業 2613 911 10 - - 102,496 97,797 -

36水道業 24965 3032 1114 129 0.116 63,243 - 19,873

G情報通信業 1724414 852562 24623 471 0.019 20,197,999 11,457,476 237,382 0.019 4,541

37通信業 192810 70443 2906 31 0.011 17,328,576 14,308,951 46,775 0.011 499

38放送業 71787 22071 1412 5 0.004 2,730,986 2,147,239 12,510 0.004 44

39情報サービス業 1108794 551131 16010 182 0.011 19,129,214 10,592,401 233,606 0.011 2,656

391ソフトウェア業 914407 459160 11528 138 0.012 13,334,750 7,258,491 164,380 0.012 1,968

40インターネット附随サービス業 64935 42405 452 9 0.020 1,068,788 865,076 3,777 0.020 75

41映像・音声・文字情報制作業 286088 166512 3843 244 0.063 4,553,565 3,328,163 9,352 0.063 594

H運輸業，郵便業 3571963 502095 218263 10868 0.050 46,885,032 22,981,991 937,672 0.050 46,690

42鉄道業 257717 58738 10768 50 0.005 3,360,223 - 153,919 0.005 715

43道路旅客運送業 607139 116738 20932 426 0.020 1,824,757 399,739 66,507 0.020 1,354

44道路貨物運送業 1793269 178722 127653 7743 0.061 15,490,896 5,845,996 532,141 0.061 32,278

45水運業 54311 12789 6 - - 4,350,462 3,617,028 - - -

46航空運輸業 53005 31061 118 - - 2,430,950 2,331,787 - - -

47倉庫業 200372 22189 24609 1791 0.073 2,374,495 1,109,562 98,621 0.073 7,177

48運輸に附帯するサービス業 345095 46750 20996 858 0.041 11,083,545 4,687,189 81,275 0.041 3,321

49郵便業（信書便事業を含む） 261055 35108 13181 - - - - - - -

I卸売業，小売業 12695832 1918756 566615 12607 0.022 491,817,792 164,897,476 15,309,014 0.022 340,621

50各種商品卸売業 37936 30326 272 - - 33,247,595 28,348,640 40,681 - -

51繊維・衣服等卸売業 298128 99636 5196 143 0.028 12,389,451 4,866,903 95,001 0.028 2,615

52飲食料品卸売業 880273 137880 33721 1128 0.033 73,026,203 20,698,132 2,439,305 0.033 81,597

53建築材料，鉱物・金属材料等卸売業 756345 134095 32197 1034 0.032 107,548,449 44,987,572 2,012,976 0.032 64,646

54機械器具卸売業 1190338 306073 43239 789 0.018 83,370,356 29,589,124 2,246,743 0.018 40,997

55その他の卸売業 962221 219808 42087 1481 0.035 61,962,753 20,352,093 2,450,633 0.035 86,235

56各種商品小売業 640122 73428 36506 792 0.022 11,968,704 2,033,711 550,367 0.022 11,940

57織物・衣服・身の回り品小売業 751306 141327 30542 497 0.016 7,917,479 1,308,411 392,629 0.016 6,389

58飲食料品小売業 3211055 364957 158244 3953 0.025 33,957,969 4,059,020 1,867,539 0.025 46,652

59機械器具小売業 992606 88317 46448 815 0.018 21,629,697 3,469,468 1,025,268 0.018 17,990

60その他の小売業 2857072 303345 132758 1927 0.015 37,552,643 3,649,252 1,819,095 0.015 26,404

61無店舗小売業 118430 19564 5405 48 0.009 7,246,486 1,535,148 368,776 0.009 3,275

J金融業，保険業 1587909 408422 57343 646 0.011 93,176,344 73,796,406 1,146,540 0.011 12,916

62銀行業 445256 107227 18353 248 0.014 13,988,557 11,625,743 - 0.014 -

63協同組織金融業 192686 28434 7536 188 0.025 4,338,757 1,906,642 - 0.025 -

64クレジットカード業等非預金信用機関 134803 48831 3733 15 0.004 - - - 0.004 -

65金融商品取引業，商品先物取引業 110004 62348 2016 - - 2,016,604 1,891,701 - - -

66補助的金融業等 30452 12282 814 - - 1,571,955 1,409,418 15,741 - -

67保険業（保険媒介代理業等を含む） 674708 149300 24891 195 0.008 #N/A #N/A - 0.008 -

K不動産業，物品賃貸業 1546688 349257 70487 2217 0.031 32,939,098 12,821,598 1,180,827 0.031 37,140

68不動産取引業 351736 92600 19455 328 0.017 9,285,995 3,622,952 3,622,952 0.017 61,081

　　681建物売買業，土地売買業 112443 31933 6282 55 0.009 7,052,070 2,894,518 2,894,518 0.009 25,342

　　682不動産代理業・仲介業 236013 58652 13007 273 0.021 2,233,925 728,434 728,434 0.021 15,289

69不動産賃貸業・管理業 884174 198836 37345 1303 0.035 13,102,225 4,875,656 4,875,656 0.035 170,116

　　691不動産賃貸業 213342 52456 9064 487 0.054 4,786,005 2,331,734 120,241 0.054 6,460

　　692貸家業，貸間業 344568 54699 13509 532 0.039 4,599,449 961,638 961,638 0.039 37,870

　　693駐車場業 86937 10994 3409 73 0.021 543,461 204,440 204,440 0.021 4,378

　　694不動産管理業 236743 79578 11314 211 0.019 3,173,319 1,377,844 1,377,844 0.019 25,696

70物品賃貸業 310778 57821 13687 586 0.043 10,550,882 4,322,990 4,322,990 0.043 185,086

　　701各種物品賃貸業 20925 9958 483 - - 4,377,093 2,491,544 2,491,544 - -

　　702産業用機械器具賃貸業 108481 13472 4692 135 0.029 2,364,584 552,908 552,908 0.029 15,908

　　703事務用機械器具賃貸業 10023 3836 301 3 0.010 863,413 523,692 523,692 0.010 5,220

　　704自動車賃貸業 43628 9455 1582 35 0.022 1,505,641 499,136 499,136 0.022 11,043

　　705スポーツ・娯楽用品賃貸業 3133 210 170 - - 24,339 2,571 2,571 - -

　　709その他の物品賃貸業 117600 19398 6236 413 0.066 1,405,172 253,138 253,138 0.066 16,765

事業所統計・産業（中）

２０１１年＿経済センサス（基礎調査）

従業者数（人） 売上高（百万円）

戸田市 戸田市

部門名
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表  3   従 業 者 数 から算 出 した産 業 別 市 内 売 上 （推 計 ）＿（3）  

全国 東京都 埼玉県 全国 東京都 埼玉県

　 実数 実数 実数 実数 県内比率 実数 実数 実数

事業所

統計

県内比率

市内

売上高

（推計）

L学術研究，専門・技術サービス業 1781721 437805 61434 804 0.013 24,711,192 10,389,741 686,963 0.013 8,990

71学術・開発研究機関 266038 37954 15719 192 0.012 2,990,833 381,323 381,323 0.012 4,658

72専門サービス業 609594 203809 17784 275 0.015 8,111,594 4,792,490 115,388 0.015 1,784

　　721法律事務所，特許事務所 63429 29828 998 1 0.001 446,559 202,554 202,554 0.001 203

　　722公証人役場，司法書士事務所等 55872 5853 2189 33 0.015 245,341 25,468 10,517 0.015 159

　　723行政書士事務所 11131 917 460 6 0.013 30,801 2,620 2,620 0.013 34

　　724公認会計士事務所，税理士事務所 167483 42961 6526 72 0.011 1,197,545 359,654 359,654 0.011 3,968

　　725社会保険労務士事務所 14957 2290 669 10 0.015 63,540 10,792 10,792 0.015 161

　　726デザイン業 47163 20483 670 7 0.010 338,516 166,754 166,754 0.010 1,742

　　727著述・芸術家業 1517 272 63 1 0.016 3,086 453 453 0.016 7

　　728経営コンサルタント業，純粋持株会社 104399 47068 2084 30 0.014 4,692,439 3,443,861 3,443,861 0.014 49,576

　　729その他の専門サービス業 142250 53310 4124 115 0.028 1,067,282 580,333 580,333 0.028 16,183

73広告業 134036 60102 2825 25 0.009 6,120,216 3,958,849 3,958,849 0.009 35,034

74技術サービス業 772053 135940 25106 312 0.012 7,488,554 1,257,081 156,923 0.012 1,950

　　741獣医業 43836 5507 2645 34 0.013 300,854 31,090 31,090 0.013 400

　　742土木建築サービス業 355208 75423 12944 103 0.008 2,815,914 724,864 724,864 0.008 5,768

　　743機械設計業 108823 14436 1981 59 0.030 901,285 185,705 185,705 0.030 5,531

　　744商品・非破壊検査業 54741 6999 2351 16 0.007 803,643 70,057 70,057 0.007 477

　　745計量証明業 30942 3968 998 26 0.026 246,510 33,850 33,850 0.026 882

　　746写真業 53803 9276 1987 10 0.005 244,370 45,170 45,170 0.005 227

　　749その他の技術サービス業 119329 18213 2165 64 0.030 2,153,926 166,345 166,345 0.030 4,917

M宿泊業，飲食サービス業 5700699 896676 241297 4106 0.017 17,811,419 3,191,573 681,916 0.017 11,604

75宿泊業 765476 67942 12133 225 0.019 4,254,201 638,517 638,517 0.019 11,841

　　759その他の宿泊業 55629 6424 1653 42 0.025 284,077 60,236 60,236 0.025 1,530

76飲食店 4421432 762326 203206 3421 0.017 11,574,378 2,218,282 2,218,282 0.017 37,345

　　762専門料理店 1441420 271154 75751 1292 0.017 4,401,438 869,187 869,187 0.017 14,825

　　763そば・うどん店 220299 34696 13317 197 0.015 576,731 115,725 115,725 0.015 1,712

　　764すし店 248988 30873 11598 164 0.014 898,671 118,983 118,983 0.014 1,682

　　765酒場，ビヤホール 714224 148304 32026 562 0.018 1,655,834 385,630 385,630 0.018 6,767

　　766バー，キャバレー，ナイトクラブ 476180 67093 14164 103 0.007 535,657 76,316 76,316 0.007 555

　　767喫茶店 350801 65093 10910 188 0.017 743,375 140,781 140,781 0.017 2,426

　　769その他の飲食店 375744 57374 19775 512 0.026 1,028,967 165,767 165,767 0.026 4,292

77持ち帰り・配達飲食サービス業 513791 66408 25958 460 0.018 1,982,835 334,773 334,773 0.018 5,932

　　771持ち帰り飲食サービス業 105969 13418 5964 49 0.008 294,207 34,133 34,133 0.008 280

　　772配達飲食サービス業 398611 49960 19069 411 0.022 1,688,630 300,640 300,640 0.022 6,480

N生活関連サービス業，娯楽業 2713386 366073 131195 2205 0.017 35,843,154 8,913,892 1,397,224 0.017 23,483

78洗濯・理容・美容・浴場業 1277509 150356 64162 1448 0.023 3,811,870 510,602 510,602 0.023 11,523

　　781洗濯業 385042 44387 21848 821 0.038 1,450,809 167,875 167,875 0.038 6,308

　　782理容業 234127 20041 11065 164 0.015 427,025 40,884 40,884 0.015 606

　　783美容業 482191 59574 23453 320 0.014 1,257,413 173,782 173,782 0.014 2,371

　　784一般公衆浴場業 20676 3484 456 26 0.057 68,191 11,885 11,885 0.057 678

　　785その他の公衆浴場業 65739 6170 4084 101 0.025 248,649 17,880 17,880 0.025 442

　　789その他の洗濯・理容・美容・浴場業 83274 15443 3026 16 0.005 359,779 98,297 98,297 0.005 520

79その他の生活関連サービス業 442199 73723 19307 166 0.009 8,030,283 3,715,600 3,715,600 0.009 31,946

　　791旅行業 103858 33028 2975 20 0.007 5,494,941 3,264,840 3,264,840 0.007 21,949

　　793衣服裁縫修理業 27110 4031 1638 17 0.010 54,639 15,960 15,960 0.010 166

　　794物品預り業 10066 1063 1736 - - 40,873 15,390 15,390 - -

　　795火葬・墓地管理業 6456 1337 708 - - 60,993 16,724 16,724 - -

　　796冠婚葬祭業 152559 13388 6734 34 0.005 1,659,080 177,100 177,100 0.005 894

　　799他に分類されない生活関連サービス業 137642 19378 5403 95 0.018 670,226 225,587 225,587 0.018 3,966

80娯楽業 993678 141994 47726 591 0.012 24,001,005 4,687,690 4,687,690 0.012 58,049

　　801映画館 23576 4626 1529 - #VALUE! 141,287 39,510 39,510 - -

　　802興行場（別掲を除く），興行団 37907 18764 922 17 0.018 754,529 463,307 463,307 0.018 8,543

　　803競輪・競馬等の競走場，競技団 19569 3961 473 - #VALUE! 1,831,485 1,481,482 1,481,482 - -

　　804スポーツ施設提供業 307620 30687 15031 205 0.014 1,363,842 189,700 189,700 0.014 2,587

　　805公園，遊園地 60207 4854 499 12 0.024 568,028 20,460 20,460 0.024 492

　　806遊戯場 402776 48616 21222 309 0.015 18,105,404 1,997,028 1,997,028 0.015 29,077

　　809その他の娯楽業 125285 25285 5443 44 0.008 1,220,227 496,203 496,203 0.008 4,011

部門名

事業所統計・産業（中）

２０１１年＿経済センサス（基礎調査）

従業者数（人） 売上高（百万円）

戸田市 戸田市
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表  4   従 業 者 数 から算 出 した産 業 別 市 内 売 上 （推 計 ）＿（4）  

全国 東京都 埼玉県 全国 東京都 埼玉県

　 実数 実数 実数 実数 県内比率 実数 実数 実数

事業所

統計

県内比率

市内

売上高

（推計）

O教育，学習支援業 1725610 343301 80016 977 0.012 2,719,063 723,522 118,709 0.012 1,449

81学校教育 937923 204455 35462 244 0.007 10,207,768 3,330,621 175,820 0.007 1,210

82その他の教育，学習支援業 787687 138846 44554 733 0.016 2,719,063 723,522 723,522 0.016 11,903

　　821社会教育 40981 7495 1344 1 0.001 243,514 61,881 61,881 0.001 46

　　822職業・教育支援施設 35441 9211 837 14 0.017 183,521 49,759 49,759 0.017 832

　　823学習塾 332541 47856 23913 408 0.017 809,020 132,247 132,247 0.017 2,256

　　824教養・技能教授業 287410 55569 15304 237 0.015 1,017,877 385,296 385,296 0.015 5,967

　　829他に分類されない教育，学習支援業 80786 14876 2882 73 0.025 465,137 94,340 94,340 0.025 2,390

P医療，福祉 5629966 578769 240935 4397 0.018 58,640,742 11,515,687 3,265,792 0.018 59,600

83医療業 3220871 348597 142819 3000 0.021 27,515,571 4,181,564 4,181,564 0.021 87,836

　　831病院 1628028 150643 67015 1692 0.025 16,249,573 2,901,395 2,901,395 0.025 73,255

　　832一般診療所 865512 93418 38323 534 0.014 7,674,323 735,733 735,733 0.014 10,252

　　833歯科診療所 402122 54259 21671 373 0.017 2,371,661 281,013 281,013 0.017 4,837

　　834助産・看護業 27469 3045 848 11 0.013 92,140 11,061 11,061 0.013 143

　　835療術業 217940 31707 10991 142 0.013 488,120 63,907 63,907 0.013 826

　　836医療に附帯するサービス業 74674 14748 3887 235 0.060 639,755 188,454 188,454 0.060 11,394

84保健衛生 57608 9911 814 46 0.057 306,328 67,763 67,763 0.057 3,829

　　842健康相談施設 49988 8628 694 46 0.066 243,528 54,037 54,037 0.066 3,582

　　849その他の保健衛生 7481 1214 118 - - 62,799 13,726 13,726 - -

85社会保険・社会福祉・介護事業 2351487 220261 97302 1351 0.014 30,818,843 7,266,360 7,266,360 0.014 100,891

　　851社会保険事業団体 33664 9603 1211 10 0.008 21,363,404 6,382,671 6,382,671 0.008 52,706

　　853児童福祉事業 415334 43274 16409 283 0.017 1,543,719 186,058 186,058 0.017 3,209

　　854老人福祉・介護事業 1559423 139132 67387 965 0.014 6,257,998 548,282 548,282 0.014 7,852

　　855障害者福祉事業 217605 17763 7755 42 0.005 1,032,294 81,155 81,155 0.005 440

　　859その他の社会保険等 114195 7859 4179 51 0.012 621,428 68,194 22,199 0.012 271

Q複合サービス事業 406920 22650 12405 101 0.008 - - - 0.008 -

86郵便局 170517 16715 6623 67 0.010 - - - 0.010 -

87協同組合（他に分類されないもの） 236403 5935 5782 34 0.006 - - - 0.006 -

Rサービス業（他に分類されないもの） 4590926 912570 174661 4852 0.028 27,022,962 7,663,461 1,067,387 0.028 29,652

88廃棄物処理業 262456 22063 15318 425 0.028 2,718,472 253,147 253,147 0.028 7,024

89自動車整備業 271714 16214 14539 478 0.033 2,187,266 130,625 130,625 0.033 4,295

90機械等修理業（別掲を除く） 270430 52172 10765 436 0.041 3,432,880 904,162 904,162 0.041 36,620

　　901機械修理業（電気機械器具を除く） 151667 25987 6530 235 0.036 2,101,113 445,103 445,103 0.036 16,018

　　902電気機械器具修理業 83286 19617 2782 65 0.023 1,183,297 432,293 432,293 0.023 10,100

　　903表具業 7164 628 223 3 0.013 12,780 1,649 1,649 0.013 22

　　909その他の修理業 24791 4702 1181 132 0.112 135,692 25,118 25,118 0.112 2,807

91職業紹介・労働者派遣業 914919 227220 25916 432 0.017 3,943,317 1,263,897 1,263,897 0.017 21,068

　　911職業紹介業 54456 12736 2043 13 0.006 419,770 107,205 107,205 0.006 682

　　912労働者派遣業 854131 211589 23342 360 0.015 3,523,545 1,156,691 1,156,691 0.015 17,839

92その他の事業サービス業 2272417 503970 89673 2906 0.032 14,335,825 4,975,503 4,975,503 0.032 161,239

　　921速記・ワープロ入力・複写業 20093 5776 483 - - 105,054 29,923 29,923 - -

　　922建物サービス業 957152 216692 31349 812 0.026 4,018,741 1,241,893 1,241,893 0.026 32,167

　　923警備業 398958 69754 13400 88 0.007 1,741,971 387,295 387,295 0.007 2,543

　　929他に分類されない事業サービス業 872542 201929 43550 2001 0.046 8,441,828 3,316,392 3,316,392 0.046 152,379

93政治・経済・文化団体 282775 60773 8416 86 0.010 - - - 0.010 -

94宗教 290752 27066 8243 68 0.008 - - - 0.008 -

95その他のサービス業 25463 3092 1791 21 0.012 405,192 136,127 136,127 0.012 1,596

　　951集会場 19182 2586 1295 21 0.016 139,925 20,770 20,770 0.016 337

　　952と畜場 3442 24 137 - - 44,777 281 281 - -

　　959他に分類されないサービス業 2669 424 317 - - 155,923 115,077 115,077 - -

部門名

事業所統計・産業（中）

２０１１年＿経済センサス（基礎調査）

従業者数（人） 売上高（百万円）

戸田市 戸田市
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第５章  戸田市の中小企業における「創造性」の検証  

本章では、戸田市に拠点をおく中小企業における「創造性」について検証

していくが、本報告は２年間の調査研究の中間であり、検証途中のもの、調

査未設計のものも含まれている中での報告である。  

まずは、戸田市の基盤産業である印刷関連産業のイノベーションの可能性

について簡単に現状を分析し、同時に同産業の地域との関わり方の参考事例

を提示する。次いで、戸田市に拠点をおく中小企業のヒアリング調査辛み得

てきた戸田市の将来、課題を記述する。  

 

１．印刷関連産業の「創造性」の可能性  

 

１．１  印刷関連産業のイノベーションの可能性  

日本の印刷産業の生産額は 6 兆円近くあり、世界規模でみれば約 50 兆円

ほどの産業である。また、印刷関連業は 1980 年代から DTP などデジタル化

により、これまでに大きなイノベーションを経験し成長してきた産業の一つ

と言える。一方で、印刷業界は下降線であると悲観的な見方をする印刷産業

業界者が多いのも事実である。  

これには、２つの側面があると言える。一つは、印刷関連産業に対して悲

観的な見方をする人にとっては、同産業は印刷することが業務の中心であり

受注産業の典型である。そのため、インターネットにその市場を奪われてい

き、低価格競争で低利益となっていくという見方である。  

一方で印刷産業は無限の可能性を持っていると考える人にとっては、これ

ほど魅力的な産業はないと見る。『印刷白書 2013』では、同産業を「すべの

産業に必要とされる印刷メディア」として捉えており、産業連関表でその他

産業との関連性の高さを示している。印刷産業を「情報サービス産業」と捉

えると単なる印刷業務とは異なる可能性見いだせる。 1980 年代の DTP によ

る産業構造の大変化から、現在の印刷産業のさまざまな技術革新が生まれて

きている。これは日本の「ものづくり」技術の強みを生かせる分野であり、

またグローバルスタンダードに向けた参入市場にも大きな余白がある。それ

と同時に、今や世界中で必要不可欠となっている「情報」の発信媒体を創る

66



産業である。すなわち、印刷産業は情報を発信する側の企画、アイデア、デ

ザイン業と情報を受け取る側との接点の産業である。  

戸田市の基盤産業である印刷関連産業を、下降線の受注産業であると見る

か、イノベーションの可能性を秘めた有望産業と見るかで、今後の戸田市の

印刷産業の立ち位置が大きく変わってくるであろう。それには、地域全体で

産業を育てていく視点も必要である。  

 

１．２  印刷産業と地域  

それでは、印刷産業が地域とどういった関わりを持つことが可能なのか。

２つの事例を紹介する。  

＜一部、企業非公開により略＞  

 

２．戸田市を拠点としている中小企業の傾向  

２．１  調査の視点  

戸田市を拠点としている中小企業は、どのような傾向を持つのか。地域と

どのような関係を有しているのかなどを把握するためにヒアリングを実施し

た。開業・新規産業創出に地域資源の何が影響を与えているのかを第３章の

＜図表 3-2＞にて仮説抽出した。その要因の中で、定量的に変数を置き換え

ることのできるものが、人口（地域需要）、立地、また人材の中の「専門性」

と学歴、給与であった。第４章では、これら変数を統計データから代替でき

る変数に置き換えて重回帰分析を行い、一定の影響があることが見られた。

定量的に置き換えてその影響を測った変数を破線で示した＜図表 5-1＞。そ

こで、次に定量的に置き換えることのできない変数について、どのような状

態にあるのかを戸田市内の企業から定性的に把握するためにヒアリング調査

を行った。本調査から見えてきたいくつかの重要な要素について、次年度の

アンケート調査ではアンケートを実施し、実態を把握することが目的である。 
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図 表  5 -4  地 域 産 業 の開 業 ・新 規 産 業 創 出 の要 因 （＜図 表 3 -2＞に加 筆 し再 掲 ）  

開
業
、
新
規
産
業
創
出

人口（地域需要）立地

所得

失業率

人口増加
アクセス

人材確保

産業集積

企業規模
技術革

核企業

核産業

通勤利便性

地価

専門性

多様性
給与

学歴

学習習慣

行動力

好奇心 機会

寛容性

人材
ﾈｯﾄﾜｰｸ

ナレッジサービ

教育情報発信

コミュニティ

環境

連携

開放性

場所

機会

場所機会

若年人口

労働力人口

 
 

２．２  取材企業の概要  

戸田市を拠点としており、異なる業種の８社をヒアリング調査した＜図表

5-2＞。訪問対象としたのは、①戸田市に拠点を新たに移した  ②近年戸田市

で起業した  ③戸田市内でオフィスを移転させている、このいずれかに該当

する企業である。  

本訪問の目的は、＜図表 5-1＞の破線で示した地域的な要因について、企

業が戸田市に拠点を置くメリットとして何が大きく影響しているのかを確認

することである。次に、戸田市の地域資源やネットワークを活用しているの

か、あるいは活用していないのか（あるいは資源がないと認識しているか）

の確認である。次いで、人材について企業内でどのような人材教育がされて

いるのか、また戸田市で社内人材が活躍する環境があるのか、ないのかとい

った状態の確認である。  

訪問対象としたのは、①戸田市に拠点を新たに移した  ②近年戸田市で起

業した  ③戸田市内でオフィスを移転させている、このいずれかに該当する

企業である。WEB で「●●●産業  戸田市」と入力し、検索でヒットした企

業の HP を順に見ていった。検索の上位にあがる企業はいずれも HP 上での

情報発信を積極的に行っており、活発な活動であると想定されるためである。
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ヒットした各企業の社歴を確認し、業績が拡大している、あるいは戸田市内

で移転している企業を選んだ。訪問対象とした企業の８社のうち５社は「業

務拡大で戸田市内で事務所移転」という社歴が記載されていた。また残りの

３社については戸田市経済産業振興課の協力を得て、市内で活躍している企

業を挙げてもらい訪問した。  

 

図 表  5 -2  視 察 企 業 の概 要  

創業 従業員数 業種 戸田市拠点 戸田との縁

8名 子供用玩具などの小売
2000年＿戸田市に移転

2006年＿業務拡大で戸田市内で移転

創業時の取引企業の倉庫拠点

が戸田市であったこと

1名
水産物の輸出入、WEB制

作
2014年＿戸田市オレンジキューブにて起業 戸田市に家を購入したこと

6名
携帯、WEBアプリ開発、コ

ンサル業

2005年＿戸田市にて起業

2014年＿現オフィスに移転

　　（戸田市内で４ヶ所目のオフィス）

戸田市内にマンションを購入し

たため、戸田市内で開業。

30名
WEBサイト運営、商品輸

出入

2004年＿戸田市にて開業

2010年＿現オフィスに移転

　　（戸田市内で４ヶ所目のオフィス）

社長が戸田市出身

個人事業主の集

合体

造園、ガーデニング資材

販売など
2005年＿埼玉県にて同企業組合として登記 戸田市に居住していたため

1993年A社

Ｅ社

2014年B社

2005年C社

2004年D社

2005年

子供用の玩具などを保育園、教育関連機関に販売。もともと販売代理業務が中心であったが、近年オリジナル商品の企画販

売に力を入れメーカーとしての色を強くしていこうとしているところ。物品販売のため、戸田市の倉庫を活用。業務拡大時も倉

庫と流通拠点の利便性のため戸田市拠点を継続している。

都内水産物の貿易会社の閉鎖をきっかけにスピンアウト。たまたま前年に戸田市に居住し、創業支援サービスを知り戸田で

起業。もともとの事業のネットワーク、知識があるため１年で黒字化。現在はWEB制作の代行などにも業務範囲を広げてい

る。会社を大きくというよりは、多くの事業を展開していきたい方向。

携帯やアプリの開発を手がける企業。主なクライアントは都内であるが、戸田の利便性がありこれまで４回事務所移転する

が、全て戸田市内。社長が自宅とオフィスが近いことで、通勤時間の無駄がないことが最大のメリットという。業態がら、常に

「新しい」ことを求めており、この１年は特に新しいアプリ開発が増えた。毎年１名ずつ従業員を増やしていこうと考えている。

ダーツ小物販売の専門店としてスタート。海外の珍しい物を買い付けてＷＥＢで販売。同方式をダーツ以外に広げ、現在は生

活系、スポーツ系、生活用品、エコ商品などを海外から輸入しWEB販売を行っている。同社で直接発送するため、戸田市の

倉庫を活用。現在のオフィスは４ヶ所目であるが、これまでの５倍の広さになっている。

造園の設計・施工・管理を中心に、組合員それぞれの特性により個別に受託。案件によってはお互いに声をかけあい補完し

あう形態の仕事。もともと戸田市出身で、一度他市にいた事もあるが戸田市に戻ってきてオレンジキューブを活用して起業。

同業以外にNPO活動も積極的で、戸田市を拠点としたグリーン・環境関係のソーシャル・ビジネス系の展開を考えている。  
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創業 従業員数 業種 戸田市拠点 戸田との縁

正社員43名

アルバイト260名
飲食業

2001年＿戸田市にて1号店オープン

現在、戸田市内で14店舗、埼玉県内で22店

舗

戸田市生まれ、育ち

16名 医療関連サービス業務

2007年にオレンジキューブを活用して創業

2014年＿現オフィスに移転

　　（戸田市内で3ヶ所目のオフィス）

戸田市にマンションを購入して

いた

1名 建築設計
2009年＿板橋区にて開業

2014年＿戸田市に拠点を移す
戸田市出身

2001年F社

2007年G社

2009年H社

全職の健康診断コンサル業務の知識、スキルを活かしてスピンアウト。戸田市のオレンジキューブを活用して創業し、創業資

金や業務に欠かせないプライバシーマークの取得なども同所の仲間が支援。同所による創業のデメリット軽減が非常に助

かったという。健康診断機器など、特殊な機材を扱うため、広いオフィスが必要で戸田市内で拡大し、現在３ヶ所目となってい

る。

国内外で建築を学び、板橋区で独立していた同社社長。事務所移転を検討していたところ、戸田市内の空き倉庫に目をつけ

リノベーションし開業。広い倉庫を現在は３社でシェアしている。また同所は今後「シェアオフィス」として開業も予定しており、

今後は建築をキーワードに人が集う場所のビジネスを計画しているところである。

学生仲間と「戸田市におしゃれなお店を作りたい」という思いから飲食店第１号をオープン。埼玉県ナンバーワンを目指し、現

在の規模まで拡大。飲食をキーに、これまでの飲食店拡大の経験を生かし、店舗内装や不動産業など事業を広げている。今

後も戸田市拠点は変わらず、戸田市を良くしたい思いが核にある起業。

 
 

２．３  戸田市を拠点としている理由  

（１）立地について  

訪問企業８社のうち、Ａ社とＨ社を除き６社が戸田市で起業している。  

ヒアリング時に「なぜ、戸田市で起業したのか（あるいは事務所を移転さ

せたのか）」を聞いたところ、その６社の社長は全て戸田市出身者かあるいは

創業時には戸田市に家を購入に居住しており、それがきっかけであったとの

回答であった。また、「戸田市で事業するにあたり、メリットは何か」との問

いに対しては、「家に近い」（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｇ、Ｈ社）、「創業支援（オレ

ンジキューブ）があったから」（Ｂ、Ｅ、Ｇ社）という回答が多かった。また、

「倉庫（あるいは広い事務所）が必要で周辺に比べて地代が安い」（Ａ、Ｄ、

Ｇ、Ｈ社）という回答が次いで多かった。これらは全て「アクセス」要因で

ある。逆に、それ以外のメリットは具体的には挙がらなかった点も特徴的で

ある。  

すなわち、要因として「立地」の「アクセス」について戸田市は非常に地

の利が良いとの回答は確認されたものの、産業集積と企業規模についての優

位性については聞かれなかった。企業規模は小さく、事業所密度が低い（産

業集積度が低い）ほど新規参入障壁が低いと一般的には考えられているが、

第４章の＜図表 4-8＞の統計データの分析結果からは戸田市では企業規模も

事業所密度も有意な要因としては見られていない。統計データ上の結果とヒ
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アリングの結果が一致する結果であり、戸田市においては開業にあたり立地

条件が最も優位性があり、その他の立地条件はあまり影響していない側面が

みられた。  

 

（２）人口（地域需要）について  

次に、戸田市でここ数年人口が増加していることが、事業上のメリットを

生んでいるかという質問に対して、Ｆ社のみがメリットがあるとの回答であ

った。Ｆ社は地域人口が売上と直結する飲食産業であるため当然の回答であ

ろう。その他の企業については、事業取引先や委託先が都内（Ａ社、Ｃ社、

Ｅ社、Ｇ社、Ｈ社）か、WEB 上の顧客相手（Ｂ社、Ｄ社）のため地域人口が

売上に直結しておらず、特に戸田市の人口増は何の影響もないという状況で

あった。  

次に、「所得」（変数：製造業賃金）と「失業率」（変数：完全失業率）につ

いては第４章ではそれぞれ回帰分析結果でプラスの影響が見られた要因であ

る。「所得」がプラスで出ていることは、地域の景況感がプラスであることが

開業率に影響を及ぼしていると考えられる。また「失業率」がプラスで出て

いることは、失業者が自己雇用のために開業し、また同様に人材確保も行い

やすいと考えられている。これらについては、会社閉鎖が契機で開業したと

回答したのはＢ社のみである。それ以外は失業とは関係なく、もともとの「開

業意欲」が見られた。（また、Ｂ社についても、もともとの開業意欲も見られ

ており、あくまで会社閉鎖はきっかけである様子であった）  

「もともと、起業したかった」（Ｃ社、Ｄ社、Ｅ社）という回答の他、全員

から共通で聞かれたのが「仕事を楽しくしたい」、「自由な発想でやりたい」

といった仕事にやりがいや自己実現を意義としている回答の方が強く見られ

た。すなわち、能動的起業家 2 1の開業が多く見られた。  

一般的に人口増加は地域生活密着型の業種の開業率に大きく影響すること

2 1  中 小 企 業 庁 に よ る と 起 業 し た 動 機 ・ 目 的 別 に 、 起 業 家 の 類 型 化 を 行 っ た 場 合 、〔 1〕
所 得 増 大 や 自 己 実 現 、 裁 量 労 働 、 社 会 貢 献 目 的 等 の 積 極 的 理 由 か ら 起 業 し た 「 能 動 的

起 業 家 」、〔 2〕 生 計 目 的 等 の 消 極 的 理 由 か ら 起 業 し た 「 受 動 的 起 業 家 」 に 区 分 で き る 。

起 業 実 態 調 査 に よ る と 、 起 業 家 の 8 割 以 上 は 、 能 動 的 起 業 家 で あ り 、 約 2 割 の 受 動 的

起 業 家 を 大 き く 上 回 っ て い る と い う 結 果 で あ る 。「 起 業 に 関 す る 実 態 調 査 」（ 2010 年 12
月 、（ 株 ） 帝 国 デ ー タ バ ン ク ／ 中 小 企 業 庁 委 託 ） よ り 抜 粋  
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は明らかであるが、業種によりその影響度がかなり異なることは予想される。

また、アクセスの良さ（利便性と地価の安さ）が戸田市の開業のメリットで

大きく挙がっていることから、地域外とのビジネス上のネットワークが中心

となっている事業にとっては、戸田市の開業は地の利が良いためデメリット

にはなっていないことがわかった。  

 

２．４  地域内でのネットワーク、地域資源の活用状態  

「地域内でビジネス上の付き合いや情報交換をしているか」との問いに対

して、全ての企業が「ほとんどない」との回答であった。特徴的であったの

は開業して間もないＢ社と、戸田市に移転してきて間もないＨ社を除き、６

社全てが商工会に参加したことはあるが、数回顔を出してその後はあまり付

き合いがない、という回答であったことである。オレンジキューブを助けと

して開業したＢ社とＧ社に関しては、同所内で知り合った企業との付き合い

やビジネス上の接点はあると回答したものの、「戸田市内」という地域での関

係性はあまり感じてない様子が伺える。すなわち、地域情報の交換のやりと

りが見られなかった。  

通常こうしたヒアリングの場合、一人の経営者を通じて同業者や関連業者

の企業を紹介してもらい、調査ケースを増やすことも考えられるが、今回「戸

田市内で知っている元気な企業はあるか」という問いに対して、全社から「あ

まり付き合いがない」との回答であった。  

また、「企業支援として戸田市に希望するものはあるか」という問いに対し

て、即答がなかったのが特徴的である。強いて挙げるなら、という程度で「イ

ベントなどへの参加の補助金があれば」と回答したのがＡ社、Ｇ社であった。

自社の自立度が高いという見方もできるが、市との連携や協力ができるとい

う意識自体が薄いということも考えられる。そのため、全般的に市で発信し

ている情報を積極的に収集している様子は伺われなかった。  

例えば、地域の中小企業支援で多いのは人材育成系である。技術系のスキ

ルアップ研修の他に、昨今では経営者向けのマネジメントや人事評価、中堅

社員向けのコーチングなどが人気である。またその他、市場を分析するマー

ケティングなどの研修も中小企業内で自社育成するよりは、外部の教育支援
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を活用するケースが増えている。本ヒアリングでは、全ての企業でこうした

自治体や商工会が主催する地域の中小企業支援

サービスを活用したことがないと回答された。

戸田市でオレンジキューブが開催している勉強

会などは、「実施していることを知らない」との

回答であり、また興味がそれほどない様子が伺

えた。自社の社員教育に関心がないというより、

地域主催の人材育成支援によるメリットがわか

らないといった印象である。  

総じて地域外とのビジネス上のネットワーク

や情報交換を積極的にしている様子はあり、事

業拡大の契機は全て地域外とのネットワークで

ある。それに対して地域内でのネットワークや

情報交換をしている様子は全く見られなかった。 

例えば、事業拡大に伴い戸田市内で拠点を複

数回移転させているＣ社、Ｄ社に（それぞれ４

回、戸田市内で事務所移転）ついて。Ｃ社は戸

田市内に社長がマンションを購入し居住してい

るため、「時間節約の観点から戸田市を選んでい

る」というコメントがあり、「市内で事務所を探

した時に最適な物件が少ない」という点を挙げ

ている。そのため、今後、今以上の事業拡大が

できた場合、事務所物件次第では戸田市内でな

くとも良いという可能性は高い。  

また、Ｄ社の場合は商品を直接扱う業態であ

るため倉庫物件がメリットであり戸田市に拠点

を置いている意味合いが強い。このことは、Ｈ

社が戸田市に拠点を移した理由と同じである。  

以上のことから、戸田市のアクセス面と地価

のコストパフォーマンス面の２点以外のメリッ

 

倉 庫 をリノ ベー ション して 創 ら れた

オ フィ ス（ Ｄ社 ）  

 
（ Ｄ社 ） オ フィ ス内 観 。ビ ジネ ス のア

イデア を生 み 出 すた め に 、 空 間 を

自 由 に 使 う 。 こう した 間 取 りも 倉

庫 なら では  

 

（ Ｄ社 ） オ フィ ス内 観 。 壁 はミ ー ティ

ングや会 話 で 生 み出 された ア イデ

アを書 き 留 め て おけるよ うボー ドに

なって いる  

 

（ Ｄ社 ） 商 品 を保 管 し発 送 す るバッ

クヤ ードは 倉 庫 そ のま ま  
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トが非常に少ないことがわかる。＜図表 5-1＞の

環境的要因のナレッジサービス、開放性、連携、

コミュニティなどを戸田市内で活用している様子

は見られず、各社とも、これら地域資源を戸田市

内で求めていない、という印象であった。  

そのため、現在戸田市に拠点を起き続けている

理由としては、地の利以外になく、「事務所物件」

が少ないことは、今後他地域へ事務所移転してし

まう可能性を持っている。開業するための地の利

がかなり良いとするならば、事務所物件は今後調

査が必要である。例えば、Ｈ社は現在社長１人の

建築事務所であるが、１社で倉庫物件を借りてリ

ノベーションし、内部を分割し３社にオフィスを

貸している。またその他のスペースについてはコ

ワーキングスペース事業を検討するなど、本業の

建築設計、リノベーションの手腕を活かしつつ、

場所のメリットを活用している良き事例である。

今後は、周辺地域の事務所物件もあわせて調査が

必要である。近年、戸田市内の地価はやや上昇傾

向にあり、戸田市内でどの程度の地価メリットが

あるのか、それが今後どのようになる可能性があ

るのかを把握しておく必要がある。  

また、地の利以外の地域資源の活用がほとんど

見られないことも、地域を容易に離れるきっかけ

となる。今後は、地域内環境としてナレッジサービスや開放性、連携、コミ

ュニティの醸成が必要ではないだろうか。この点については、他地域で開業

や新規産業創出が活発に生み出されている地域に共通している地域環境要素

である。しかしながら、他地域での事例をそのまま持ってくるのではなく、

内発的に戸田市らしく地域環境が「創造」される必要性がある。  

「創造都市」は「イノベーションを内発的に創出する都市」であり、「継続

 
（ Ｈ 社 ） 古 い倉 庫 を リノ ベー シ ョンし
た オ フィ ス外 観 。 倉 庫 全 体 を 活 用

するには広 すぎるた め 、左 手 側 は
他 の会 社 に 貸 し ている  

 

 
（ Ｈ 社 ） 内 装 はリ ノベ ーシ ョンの モデ
ルハウス 仕 様  

 

 
（ Ｈ 社 ） 将 来 的 には 、同 オ フィ スの
空 間 を利 用 し てコ ワー キング スペ
ース 事 業 を開 始 する 予 定  
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的なイノベーションを引き起こす仕組みが企業、産業、そして地域に埋め込

まれなくてはならない。技術的なイノベーションだけでは継続的なイノベー

ションは難しい。企業組織やマーケティングなど多面的なイノベーションが

不可欠である。むしろ、それを支える仕組みが地域に形成されることが必要

である」（岡本、 2012）とあるように、戸田市ならではの環境と仕組みを地

域で形成していくことが必要である。  

 

２．５  戸田市での活動意識  

今回のヒアリングからは、各社が「戸田市」の地域資源を活発に活用しよ

うという意識は見られず、一方で「戸田市で何かやりたいとは思う」という

回答は全社から聞かれた。それと同時に、何をどうやれるのか、というきっ

かけがなかなか掴めないという印象であった。  

特に、戸田市で新たにマンションを購入したり、生まれ育ったまちであっ

たりと、自分の住んでいるまちという意識は強い。「自分の住んでいるマンシ

ョンでも、同じ年代ぐらいの人が多く、都内で事業を興している人も多い。

そういった人たちと何かできるといいね、と話している」（Ｃ社社長）や、「戸

田市をもっと良くしていきたい。自分たちにできることは、何でもやる！」

（Ｆ社社長）、「戸田市さんのオレンジキューブのお陰で創業がスムーズにで

きた。恩返しできればといつも思っている」（Ｇ社社長）など、地域に対する

関心や愛着は総じて高い。  

こうした事業家たちの意識と実際に活動に結びつけられる契機が何である

か、今後の大きな課題である。  
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第６章  まとめ  

 本調査では「創造性」という漠然とした概念を戸田市でいかに浮き彫り

にし、戸田市らしい「創造性」を育むことができるかという視点である。そ

の「創造性」が将来の戸田市の活力を生み出すことに異論はないであろう。  

本調査からは、戸田市の産業面でのポテンシャルが見えてきた。地の利の

良さは自他共に認める戸田市の地域資源であるが、それ以外にも一つ一つの

企業、人材のポテンシャルは高い。しかしながら、全体が個々で活動されて

おり、一体感や連帯感を感じることが少ないのが戸田市の現状ではないだろ

うか。  

2014 年に報告された「戸田市の将来ヴィジョンとシティセールス」でも指

摘したが、一人一人の住民の意識は高く、地域に対する関心も愛着も高い住

民が多い。しかしながら、個々の意識がネットワーク化されておらず、コミ

ュニティ間の連携も少ない。これと同様のことが、産業面でも見られた。  

地域が一体となった「創造性」を育んでいくためには、地域のコミュニテ

ィのネットワーク、連携が必要である。＜図表 5-1＞で示しているものは、

今回は地域産業の開業・新規産業創出の要因であるが、「環境」と「人材」部

分については、地域活動が活発になるための要因としても共通する。この「環

境」と「人材」部分が地域の「創造性」を生み出す資源である。ここで抽出

された要因の中で、戸田市が少ないものに「開放性」が挙げられるのではな

いだろうか。「開放性」は場の提供、機会であり、これを契機としてナレッジ

サービスなどの情報が発信されたり、連携やコミュニティが創られるきっか

けとなる。人材についての行動力や多様性、寛容性、学習習慣については、

個々人の要素としては決して低いとは言えない。これらの要素をつなぐ「開

放性」による場と機会が少ない可能性が見えてきた。  

「創造都市」は「イノベーションを内発的に創出する都市」であり、「継続

的なイノベーションを引き起こす仕組みが企業、産業、そして地域に埋め込

まれなくてはならない。技術的なイノベーションだけでは継続的なイノベー

ションは難しい。企業組織やマーケティングなど多面的なイノベーションが

不可欠である。むしろ、それを支える仕組みが地域に形成されることが必要

である」（前掲、岡本、 2012）  
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これは、「それを支える仕組み」をいかに地域に形成していくかという根本

的な課題である。その仕組みを、いかに地域で創るか、ここが「イノベーシ

ョンを内発的に創出する都市」と成り得るかどうかである。

今後の地域づくりについては一方的に自治体が何かを提供していくという

形式では何も継続されないであろう。自分たちがかかわり、自分たちで創っ

ていく意識で生み出されたものが、地域に継続性を生み、それこそが「内発

的」なイノベーションの土壌となる。戸田市にとってこの仕組みはどういっ

たものが最適であるのか、これは自治体や大学の研究機関が「これである」

と指摘するものではなく、地域で内発的に気づき生み出されるものである。

また、内発的に気づき、生み出した地域こそが、今後の人口減少化の日本の

中でも幸せに住民が豊かに生活していける地域として継続していけるものと

なる。戸田市のシンボルマークにある「やさしいまちに、なりたい」を体現

していくために、再度、戸田市らしい地域資源を磨き上げる仕組みを模索し

ていく必要がある。

次年度は、産業面での内発的な活動にはどういた契機があると可能か、同

様に、住民たちの地域活動についても調査し、戸田市らしい「創造都市」の

形、その装置としての担い手の育成や人が集まる「場」づくりを考えていく。
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渡 部  薫 ( 2 0 0 4 )「 文 化 に よ る 都 市 再 生 と 創 造 都 市  :  そ の 史 的 解 釈 の 試 み 」 千 葉 大 学 社 会 文 化 科 学 研

究  8 ,  1 0 9 - 11 6  

渡 部  薫 ( 2 0 1 2 )「 地 方 都 市 に お け る 創 造 都 市 戦 略 の 可 能 性  ─ 熊 本 市 を 対 象 に 」 日 経 研 月 報  ( 4 1 2 ) ,  

3 6 - 4 1
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þƁ� ėŦø$SEĺƯĿBŃƝ�

 

� ɂŠŃȶT"ǱʠƬSƬȕŌQΏ@k̈́ɍʺˏo̝/:NoʮʫQ̴˽<lL.kǱ

ʠƬȕ˜ʺˏǴNʮʪūŻʿ×ŻŘŜʿ×ŻˈNSāľMƄȤ>F%ŸObSƟšǴ˙

QΏ@k̈́ɍʺˏ,ý˔2iʞǎZSͣȍȾo¾ǕN>L&S˭ɋoıj^NaFbSM

-k#T?aQ"ǱʠƬSɗ̥o̳>"DS¸Mɂ̈́ɍSƄȤȣɳ˙QJ.L̀ȫ@k# 

 

���ÍŠŰėŦøBŃƝ�

 

Æ 1� ėŦøB�Ɛǜ¡�ǫėŦøpxroxdǝ 

 

� Œ 1Qʾ>Fh/QǱʠƬT"şʙʲSĤQÛ˽K.L.k˲Ρˎ 18.1³SƬM-

k#1985ƵSşÉ˵ͱÐΒ"ǱʠƬT"ɈÉZSr|��3ƈȬP:N2i"1985ƵQ

Tˤ 76,000ÊGIFÊĳ3"1997ƵQT 100,000Êoˑʻ>"2014ƵQT 130,000Ê^M

Ťĕ>L.kξŒ 2ο#:Sh/PÊĳ3Ťĕ@kǱʠƬM-k3"%�±�M̦kǱʠƬ

S6i>&MT"2013ƵƻMTͣþÊĳ3´Ȧ-Fj 27.6ÊM-kSQƒ>L"ͣ ĆÊĳ

T´Ȧ-Fj 23.6ÊNPIL1j"ÊĳȜS˱ȁT:SͣþυͣĆS�§�S¸Mǭj

˒IL.kSbÆƄM-k#DS:N3"ÊĳoƵλČQ_L_kN̘ƵƤ3Ū.öŀQ

-k:N"ÊĳSƴřƵλT"39.7 ɢNPIL.k:NQʛlL.kξŒ 3ο#:liT"

ɈÉZSr|��3h.N./̈ɔ¸Sçč<3̘ƵƤo̾ǂ@k̥ŏQPIL.k´ȣ

M"ͰQÍSƬZSɸěǝbζaL>^/̥ŏQPj/k:Noʾ>L.k# 



 2 

 

Æ 2� ėŦøB�»ğżǜ�ėŦøďÎqxhs�

ǜhttp://www.city.toda.saitama.jp/site/opendata/jinkou.htmlǝSU�Ĕǝ 
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<lkPO"ŸOb3ũͷWZ̾ǂ<lQ66PIFPO3Ȃȑ<l˰8L.k#<iQ"

ĀŔPOMŸObSͷYť3%γ&N<l"ŘŜSŊΪNPk:Nb-k# 

� :/>FʛʓoΊ_FȮQ"ɋF>L"ŸObFHSƟšǴTO:Qɬail"ß3Ŋ

ΪN<lL.kS2oʜ̭>"ȢFPːΎK6jZN˺9L.6:NT4naLȻĘM-

m/#NT.0"%ŸOb&Nŀ4Ľ/%ūÊ&N.ILb"DS̥ɬTə$M-k#D:

M"ɂ̈́ɍMT"ŸObSȻʉξƵλοN̫SƵλN./ψJSͤ2i"ǥ̦SΆPjN

κμoȫi2Q>"ß2Ȣ>.ːΎoēĆ@kΘQǤƂ<lkͅÅSɘŒoʜ̭@k:N

N@k#DSFaQËŎT"ŻɎQͱ/ŸObFH"Njn8"̘Ƴ̫Sǵ2iΛlG>

F"ƙŻɎζŻƵ2i¾Żʞ^MSŸObQʊʇo˽4"ǋυǋűi3;@M-m/"

Ż˔é̌ƅNĀŔN./ 2JSːΎoƒ͌N>F̈́ɍo̝/# 

 

���ǟƯĿBéƴ=ŜĈ�
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�ơBýǚ�Ü>OBýǚǜ|BÜÌŗǝ��

 

 

� ̈́ɍ̴̰¸SɴǥϐŸObSƵλĞĈ 

� ǱʠƬMT 2014Ƶƻ2iŻ˔é̌ƅSΧ2jƵλoƙŻɎ 4Ƶʞ^MQǂ4¸9L.

kξ10 ɢ^Mο#DSFa"ɂ̈́ɍSƵλĞĈT"Ż˔é̌ƅSƒ͌ƵλNTƀÿQTĽ

̑>L.P.#G3ͰQ"DS:NM"Ǿū<lFƒ͌ƵλM-k 10 ɢSŸObFHo

ȁJ"̫QNILSŻ˔é̌ƅSÛ˽K83ʜ̭M4kNb̂0ilk# 

 

� ̈́ɍ˭ɋSĈɊQ-FIL 

� ûQʾ>Fh/Q"20 ÏMT"10 ɢÐ¸SŸObobJÊT.P.3"DSÍSƵÏ

MT"ŸObSƵλξ¹SŸοTŪəM-k# 

� J^j"̫SƵλG8Qɴʮ>LĈɊ@kN"ŸObSƵλSŪəǝoȄ04lP6P

kN./ŊΪ3-j"ͰQŸObSƵλG8Qɴʮ@kN"̫SƵλSŪəǝo1Ȅ04

lP6PkŊΪ3-k# 

� D:M"ɂ̈́ɍSĈɊQ-FILT"̫SƵλNŸObSƵλS 2JSͤoâ."�20

Ï°30 ÏMŸOb3.P.Êξ132 Êο"�20 Ï°30 ÏM¹SŸ3ϏɢÐ¹SÊξ115

Êο"�20Ï°30ÏM¹SŸ3 10,15ɢSÊξ12Êο"�40ÏÐ¸MŸOb3.P.Ê

ξ85Êο"�40ÏÐ¸M¹SŸ3 9ɢÐ¹SÊξ40Êο"�40ÏÐ¸M¹SŸ3 10,15

ɢSÊξ61Êο"�40ÏÐ¸M¹SŸ3 16ɢÐ¸SÊξ205ÊοS}©±�QĈ8L"

ĈɊo̝/ξ20Ï°30ÏM¹SŸ3 16ɢÐ¸SÊT.P.ο# 

� DSʔ.T"�̫SƵÏ3ľ?M-ILbŎ˛QĈƭ3ʞ?k2O/2oʼ̽@k:N

M"Ü>OBý�@SVĒƞB÷ũ"�ŸObSƵÏ3ľ?M-ILbŎ˛QĈƭ3ʞ?

k2O/2oʼ̽@k:NM"ơBý�@SVĒƞB÷ũoʜ̭@kN:mQ-k# 
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)ơBý��Ü>OBýǚǜ|BÜÌŗǝB¢ù��

�

�����ƯĿƎľŃƝǜ	ƁwƁ<ƨƿǝ�

� Ð¹"¸̳Sύ}©±�QJ.L"ļ͘ŊSǐʇSƴřïobNQ"DSïoðƪïQ

˽4ȍ0FbSoʟ.L"˭ɋSɗ̥oȌʾ@k# 

� ļ}©±�Sðƪïo˞Ć>"ðƪï 502i"ρ2�t�Ð¸Sƪ3-kbSTȠÞ

ξΟŹο"�ψ�t�Ð¸ƪ3-kbSQT¹˵ξ͙ŹοoÎ>F#ʑǓʫPΥʮQJ.

LS_ͫ[k#ƛ"!T̘ƳŜƎ#̻˨T˖ 5˓1hW˖ 9˓M̝/Fa"Ð¹T"�

t�u��ʫQ˝Ɇȶ4M�t�oȌʾ@k# 

 

� Ȕ̓ǍPOŻɎÐũSŸObSƟšǴ 

Ã�	� -PFS1Ÿ<pT"Ȕ̓ǍPOŻɎÐũSȮΎƯoO:M;@:N3Ū.M@2#Dl

ElǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.ξƙŻʞS1Ÿ<p3.kÊS_ο�

π%P>&o 0ʇ"ʹQχȦoχʇ"ÐΒΦQĕ˞>"\]ɦȦoϋʇN>L˞Ć# 
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°�%̏Ž&ϐŸOb3 9ɢÐ¹T"ƚP.öŀ 

°�%ĮͻSƇ&ϐŸOb3 10,15ɢϔ9ɢÐ¹ 
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°�%ý˔��±&ϐ20Ï°30ÏMŸOb3 10,15ɢSšĽ"Ū.öŀ# 
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 ̫SƵÏQƨĹ<lkːΎ…%ĀŔ&%Ţ°̀.Æ& 

 ŸObSƵλQƨĹ<lkːΎ…%̏Ž&%ĮͻSƇ&%ŻɎ& 

!%ĀŔ&Sȝôϐ%ͷYʝţSŧĝ&NΆRkPiUŸObSƵλQǙ?Fȝô 

!Ż˔é̌ƅQJ.L"ƙŻɎ 4Ƶʞ^Mǂ4¸9FS3 2014ƵƻM-k:No͡^0

kPiU"DSǂ4¸9SĘɋȚLılk# 

 

� ͷYʝţSŧĝξŊΪʇο 

Ã��� -PFT";̏͢SŸObSΤNɧͦ>L"ËSŸObSũͷWSʝţTOSh/QPIF

Nǧ?^@2#ǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.#�

Ã��� Ã ��<�ǥǟ>7T%=Ƣ#DĎ(?85��ǦǟĎ(?85�=$Ƈ#@?85īG$ì

A/K1�DSh/Q1˛0QPIFʜʡoș0L6G<.#ǆLT^kbS1H;@ oJ

8L6G<.ξÃ��BƎľ�ÅƇħC�

=?8;!Vο#�

π 3J6Nχʇ#�

�
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 ŞɂʫQ"̏ĈSŸObSΤNSɧͦPSM"40ÏÐ¸SÊSȣ3"%ƚP6PIF&

oǧ?köŀQ-kξFG>"%ͷĂŚɃĝ&POȤ̴"%ºƐ̃&POTΕ6ο# 

 ŸOb3%10,15ɢ&SšĽ"%�±©ͷWPOM4kšǴ3ƚP6PIF&Nǧ?L

1j":lT̫SƵÏoŊnP.öŀ# 

 ŸOb3%9ɢÐ¹&SšĽ"%ƍͣpGjM4kšǴξ̖ʞƷšοPO3ƚP6PIF&"

%ΝSȦMbͷ[kšǴ3ƚP.&Nǧ?L1j":lb̫SƵÏoŊnP.öŀ# 
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-)���=�>E43?3 .*(- .)(1 .*() -1(0 -2(0
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T"OSh/Pčʟ̃oǤƂN>L.kS2oȫʼQ@kǖ̥3-kGm/ξńͧSŸ

ObSƵλPOôǫQþlkο 

�%ƍͣpGjM4kšǴξ̖ʞƷšο&o̴8"2JčʟȮΎƯoĞĈ@k orčʟːΎ

oĈΛ@kPO>L%�±©ͷW3M4kːΎ&oȌä@lU"ŸObSǭɤΗQǙ

?FƲƷ.ƤSčʟ3̦ͨ^lkϕ 

�%�±©ĀŔϕ&Qƒ@k�±�Sǅ<# 

 

� ĀŔSčʟQďΓo28k[42 

ÃǦ� ĀŔSčʟPOQJ.LOSh/Qǜ.^@2#DlElǆLT^kbSǢ9@ oJ8L

6G<.#�

πðƪï3ζ.\O"čʟďΓQ͗ǭN@kFa"%̏ʡQͷY:N3M4Fȣ3h.&Ð

ũT"%D/ǜ/&o 4ʇ"�%D/ǜnP.&oχʇN>F# 

π%̏ʡQͷY:N3M4Fȣ3h.&T%̏ʡQͷY:N3M4P.ȣ3h.&NPk# 

 

 

 

 ŸObSƵλ3ľ?%10,15ɢ&M-ILb"̫SƵÏQhIL"%ŸObSť&oγ
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 %~yo>P.2&%.?ailP.2&%ÆÓQƫ4ͨ^lP.2&N.IFʇT"Ÿ

ObSƵλ3Ü.\O"ºſQǧ?köŀQ-k# 

 %ÍÊZͬǣo28P.2&T"ɶʩPě4o@kNÄǤ<lk%10,15ɢ&SŸOb

oȁJ̫QNIL"ºſQǧ?köŀ3-k# 

!ŸObSƵλ3Ü.šĽT"ńj2iS̡Ɔ3ºſQǧ?"ŸObSƵλ3¸3kNń

jZ»0kǉΣoºſQǧ?köŀQ-k# 

!ŸObSƵλQǙ?F%ſÿ&PːΎSƪʨξžILbi0kːΎυʭʵ̃3.kːΎϕο 

 

� Ż˔é̌Qƒ@kºſ 

Ã��� Ż˔é̌ƅQƒ>Lºſoǧ?k:NT-j^@2#ǆLT^kbS1H;@ oJ8L6
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�(
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���+��-
� %��

��'��-
� %��

���0���#	$*��%� ���� ���� ���� ���� ����

���0���#���� ���� ���� ���� ���� ����

���0���#������ ���� ���� ���� ���� ����

�����#	$*��%� ���� ���� ���� ���� ����

�����#���� ���� ���� ���� ���� ����

�����#������ ���� ���� ���� ���� ����

�����#����� ���� ���� ���� ���� ����

�&4�% ��'�5/% �	1��
��/
1��6

�(/%&

���9���-
.3'%/% ����  ���  ��� �$��

���9���-$���  ��" �$�� �$��  �� 

���9���-���� � �"��  ��$ �#�� �!�#

�����-
.3'%/% �#�  ��" �#�# �#� 

�����-$���  ��" �"�� �#��  ��$

�����-���� �  ��� �$��  ���  ���
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�1
0876
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�1
0��6&

(/%&

���9���-
.3'%/% �$��  ��� �$�� �$��

���9���-$���  ��$  ��� ���� ����

���9���-���� � �$�� �$�# � �# �!�#

�����-
.3'%/% �#�" �$�  ���  ���

�����-$��� ���� �#�$ �#�! �#� 
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λ3 9ɢÐ¹SšĽ"ńjSŸQ~yo<BP.2"ͬǣo28P.2"N.IFʇo

ºſQǧ?L.k# 

 

� Ż˔é̌QŸOboΧ8L.kξΧ8F"Χ8F.οʜʡ 

ÃǪ� -PFT1Ÿ<poŻ˔é̌QΧ8L.^@2ξΧ8L.^>F2ο#̂ FTΧ8F.Nǜ.

^@2#�

Ã��� Ã  <�Ǣ�C!�=Ƈ#5ī@$ìA/K1#Ż˔é̌ƅQ1Ÿ<poΧ8kξΧ8F"

Χ8F.οʜʡoș0L6G<.#Ð¹SP2M"ǆLT^kbS1H;@ oJ8L6G

<.#ξÃBƎľ�ÅƇƔħC��	=?8;!Vο�

π 3J6Nχʇ#�

 

 

 

 ŸOb3.P.šĽ"̫ SƵλoŊnA"%4g/G.3.P.&:NTŻŠé̌QΧ8

kξΧ8F.οʜʡNŎ˛>P.öŀQ-k# 

 ŸObSƵλ3Ü6"2J̫SƵλ3Ü.ȣ3"%̫d̫ǯQΧ2ILbi0P.&Fa"

ŻŠé̌QΧ8kNŎ˛@köŀQ-k 

 ̫SƵλ3Ü.ȣ3%ƜėSFa&QŻ˔é̌ƅoɶʟ@köŀ 

!̘ƵƤQ1.L"ȧɇŚSŸ̌ĻˠξŸObTƇM̌Lk[4"̫d̫ȥM̌Lk[

4ο3̜lL.k:NoʾŇ>L.k#Ÿ̌Lɚ̎oũĝ@kɚΏN>LŻ˔é̌ƅ

Tɚ̎>L.k# 

 

� Ÿ̌LQΏ@k%̧ˠ& 

BCA;-+?6
'��

(=$.#'#4#

3;.)1�5#
?677�4#


3;.)1�5#?6
7&@#,$

���D���1
3;'#4# �!�� ���� ���� �!�!

���D���1"��� ��� ���
 �"�� ����

���D���1������ ���
 ���� ���� �"��

�����1
3;'#4# �!�� ���� ���� �"��

�����1"��� ���� ���� �!�� ����

�����1������ ���� ���� � �� ����

�����1����� ���� ���� ���� �"��

��<�A*0
9*#


3;'	�2�
8-'/0#?

�<��5�&/0
;>%4#

��6-:

���D���1
3;'#4# �!�� �"�� �!�� ����

���D���1"��� �"�� ���� ���� ����

���D���1������ ���� �!� ���� ����

�����1
3;'#4# ���� � �� � �! �"�!

�����1"��� ���� ���� ���� ����

�����1������ ���	 ���� ���! ����
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Ã��� ŸOboΧ8kšǴQJ.LOSh/Qǜ.^@2#DlElǆLT^kbSǢ9@ oJ

8L6G<.#�

πðƪï3ζ.\O%ȼ^>.&N./Ŏ˛Q@kFa"%D/ǜ/&oϊʇ"�%D/ǜ

nP.&o 1ʇN>F# 

 

 
 

 Ż˔é̌ƅ3ȼ^>.NŎ˛@kÊT"%20Ï°30ÏMŸOb3.P.&Ƥ# 

 ȧɇŚSŸ̌ĻˠT"20Ï°30ÏMTŸObSƵλ3¸3k\Oǅ^j"40ÏÐ¸

QPkN"ŸObSƵλ3Ü.šĽQǅ^k#ÍȣM"40ÏMŸObSƵλ3 16ɢÐ

¸SšĽT"īSˬδNʍi>LȧɇŚSŸ̌Ļˠ3ǅ.öŀQ-k# 

!%ŸOb3.P.&N./ƤQbŪəP˒š3-k:Nȍ̩>JJb"DSƤo%Ɩ

ɇ¼Ï&NȄ0kPiU"Ż˔é̌ƅSúƄT"ËǍSǱʠƬQNILΆ̥PǥŅoȁ

IL.k:N3ʾŇ<lk# 

 

�����ƯĿjxhB¢Ľ=4BęǓ�

� Ŏİ<lF̈́ɍ˅T"ÆđQǱʠƬȕ˜ʺˏǴZͯÎ>L.F�±�þĔ �¥r©o
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� Ð¸3"ɂ̈́ɍSɗ̥M-k#χ,3 ˓T"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&%ǱʠƬ2iǂI͜@

ʜʡ&o%ŸObSȻʉ&%̫SƵÏ&%ƟÝŘĞ&S 3JS̬ʇ2îƎ@k#ÐΒS˓

MT"ŸObSƟšǴoȈkFa"%Ż˔é̌ƅ&ξ4°5°6˓ο"%ĀŔ&ξ7°8°9˓ο"Ÿ

Ob̏͢Qƒ@k̈́ɍ˭ɋξ10˓ο2iɘǭ<lL.k#ɂ̈́ɍT"ŸObSƟšǴQΏ

>LȈ˧ʫP̈́ɍM-IFFa"ŞʽʫPĈɊ3¿NPk3":liS˭ɋobNQ<i

Pk̈́ɍ"ĈɊo̝IL.6:NMȕ˜Ȍ̯ZN˺3IL.6SMTP.2N̂0L.k#
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ƃ�Ɓ�ėŦø<BŤœǜ�ǝǫÜ>OBĵŚ@űŮ/;�

 

�ǟC0N@�

� ɂ˓ÐΒS 3 JS˓MT"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&N%ǱʠƬ2iǂI͜@N>Fî0

iǐkʜʡ&QJ.LƣǝČQ̦L.6:NQ@k#DSă"ɂ˓MT"%ŸObSȻʉ&

QhIL%ʜʡ&3ʨPkS2"N./ʇQʴʮ@k#ƛ"%ŸObSȻʉ&T"2ÊÐ¸

SŸOb3.kšĽ"¹SŸSƵλoŞʂN>L˞Ć>L-k# 

� Ð¹"ŸOb3.k2O/2"ƵλQǙ?Lʜʡ3ʨPkS2O/2N./ʇo̻˨Q

̦L.6:NM"̘ƵƤSͣþ°ͣĆ3Ū.ǱʠƬSʑǓS´˕oʜ̭>F.#ľȮQ"

DlT"%Ÿ̌L&ʝţNTʨPk"ͱĜͱŻQçčPǱʠƬSŘʜʫʑǓQ͚ŏ>L.k

S2"N.IFʇoʜ̭@kFaS´JS̨ʇoȌʾ>/kN̂0L.k# 

 

�ǟÜ>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ��

Ð¹"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&QJ.L"8JSΥʮ2i̦L.6#DlElQ̻ͫ>L.

6N"�ŸObSŻɎþŻoɚQǱʠƬQǂI͜>LɇFS2O/2ξŸObSþŻ°͵

Żο"�-kˋƻSƵλQPj"ŘùMȲi@½̫Sͩ6QǂI͜>LɇF"-k.T̫N

ľƟ°ͩƟ@kFaQǂI͜>LɇF2O/2ξ̫NSľƟ°ͩƟο"�Ɯ̈°ͣ̈°ͮ̈

POξ̈ɔ¸Sʜʡο"�˭ŶdΛŶoɚQǱʠƬZǂI͜>LɇF2O/2ξ˭Ŷ°ΛŶο"

�ͱĜQçčM-k:NS̢ͪ>N>LăhjbƇ͕PO3ſ.N./ʜʡξˬɽʫP

ʜʡο"�ș̌ʝţd̏ʋPOǚͿPʞɶoͯlkN./ʜʡξʞɶʝţ¸Sʜʡο"�Ǳ

ʠƬSʑǓMb-k"ͱĜͱŻSFaN./ʜʡξͱĜͱŻSçο"�ʞ^lL2iAIN

ǱʠƬQÝpM.k"M-k#Ð¹"ΦQ̦L.:/# 

 

Ɯ �� Ü>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ�ǜÜ>OB�ßwǅßǝ�

 

�	��
� �	��� ��

�
� 224 0 224
� 100.0% 0.0% 100.0%

9��� 151 7 158
� 95.6% 4.4% 100.0%

10-15��� 69 5 74
� 93.2% 6.8% 100.0%

16��� 197 9 206
� 95.6% 4.4% 100.0%
�� 641 21 662
� 96.8% 3.2% 100.0%
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̠ 1 T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξŸObSþŻ°͵ŻοS|«�̠M-

k#%ŸObSþŻ°͵Ż&3ʜʡMǱʠƬQÝ`ÊT"ŸOb3 9 ɢÐ¹SÊT 4.4ν"

10ϖ15 ɢÐ¹T 6.8ν"16 ɢÐ¸T 4.4νM-IF#ŸOb3.kÊG8ÿÞM̦Lb"

%ŸObSþŻ°͵Ż&3ʜʡMǱʠƬQÝ`ÊT 10νÐ¹NƚP2IF# 

 

Ɯ �� Ü>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ�ǜơ=B¾ðwƽðǝ�

 

 

̠ 2T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξ̫NSľƟ°ͩƟοS|«�̠M-k# 

%̫NSľƟ°ͩƟ&3ʜʡMǱʠƬQÝ`ÊT"ŸOb3.P.ÊM 19.2ν"ŸOb3

9ɢÐ¹SÊT 15.8ν"10ϖ15ɢÐ¹T 18.9ν"16ɢÐ¸T 11.7νM-IF#ŸObS

ȻʉM˭ɋQūƪȚilP2IF# 

 

Ɯ �� Ü>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƕł{BŢŧ�ïƺƕwǁƕ?>�ǝ�

 

�	��
� �	��� ��

�
� 181 43 224
� 80.8% 19.2% 100.0%

9��� 133 25 158
� 84.2% 15.8% 100.0%

10-15��� 60 14 74
� 81.1% 18.9% 100.0%

16��� 182 24 206
� 88.3% 11.7% 100.0%
�� 556 106 662
� 84.0% 16.0% 100.0%

�	��
� �	��� ��

�
� 182 42 224
� 81.3% 18.8% 100.0%

9��� 125 33 158
� 79.1% 20.9% 100.0%

10-15��� 63 11 74
� 85.1% 14.9% 100.0%

16��� 164 42 206
� 79.6% 20.4% 100.0%
�� 534 128 662
� 80.7% 19.3% 100.0%
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� ̠ 3T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξ̈ɔ¸Sʜʡο|«�̠M-k#%̈ɔ

¸Sʜʡ&MǱʠƬQÝ`ÊT"ŸOb3.P.ÊM 18.8ν"ŸOb3 9 ɢÐ¹SÊT

20.9ν"10ϖ15ɢÐ¹T 14.9ν"16ɢÐ¸T 20.4νM-IF#10ϖ15ɢÐ¹T 15νÐ

¹NƚP2IFbSS"ŸObSȻʉM˭ɋQūƪȚilP2IF# 

� ̠ 4T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξ˭Ŷ°ΛŶοS|«�̠M-k#%˭

Ŷ°ΛŶ&3ʜʡMǱʠƬQÝ`ÊT"ŸOb3.P.ÊM 15.2ν"ŸOb3 9ɢÐ¹S

ÊT 39.9ν"10ϖ15ɢÐ¹T 35.1ν"16ɢÐ¸T 34.0νM-IF#ŸOb3.kÊSȣ

3"%˭Ŷ°ΛŶ&3ʜʡMǱʠƬQÝpM.kNŎ˛@kÊ3Ū.˭ɋNPIF# 

 

Ɯ ��Ü>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƎÛwǑÛǝ�

 

 

Ɯ 	�Ü>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƍŔŬ?Ţŧǝ�

 

� ̠ 5T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξˬɽʫPʜʡοS|«�̠M-k#%ˬ

�	��
� �	��� ��

�
� 190 34 224
� 84.8% 15.2% 100.0%

9��� 95 63 158
� 60.1% 39.9% 100.0%

10-15��� 48 26 74
� 64.9% 35.1% 100.0%

16��� 136 70 206
� 66.0% 34.0% 100.0%
�� 469 193 662
� 70.8% 29.2% 100.0%

�	��
� �	��� ��

�
� 208 16 224
� 92.9% 7.1% 100.0%

9��� 143 15 158
� 90.5% 9.5% 100.0%

10-15��� 73 1 74
� 98.6% 1.4% 100.0%

16��� 195 11 206
� 94.7% 5.3% 100.0%
�� 619 43 662
� 93.5% 6.5% 100.0%
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ɽʫPʜʡ&MǱʠƬQÝ`ÊT"ŸOb3.P.ÊM 7.1ν"ŸOb3 9 ɢÐ¹SÊT

9.5ν"10ϖ15 ɢÐ¹T 1.4ν"16 ɢÐ¸T 5.3νM-IF#ÿÞM̦Lb%ˬɽʫPʜ

ʡ&MǱʠƬQÝ`ÊT 6.5νNƚP.:N3n2k# 

̠ 6T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξʞɶʝţ¸SʜʡοS|«�̠M-k#

%ʞɶʝţ¸Sʜʡ&MǱʠƬQÝ`ÊT"ŸOb3.P.ÊM 9.8ν"ŸOb3 9 ɢÐ

¹SÊM 9.5ν"10ϖ15ɢÐ¹T 8.1ν"16ɢÐ¸T 7.8νM-IF#ÿÞM̦Lb%ʞ

ɶʝţ¸Sʜʡ&MǱʠƬQÝ`ÊT 8.9νNƚP.:N3n2k# 

 

Ɯ 
�Ü>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ�ǜŤœţÑ{BŢŧ�ĦƖţÑ?>�ǝ�

 

 

Ɯ ��Ü>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ�ǜǃ®ǃßB�ǝ�

 

� ̠ 7T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξͱĜͱŻSçοS|«�̠M-k#%ͱ

ŻSç&3ʜʡMǱʠƬQÝ`ÊT"ŸOb3.P.ÊM 22.3ν"ŸOb3 9ɢÐ¹SÊ

�	��
� �	��� ��

�
� 202 22 224
� 90.2% 9.8% 100.0%

9��� 143 15 158
� 90.5% 9.5% 100.0%

10-15��� 68 6 74
� 91.9% 8.1% 100.0%

16��� 190 16 206
� 92.2% 7.8% 100.0%
�� 603 59 662
� 91.1% 8.9% 100.0%

�	��
� �	��� ��

�
� 174 50 224
� 77.7% 22.3% 100.0%

9��� 112 46 158
� 70.9% 29.1% 100.0%

10-15��� 62 12 74
� 83.8% 16.2% 100.0%

16��� 167 39 206
� 81.1% 18.9% 100.0%
�� 515 147 662
� 77.8% 22.2% 100.0%
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T 29.1ν"10ϖ15ɢÐ¹T 16.2ν"16ɢÐ¸T 18.9νM-IF#%ͱĜͱŻSç&3ʜ

ʡMǱʠƬQÝ`ÊT"ŸOb3 9ɢÐ¹SÊ3Ū.3"ŸObSȻʉM˭ɋQūƪȚ

ilP2IF# 

� ̠ 8 T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξʞ^lL2iAINÝpM.kοS|

«�̠M-k#%ʞ^lL2iAINÝpM.k&ÊMŸOb3.P.ÊT 29.0ν"ŸO

b3 9ɢÐ¹SÊT 13.3ν"10ϖ15ɢÐ¹T 18.9ν"16ɢÐ¸T 18.9νM-IF#%ʞ

^lL2iAINÝpM.k&ÊTŸOb3.P.ÊSȣ3Ū.˭ɋNPIF#^F"Ǳ

ʠƬQ%ʞ^lL2iAINÝpM.k&NŎ˛>FÊTÿÞM 21.0νM-IF# 

 

Ɯ ��Ü>OBĵŚ=�ėŦø@�MŢŧ�ǜŤKW;%T28=�Z<!Vǝ�

 

�ǟÜ>OBĵŚ=�ƺðŢŧ��

 

Ɯ � Ü>OBĵŚ=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜÜ>OB�ßwǅßǝ�

 

� ̠ 9 T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξŸObSþŻ°͵ŻοS|«�

̠M-k#%ŸObSþŻ°͵Ż&3ʜʡMǱʠƬ2iǂI͜@NŎ˛>FÊTŸOb3.

�	��
� �	��� ��

�
� 159 65 224
� 71.0% 29.0% 100.0%

9��� 137 21 158
� 86.7% 13.3% 100.0%

10-15��� 60 14 74
� 81.1% 18.9% 100.0%

16��� 167 39 206
� 81.1% 18.9% 100.0%
�� 523 139 662
� 79.0% 21.0% 100.0%

�	��
� �	��� ��

�
� 222 3 225
� 98.7% 1.3% 100.0%

9��� 137 21 158
� 86.7% 13.3% 100.0%

10-15��� 70 4 74
� 94.6% 5.4% 100.0%

16��� 208 1 209
� 99.5% 0.5% 100.0%
�� 637 29 666
� 95.6% 4.4% 100.0%
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P.ÊM 1.3ν"ŸOb3 9 ɢÐ¹SÊM 13.3ν"10ϖ15 ɢÐ¹T 5.4ν"16 ɢÐ¸T

0.5νM-IF#ŸObSƵλ3Ü.ȣ3%ŸObSþŻ°͵Ż&MǂI͜@NŎ˛@kÊ

3Ū.˭ɋNPIF# 

� ̠ 10T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξ̫NSľƟ°ͩƟοS|«�̠

M-k#%̫NSľƟ°ͩƟ&3ʜʡMǱʠƬ2iǂI͜@NŎ˛>FÊT"ŸOb3.P

.ÊM6.7ν"ŸOb39ɢÐ¹SÊM18.4ν"10ϖ15ɢÐ¹T14.9ν"16ɢÐ¸T12.0ν

M-IF#ŸObSƵλ3Ü.ȣ3%̫NSľƟ°ͩƟ&3ʜʡMǂI͜@NŎ˛>FÊ

3Ū.˭ɋNPIF# 

 

Ɯ ��� Ü>OBĵŚ=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜơ=B¾ðwƽðǝ�

 

Ɯ ��� Ü>OBĵŚ=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜƕł{BŢŧ�ïƺƕwǁƕ�ǝ�

 

� ̠ 11T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξ̈ɔ¸SʜʡοS|«�̠M-

k#%̈ɔ¸Sʜʡ&MǱʠƬ2iǂI͜@NŎ˛>FÊT"ŸOb3.P.ÊM 27.6ν"

ŸOb3 9ɢÐ¹SÊM 30.4ν"10ϖ15ɢÐ¹T 23.0ν"16ɢÐ¸T 11.5νM-IF#

ŸObSƵλ3Ü.ȣ3%̈ɔ¸Sʜʡ&MǂI͜@NŎ˛>FÊ3Ū.˭ɋNPIF# 

�	��
� �	��� ��

�
� 210 15 225
� 93.3% 6.7% 100.0%

9��� 129 29 158
� 81.6% 18.4% 100.0%

10-15��� 63 11 74
� 85.1% 14.9% 100.0%

16��� 184 25 209
� 88.0% 12.0% 100.0%
�� 586 80 666
� 88.0% 12.0% 100.0%

�	��
� �	��� ��

�
� 163 62 225
� 72.4% 27.6% 100.0%

9��� 110 48 158
� 69.6% 30.4% 100.0%

10-15��� 57 17 74
� 77.0% 23.0% 100.0%

16��� 185 24 209
� 88.5% 11.5% 100.0%
�� 515 151 666
� 77.3% 22.7% 100.0%
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� ̠ 12T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξ˭Ŷ°ΛŶοS|«�̠M-k#

%˭Ŷ°ΛŶ&3ʜʡMǂI͜@NŎ˛>FÊT"ŸOb3.P.ÊM 24.0ν"ŸOb3

9ɢÐ¹SÊM 5.7ν"10ϖ15ɢÐ¹T 10.8ν"16ɢÐ¸T 3.8νM-IF#ŸOb3.

P.ÊSȣ3"%˭Ŷ°ΛŶ&3ʜʡMǂI͜@NŎ˛>FÊ3Ū.˭ɋNPIF# 

 

Ɯ ��� Ü>OBĵŚ=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜƎÛwǑÛǝ�

 

 

Ɯ ��� Ü>OBĵŚ=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜƍŔŬ?Ţŧǝ�

 

 

� ̠ 13T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξˬɽʫPʜʡοS|«�̠M-

k#%ˬɽʫPʜʡ&MǂI͜@NŎ˛>FÊT"ŸOb3.P.ÊM 12.0ν"ŸOb3 9

ɢÐ¹SÊM 10.8ν"10ϖ15ɢÐ¹T 12.2ν"16ɢÐ¸T 9.6νM-IF#ŸObSȻ

ʉM˭ɋQūƪȚilP2IF# 

� ̠ 14T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξʞɶʝţ¸SʜʡοS|«�̠

�	��
� �	��� ��

�
� 171 54 225
� 76.0% 24.0% 100.0%

9��� 149 9 158
� 94.3% 5.7% 100.0%

10-15��� 66 8 74
� 89.2% 10.8% 100.0%

16��� 201 8 209
� 96.2% 3.8% 100.0%
�� 587 79 666
� 88.1% 11.9% 100.0%

�	��
� �	��� ��

�
� 198 27 225
� 88.0% 12.0% 100.0%

9��� 141 17 158
� 89.2% 10.8% 100.0%

10-15��� 65 9 74
� 87.8% 12.2% 100.0%

16��� 189 20 209
� 90.4% 9.6% 100.0%
�� 593 73 666
� 89.0% 11.0% 100.0%
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M-k#%ʞɶʝţ¸Sʜʡ&MǂI͜@NŎ˛>FÊT"ŸOb3.P.ÊM 13.3ν"

ŸOb3 9ɢÐ¹SÊT 25.3ν"10ϖ15ɢÐ¹T 10.8ν"16ɢÐ¸T 8.6νM-IF#

ŸObSƵλ3Ü.ȣ3%ʞɶʝţ¸Sʜʡ&MǂI͜@NŎ˛>FÊ3Ū.˭ɋNPI

F# 

 

Ɯ ��� Ü>OBĵŚ=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜŤœţÑ{BŢŧ�ĦƖţÑ?>�ǝ�

 

 

Ɯ �	� Ü>OBĵŚ=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜǃ®ǃßB�ǝ�

 

� ̠ 15T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξͱĜͱŻSçοS|«�̠M-

k#%ͱĜͱŻSç&MǂI͜@NŎ˛>FÊT"ŸOb3.P.ÊM 16.9ν"ŸOb3 9

ɢÐ¹SÊT 5.1ν"10ϖ15ɢÐ¹T 10.8ν"16ɢÐ¸T 1.0νM-IF#ŸOb3.P

.ÊSȣ3%ͱĜͱŻSç&3ʜʡMǂI͜@NŎ˛>FÊ3Ū.˭ɋNPIF# 

� ̠ 16T"ŸObSȻʉN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξǂI͜@ÄƂTP.οS|«�

�	��
� �	��� ��

�
� 195 30 225
� 86.7% 13.3% 100.0%

9��� 118 40 158
� 74.7% 25.3% 100.0%

10-15��� 66 8 74
� 89.2% 10.8% 100.0%

16��� 191 18 209
� 91.4% 8.6% 100.0%
�� 570 96 666
� 85.6% 14.4% 100.0%

�	��
� �	��� ��

�
� 187 38 225
� 83.1% 16.9% 100.0%

9��� 150 8 158
� 94.9% 5.1% 100.0%

10-15��� 66 8 74
� 89.2% 10.8% 100.0%

16��� 207 2 209
� 99.0% 1.0% 100.0%
�� 610 56 666
� 91.6% 8.4% 100.0%
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̠M-k#%ǂI͜@ÄƂTP.&NŎ˛>FÊT"ŸOb3.P.ÊM 33.3ν"ŸOb

3 9ɢÐ¹SÊM 32.9ν"10ϖ15ɢÐ¹T 45.9ν"16ɢÐ¸T 64.6νM-IF#ŸOb

SƵλ3ζ.ȣ3%ǂI͜@ÄƂTP.&NŎ˛>FÊ3Ū.˭ɋNPIF#^F"%ǂI

͜@ÄƂTP.&NŎ˛>FÊT"ÿÞM 44.4νM-IF# 

 

Ɯ �
�Ü>OBĵŚ=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜĀ8Ʒ1�ãC?!ǝ�

 

�

�ǟK=N�

� ɂ̈́ɍS˭ɋo̦kN"ǱʠƬT´̔ʫQʜ̭<lL.kh/Q"˭ŶPOoɚQͣþ

>L6kƤ3Ū.:N"ͱĜͱŻSçS̕<oʜʡQƟÝ>L.kƤ3Ū.:N3ʜ̭M

4k#N:mM"ǱʠƬTͣþbŪ.3"ͣĆ3Ū.N̯nlL.k#DS:NQį>L"

%AINǱʠƬQÝpM.k&N./ƤbώJSΥʮS¾MTĒĽ3ζ.öŀQ-IF:

Nbʜ̭M4k# 

� DS:NT"%ǂI͜@ÄƂTP.&N˛0FƤ3"ÿÞM 44.4νNPIL.k:N2

ibÚ0k#DSh/Q̂0kPiU"ǂI͜@ʜʡN>L¸9ilk%̈ɔ¸Sʜʡ&

POTɮ>LˎɕʫPʜʡNT̯0P.S2b>lP.#̯.ȍ0lU"ǱʠƬSɸþS

ζ<T"ɮ>LǦʴSÜ<oǥŅ>L.kSMTP6"¬±|��t©d§t���t©

SŧĝN./̘ƵƤPiMTN̯0kʑǓQ͚ŏ>L.k:Noʐ̿IL.kS2b>l

P.# 

 

�	��
� �	��� ��

�
� 150 75 225
� 66.7% 33.3% 100.0%

9��� 106 52 158
� 67.1% 32.9% 100.0%

10-15��� 40 34 74
� 54.1% 45.9% 100.0%

16��� 74 135 209
� 35.4% 64.6% 100.0%
�� 370 296 666
� 55.6% 44.4% 100.0%



 

 

�
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ƃ�Ɓ�ėŦø<BŤœǜ�ǝǫơBý�@űŮ/;�

 

�ǟC0N@�

� ɂ˓MT"đ˓NTʨPj"̫SƵÏQʴʮ@k#ǱʠƬSƴřƵλ3şʙʲăMȹb

̘.N./:No͡^0kPiU"ƵÏQǙ?L"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&3ʨPkSMTP

.Gm/2#^F"ͣþÊĳbŪ.3"ͣĆÊĳbŪ.:No͡^0kPiU"%ǱʠƬ2

iǂI͜>ô0kʜʡ&bƵÏQǙ?LʨPkSMTP.Gm/2#Ñ̀ʫQT"̘Ƶ

Ƥ3ͣþ>d@6Pk̥ŏNͣĆ>d@6Pk̥ŏN3ľȮQʛlL.kS3ǱʠƬSʑ

ǓMTP.2N̂0ilk#:Sʇoǥ͇>JJ"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&%ǱʠƬ2iǂI

͜>ô0kʜʡ&oƵÏČQȄ0L.4F.# 

 

�ǟơBý�=�ėŦø@�MŢŧ��

� Ð¹MT"đ˓NľəQ"8JSΥʮQƒ@kƵÏSŎ˛Sƪʨoʜ̭>L.6# 

 

Ɯ �� ơBý�=�ėŦø@�MŢŧ�ǜÜ>OB�ßwǅßǝ�

 

 

� ̠ 1 T"̫SƵÏN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξŸObSþŻ°͵ŻοS|«�̠M-k#

ŸObSþŻ°͵Ż3ʜʡMǱʠƬQÝpM.kÊT"20 ÏM 0ν"30 ÏM 2.9ν"40

ÏÐ¸M 3.8νNPIL1j"ƵÏ3ζ.\O%ǆLT^k&NŎ˛@kÊ3Ū6Pk:

N3n2k#ÿÞMT 3.1νN2PjÜ.˭ɋNPIF# 

� ̠ 2 T"̫SƵÏN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξ̫NSľƟ°ͩƟοS|«�̠M-k#̫

NSľƟ°ͩƟ3ʜʡMǱʠƬQÝpM.kÊT"20 ÏM 25ν"30 ÏM 16.4ν"40 Ï

Ð¸M 14.1νNPIL1j"ƵÏ3Ü.\O%ǆLT^k&NŎ˛@kÊ3Ū.:N3n

2k# 

 

 

������� ����� ��

�	� �� 	 ��

� 
		�	� 	�	� 
		�	�

�	� 
�� � 
�


� ���
� ���� 
		�	�

	��� ��� 
� ��


� ����� ���� 
		�	�

�� ��	 �	 ��	

� ����� ��
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		�	�
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Ɯ �� ơBý�=�ėŦø@�MŢŧ�ǜơ=B¾ðwƽðǝ�

 

 

 

Ɯ �� ơBý�=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƕł{BŢŧ�ïƺƕwǁƕ?>�ǝ�

 

 

� ̠ 3T"̫SƵÏN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξ̈ɔ¸Sʜʡ)Ɯͣ̈°ͮ̈PO*οS|«

�̠M-k#̈ɔ¸SʜʡMǱʠƬQÝpM.kÊT"20 ÏM 10.2ν"30 ÏM 23.4ν"

40ÏÐ¸M"19.9νNPIF#::2iT"ǱʠƬZT"̈ɔ¸SʜʡMͣþ>L6kƤ

3Ū.:N3ʜ̭M4k# 

� ̠ 4 T"̫SƵÏN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξ˭Ŷ°ΛŶοS|«�̠M-k#˭ŶdΛ

Ŷ3ĪŏMǱʠƬQÝpM.kÊT"20ÏM 14.8ν"30ÏM 35.7ν"40ÏÐ¸M 30.2ν"

ÿÞMT 29.5νNÍSǱʠƬQÝ`ʜʡQɧ[Lζ.:N3n2k#::2iT"ǱʠƬ

Zͣþ>L6k̥ŏN>L"%˭Ŷ°ΛŶ&3ū4PǉΣĔoȁIL.k:N3ʜ̭M4k# 

� Ð¸S̠ 3"̠ 42i"ǱʠƬSƴřƵλS̘<S̥ŏ3́_ılk#PCPiU"Ɯ

̈dͣ̈"˭ŶN.IF§t�t��3ʞ?d@.¼Ï3̘ƵƤM-kFaM-k# 
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�	� �� �� ��

� ���	� ���	� 
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Ɯ �� ơBý�=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƎÛwǑÛǝ�

 
 

 

Ɯ 	�ơBý�=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƍŔŬ?Ţŧǝ�

 

 

� ̠ 5 T"̫SƵÏN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξˬɽʫPʜʡοS|«�̠M-k#ˬɽʫ

PʜʡM"ǱʠƬQÝpM.kÊT"20ÏM 3.4ν"30ÏM 9.4ν"40ÏÐ¸M 5.6νN

PIL1j"ˬɽʫPʜʡMǱʠƬQÝpM.kÊT-^jŪ6P.:N3n2k# 

� ̠ 6 T"̫SƵÏN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξʞɶʝţ¸Sʜʡ)ș̌ʝţPO*οS|«

�̠M-k#ʞɶʝţ¸SʜʡMǱʠƬQÝpM.kÊT"20ÏM 8.0ν"30ÏM 13.5ν"

40ÏÐ¸M 7.2νNPj"30ÏTÍSƵÏQɧ[L"ʞɶʝţ¸SʜʡMǱʠƬQÝpM

.kÊSĒĽ3ζ.:N3n2k# 

� ̠ 7 T"̫SƵÏN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξͱĜͱŻSçοS|«�̠M-k#ͱĜͱ

ŻSç3ʜʡMǱʠƬQÝpM.kÊT 20 ÏM 14.8ν"30 ÏM 27.5ν"40 ÏÐ¸M

21.7νNPj"ǱʠƬQÝ`ʜʡN>L"ɧͦʫζ.öŀQ-k:N3n2k#ͱĜͱŻ

Sç3̕.:N3%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&NPIL.k:Nb^F"ǱʠƬSʑǓo̠>L

.kN̯0kGm/# 
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Ɯ 
�ơBý�=�ėŦø@�MŢŧ�ǜŤœţÑ{BŢŧ�ĦƖţÑ?>�ǝ�

 

 

 

Ɯ ��ơBý�=�ėŦø@�MŢŧ�ǜǃ®ǃßB�ǝ�

 
 

 

Ɯ ��ơBý�=�ėŦø@�MŢŧ�ǜŤKW;%T28=�Z<!Vǝ�
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� ̠ 8 T̫SƵÏN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&ξʞ^lL2iAINÝpM.kοS|«�̠

M-k#ʞ^lL2iAINǱʠƬQÝpM.kÊSĒĽT20ÏM40.9ν"30ÏM14.6ν"

40 ÏÐ¸M 18.9νNPj"30 ÏÐ¸M%ǆLT^k&NŎ˛>FÊT 20 ÏQɧ[Lū

ƲQɾƚ>F# 

 

�ǟơBý�=�ƺðŢŧ��

� ɂ˟MT"ǱʠƬ2iũZͣĆ@k���¥̥ŏQJ.LƵÏČQɓ̱@k# 

 

Ɯ � ơBý�=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜÜ>OB�ßwǅßǝ�

 
 

� ̠ 9 T"̫SƵÏN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξŸObSþŻ°͵ŻοS|«�̠M

-k#ŸObSþŻd͵Ż3ʜʡM"ǱʠƬ2iǂI͜@ÊSĒĽT"20ÏM 1.1ν"30

ÏM 9.9ν"40ÏÐ¸M 2.5νNPj"30ÏS%ǆLT^k&NŎ˛>FĒĽTÍSƵÏ

Qɧ[LŪ.:N3n2k# 

 

Ɯ ��� ơBý�=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜơ=B¾ðwƽðǝ�
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� ̠ 10T"̫SƵÏN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξ̫NSľƟ°ͩƟοS|«�̠M-

k#̫NSľƟdͩƟ3ʜʡM"ǱʠƬ2iǂI͜@ÊSĒĽT 20 ÏM 6.7ν"30 ÏM

14.6ν"40ÏÐ¸M 11.9νNPIF# 

 

 

Ɯ ��� ơBý�=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜƕł{BŢŧ�ïƺƕwǁƕ�ǝ�

 

 

� ̠ 11 T"̫SƵÏN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξ̈ɔ¸Sʜʡ)Ɯͣ̈°ͮ̈*οS

|«�̠M-k#̈ɔ¸SʜʡMǱʠƬ2iǂI͜@ÊSĒĽT"20ÏM 30.3ν"30Ï

M 32.7ν"40ÏÐ¸M 17.0νNPj"20Ï"30Ï3%ǆLT^k&NŎ˛>FĒĽTɧ

ͦʫŪ6PIF#:S˭ɋT"ǱʠƬZ̈ɔ¸SʜʡMͣþ>LɇkÊbŪ.3"ľȮQ

̈ɔ¸SʜʡMͣĆ@kÊ3Ū.ʛƄoʾ>L.kN̂0ilk# 

 

Ɯ ��� ơBý�=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜƎÛwǑÛǝ�

 
 

� ̠ 12T"̫SƵÏN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξ˭Ŷ°ΛŶοS|«�̠M-k#˭
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ÏM 5.3νNPj"20ÏS"ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡN>L"˭ŶdΛŶTɧͦʫζ.Ē

ĽM-k:N3n2k#NT.0"˭ŶdΛŶoʜʡN>LǱʠƬQÝpM.kÊNɧͦ

@kPiU"DSĒĽTÿÞN>L_kPiUÜ.öŀQ-k#Ά̥PST"20ÏS 30.3%

N./ïM-k#:S¼ÏSͣĆoOSh/Q>Lɾi>L.6:N3M4kS23"Ë

ǍSǱʠƬSū4P̓ΪM-m/# 

 

 

Ɯ ��� ơBý�=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜƍŔŬ?Ţŧǝ�

 

 

� ̠ 13T̫SƵÏN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξˬɽʫPʜʡοS|«�̠M-k#ˬ

ɽʫPʜʡMǱʠƬ2iǂI͜@ÊSĒĽT"20ÏM 5.6ν"30ÏM 11.7ν"40ÏÐ¸

M 11.2νNPj"-^jŪ6P.:N3n2k# 

 

Ɯ ��� ơBý�=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜŤœţÑ{BŢŧ�ĦƖţÑ?>�ǝ�

 

 

� ̠ 14T"̫ SƵÏN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξʞɶʝţ¸Sʜʡ)ș̌ʝţPO*ο
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S|«�̠M-k#ș̌ʝţPOSʜʡMǱʠƬ2iǂI͜@ÊSĒĽT"20ÏM 12.4ν"

30ÏM 19.3ν"40ÏÐ¸M 12.7νNPj"30Ï3ș̌ʝţPOSʜʡMǱʠƬ2iǂI

͜@ĒĽT"ÍSƵÏhjb̘ƳŪ.:N3n2k# 

� ̠ 15 T"̫SƵÏN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξͱĜͱŻSçοS|«�̠M-k#

ͱĜͱŻSç3ʜʡMǱʠƬ2iǂI͜@ÊSĒĽT 20ÏM 13.5ν"30ÏM 10.5ν"40

ÏÐ¸M 6.3νNPj"ƵÏ3Ü.\O"%ǆLT^k&NŎ˛>FĒĽ3ζ.:N3n2

k#ͱĜͱŻSçoʜʡN>LǱʠƬQÝ`ÊSĒĽNɧͦ@kPiU"ͱĜͱŻoʜʡ

N>LͣĆ@kĵ̎ǝS-kÊSĒĽTÜ.:N3́_ılk#::2iT"ǱʠƬS

ǕZSr|��S̕<3´ʧSŦjM-k:N3ȓaLʜ̭M4k# 

 

Ɯ �	� ơBý�=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜǃ®ǃßB�ǝ�
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�ơBý�=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜĀ8Ʒ1�ãC?!ǝ�

 

 

� ̠ 16T"̫SƵÏN%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&ξǂI͜@ÄƂTP.οS|«�̠M
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-k#ǱʠƬ2iǂI͜@ÄƂTP.NŎ˛>FÊSĒĽT"20 ÏM 20.2ν"30 ÏM

28.7ν"40ÏÐ¸M 57.4νNPIF#40ÏÐ¸SġȜÐ¸TǱʠƬ2iǂI͜@ÄƂT

P.:N3n2k#::2iʜ̭M4k:NT"̘ƵƤSȣ3"ǂI͜@ĵ̎ǝ3ζ.N

./ʛƄM-k#ǱʠƬQͣþ>L6kʜʡT"̘ƵƤQNILȢʞɶoŴakSQĽ

S̕.:Nξr|��"ʞɶʝţPOοM-k:NTFWFWȂȑ<lk3"DS:N3

�tS̢Sh/QͣĆ@kĵ̎ǝSζ<NbJP3IL.k#ǱʠƬSËǍoȾʫQ

̂0kPiU"̘ƵƤSͣĆo.2Q>Lή.ɟak:N3M4kS2ô0kǖ̥3-

kGm/# 

 

�ǟK=N�

� Ð¸hj"FWFWȂȑ<lkǱʠƬSʑǓoͭƝ@k:N3M4F#ɂ̈́ɍQNIL

Ά̥P:NT"ǱʠƬSƟǕŘSh<oĥ˥Q̿k:NMTP6"DS:NQhILȯɤ

T̠QĆL:P."ǱʠƬ3ǻ0L.kËǍS̓Ϊô0k:NM-m/#DSFaQɂ

̈́ɍMT"̘ƵƤQNILΆ̥P̥ŏNPj/k%ŸObSƟšǴK6j&Qʴʮ>L.

k#>2>"%ŸObSƟšǴ&ô0kΘQ"ʛŗ%Ÿ̌L¾&SÊS_oƒ͌N>L.

LT"ͩƵʿ×ŊΪĝ<lk%ŸObSγ&ŊΪSh/P"Ƶ¼Ïd^GŸOboȁ

FP.Ƥ2iSǶċoǅaL>^/ĵ̎ǝ3-k#ɂ̈́ɍM"ƲƷ.ƵÏQʍʂ>L.k

ST"%ŸObSƟšǴ&M-ILb"Dlo^P=@ŪəPƵÏSÊFHM-k:No͡

^0"%ŸOb&oøû@kΘQ"ß3ŊΪNPk2oʜ̭@kFaMb-k#Ð¸o͡^

0"˖ 4 ˓ÐΒMT"%ŸObSƟšǴ&N>LǤƂ<lk%Ż˔é̌ƅ&N%ĀŔ&o

ͤQ̂Ǝo̝IL.6# 

 

 



 



 31 

 

ƃ�Ɓ�ėŦø<BŤœǜ�ǝǫð�É±@űŮ/;�

 

�ǟC0N@�

� ɂ˓MT"ƟÝŘĞQʴʮ>L"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&%ǱʠƬ2iǂI͜>ô0kʜ

ʡ&ôƎ@k#ŘĞQʴʮ@kʜʡT"ɣĸʫ̍Ȱ"Řʜʫ̍ȰPOTbHmpS:N"

ÈͱSçSƪʨ"ŉɔȤ̴ZSr|��"ș̌ʝţ"D>Lɂ̈́ɍMʴʮ@k%ŸObS

ƟšǴ&QJ.LbȄ0ȣSƪʨ3-kN̂0ilkFaM-k# 

� Ð¹"đ˓^MNľəQώJSΥʮ2i"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&%ǱʠƬ2iǂI͜>o

̂0kʜʡ&ôƎ>L.6# 

 

�ǟð�É±=�ėŦø@�MŢŧ��

� ɂ˟MT"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&3ƟÝŘĞQhILOSh/QʨPkS2oʜ̭@k:

NoʮʫN@k# 

 

Ɯ �� ð�É±=�ėŦø@�MŢŧ�ǜÜ>OB�ßwǅßǝ�

 

� ̠ 1 T"ǱʠƬQÝ`ʜʡN>L"%ŸObSþŻ°͵Ż&o-9L.kÊSĒĽoŘ

ĞÆQʾ>FbSM-k#:S˭ɋ2ibʜ̭M4kh/Q"%ǆLT^k&NŎ˛>FÊ

TÿÞMb 2.9νM-j"˲?L"%ŸObSþŻ°͵Ż&oŰɚQǱʠƬQÝ`h/QP

IFN./ÊTOSŘĞMbÜ.öŀQ-k:N3ʜ̭M4k# 

� ̠ 2T"ƟÝŘĞN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&N>L%̫NSľƟ°ͩƟ&o-9FÊNS

|«�̠M-k#ÿÞM̦kN%ǆLT^k&N./Ŏ˛T 15.9νM-k3"ŘĞÆQ̦

kNÿÞhjbζ.ĒĽoʾ>L.kST"¹ǱʠŘĞξ17.1%ο"˿űȿŘĞξ19.6%ο
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NPIL1j"ŘĞQǙ?LöŀQƪʨ3-k:N3́_ılk# 

 

Ɯ �� ð�É±=�ėŦø@�MŢŧ�ǜơ=B¾ðwƽðǝ�

 

Ɯ �� ð�É±=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƕł{BŢŧ�ïƺƕwǁƕ?>�ǝ�

 

� ̠ 3T"ƟÝŘĞN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&N>L%̈ɔ¸Sʜʡ&o-9FÊS|«�

̠M-k#ÿÞM̦lU"%ǆLT^k&NŎ˛>FÊSĒĽT"19.3%M-k3"DSï

oū46¹ŎkST¹ǱʠŘĞξ13.8%ο"˗ʮŘĞξ16.7%οSψJSŘĞM-IF#ƒ

ʍʫQ"¸ǱʠŘĞ"ȢȷŘĞ"˿űȿŘĞT 20%o͜0kĒĽSÊ3%ǆLT^k&N

Ŏ˛>L.k#:S:NT"Ȣˡ �¦SǀˡPO"ƟÝʝţSȝôdβZSr|�
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�PONSΏͳoʾŇ>L.kh/Qǜnlk# 

 

Ɯ ��ð�É±=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƎÛwǑÛǝ�

 

� ̠ 4 T"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&N>L%˭Ŷ°ΛŶ&o-9FÊSĒĽoʾ>L.k#

ÿÞM̦kN"29.6νM-k3"˿űȿŘĞG83 41.2νNū46¸ŎIL.k:N3ʑ

ǓʫM-k#¸ǱʠŘĞT"%̈ɔ¸Sʜʡ&%˭Ŷ°ΛŶ&NbQÿÞSƴřhjb¸Ŏ

IL.kʇ3ʑǓʫM-k# 

 

Ɯ 	�ð�É±=�ėŦø@�MŢŧ�ǜƍŔŬ?Ţŧǝ�
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̠M-k#%ˬɽʫPʜʡ&QTƬăQ18kƇ͕dŘæN./ɧͦͤdɈÉăNSɧͦ"

ΙȉƬʤɅNSɧͦPO<^=^Pͤ3-kFa"̂ƎTΜ>.3"ȢȷŘĞ"˗ʮŘĞ

TÿÞhjbÜ.ïoʾ>L.k# 

 

Ɯ 
�ð�É±=�ėŦø@�MŢŧ�ǜŤœţÑ{BŢŧ�ĦƖţÑ?>�ǝ�

 

 

Ɯ ��ð�É±=�ėŦø@�MŢŧ�ǜǃ®ǃßB�ǝ�

� ̠ 6T"ƟÝŘĞN%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&N>L%ʞɶʝţ¸Sʜʡ&NŎ˛>FÊS

|«�̠M-k#::2iʜ̭M4k:NT"¹ǱʠŘĞ"¸ǱʠŘĞ"ȢȷŘĞN˗ʮ

ŘĞ"˿űȿŘĞSΎQ-kĈȡ˵Sǅ<M-k#:S˭ɋ3"ș̌ʝţoʯȉǥŅ>L

.kS2"ʞɶQΏnk͆ŊΪoǥŅ>L.kS2TȡƂM4P.3":S̨ʇoɻ6̂
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Ǝ@k:NMǱʠƬăQʅ`ŊΪ3ȫi2QM4kĵ̎ǝoˉaL.k# 

� ̠ 7T"ǱʠƬSʑǓNb̯0k%ͱĜͱŻSç&oŘĞ;NQʾ>FbSM-k#˭

ɋ2i̦Ln2kͱj"ΉͺβZSͩ<N%ǆLT^k&NŎ˛>FÊSĒĽ3Ώͳ>L

.k:N3ʜ̭M4k# 

 

Ɯ ���ð�É±=�ėŦø@�MŢŧ�ǜŤKW;%T28=�Z<!Vǝ�

 

� ̠ 8T"ŘĞ;NQ_F%ʞ^lL2iAINǱʠƬQÝpM.k&NŎ˛>FÊSĒ

Ľoʾ>L.k#::2iʜ̭M4kST"˗ʮŘĞ"˿űȿŘĞS%ǆLT^k&NŎ

˛>FÊSĒĽSζ<M-k# 

� Ð¸S˭ɋ2i"ǱʠƬăQ1.Lb JR şÉ˵ZSr|��SƻĽ.QhIL"Êĳ

SɸěǝQƪʨ3-k:N3ʜ̭M4k#DlT"˗ʮŘĞ"˿űȿŘĞ3O:2ƂÝǘ

ŀ3ζ.˭ɋoǥŅ>L.kh/Q̦0k3"´ȣM%˭Ŷ°ΛŶ&oɚQǱʠƬQÝ`

h/QPIFÊSĒĽ3˿űȿŘĞMTζ.N./"ʰį@k˭ɋ3ʞ?L.k#:S:

NTȾʫQǱʠƬăSŘĞoȄ0FȮN"ʷȾʫQȄ0FΘMʑǓQŧĝ3ʞ?L.k

:Noʐ̿IL.kSGm/2# 

 

�ǟð�É±=�ƺðŢŧ��

� đ˟MT"%ǱʠƬQÝ`ʜʡ&o̦L4F3"ɂ˟MT"ͰQǱʠƬ2iũZĆL̝6

NǤƂ>FΘSʜʡoŘĞ;NQ̦L.6#:S˭ɋ2i"ľ?ǱʠƬăM-ILb"ʑ

ǓQƪʨ3-k:N3ʜ̭M4kTAM-k#ľȮQ"ǱʠƬăSŘĞQTə$PʑǓ3

-j"´ΆQǱʠN̿k:NSΜ><bʜ̭M4kTAM-k# 

� ̠ 9 T"%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&N>L%ŸObSþŻ°͵Ż&o-9FÊSĒĽ

M-k#::2iʜ̭M4k:NT"ÿÞSĒĽ3 4.4%PSQƒ>L"ȢȷŘĞG83
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8.0%NPIL.kʇM-k#:S˭ɋT"ʛŗSÝ^.Sǵʖ<POQ͚ŏ>L.kSG

m/2#ľȮQ"ĥ͢¼ƯdŸOb3.P.¼Ư3Ū6ȢȷŘĞQƟÝ>L.k:Noʾ

Ň>L.kN̂0ilk# 

 

 

Ɯ � ð�É±=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜÜ>OB�ßwǅßǝ�

 

 

Ɯ ��� ð�É±=�ėŦø%TĀ8Ʒ1Ţŧ�ǜơ=B¾ðwƽðǝ�

 

� ̠ 10 T"%ǱʠƬ2iǂI͜@ʜʡ&N>L"%̫NSľƟ°ͩƟ&o-9FÊSĒĽ

oʾ>L.k#::2ib"ÿÞ3 11.9%M-kSQƒ>L"¸ǱʠŘĞξ13.3%ο"Ȣȷ
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0&T 19.8ν"Χ8L.P.ÊT 12.8νM"Χ8L.kÊSȣ3ÍSŸQ~yo<Bkº

ſ3ƚ>ƚP.:N3n2k#Χ8L.k"Χ8L.P.QΏniAÍSŸQ~yo<B

P.2"ºſoǧ?kÊTŪ.bSS"Χ8L.P.ÊSȣ3%ÍSŸQ~yo<BP.

2&NŎ˛@köŀQ-IF#xtÇÁɓƂS˭ɋ"5νɫʂM˯̰ʫPȻǥƪ3_ilF

ξ̠ 9ο# 

 

 

 

� � � � � � � �

���� 220 32.6 6 0.9 184 27.3 313 46.4
�������
���� 290 43.0 89 13.2 318 47.1 253 37.5
�������
����	� 93 13.8 286 42.4 91 13.5 53 7.9
����	� 35 5.2 246 36.4 39 5.8 20 3
��� 37 5.5 48 7.1 43 6.4 36 5.3
�� 675 100.0 675 100.0 675 100.0 675 100.0

����� 	���� 
������� �
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Ɯ � Ã  ßƂ�Ɩå@Ü>OYǔ*;!V%�Ã ������BÜ@c^Y-3?!%��

 
xtÇÁɓƂS pï� 0.028"pϒ0.05ξ5νɫʂο"CramerSV=0.089 

 

 

� Ɯ ��� Ã ßƂ�Ɩå@Ü>OYǔ*;!V%�Ã ������BÜ@ǀĐY%*?!%��

 
xtÇÁɓƂS pï� 0.065"pϒ0.10ξ10νɫʂο"CramerSV=0.075 

 

%ÍSŸQͬǣo28P.2&NŎ˛>FÊT"Ż˔é̌ƅQŸObo%Χ8L.kÊ&

M 73.6ν"%Χ8L.P.Ê&M 80.4νM-IF#Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.kÊM%.

.0&T 26.4ν"Χ8L.P.ÊT 19.6νM"Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.kÊSȣ3

ÍSŸQͬǣo28P.2N./ºſ3ƚ>ƚP.:N3n2k#Χ8L.k"Χ8L.

P.Q22niAÍSŸQͬǣo28P.2"ºſoǧ?kÊ3Ū.bSS"Χ8L.P

.ÊSȣ3%ÍSŸQͬǣo28P.2&NŎ˛@köŀQ-IF#xtÇÁɓƂS˭ɋ"

10νɫʂM˯̰ʫPȻǥƪ3_ilFξ̠ 10ο# 

� ::^MSĈɊ2i%ŸOboΧ8L.P.Ê&Sȣ3"Ż˔é̌ƅQƒ>Lºſ3ζ

.:N3ʾŇ<lk#DSºſT"̏ĈSŸOb3"ÍSŸObNSΎM�§�©o͚:

@2b>lP.N./ʇQ-k:N3́_ılk#D:M"%ŸOboΧ8L.P.Ê&Q

ˮILĈɊo@k# 

 

���ǟÅƇƔBýǚ@SV¢Ľ�

� ɝQŊ 9Ż˔é̌ƅQ%Χ8L.P.&ÊSƵλNŊ 11SǺ %̊ȮΎ3ĽnP.&%Í

SŸQ~yo<BP.2&%ÍSŸQͬǣo28P.2&M|«�̠oàǭ>"xtÇÁɓ

Ƃo28F˭ɋ"ȻǥPΏͳ3_ilFST%ÍSŸQ~yo<BP.2&ξ̠ 11οM-

IF# 

����� ����
�� ��
��	������ 146 36 182

� 80.2 19.8 100.0
��	������� 360 53 413

� 87.2 12.8 100.0
�� 506 89 595
� 85.0 15.0 100.0

����� ����
�� ��
��	������ 134 48 182

� 73.6 26.4 100.0
��	������� 332 81 413

� 80.4 19.6 100.0
�� 466 129 595
� 78.3 21.7 100.0
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Ɯ ��� ǔ*;!?!�Býǚ�Ã ������BÜ@c^Y-3?!%��

 
xtÇÁɓƂS pï� 0.037"pϒ0.05ξ5νɫʂο"CramerSV=0.104 

 

Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.P. 20ϖ30 ÏSÊM%̺ǆ>P.Ê&T 85.2ν"40 Ï

Ð¸SÊT 91.8ν"DlEl%̺ǆ@kÊ&T 14.8ν"8.2νN%ÍSŸQ~yo<Bkº

ſTP.&NŎ˛>FÊSĒĽ3Ū2IF#xtÇÁɓƂS˭ɋ"5νɫʂM˯̰ʫPȻǥ

ƪ3_ilFξ̠ 11ο# 

� 4-1.hj"Ñ̀ �%Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.kÊξΧ8L.FÊ"Χ8F.Êο

Sȣ3Ż˔é̌ƅQƒ@kºſ3ƚP.&QΏ>LT"Χ8L.kÊbΧ8L.P.Êb

ºſTF2.bSS"Χ8L.kÊSȣ3ºſTƚP.N./ʇTȒȁ<lF#ͰQ̯0

U":S˭ɋT"Ż˔é̌QŸObo%Χ8L.P.Ê&SºſSζ<oʐ̿IL.k#

DSʇQʴʮ>"%Χ8L.P.Ê&QʊʇoǆLFS3 4.2.SĈɊM-IF# 

� DS˭ɋ"%ŸOboΧ8L.P.Ê&Qʊʇo-L"̫ SƵλQhkͼ.o̦L_kN

ȻǥPΏͳ3-IFST%ÍSŸQ~yo<BP.2&G8M"̫SƵλ3Ü.ȣ3%º

ſ&oǧ?köŀQ-IF:N3n2k# 

� Ū6SÊ3ºſQǧ?L.kST"ÍSŸQƒ@k:NM-IF#^F"Ż˔é̌ƅQ

ƒ>L´ʧºſoǧ?L.kST"Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.P.̘.ÊM-IF# 

� Ż˔é̌čʟýSɥ̫Q_ilkŻ˔é̬̌QhkŻ˔é̌Sþ×ʜʡQhkĈɊMT"

ƇQūÊ3.P."ɥ̫3ÌÆo˰8kFa"Ȕ̓ǍSÆȖSǕ΄N.nfk̲ýǴSǥ

ŅĽ.Sǅ.ʜʡ3¸ÛoĦaFξƙɄ°ȿɅς 1992ο#:Sh/PºſT"Ż˔é̌ƅ

QŸOboΧ8k:NM̭ɮM4kSM"ŸOboΧ8L.kÊFHSȣ3ºſTƚP.

N̂0ilk# 

 

	ǟ�Ƭ�BŁƧ�

::MTÑ̀�%Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.kÊSȣ3"Ż˔é̌ƅQΧ8kS3

ȼ^>.N̂0L.k&oɓ̷@k# 

� Ŋ 9%Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.k2O/2&NŊ 12%ŸOboΧ8kšǴQJ.

L&SΏͳoʾ>FbS3̠ 122i̠ 14M-k#Ŋ 12SǺ̊%D/ǜ/&%OHi2

N.0UD/ǜ/&o%ȼ^>.&"%OHi2N.0UD/ǜnP.&%D/ǜnP.&o

�	����	�� 
�
20�30� 132 23 155
 85.2 14.8 100.0

40��� 224 20 244
 91.8 8.2 100.0

� 356 43 399
 89.2 10.8 100.0
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%ȼ^>6P.&NĈ8F# 

 

� Ɯ ��� Ã  ßƂ�Ɩå@Ü>OYǔ*;!V%>"%�Ã ���� ßƂ�Ɩå@ǔ*V

B&ĶK/!�

 
xtÇÁɓƂS pï� 0.000"pϒ0.01ξ1νɫʂο"CramerSV=0.211 

 

˲̰ 637ÊS/H%Ż˔é̌ƅQΧ8kS3ȼ^>.&NŎ˛>FÊT 79.9νM-IF

SQƒ>"Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.L"ŸObo%Ż˔é̌ƅQΧ8kS3ȼ^>

.&NŎ˛>FÊT 91.7νNÿÞhjbŪ6PIF#Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.P.

ÊM%Ż˔é̌ƅQΧ8kS3ȼ^>.&NŎ˛>FÊT 73.8νMÿÞhjbĒĽ3ƚP

6PIF#%Ż˔é̌ƅQΧ8kS3ȼ^>6P.&NŎ˛>FÊT"Ż˔é̌ƅQŸOb

o%Χ8L.kÊ&M 8.3ν"%Χ8L.P.Ê&M 26.2νNPIF#xtÇÁɓƂS˭ɋ"

1νɫʂM˯̰ʫPȻǥƪ3_ilFξ̠ 12ο# 

 

Ɯ ��� Ã  ßƂ�Ɩå@Ü>OYǔ*;!V%>"%�Ã ���� Źśŋ?>Bơǖ@ǔ

*VB&ĶK/!�

 
xtÇÁɓƂS pï� 0.008"pϒ0.01ξ1νɫʂο"CramerSV=0.104 

 

� %ˁʎɥPOS̫έQΧ8kS3ȼ^>.&NŎ˛>FÊT˲̰ 631ÊS/H 79.4ν"

Ż˔é̌ƅQŸObo%Χ8L.kÊ&MT 73.5ν"%Χ8L.P.Ê&MT 82.4νNPI

F#Ż˔é̌ƅQŸObo%Χ8L.P.Ê&S\/3"%ˁʎɥPOS̫έQΧ8kS3

ȼ^>.&NŎ˛>FÊ3Ū2IF#%ˁʎɥPOS̫έQΧ8kS3ȼ^>6P.&NŎ

˛>FÊTŻ˔é̌ƅQŸObo%Χ8L.kÊ&M 26.5ν"%Χ8L.P.Ê&M 17.6ν

NPIF#xtÇÁɓƂS˭ɋ"1νɫʂM˯̰ʫPȻǥƪ3_ilFξ̠ 13ο# 

�	�� �	���� ��
��
������ 199 18 217

� 91.7 8.3 100.0
��
������� 310 110 420

� 73.8 26.2 100.0
�� 509 128 637
� 79.9 20.1 100.0

�	�� �	���� ��
��
������ 155 56 211

� 73.5 26.5 100.0
��
������� 346 74 420

� 82.4 17.6 100.0
�� 501 130 631
� 79.4 20.6 100.0
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� Ɯ ��� Ã  ßƂ�Ɩå@Ü>OYǔ*;!V%>"%�Ã ���� Ƙà<ǒ�YƞVB&

ĶK/!�

 
xtÇÁɓƂS pï� 0.000"pϒ0.01ξ1νɫʂο"CramerSV=0.137 

 

� %̏ŽMΡîo̦kS3ȼ^>.&NŎ˛>FÊT"Ż˔é̌ƅQŸObo%Χ8L.

kÊ&M 82.3ν"%Χ8L.P.Ê&M 91.6νNPIF#Ż˔é̌ƅQŸObo%Χ8L.

P.Ê&S\/3"%̏ŽMΡîo̦kS3ȼ^>.&NŎ˛@kÊ3Ū2IF#%̏ŽM

Ρîo̦kS3ȼ^>6P.&NŎ˛>FÊT"Ż˔é̌ƅQŸObo%Χ8L.kÊ&

M 17.7ν"%Χ8L.P.Ê&M 8.4νNPIF#xtÇÁɓƂS˭ɋ"1νɫʂM˯̰ʫP

Ȼǥƪ3_ilFξ̠ 14ο# 

� Ż˔é̌ƅQŸObo%Χ8L.kÊ&Sȣ3ˁʎɥPOS̫έQΧ8Fj"̏ŽMΡ

îo̦khjb%Ż˔é̌ƅQΧ8kS3ȼ^>.&NŎ˛>FĒĽ3ζ2IFFa"Ñ

̀�%Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.kÊSȣ3"Ż˔é̌ƅQΧ8kS3ȼ^>.N̂

0L.k&TȒȁ<lFN̂0ilk#^F"̠ 13"142iŸObo%Χ8L.P.Ê&

Sȣ3"ŸObTƇƽMΡîo̦Fj"̫ȥM̌Lk[4GN./æï̬3-k:N3́

_ılk# 

� ɉȿξ2013οQhlU"1980ƵÏ^MT"ŸObSί̌TƇƽMɥ̫QhIL̝nlk

N./ĪĐ3źŗ>L.F#1990 ƵÏÐΒT"%Ÿ̌LTƇƽNʿ×S�±��±���

M&N./̂0ȣZSͣȍ3ɋF<lFN./#>2>"ɉȿT"ʛŗSȦɂʿ×MT"

Ÿ̌LSăƄd͑ÔoĈʫQMT-lƇȥSũZˊ̝@k:NSǖ̥ǝ3ʬpQ̿i

lFjʛƄĝ<lFj@kDS´ȣM"ȕ˜ª�©Q1.Lb"D>L"ʿ×SǭņM-

knlnlSŪ6QNILb"Ÿ̌LS͑ÔoP1Ƈȥ"Njn8ɥ̫ZNưƣ@kͅʜ

3ĘĔTŮILT.P.NȂȑ>L.k#ɂ˟SĈɊ2iǐilF:Nb^F":SŸ̌

LSƇȥ"ɥ̫ZNưƣ@kͅʜSǅ<oʐ̿IL.kN̂0ilk# 

 


ǟK=N�

� ɂ˓SʮʫT"Ż˔é̌ƅSǖ̥ǝNºſPʇoȫi2Q@k:NM-IF#DSFa

Q 2˟MTÑ̀oȌʾ>"3˟MTŞʽΚ̰"4˟MTºſSǧ?ȣQJ.L"5˟MTŻ

˔é̌ƅoǖ̥N>L.kÊQJ.LĈɊ>F# 

�	�� �	���� ��
��
������ 172 37 209

� 82.3 17.7 100.0
��
������� 393 36 429

� 91.6 8.4 100.0
�� 565 73 638
� 88.6 11.4 100.0
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ɂ˓SĈɊ2iǐilFʶ̦T 2J-k#˖ 1QŸOboΧ8L.kÊbΧ8L.P.

Êb"Ż˔é̌ƅoǖ̥N>L.k:NG#Ż˔é̌ƅQŸOboΧ8L.kÊS¾QT"

ˁʎɥPOS̫έQΧ8F.Êd"̏ŽMΡîo̦F.Êb.F3"ƜėSFaQd`o

ǐAŻ˔é̌ƅQŸOboΧ8L.kÊb.k:N3n2IF# 

b/χJTŻ˔é̌ƅQŸOboΧ8L.k"Χ8L.P.QΏniAºſoǻ0L.

kÊ3Ū.:NM-k#Ż˔é̌ƅS̴ôdȂƘņ"̏ĈSŸObSºſhjbÍSŸQ

ƒ@kºſoǧ?L.kÊ3Ū.:N3Ĉ2IF#ºſT-kbSS"ŸObȍŽQ 1

ÊQ<BkhjT"Ż˔é̌ƅMĮͻdȂƘņN;@ȣ3ſǕM"ŸObSƊ>.N.

/ɪȁHbͥɾM4kSM-m/# 

� ËǍS̓ΪN>L-9ilkbSb 2 J-k#1 JTºſoƚ>Mb̭ɺ@kFaQ"

OSh/Pƒ˜oıIL.62ô0L.6:NM-k#b/χJT"ǱʠƬÐũSŘŜ

MbľəS˭ɋ3ǐilk2̈́ɍ@k:NM-k#ËǍbŻ˔é̌ƅoſǕ°ſÿPšǴ

Q@kFaQ"ƂȾʫQ̈́ɍo@k:N3ǖ̥M-k#�

 

�·ƓĨş��

ÕǠŸς2010ς%Ż˔é̌Q18kŸ̌L°ƇȥȒȏS̓Ϊ&ς'ɯșūŻʿ×ˆˀŻͅ

Κ(6ϐ1-18τ 

ƙɄɵŸ°ȿɅțŸς1992ς%Ż˔é̌čʟýSɥ̫Q_ilkŻ˔é̬̌&'̅ǒūŻʺ

ˏˣ̥ ʷȾūŻξ�ο(25ϐ31-42τ 

ɉȿɵÊς2013ς'Ÿ̌LȒȏSʿ×Ż(ςȢɲʿτ 

ğĿ̳Æς2014ς%Ż˔é̌"ǌɚ 9900ÊQŤĕ&'ȽȦȢ̆(ξ2014Ƶ 11Ⱥ 8Ȧοτ 
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ƃ	Ɓ�ßƂ�Ɩå@é1VlxfBÈ �

 

�ǟC0N@�

� ɂ˓MT"ŸObSƟšǴQƒ@k%̫&S�±�N>L"Ż˔é̌ƅoıj¸9k#

ͩƵ"ļŘS̝ȕȤ˜N>L"ǌɚý˔SŊΪ2iɷʞ>Fé̌ŔSúƄQĕ0L"ƙŻ

ʞ¾ŻƵÐΒSŸObFHSȔ̓ǍSƟšǴK6jN>L"%Ż˔é̌ƅ&Sƒ͌Ƶλǂ4

¸9d�±��SȓŋPO3ʴʮ<lL.k#DSh/P̍Ȱo͡^0L"ɂ˓MTǱʠ

ƬQ18k 20Ï,60ÏSÊ$oƒ͌N>F̈́ɍ˭ɋS¾M"%Ż˔é̌ƅ&3OSh/Q

ʜ̭<lL.kS2N./ʇQʮoŀ8k# 

� ɂ̈́ɍS̏ʡ̳ͫS¾QT"%ŸOb3.kÊoƒ͌N@k[4&N./ťb-IF3"

-0L 10~15ɢSŸOb3.P.Êoƒ͌N>Fʜʡo::Mb̮lL1:/#DSʜʡ

S´JT"Ȥ˜3ě4Ć@ȮQ%ŸOb&3.kÊoƒ͌N>L�±�oǸȎ@kSTǆ

ʋS:NM-k3"Ż˔é̌ƅ3Ƣ<lkST<^=^PƵÏSÊ3Ȳi@%^H&Q

-kFaM-k#J^j"%ŸOb&oȁFP.Ê"ƒ͌ƵλNTʨPk%ŸOb&oȁJ

ÊPOb"%Ż˔é̌ƅ&oʮQ@k:NT-k#DSh/PÊFH3O/Ȅ0L.kS2

T"ß2ŊΪ3ʩʞ>FȮQ"´JSʨ͉ʢ>˒LSǇǁoʜ̭@k:NQJP3kSM

TP.2N̂0ilkFaM-k# 

� b/´JSʜʡT"ƒ͌Ƶλhjb¸S¼ÏoȁJ̫"ƒ͌ƵλSŸOboȁJ̫"ƒ

͌ƵλÐ¹SŸOboȁJ̫N.IFə$P¼ÏSťǫ·Qþlk:NM"%ī&SŸ

ObZS^P=>"%ʛŗ&SŸObZS^P=>"%ɀɇ&SŸObZS^P=>3ʜ̭

M4kSMTP.2N̂0ilkFaM-k# 

 

�ǟĺƁ<Ě"jxhBÌŶ�

� ɂ̈́ɍSɗ̥o˻jͪ>L16N"̈́ɍ˅΄ƭȜT"ǱʠƬăS 20Ï,60Ïoƒ͌N

>F 1500ͱM-j"ŎİʘT"675ͱξ45%οM-k#DSă̵T"Ð¹S̠ 1"2oĬ

ʍ<lF.# 

 

� � � � � � � � Ɯ ��ý�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � Ɯ ��Č£�

� � �  

 

�� �����

�
� �� �	�


� ��� ��	�

�
� ��� ��	�

�
� �
� ��	�

�
� ��� ��	�

��� �
 	


�� ��� �

	


�� �����

�� ��� ����

�� ��� ���

��	 � ���

�
 ��� ����
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� Ŏİ<lF 675ͱSP2M"ŸObSȻʉQJ.L"^NaFS3̠ 3M-k#̠ 3M

T"̤ȜSŸOboȁJÊQJ.L"¹SŸoŞʂN@k̠̳N>F#DS¾M"%ŸOb

3.P.&ÊT"225Êξ33.3%ο"9ɢÐ¹3 159Êξ23.6%ο"10-15ɢ3 74Êξ11.0%ο"

16ɢÐ¸3 209Êξ31.0%οNPIL.k#FG>"̠ 32iT"̫SƵλNŸObSƵ

λ3OSh/PΏèQPIL.kS2Tʜ̭M4P.#D:M"̫SƵλNŸObSƵλ

SΏͳoʜ̭@kFaQʾ>FS3̠ 4M-k#̠ 4o_kN"20ÏMT"%ŸOb3.

P.&Ƥ3ȹbŪ6"30ÏMT"%9ɢÐ¹&3ȹbŪ6"40ÏÐ¸MT%16ɢÐ¸&3

ȹbŪ6PIL.k#D:M"Ð¹MT"20 Ï°30 Ïo´JQ^Na"ŸObSȻʉ°

ƵλNȇ8ĽnBF}©±�oàj"ĈɊo̝/:NN@k# 

 

Ɯ ��Ü>OBýǚǜ|BÜÌŗǝ�

� �  

Ɯ ��ơBýǚ�Ü>OBýǚǜ|BÜÌŗǝ�

 

 

���ǟÜ>OBýǚ±¢=ėŦøBĥƈ�

� ŸObSƵλĞĈ ǱʠƬMT2014Ƶƻ2iŻ˔é̌ƅSΧ2jƵλoƙŻɎ4Ƶʞ^

MQǂ4¸9L.kξ10 ɢ^Mο#DSFa"ɂ̈́ɍSƵλĞĈT"Ż˔é̌ƅSƒ͌Ƶ

λNTƀÿQTĽ̑>L.P.#G3ͰQ"DS:NM"Ǿū<lFƒ͌ƵλM-k 10

ɢSŸObFHoȁJ"̫ QNILSŻ˔é̌ƅSÛ˽K83ʜ̭M4kNb̂0ilk# 

� ûQʾ>Fh/Q"20 ÏMT"10 ɢÐ¸SŸObobJÊT.P.3"DSÍSƵÏ

��� �	�� �����	�� ��	��

��� �� �� � � ��

� ���� ���� ��� ��� �����

��� �� �� �� � ���

� ���� ���� ��� ��� �����

����� �� �� �� ��� ���

� ���� ���� ���� ���� �����

�� ��� ��� �� ��� ���

� ���� ���� ���� ���� �����
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-kSQƒ>L"Dlo¸ŎkST"¹ǱʠŘĞξ21.9%ο"¸ǱʠŘĞξ23.3%ο"˿ű

ȿŘĞξ28.9%οM-IF# 

� Ð¸hj"Ż˔é̌ƅSΈN͘.AlbúƄ<Bk:NoȼpM.köŀQ-kST"

¸ǱʠŘĞ"¹ǱʠŘĞ"͘oɬaL.kST"˗ʮŘĞ"˿űȿŘĞM-k:N3ȊƎ

(��)9
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��; �9
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!�$�
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�)9!

�$�9�
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9& ���� 6:89�� 79� 	%
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"��� .1 .. -/ 0 -3 1 - - 44

< .4+0* .1+,* -0+4* 0+1* -5+/* 1+3* -+-* -+-* -,,+,*

#���� -, 0 3 - -/ 4 , . 01
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<lk#ËǍS̓ΪN>LT"˗ʮŘĞ"˿űȿŘĞMŻ˔é̌ƅSȜhjb͘3Ά̨̥

<lL.k:NS̍Ȱ3"O:Q-kS2oʜ̭>L̝6:NQ-kN̯0kGm/# 

 

�ǟð�É±£@LVßƂ�ƖåY¤ť1VŢŧ�

� ɂ˟MT"Ż˔é̌ƅočʟ@kNŎ˛>FÊoƒ͌Q"Ż˔é̌ƅočʟ@kʜʡo

ƟÝŘĞÆQ̦L̝6#˭ɋoûQʾ>L18U"ƟÝŘĞNŻ˔é̌ƅočʟ@kʜʡ

S|«�̠MxtÇÁɓƂS˭ɋ"ȻǥPΏͳoʾ>FST"%ƉΪdĚǅo>L\>.&

%ƜėSFa&S 2JS_M-IF#Ð¹"DlElo̦L̝:/# 

 

Ɯ ��ð�É±=ßƂ�Ɩå¤ťǜ]`Yĝ53VB&}âǝBateƜ�

 

� ̠ 3T"Ż˔é̌ƅočʟ@kʜʡN>L%x{oȁFBkS3ºſ&NŎ˛>FÊN

ƟÝŘĞS|«�̠M-k#%ǆLT^k&N./Ŏ˛TÿÞM"22.4%M-j"Dlo¸

ŎkST"¸ǱʠŘĞξ27.3%ο"˗ʮŘĞξ25.0%οS 2JM-IF#ŘĞ;NQ_kN

%¸ǱʠŘĞ&N%ȢȷŘĞ&SΎQT"10�t�ͩ6Sƪ3̦ilF# 

� ̠ 4T"Ż˔é̌ƅočʟ@kʜʡN>L%4g/G.3.P.&NŎ˛>FÊNƟÝ

ŘĞS|«�̠M-k#%ǆLT^k&N./Ŏ˛TÿÞM"11.2%NPIL1j":lo

ʜʡQ@köŀT-^jP.:N3ʜ̭M4k#G3"ŘĞ;NQ_kN"ȹbζ.Ŏ˛

ʘNPIL.kȢȷŘĞ3 15.0%NPIL.kSQƒ>L"˿űȿŘĞMT 0.0%Nū4

Pƪ3-kʇQTɴʮ>F.# 
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Ɯ ��ð�É±=ßƂ�Ɩå¤ťǜ'R"6!&!?!ǝBateƜ�

 

Ɯ 	�ð�É±=ßƂ�Ɩ¤ťǜÜ>O6*<æ@!VBC¶?!ǝ�

 

� ̠ 5T"Ż˔é̌ƅočʟ@kʜʡN>L%ŸObG8MƇQ.kSTħP.&NŎ˛

>FÊNƟÝŘĞS|«�̠M-k#ÿÞM%ǆLT^k&NŎ˛>FÊT 59.8%N 8J

SʜʡS¾M"2ʧʮQζ.ïoʾ>L.k#ŘĞČQ_kN".AlbÍSʜʡNɧ[

LŎ˛ʘTζ.öŀQ-k3"ÿÞS˭ɋo¸ŎIL.kST"¸ǱʠŘĞξ63.6%ο"Ȣ

ȷŘĞξ65.0%ο"˗ʮŘĞξ67.9%οS 3JM-IF#´ȣM"˿űȿŘĞT 46.2%N 5

JSŘĞS¾MȹbÜ.ĒĽQ-k#˿űȿŘĞ3:Sh/P˭ɋoʾ@̍Ȱ3"4g/

G.3.k:NPS2"DbDbƇQŸOb3´ÊQPk:N3ƚP.S2"N.IFƇ
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ƽʝţQ͚ŏ>L.kS2"DlNbƇƽũSʝţ̥ŏQ͚ŏ>L.kS2T"ËǍʜ̭

>L̝6ǖ̥3-kGm/# 

 

Ɯ 
�ð�É±=ßƂ�Ɩå¤ťǜÜ>O6*<æ@!VBC%X!4"ǝBateƜ�

 

� ̠ 6T"Ż˔é̌ƅočʟ@kʜʡN>L%ŸObG8MƇQ.kST2n.D/&N

Ŏ˛>FÊNƟÝŘĞNS|«�̠M-k#ÿÞMT"41.1%SÊ3%ǆLT^k&NŎ

˛>L1j"8JSʜʡS¾M"3ʧʮQζ.˭ɋNPIL.k#ŘĞ;NQ_L.6N"

ÿÞo¸ŎkST"¹ǱʠŘĞξ42.3%ο"˗ʮŘĞξ50.0%οS 2JSŘĞM-IF#˿

űȿŘĞT"%ŸObG8MƇQ.kST2n.D/&N./Ŏ˛bÿÞhjbÜ.öŀQ

-j"ÍSŘĞNTddʨPkʑǓoȻ>L.k:N3ɹ2W¸3IL6k# 

� ̠ 7T"Ż˔é̌ƅočʟ@kʜʡN>L%ƉΪdĚǅo>L\>.&NŎ˛>FÊN

ƟÝŘĞNS|«�̠M-k#ÿÞM%ǆLT^k&NŎ˛>FÊSĒĽT"19.6%M-

k3"ŘĞ;NQ_kN"xtÇÁɓƂS˭ɋ"5νɫʂMȻǥP˭ɋNPIL.k# 

� :S˭ɋo_kN"%ƉΪdĚǅo>L\>.&N./�±�3ζ.ST%¹ǱʠŘĞ&

%ȢȷŘĞ&%˗ʮŘĞ&S 3JM-j"ŘĞČQŻ˔é̌ƅS�±��ăƈQǙ0L̝

6SM-lU"4naLΆ̥P˭ɋoʾ>L.kN̂0ilk# 
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Ɯ ��ð�É±=ßƂ�Ɩå¤ťǜçǕQ¬āY/;I/!ǝBateƜ�

 

 

Ɯ ��ð�É±=ßƂ�Ɩå¤ťǜÜ>O&¹67=ǆE5&8;!VǝBateƜ�

 

� ̠ 8T"Ż˔é̌ƅočʟ@kʜʡN>L%ŸOb3ĮGHNͷWF3IL.k&NŎ

˛>FÊNƟÝŘĞNS|«�̠M-k#ÿÞN>LT 16.8%NPIL1j"Ŏ˛@kĒ

ĽTζ6P.bSS":S˭ɋQ1.LT"˿űȿŘĞ3 23.1%NPIL.kʇ3ʑǓʫ

M-k#˿űȿŘĞMT"Ƈƽʝţhjb"ŸObSĮÊΏèNSJP3jMŻ˔é̌ƅ

očʟ@köŀQ-kN̂0k:NbM4k# 
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Ɯ �ð�É±=ßƂ�Ɩå¤ťǜơQơĖ@ǔ%8;OT#?!ǝBateƜ�

 

� ̠ 9T"Ż˔é̌ƅočʟ@kʜʡN>L%̫d̫ǯQΧ2ILbi0P.&NŎ˛>

FÊNƟÝŘĞNS|«�̠M-k#ÿÞMT 21.0%M-j"Dlo¸ŎkST¸ǱʠŘ

Ğξ30.9%ο"˗ʮŘĞξ28.6%οS 2JSŘĞM-k#:S˭ɋb^F"5˓MȂȑ>F

Ÿ̌ĻˠSǉΣĔNΏͳK8L̂0kN"ŸObS¼̹o̫ȥZΩ`N./öŀ3ÿÞ

N>LTÜ.öŀQ-kN̂0ilk#DS¾Mb"ŘĞQhILƪʨ3ʞ?L.kST"

ƟÝǇǨQhkS2"æï̬QhkS2"N.IFʇo-iFaL̂0L.6:NSΆ̥

ǝoʾŇ>L.kGm/# 

 

Ɯ ���ð�É±=ßƂ�Ɩå¤ťǜï«B5NǝBateƜ�
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� ̠ 10T"ƟÝŘĞNŻ˔é̌ƅočʟ@kʜʡN>L%ƜėSFa&N˛0FÊS|

«�̠M-k#ÿÞʫP˭ɋT"70.1%N 8JSʜʡS¾Mȹbζ.ĒĽoʾ>L.k#

::2i"Ż˔é̌ƅT"ŞɂʫQT%ƜėQĆk&̫¼ÏQζ.�±�oȁIL.k:

N3ʜ̭M4k#ŘĞČQ_kN"ÿÞo¸ŎkST"¹ǱʠŘĞξ75.6%ο"ȢȷŘĞ

ξ72.5%ο"˿űȿŘĞξ92.3%οS 3JSŘĞM-IF#˿űȿŘĞQJ.LSŎ˛˭ɋ

T"Ŏ˛ȜSΏè¸"ˢɍ3ǖ̥M-k3"ÍSʜʡhjb%Ɯė&3ū4P�±�NP

IL.kN̂0k:N3M4k# 

 

	ǟK=N�

� ɂ˟MT"ƟÝŘĞ;NQŻ˔é̌ƅQƒ@k�±�oʜ̭>L4F#DS˭ɋ"ȫi

2QPkST"ľ?ǱʠƬăM-ILb"Ż˔é̌ƅQɬak�±�3ŘĞQhILʨP

kN./ǆFjđSÆƄM-k#̝ȕ�±��N>L"ŘĞQhIL�±��S͘oŧ0

L̝6:NTΜ>.2b>lP.3"Ż˔é̌ƅSĘɋoŀ¸<BL̝6FaQT"ŘĞ

S�±�QĨ>F�±��ăƈSúƄ3ɬailL.kN̂0k:NbM4kGm/#^

F"ŘĞQhkƪʨN̫S¼ÏdŸObSƵλoȇ8ĽnBF"hjˢ˸PĈɊ˭ɋo̝

IL̝6:NbËǍS̓ΪM-m/# 

� :liSʇo˲ĽʫQǸȎ>L̝6FaQ"ŪəP˒š"̂0ȣoȁIFÊSťQ̄o

ö8"͉ͅoΆR"ǱʠƬSƄǢQĨ>FŻ˔é̌ƅoúƄ>L̝6:N3ËǍS̓ΪM

-kN̯0k# 
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ƃ�Ɓ�Ü>OBÕǆE@é1V}âByƓè�

ǫ�ÇYéƴ=/;�

 

�ǟÃǕĒƱ�

� ͩƵ"Ƿ̞S͵ɡdŘŜSʩ3OpOp͵_"�ª��±¢"ȐƯ�±¢SʩƢd"

ĀŔS-jȣPO3ŊΪ̨<l"ŸObSͷWšdƟšǴoıjƫ6ʝţTȮÏNNbQ

ū46ŧĝo>L.kN̯nlkξζÀ"2014ο# 

� ŸObFH3"ũMͷUA"ƇM�±¢U2j>L.k"ũMͷpM.k2Nǜ0UĀ

ŔMȐƯ�±¢ɚoȁHƋILͷpM.kN./ťoh6̆6#ʼ2Q"̏Ĉ3̦FΓj

MbD/.IFŸObFHbƟF#>2>"ĀŔMTħΖG2i�±©MͷpMT.8P

."ŸObSť3/k<.PON̯nlkʛƄb-k1#MT"´Þ"ũMͷ[N̯nlF

ŸObFHTĀŔMPQo>L;>Fi̕.SGm/2# 

� N:mM"ŸObFH3ͷYšǴM-kĀŔ̏Þ3ɾIL.kNȂȑ<lk:NbŪ$

-k#G3"Œ 1Qʾ>Fh/Q"œŕÈͱʱS˯̰�±�QhkN%ƴǭ 25 ƵƻɁS

ÿœSƬĀŔ˙SȝôΈξ���|οT"ƴǭ 24 ƵƻɁNɧͦ>"ΡˎTˤ 120,217ha 

2iˤ 121,473ha Nˤ 1,256ha Ťĕ"̋ ǴȜT 102,393 ˝Ǵ2i 104,499˝ǴN 1,706 

˝ǴŤĕ"´ÊǆFjƬĀŔ˙ΡˎT"ˤ 10.0 ²υÊ2iˤ 10.1 ²υÊQ¸Ȫ&ξƴ

ǭ 25 ƵƻɁƬĀŔ˙ȝôĭW˳Řéÿ°˳ĝSı˫SʛɱξͲŠïοQJ.LοN-

j"´Ê-FjSĀŔSΡˎTŤĕ>L.kQb22niA"ƄΘQD/ǧ?k:NT-

^jʉ.h/Qǜ0k# 

� :S̥ŏT"ŸObSͷWSŧĝb<k:NP3i"ŸOboͷUBk̫SǕʜʫ̥ŏ

bΏè>L.kSMTP.Gm/2#@PnH"ŸOboũMͷUBk:NZSºſM-

k#MT"ºƐ̃dÆÓ3Ū.Ë"ŸOboȁJ̫TĀŔMͷUBk:NQOpPºſo

ǧ?L.kSGm/2# 

 

 

 

 

 

 

 

                                                
1 � %é̌ŔSŸObSť3/k<.&NͩǴQÝ`ʣǝ3Ȍ̶� ˃Ǳ, 

ξhttp://www.huffingtonpost.jp/2014/09/06/nursery-school_n_5776160.html� ȹ˪r|

��Ȧ 2015/02/14ο 
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Æ �� ǉø�ÇƅBšő¸Eğż�

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�ǟ¢ĽBŝ!=�Ƭ�

� ĀŔTŸObFHQNILūĉPƟšǴM-j"̫QNILbŸObFHoͷUBkš

ǴN>Lǖ̥ºĵɜPšǴM-k3"̏ʡPšǴM-kf0Q´ȣMºſP:Nb-kG

m/#D:M"ŸObSƵλd"̫SƵλQhIL"ĀŔočʟ@kΘSǥ͇Qͼ.3-

kN̂0"Dloȫi2Q@kFaQɝSÑ̀ô0F# 

 

�Ƭ� 10Ŋ%T 15ŊBÜ>OYĝ9ơC��ÇCƘŧ@ǆHVI"&ƙ!=ċ"C2<
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�Ƭ��9Ŋ�|BÜ>OYĝ9ơCǜÜ>OBýǚ&�!I"&ǝ�čĕY/?!5N@�

 VŽÿ¥ǏYƥ*5I"&ƙ!=ċ"C2< V��

�Ƭ��ÜƖ;OƌXU���Oǁƕ/;�Įǌæ@!VS"?ǘǚƔCǜơBýǚ&ǘ!

I"&ǝ�Ü>OBǗ)Ó?>Y"V-!=ē0;!V§½&Ö!C2< V��
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� Ŋ 18S%Ƶλ&o"ŸOboȁJ 20ϖ30Ï"40ϖ50Ï"60ÏÐ¸QĈ8F# 

DS˭ɋ"ŸOboȁJ 20ϖ30ÏS̫SȜ3 120ÊM 32ν"40ϖ50ÏS̫3 160ÊM

43ν"60ÏÐ¸S̫3 95ÊM 25νNPIF# 

 

Ɯ �� ơBýǚ�

 

� ɂ˓MT"Ŋ 22 S%ŸObSƵλ&oDlElSƵλĞĈS_SŸOb3.kÊQΓ

Ƃ@k#DlT"̠ 2Mʾ>Fh/Q"ŸOb3.kÊÿÞM"ŸObSƵλĞĈo̦L

_kN"ÇˌÐ¸SƵλĞĈQ^F3kÊTƚP6"ŸObSȜTƴř>L 1.5ÊˋƻM"

ļƵλĞĈMb 2ÊT͛0P2IFFaM-k# 

 

Ɯ �Ü>OBħBüÊ�

 

 

� D:M"DlElSƵλĞĈS_QŸOb3.kÊQΓƂo28L"DSĈƭo̦L_

kN"̠ωQʾ@h/Q"9 ɢÐ¹SŸObS_oȁJ̫SȜT 113 ÊM 29ν"10ϖ15

ɢSŸObS_oȁJ̫SȜT 70ÊM 18ν"16ɢÐ¸SŸObS_oȁJ̫SȜT 201

ÊM 52νNPIF# 

 

Ɯ �� Ü>OBýǚ�

 

 

����� ĆòÔħBÌŶǐƣ�

� Ŋ 5S%ĀŔSčʟPOQJ.LO/ǜ/2&N./ΥʮoǏƣŧȜN>F# 

DSŎ˛Ĉƭoʾ>FS3̠ 4 M-k#DS˭ɋ"%ĀŔT̏ʡQͷ[F\/3..&


���� �� %
2030� 120 32%
4050� 160 43%
60��� 95 25%
	� 375 100%

���
������	 1.573614
9���
������	 1.36478
10�15�
������	 1.219298
16���
������	 1.868

������
	 � %
9��������� 113 29%
10�15������� 70 18%
16��������� 201 52%

�� 384 100%
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N./̴ŊQƒ>LT"%D/ǜ/&N˛0FÊ3 57νNPIF#%83o@kNħP.S

M"-kˋƻSčʟďΓo̴8k[4&N./̴ŊM´ʧŪ2IFŎ˛T"%OHi2N̯

0UD/ǜ/&M 42νNPIF#DSɝQŪ.bST%OHi2N.0UD/ǜnP.&

M"31νGIF#%:ObSť3/k<.SM"-kˋƻčʟďΓo̴8k[4&N./

͘ŊM´ʧŪ2IFŎ˛T%OHi2N̯0UD/ǜnP.&M"40νGIF#DSɝQ

Ū.bST%D/ǜnP.&M"37νGIF#%ŸObG8MͷUP.\/3̕.&N.

/̴ŊQƒ>L´ʧŪ2IFŎ˛T"%OHi2N.0UD/ǜ/&M"35νNPj"D

SɝQŪ.bST"%OHi2N̯0UD/ǜnP.&M"30νNPIF# 

� Ð¹"::^MSŞʽΚ̰o͡^0L"đͫ>FÑ̀QǙ0L.6# 

 

Ɯ �� �ÇB¤ť?>@9!;>"ċ"%�

 

 

 

����� �ƬBŁƧǜÜ>OBýǚ=��ÇB¤ť?>@9!;ǝ�

� ::MT"%ŸObSƵλ&N%ĀŔSčʟPOQJ.LO/ǜ/2&S 2 Jo|«�

̠MĈɊ>"Ñ̀�%10Ŋ%T 15ŊBÜ>OYĝ9ơC��ÇCƘŧ@ǆHVI"&ƙ

!=ċ"C2< V�&NÑ̀�%9Ŋ�|BÜ>OYĝ9ơCǜÜ>OBýǚ&�!I"

&ǝ�čĕY/?!5N@� VŽÿ¥ǏYƥ*5I"&ƙ!=ċ"C2< V�&oɓ̷

@k# 

� ̠ 5T"%ŸObSƵλ&N%ĀŔT̏ʡQͷ[Fȣ3̕.S2&S|«�̠M-k# 

9ɢÐ¹SŸObS_N 10ϖ15ɢSŸObS_oȁJ̫TOHib"%D/ǜ/&3 60ν

o͛0F#^F"16 ɢÐ¸SŸObS_oȁJ̫T\2Nɧ[kN"%D/ǜ/&NŎ˛

>FÊSĒĽ3ƚ>Ü6.46νGIF#Ð¸hj"ŸObSƵλ3Ü.ȣ3"ĀŔT̏ʡQ

�*�
�����
���
�*�

�����
���
�* 
��

�* 
��

.1

"&�/,�3�
��
��������

372 250 27 8 657

% 57% 38% 4% 1% 100%
	�!���%�����

��-)�#+$4!2	���
72 275 200 107 654

% 11% 42% 31% 16% 100%
(���'��������
��-)#+$4!2	���

21 129 262 240 652

% 3% 20% 40% 37% 100%

(���	�3������0� 91 229 197 140 657

% 14% 35% 30% 21% 100%
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ͷ[Fȣ3̕.N@köŀ3-k:N3n2k#xtÇÁɓƂS˭ɋ"1νɫʂMȻǥǝ

3̦il"|§£±©S VT 0.306GIF# 

 

Ɯ 	� Ü>OBýǚ=�ÇCƘŧ@ǆH5I"&ƙ!%�

 
Pï 0.00793 � pϒ0.01 Cramer Vϓ0.306 

 

 

� Ɯ 
� Ü>OBýǚ=�*&Y1V=¶?!B< VŽÿB¤ť¥ǏYƥ*VH'%�

 
pï 0.45721 �  pϒ0.50 Cramer Vϓ0.175 

 

� ̠ 6T%ŸObSƵλ&N%83o@kN-YP.SM-kˋƻSčʟďΓo̴8k[

42&S|«�̠M-k# 

� ŸObSƵλN83o@kNħP.ʈčʟďΓo̴8k[42O/2T"-^jΏͳ3

P6"ÿÞʫQ%OHi2N.0UD/ǜ/&NŎ˛>FĒĽ3 44νM´ʧŪ6"ɝ.M

%OHi2N.0UD/ǜnP.&NŎ˛>FĒĽ3 29ν"%D/ǜnP.&3 16ν"%D

/ǜ/&3 11νN./˭ɋQPIF#Ð¸hj"ŸObSƵλƤQΏèP6"ǥ̦TĈ2

��� �
������
� �
� � � �

�����
� � �
����
	 �

����	
�

��

9���
��
� 73 32 4 2 111
% 66% 29% 4% 2% 100%

10�15�
��
� 44 24 1 1 70
% 63% 34% 1% 1% 100%

16���
��
� 88 87 15 1 191
% 46% 46% 8% 1% 100%
�� 205 143 20 4 372
% 55% 38% 5% 1% 100%

��� �
������
� �
� � � �

�����
� � �
����
	 �

����	
�

��

9���
��
� 16 45 34 16 111
% 14% 41% 31% 14% 100%

10�15�
��
� 6 31 17 16 70
% 9% 44% 24% 23% 100%

16���
��
� 20 89 56 26 191
% 10% 47% 29% 14% 100%
�� 42 165 107 58 372
% 11% 44% 29% 16% 100%
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l"OHi2N̯0UďΓ3ǖ̥N̂0k̫3ddŪ.öŀQ-k:N3n2k#xtÇ

ÁɓƂS˭ɋ"-^jȻǥǝȚilA"|§£±©S Vb 0.175N̠ 4Qɧ[LÜ.# 

 

Ɯ �� Ü>OBýǚ=�Ü>OBÓ&"V-!B<� VŽÿ¤ť¥ǏYƥ*VH'%�

 

pï 0.060119036 � � pϒ0.10� � Cramer Vϓ0.256 

 

� ̠ 7T%ŸObSƵλ&N%ŸObSť3/k<.SM"-kˋƻčʟďΓo̴8k[

42&S|«�̠M-k#16ɢÐ¸SŸObS_oȁJ̫T"ÍSƵÏSŸOboȁJ̫

Qɧ[L"%OHi2N̯0UD/ǜ/&NŎ˛>FĒĽ3 2íͩ6 24νGIF#Ð¸h

j"16ɢÐ¸SŸOboȁJ̫TÍSƵλƤS̫hjbĀŔMͷYŸObSťo/k<.

Nǧ?L.köŀ3-k:N3n2k#xtÇÁɓƂS˭ɋ"10νɫʂMȻǥǝ3̦il"

|§£±©S VT 0.256GIF# 

 

Ɯ �� Ü>OBýǚ=�Ü>O6*<ǆD?!I"&ƙ!%�

 

pï 0.002500314�  pϒ0.01 Cramer Vϓ0.330 

��� �
������
� �
� � � �

�����
� � �
����
	 �

����	
�

��

9���
��
� 6 13 44 47 110
% 5% 12% 40% 43% 100%

10�15�
��
� 2 11 26 31 70
% 3% 16% 37% 44% 100%

16���
��
� 8 45 81 55 189
% 4% 24% 43% 29% 100%
�� 16 69 151 133 369
% 4% 19% 41% 36% 100%

��� �
������
� �
� � � �

�����
� � �
����
	 �

����	
�

��

9���
��
� 14 40 34 22 110
% 13% 36% 31% 20% 100%

10�15�
��
� 2 17 27 24 70
% 3% 24% 39% 34% 100%

16���
��
� 37 66 56 34 193
% 19% 34% 29% 18% 100%
�� 53 123 117 80 373
% 14% 33% 31% 21% 100%
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� ̠ 8T%ŸObSƵλ&N%ŸObG8MͷUP.\/3̕.2&S|«�̠M-k# 

� 10ϖ15 ɢSŸObS_oȁJ̫3"%D/ǜ/&NŎ˛>FĒĽ3 3νNÍSƵÏQɧ

[L̛>6Ü.#Ð¸S:N2i"10ϖ15ɢSŸObS_oȁJ̫TÍSƵÏQɧ[L"

ŸObG8MĀŔMͷY:NQ̋ƂʫPöŀ3ǅ.:N3n2k# 

xtÇÁɓƂS˭ɋ 1νɫʂMȻǥǝ3̦il"|§£±©S Vb 0.330NÍQɧ[LΏ

ͳ3ǅ.# 

 

����K=N�

%ŸObSƵλ&NSĈɊMȻǥPΏͳ3̦ilFbST"%ĀŔT̏ʡQͷ[F\/3

̕.2&N%ŸObSť3/k<.SM"-kˋƻčʟďΓo̴8k[42&N%ŸOb

G8MͷUP.\/3̕.2&S 3JGIF# 

� >2>"%83o@kNħP.SM-kˋƻSčʟďΓo̴8k[42&N./̴ŊQΏ

>LTȻǥPΏͳȚilP2IF# 

%ĀŔT̏ʡQͷ[F\/3̕.2&N./̴ŊQƒ>LTŸObSƵλ3Ü.\O%D

/ǜ/&N˛0FĒĽ3ζ6"%83o@kNħP.SM-kˋƻSčʟďΓo̴8k[4

2&N%ŸObSƵλ&NSĈɊQȻǥPΏͳ3̦ilP2IF#:S:N2i"ƵλS

Ü.ŸOboȁJ̫TƵλ3Ü.2iN.IL"83o@k:NQƒ@kǕ΄3ǅ.N.

/:Nbʉ6"ŸObQSWSWN̏ʡQͷUBF.N̂0L.kFa":Sh/P˭ɋ

QPIFN̂0ilk#^F"Ð¸S:N2i"Ñ̀�%10Ŋ%T 15ŊBÜ>OYĝ9

ơC��ÇCƘŧ@ǆHVI"&ƙ!=ċ"C2< V�&T-kˋƻ̽ail"Ñ̀�%9

Ŋ�|BÜ>OYĝ9ơCǜÜ>OBýǚ&�!I"&ǝ�čĕY/?!5N@� VŽÿ

¥ǏYƥ*5I"&ƙ!=ċ"C2< V�&Tɐĩ<lF# 

�%ŸObSť3/k<.SM"-kˋƻčʟďΓo̴8k[42&N./̴ŊQƒ>L"

16 ɢÐ¸SŸOboȁJ̫TÍSƤQɧ[L"%OHi2N̯0UD/ǜ/&N˛0FĒ

Ľ3 2íͩ6QPIFST"-^j̏͢SŸOb3ĀŔočʟ>P.ƵλSFa":Sh

/P˭ɋQPIFN̂0ilk# 

� %ŸObG8MͷUP.\/3̕.2&N./̴ŊQƒ>L"10ϖ15ɢSŸObS_o

ȁJ̫3"%D/ǜ/&NŎ˛>FĒĽ3̛>6Ü.˭ɋQPIFSTDSƵÏSŸOb3

ĀŔMͷYšĽ"̫3J.L.6:NTƚP6"16ɢÐ¸S̫QNILT"ÍSƇƽSŸ

Ob3̫N´˴Q.P.STºſM-k2iM-kN̂0ilk# 

� ɝQ"̫SƵλQɴʮ>LĈɊ>L_k#ŸObSƵλMSĈɊQĕ0"̫ɂÊSƵλ

MSĈɊo̝/:NQhIL̫3ŸObQƒ>LOSh/P^P=>M̦L.kS2oĈ

Ɋ>ʜ̭oɻaL.6# 

 

	�� �ƬBŁƧǜơBýǚó=�ÇB¤ť?>@9!;ǝ�
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� ɂ˟MT"%̫SƵλƤ&N%ĀŔSčʟPOQJ.L&S 2 Jo|«�̠MĈɊ>"

Ñ̀�%ÜƖ;OƌXU���Oǁƕ/;�Įǌæ@!VS"?ǘǚƔCǜơBýǚ&ǘ

!I"&ǝ�Ü>OBǗ)Ó?>Y"V-!=ē0;!V§½&Ö!C2< V�&oɓ̷

@k# 

ûQbͫ[F3"ŸObSƵλQhkĈɊo>F¸M"̫SƵλƤQɴʮ@k:NM"

ŸObSƵλG8MȚ0L:P2IF̫S"ŸObQƒ@kǥ͇Sͼ.oȫi2Q>L

.6# 

 

Ɯ � Ü>OYĝ9ơBýǚ=��ÇCƘŧ@ǆF+=&<'5I"&ƙ!%�

 

pï 0.01512 � pϒ0.10 Cramer Vϓ0.294 

 

Ɯ ��� Ü>OYĝ9ơBýǚ=�*&Y1V=¶?!B< VŽÿB¤ť¥ǏY

ƥ*VH'%�

 
pï 0.33933 � pϒ0.40 Cramer Vϓ0.193 

 

� ̠ 9T%ŸOboȁJ̫SƵλ&N%ĀŔT̏ʡQͷY:N3M4F\/3̕.2&S

|«�̠M-k# 

�%D/ǜ/&NŎ˛>FĒĽT"20ϖ30Ï3 64ν"40ϖ50Ï3 52ν"60ÏÐ¸3 47ν

��� �
�����
� � 

��� �

�����
� � 

����
	 �

����
	 �

��

20�30� 76 36 5 1 118
% 64% 31% 4% 1% 100%

40�50� 82 68 5 3 158
% 52% 43% 3% 2% 100%

60�� 41 37 10 0 88
% 47% 42% 11% 0% 100%
�� 199 141 20 4 364
% 55% 39% 5% 1% 100%

��� �
�����
� � 

��� �

�����
� � 

����
	 �

����
	 �

��

20�30� 18 47 33 21 119
% 15% 39% 28% 18% 100%

40�50� 14 70 52 21 157
% 9% 45% 33% 13% 100%

60�� 10 45 20 14 89
% 11% 51% 22% 16% 100%
�� 42 162 105 56 365
% 12% 44% 29% 15% 100%
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NPIF#^F"60ÏÐ¸S̫T%OHi2N̯0UD/ǜnP.&NŎ˛>FĒĽ3Í

SƵÏQɧ[LŪ.#Ð¸hj"̘.ƵÏS̫\O"ĀŔT̏ʡQͷY:N3M4F\/

3̕.N@köŀ3-k:N3n2k#xtÇÁɓƂS˭ɋ"5νɫʂMȻǥǝ3̦il"

|§£±©S VT 0.294GIF# 

 

� ̠ 10 T%ŸOboȁJ̫SƵλ&N%83o@kNħP.SM-kˋƻSčʟďΓo

̴8k[42&S|«�̠M-k#83QΏ>LT"ƵλQT-^jΏèP6ǥ̦3Ēl"

ÿÞʫQT%OHi2N̯0UD/ǜ/&NŎ˛>FĒĽ3´ʧŪ6"44νQPIF# 

� ɝ.M"%OHi2N.0UD/ǜnP.&3 29ν"%D/ǜnP.&3 15ν"%D/ǜ

/&3 12νN./˭ɋQPIF#Ð¸hj"̫SƵλƤQΏèP6"ǥ̦TĈ2l"OH

i2N̯0UďΓ3ǖ̥N̂0k̫3ddŪ.öŀQ-k:N3n2k#xtÇÁɓƂS

˭ɋ-^jΏͳǝȚilA"|§£±©S VT"0.193GIF# 

 

Ɯ ��� Ü>OYĝ9ơBýǚ=�Ü>OBÓ&"V-!B<� VŽÿ¤ť¥ǏYƥ*V

H'%�

 

pï 0.03365�  pϒ0.10  Cramer Vϓ0.275 

 

� ̠ 11 T%ŸOboȁJ̫SƵλ&N%ŸObSť3/k<.SM"-kˋƻčʟďΓ

o̴8k[42&S|«�̠M-k#%OHi2N.0UD/ǜnP.&N%D/ǜnP.&

N./Ŏ˛3ŪȜM-IF3"̫SƵλ3ζ.\O%OHi2N.0UD/ǜ/&NŎ˛

>FĒĽ3ζ2IF#Ð¸hj"ƵλƤ3ζ.\O"ŸObSťo/k<.Nǧ?L.k

öŀ3-k:N3n2k#xtÇÁɓƂS˭ɋ"5νɫʂMȻǥǝ3̦il"|§£±©

S VT 0.278GIF# 

� � ̠ 12 T%ŸOboȁJ̫SƵλ&N%ŸObG8MͷUP.\/3̕.2O/2&

S|«�̠M-k#%D/ǜ/&NŎ˛>FĒĽT"20ϖ30Ï3 11ν"40ϖ50Ï3 10ν

PSQƒ>L 60ÏÐ¸T 24νNÍSƵÏS 2íÐ¸M-IF#Ð¸hj"60ÏÐ¸SÊ

��� �
�����
� � 

��� �

�����
� � 

����
	 �

����
	 �

��

20�30� 7 15 41 55 118
% 6% 13% 35% 47% 100%

40�50� 6 32 74 45 157
% 4% 20% 47% 29% 100%

60�� 3 21 33 30 87
% 3% 24% 38% 34% 100%
�� 16 68 148 130 362
% 4% 19% 41% 36% 100%
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TŸObG8MͷUP.\/3̕.Nǧ?L.köŀ3-k:N3n2k#xtÇÁɓƂ

S˭ɋ"5νɫʂMȻǥǝ3̦il"|§£±©S VT 0.277GIF# 

 

Ɯ ��� Ü>OYĝ9ơBýǚ=�Ü>O6*<ǆD?!I"&ƙ!%>"%�

 

pï 0.02911 � pϒ0.10� � Cramer Vϓ0.277 

 

 

	����K=N�

%̫SƵλƤ&NSĈɊMȻǥPΏͳ3̦ilFbST"%ŸObSƵλ&NSĈɊNľ

?M"%ĀŔT̏ʡQͷ[F\/3̕.2&N%ŸObSť3/k<.SM"-kˋƻčʟ

ďΓo̴8k[42&N%ŸObG8MͷUP.\/3̕.2&S 3JM"ȻǥPΏͳ3

̦ilP2IFbST%83o@kNħP.SM-kˋƻSčʟďΓo̴8k[42&G

IF# 

%ĀŔT̏ʡQͷ[F\/3̕.2&N./̴ŊQD/ǜ/NŎ˛>FĒĽ3%ŸOb

SƵλ&MĈɊ>FȮÐ¸Q̘.ƵλƤS\/3"ζ6Pköŀ3hjΫ̛Q̠lF# 

%ŸObSť3/k<.SM"-kˋƻčʟďΓo̴8k[42&N./̴ŊQT"\

NpO3%D/ǜnP.&2%OHi2N.0UD/ǜnP.&N˛0F3"%OHi2N

.0UD/ǜ/&NŎ˛>FÊFHbÿÞM 19ν.L"ƵλƤ3ζ6PkQJlL"ĒĽ

3ζ6Pk˭ɋNPIF#:lT"ŪƚTŸObFHSͷYť3/k<.Nǧ?L.kÊ

b.L"@MQ̏͢SŸ̌L3˪nIL.kʈ"ÍÊSƇƽSŸObSť3/k<.Nǧ

?L.kSMTP.2N̂0ilk#Ð¸hj"Ñ̀�%ÜƖ;OƌXU���Oǁƕ/

;�Įǌæ@!VS"?ǘǚƔCǜơBýǚ&ǘ!I"&ǝ�Ü>OBǗ)Ó?>Y"V-

!=ē0;!V§½&Ö!C2< V�&T̽ailF# 

%ŸObG8MͷUP.\/3̕.2&N./̴ŊQ%D/ǜ/&NŎ˛>FĒĽTÍ

SƵλƤQɧ[ 60 ÏÐ¸3ŖîʫQŪ6":lT̫3HcpNŸOb3γ55P.h

/Q̦L.F\/3̕.N./ǥ͇3-kSMTP.2N̂0ilk#^F 60 ÏÐ¸S

��� �
�����
� � 

��� �

�����
� � 

����
	 �

����
	 �

��

20�30� 13 39 37 29 118
% 11% 33% 31% 25% 100%

40�50� 16 50 58 34 158
% 10% 32% 37% 22% 100%

60�� 21 33 20 15 89
% 24% 37% 22% 17% 100%
�� 50 122 115 78 365
% 14% 33% 32% 21% 100%
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ÊFHQTż3.kÊbŪ.Nǜ/SM"ƙ<.ŸObQT>I2jN̫3J.L.Fȣ

3..N./ǥ͇3-kSMTP.2N̂0ilk# 

:Sh/P¼ÏQhk%ŸObZS^P=>&Sͼ.T"ʑɤʚ>.:NMTP.#F

N0U"ŸOb3OSh/PːΎMͷYS3ȼ^>.S2oa7ILb<^=^Pǥ̦3

ƒ˒@kN./ξζÀς2014ο#D:Mʾ<lkST" 

 

ʲăSƙ¾ŻɎSěšTO:b%ŕ&Sh/M@#n3ƇMT"Ÿ̌LSȾΎ¾"

ƽQ̖ʞoǄj^>F#̖ʞS¸M-lU"ŸOb3.6iͣ9ŎILbɭlk:N

3P6"ŕ]:jb˒H^BpM>F#ƙŻɎSěšQ"̖ʞoǄILTO/M>

g/2ξ'ȽȦȢ̆(%ěšo˳S̖ʞQ>h/&2001Ƶ 4Ⱥ 24Ȧ ŨĊο 

 

ˇTɎƽo̖ʞQ@kSTįƒM@#Ÿä3Omp:QPILŕMͷpGj"ʸoȀ

IFj@k:NMŻY:N3-kSMTP.M>g/2#̏Ĉ̏͢"ɭlk:NTɖ

>2IFϗϗϗϗϗϗˇTŸä3ʳIιQPk\OŕNXl-IL\>.>"D/PlkɎ

ƽoȼ_^@ξ'ȽȦȢ̆(%ŸäSǭQŕSɎƽǖ̥&2001Ƶ 5Ⱥ 2Ȧ ȽĊο 

 

N.IFh/Q"̏ ͢Sˬδd̳ǬQǙ?L"%ȼ^>.ːΎ&3ʨPkN./ÆƄM-

k#ɂ˓MǐilF˭ɋb^F":Sh/P%ŸOb&Qƒ@k%̫&S%^P=>&S

ºſƂ<oʾ>L.kN̂0ilk# 

 


�� Ǝư�

� ɂ˓SʮʫTŸObSƵλd"̫SƵλQhIL"ĀŔSčʟPOQJ.LOpPǥ͇

Sͼ.3-kS2oȫi2Q@k:NM-IF# 

� DSFaQ 4˟MT"ŸObSƵλN"ĀŔSčʟPOQJ.L"|«�̠oʟ.LĈ

Ɋo̝IF#˰.L 5˟MT̫SƵλN"ĀŔSčʟPOQJ.L"|«�̠oʟ.LĈ

Ɋo̝IF# 
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 78 

.&QhIL"͚:kN./:NG# 

ʛŗG8MP6"OSȮÏbũͷWoıjƫ6ːΎd"ʝţTa^7k>6ŧnIL4

F#DSFa"̫̏͢Sˬδd̳ǬQǙ?L"%ȼ^>.ːΎ&TʨPj"DlQhIL"
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� ɂ˓SĈɊ2iǐilF̓ΪT 2J-k# 
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ƃ 8Ɓ� Ü>OBðÏĘ@é1VlxfǫÜ>O=×�BƓ#BǙǛ 
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H̨ƼoTI4j>L12P6LTPiP.#ˇ̏͢T"ďƻʫQT"O/>h/bP6ū

ÊM-k:NT"ül0P.��ŸäSÛ˽Qǲ@:N3M4kN>Fi"̏ iSŸäȮÏ

S̳Ǭ>2P.ξ̙ɒ 1975ϐ115-116ϑǿǃăT˘̃ο 

 

� � � � Ɯ 1 ÅƇƔBý�� � � � � � � � � � � � � Ɯ 2� ÅƇƔBČ£ 

� � � �  

 

Ɯ 3 Ü>OBýǚǜ|BÜÌŗǝ 

� �  

�ĺƯĿBÌŶǐƣBĠŷ�

� ÅƇƔBý�ǜƜ �ǝ 20Ï3 13.2ν"30Ï3 25.5ν"40Ï3 25.8%"50Ï3 15.4%"

60Ï3 17.2νNPIL.k# 

�ÅƇƔBČ£ǜƜ �ǝ ʣǝ 42.5%"űǝ 55.1%NPIL.k#%ŸOb&oa7kŊΪo

̂0kȮ"O:2%ɥ̫&oƒ͌N>3HM-k3"ʨ͉ʢ>˒LSĵ̎ǝT"ɮ>L

ǝČQƨĹ<lkn8MTP.#DSʇoƕˋQþlL.k# 

 

�ĺƯĿBŜĈ�

°�ƲƷ.¼Ï2i%ŸOb&oa7kŊΪoȫi2Q>h/N@kʇ# 

°�:Sh/P̴Ƃo>FʜʡT"-kÆɌ3%ŸObSFa&QPkN>Lb"ǖA>

b%ŋ.&N<lkn8MTP.FaM-kξζÀς2014ο# 

°�DlT"ŸOb3ͷ[kh/QNēĆ>FːΎQ18k%ŸObSť&3γN<l

kÆã3ËȦȚ̦>L.k:N2ibʜ̭M4kGm/# 

�� �����

�
� �� �	�


� ��� ��	�

�
� ��� ��	�

�
� �
� ��	�

�
� ��� ��	�

��� �
 	


�� ��� �

	


�� �����

�� ��� ����

�� ��� ���

��	 � ���

�
 ��� ����

�� �����

��� ��� ���

���� ��� ���

�������� �� ���

����� ��� ���

	�
 � ��

�� ��� ����



 81 

 

�ĺƁB¢ĽBƻ�

�Ŏ˛̃ξ̫οSƵÏNŸObSƵλξ¹SŸŞʂοS|«�̠ξ̠ 4ο# 

°� 20ÏMT"10ɢÐ¸SŸObobJÊT.P.3"DSÍSƵÏMT"ŸObSƵλ

ξ¹SŸοTŪə# 

°�J^j"̫SƵλG8Qɴʮ>LĈɊ@kN"Ü>OBýǚBÖŅČYĞ#'W?(

?V=!"ÃǕ3-j"ͰQŸObSƵλG8Qɴʮ@kN"ơBýǚBÖŅČYĞ

#'W?(?VÃǕ3-k# 

 

Ɯ 4 ơBýǚ×Ü>OBýǚǜ|BÜÌŗǝBateƜ 

 

���ǟÜ>OYéƴ=/5ƯĿ=BōƼ�

 

Ɯ 5 �Ç@ƥƐ/;ŉ/!ǆ�ǜÜ>OƯĿǝ� Ɯ 6 �Ç@ƥƐ/;ŉ/!ǆ� 

� � � �  

 

��Ü>OƯĿ�Bœť�

°�ɂʩ̠Q1.LT"%ŸObSƟšǴ˙QΏ@k̈́ɍ&Qĕ0L"ǱʠƬŸOb×̌ǭ

ͳĽ×¿õS%ŸOb×¨±�±ʺë×&ξ2014Ƶ 8Ⱥ 10ȦοQĬĕ>FƙŻɎ 5Ƶ

ʞ 32Ŀoƒ͌N>F"r~±�̈́ɍS˭ɋoɧͦƒ͌N>LȌʾ>L.6# 

°�ƛ"ŸObŀ8S̈́ɍS¿P̴ŊΥʮT"ĀŔQ\>.ͷĂdĀŔčʟMSºſʇP

�� +

�� � ���


!� � ���

�	 � ���

%(*# �� ����

$'*")$& � ����

��� � ����

������ �� � ���

�� �� �����

�� 3

�� �� �� 

)� ��� ���!

�� ��  ��

-02+ ��� ����

,/2*1,. �� ���

����#'�	�� �� ����

$'� �� ���

�&
�%��(%" ��� ����

�� ��� �����

��� �	�� �����	�� ��	��

��� �� �� � � ��

� ���� ���� ��� ��� �����

��� �� �� �� � ���

� ���� ���� ��� ��� �����

����� �� �� �� ��� ���

� ���� ���� ���� ���� �����

�� ��� ��� �� ��� ���

� ���� ���� ���� ���� �����

������ ����
!
��



 82 

OĀŔčʟQΏ@k:N"ũͷWd�±©ͷW"Ȕ̓ǍS;>ȣPOͷWšQΏ@

k:NM-k# 
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%ʞɶʝţoøû@kͅʜ&SđQT"ŊΪS-kːΎN>Lʨ͉ʢ>˒L3ʞ?k:N

T"ͩƵS%ĀŔ&oa7kʿ×ŊΪ2ibʜ̭M4kGm/# 
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21.4%hjbζ.˭ɋoʾ>L.kST"%ȢȷŘĞ&%˗ʮŘĞ&%˿űȿŘĞ&S 3JM

-k#ɝQ"%ζλ̃ŀ8SñƾͷĂ&QJ.LT"ÿÞS˭ɋ3 19.6%M-kSQƒ>
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ǱʠƬȕ˜ʺˏǴT"ƬȕQΏ@k˲ĽʫP̈́ɍʺˏo̝/:NoʮʫQ̴˽<lL.kɚΏM@#�

ËƵƻ"ɂʺˏǴMT"ŸOb3ơũMͷY:NSΆ̥ǝoǛΨQ˽.F¸M"ǱʠƬSƄǢQĨ>F

ŸObSƟšǴNTß2oʺˏ>L1j^@#:S̈́ɍT"ǱʠƬQ1Ý^.S��ɢÐ¸��ɢɀʁSȣ

S¾2i"��	��ÊoʉàʈQpM1ά.>L.kN:mM@#�

;ŪʟSN:mūŧǟ˹M@3"̈́ɍS͝Ȩo;ʜ̭.FG4"CVr~±�Q1˛06G<.^@

h/"1ά..F>^@#�

P1":Sr~±�QΏ>LìÊSǥ̦3Ā̠<lk:NT´ĉ-j^Bp#CVʘʯP;ǥ̦o.

FG4^@h/"ΆRL1ά.ʢ>¸9^@#�

�

ƴǭ�
ƵώȺ�

ǱʠƬȕ˜ʺˏǴ� Ʀʠ� ´ǈ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

 

 

�;̳þSđQ� 
χ� Ŏ˛S>2F 
°:S̈́ɍ˅T"Ɠ˚ƃĿS;ɂÊ3;̳þ6G<.# 
°͘ŊTÿM �
 ŊM@#ļ͘ŊS̀ȫQǏIL"Ŏ˛ɛQ;̳þ6G<.#˘̳

ʟĂSˌέTŊ.^Bp# 
°χJS¼ƯQ̤ȜS̈́ɍ˅3ͯÎ<lkšĽ3-j^@#DSšĽb"Ɠ˚ƃĿS

;ɂÊ3DlEl;̳þ6G<.# 
ψ� ͪͯS>2F 
� Ŏ˛3ɽ_^>Fi"ľƓSͪêʟƓ˚Qþl"ĉǵo͔iAQ"�

ώȺ� Ȧξ� ο̂ MQǹć>L6G<.#Ɠ˚d̈́ɍ˅QÝǴ°ɨĿo̳þ@kǖ

̥T-j^Bp# 
 
ω� ŊĽB 
+ωωϋσώϋώώ� ǱʠƬ¸Ǳʠχσχώσχ�  
ǱʠƬǊǴ� ǱʠƬȕ˜ʺˏǴ 
Ξ̹� φϊώσϊϊχσχώφφξă˵���ο 
FAX� φϊώσϊωχσόύϏφ 
E-mail� seisaku@city.toda.saitama.jp 
 
P1":S̈́ɍ˭ɋQJ4^>LT"ǱʠƬ�±¢�±�˙Mɗ̥oĀ̠@kÄƂ

M@# 
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�. ǱʠƬMSʞɶQJ.L1ƗR>^@# 
 
ÃǢ� -PF3ǱʠƬQÝ`h/QPIFʜʡTßM@2#ǆLT^kbS1H;@ oJ8L6G<.# 

χτŸObSþŻ°͵Ż ψτ̫NSľƟ°ͩƟ ωτ̈ɔ¸Sʜʡǜïƺƕwǁƕ?>ǝ 

ϊτ˭Ŷ°ΛŶ ϋτˬɽʫPʜʡ ότʞɶʝţ¸SʜʡǜĦƖţÑ?>ǝ 

ύτͱĜͱŻSç ώτʞ^lL2iAINÝpM.k ϏτDSÍξ� � � � � � � � � � � ο 

 

Ãǣ� -PF3ɝQǂI͜@N>Fî0ilkʜʡTßM@2#ǆLT^kbS1H;@ oJ8L6G<.# 

χτŸObSþŻ°͵Ż ψτ̫NSľƟ°ͩƟ ωτ̈ɔ¸Sʜʡǜïƺƕwǁƕ?>ǝ 

ϊτ˭Ŷ°ΛŶ ϋτˬɽʫPʜʡ ότʞɶʝţ¸SʜʡǜĦƖţÑ?>ǝ 

ύτͱĜͱŻSç ώτǂI͜@ÄƂTP. ϏτDSÍξ� � � � � � � � � � � ο 

 
ÃǤ� -PFT͒ʐ°ũή°Ÿ̌LPOS%ŘŜSǢŠ&oǐkN4Q"Ð¹Q-9kǵɤoOSˋƻčʟ<l^@

2#DlElǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.# 
 

S(¤ť1V�
='>'�

¤ť1V�

I=Z>�

¤ť/?!�

K85(�

¤ť/?!�

aτ�ª�°§�w°Ȣ  ̆ χ ψ ω ϊ 

bτǱʠƬSƷŠ  ˦ χ ψ ω ϊ 

cτ�¨±�±�±POSŘŜǢŠ  ̼ χ ψ ω ϊ 

dτǱʠƬS�±¢�±� χ ψ ω ϊ 

eτSNSξFacebookPOο χ ψ ω ϊ 

fτĮÊPOSĳ�¡ χ ψ ω ϊ 

 

Ãǥ� -PFTǱʠƬSɰſQƒ>LºſQǜ/:NT-j^@2#ǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.# 

χτʒ˼ǜſ'öwmi_ubwƹ{ƚT/?>ǝ ψτ͈Ǝ˾3P. ωτ̟ʆ3ƚP. 

ϊτͩΙNSΏnj3P. ϋτºſTP. ότDSÍξ� � � � � � � � � � ο 

 
 
�τǱʠƬăSĀŔQΏ@kƮȼdčʟǇǨQJ.L1ƗR>^@# 
�

ÃǦ� ĀŔSčʟPOQJ.LOSh/Qǜ.^@2#DlElǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.#�

 
4"ċ"�

>7T%=Ƣ#D�

4"ċ"�

>7T%=Ƣ#D�

4"ċX?!�

4"�

ċX?!�

aτ̏ʡQͷY:N3M4Fȣ3h.  χ ψ ω ϊ 

bτ~yo@kNħP.SM"-kˋƻ 
� SčʟďΓo̴8k[4 

χ ψ ω ϊ 

cτŸObSť3γ3>.SM"-k 
� ˋƻSčʟďΓo̴8k[4 

χ ψ ω ϊ 

dτŸObG8MͷUP.ȣ3h. χ ψ ω ϊ 

�

Ãǧ� ĀŔQ´ʧ̴˽>Lɞ>.ͷĂTPpM@2#ǆLT^kbS �9@ oJ8L6G<.#�

χτʹš ψτʃjĶ ωτΉɑ 

ϊτ�§� ϋτ�¤}©�¢ ότζλ̃ŀ8SñƾͷĂ 

ύτDSÍξ� � � � � � � � ο ώτʑQǖ̥PͷĂTP.  
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ÃǨ� ĀŔMŸOboͷUBk:NQƒ@kºſT-j^@2#ǆLT^kbS1H;@ oJ8L6G<.#�

χτ~yo>P.2 ψτ.?ailP.2 ωτÆÓQƫ4ͨ^lP.2 

ϊτÍSÊ2iͬǣoĲ8P.2 ϋτÍSÊQͬǣo28P.2 ότºſTP. 

ύτDSÍξ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ο 

 
�. ǱʠƬM̝IL.kŻ˔é̌ƅQΏ@kƮȼdčʟǇǨQJ.L1ƗR>^@# 

$Ü-Z&!?!īC�,Ƙ¢@$Ü-Z&!VÏ½Yđã/;$Ƈ#(6-!��

�

Ãǩ� Ż˔é̌ďƻMȹbøûʫQúƄ@[4ÆTßGNǜ.^@2#ǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.�
� � � ǜßƂ�Ɩ¥ÿ=C��ƳƔ?>&ï«?><�ûàĄOæ@ƭO!?!íßŤB5NBŤœBÏYģĢ1V¥ÿ<1ǝ#��
χτχȦSƅȮΎSƿ 
� � ǜ²Ą�įK<&ǋåǝ� �

ψτȦȴ°˂ ȦSƅ ωτŻ˔é̌ƅSȜ ϊτɩΎSŻ˔é̌ƅSȜ 

ϋτȂƘņS  ͘ ότɶěăƈ ύτ1dJSȌä ώτDSÍξ� � � � � � ο 

�

ÃǪ� -PFT1Ÿ<poŻ˔é̌QΧ8L.^@2ξΧ8L.^>F2ο#^FTΧ8F.Nǜ.^@2#�

�
�

�
Ã��� Ã  <�Ǣ�C!�=Ƈ#5ī@$ìA/K1#Ż˔é̌ƅQ1Ÿ<poΧ8kξΧ8F"Χ8F.οʜʡo

ș0L6G<.#Ð¹SP2M"ǆLT^kbS1H;@ oJ8L6G<.#��

χτx{oȁFBkS3ºſ ψτ4g/G.3.P. ωτŸObG8MƇQ.kSTħP. 

ϊτŸObG8MƇQ.kST 
� � 2n.D/ 

ϋτĚǅdƉΪo>Lɞ>. ότŸOb3ĮGHNͷWF3IL.k 

ύτ̫d̫ǯQΧ2ILbi0P. ώτƜėSFa 9τDSÍξ� � � � � � � � � � � ο 

�

Ã��� Ż˔é̌ƅQƒ>Lºſoǧ?k:NT-j^@2#ǆLT^kbS1H;@ oJ8L6G<.#�

χτƇ2iͽ. ψτȮΎ3ĽnP. ωτȂƘņSƒǙ ϊτÂȳPŸSǉΣoĲ8P.2 

ϋτ~yo>P.2 ότ.?aQĽnP.2 ύτÍSŸQ~yo<BP.2 ώτÍSŸQͬǣo28P.2 

ϏτºſTP. χ0τDSÍξ� � � � �   � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �      � ο 

�

Ã��� ŸOboΧ8kšǴQJ.LOSh/Qǜ.^@2#DlElǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.#�

 
4"ċ"�

>7T%=Ƣ#D�

4"ċ"�

>7T%=Ƣ#D�

4"ċX?!�

4"�

ċX?!�

aτŻ˔é̌ƅQΧ8kS3ȼ^>.  χ ψ ω ϊ 

bτʶÊ°ĮÊQΧ8kS3ȼ^>. χ ψ ω ϊ 

cτˁʎɥPOS̫έQΧ8kS3ȼ^>. χ ψ ω ϊ 

dτ̏ŽMΡîo_kS3ȼ^>. χ ψ ω ϊ 

�

���ŸObSͷWːΎNŸObQJ.LŜ0ȣQJ.L1ƗR>^@# 
�

Ã��� -PFT";̏͢SŸObSΤNɧͦ>L"ËSŸObSũͷWSʝţTOSh/QPIFNǧ?^@2#ǆ

LT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.#�
�

χτh6PIF ψτOHi2N̯0Uh6PIF ωτŧniP. 

ϊτOHi2N̯0Uǡ6PIF ϋτǡ6PIF ότn2iP. 

�

χτT.ξ�Ã��Gǝ ψτ..0ǜ�Ã��Gǝ 
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Ã��� Ã��<�ǥǟ>7T%=Ƣ#DĎ(?85��ǦǟĎ(?85�=$Ƈ#@?85īG$ìA/K1�DSh

/Q1˛0QPIFʜʡoș0L6G<.#ǆLT^kbS1H;@ oJ8L6G<.#�
�

χτũͷWM4kȮΎ3ƚP6PIF ψτ̏ʡQͷ[k��±�3ƚP6PIF 

ωτ�±©ͷWPO3M4kšǴ3ƚP6PIF ϊτľƵÏSĮGH3ƚP6PIF 

ϋτ̫ŸMͷYɚ×3ƚP6PIF 
ότƍͣpGjM4kšǴξ̖ʞƷšοPO3 
� � ƚP6PIF 

ύτΝSȦMbͷ[kšǴ3ƚP. ώτͷĂPO3́Ƀĝ>L.LħP. 

ϏτºƐ̃POMħΖ3Ť>F 10τDSÍξ� � � � � � � � � � � � � � � � ο 

�

Ã�	� -PFS1Ÿ<pT"Ȕ̓ǍPOŻɎÐũSȮΎƯoO:M;@:N3Ū.M@2#DlElǆLT^kb

SǢ9@ oJ8L6G<.ξíßŤB$Ü-Z&!T8/PT?!Ï½CÃ��Gο#�
 

?/� Ǆ@ǢĬ� Ǆ@ǣ�ǤĬ� Ǆ@Ǥ�ǥĬ� Ǆ@ǥ�ǦĬ� IJŌĬ�

aτĀŔ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

bτŻ˔é̌ƅ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

cτŢ°̀.Æ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

dτ̏Ž χ ψ ω ϊ ϋ ό 

eτĮÊSƇ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

fτŻɎ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

gτý˔��±°Āɩΰ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

hτDSÍξ� � � � � ο χ ψ ω ϊ ϋ ό 

�

Ã�
� -PFT"ŸObS>J8dŸObSȦƱʫP̝ěQJ.LOSh/Q1̂0M@2#DlElǆLT^kb

SǢ9@ oJ8L6G<.#�

 
4"ċ"�

>7T%=Ƣ#D�

4"ċ"�

>7T%=Ƣ#D�

4"ċX?!�

4"�

ċX?!�

aτǡ.:No>FiÊđMbķk[4  χ ψ ω ϊ 

bτ̫ÐũSÊQbɴǥ<lLǭ@kbSG χ ψ ω ϊ 

cτŸObTũMͷY[4 χ ψ ω ϊ 

dτŸObT̏ʡQͷY��±�3ǖ̥G χ ψ ω ϊ 

eτŸObT~yo>Lǭ@kbSG χ ψ ω ϊ 

fτŻɎ3˪nIFi^I@7ƇQưk[4 χ ψ ω ϊ 

gτŨʌ8�¤t¢3θIFiƇQưk[4 χ ψ ω ϊ 

�

�

���-PF̏͢S:NQJ.L1ƗR>^@# 

 

Ã��� -PFSǝČoș0L6G<.#� � � � � �

 
 
Ã��� -PFSƵλoș0L6G<.# 
 
 

χτʣǝ ψτűǝ 

� � � � ɢ 
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Ã�� -PF3ȹǍQͱIFŻɎQJ.Lȹbͩ.bSoÐ¹2iW"ǆLT^kbSǢ9@ 

oJ8L6G<.# 

χτūŻ°ūŻΔ ψτʷū°ζƔ ωτƔΌ°ļˌŻɎ 

ϊτζɎ ϋτ¾Ż ότDSÍξ� � � � � � ο 

 

Ã��� -PFSʛŗS˒šoș0L6G<.#ǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.# 

χτɠʿņ°ɠ̈ņ ψτ̏Ōɔ°̏ʡɔ  ωτŰˤʿņ°ō̲ ϊτɷ;ʿņ 

ϋτ�±�°r©�t

� 
ότƇȥǏɔņ ύτ×ʿˬŌ°Ǌņ ώτƔɔ¿ŷξ¿ŭο 

ϏτŻʞ 10τʉ̈  11τDSÍξ� � � � � � � � � � � � � � � � ο 

�

Ã ��� ʛŗ"-PFQ΄ó̃ξŭ^FTųοT.iI>c.^@2# 
 
Ã ��� -PFQT"1Ÿ<pTßÊ.iI>c.^@2ξľƟΠľƟŊnAο#1Ÿ<p3.iI

>ckšĽT"�9ɢÐ¹S1Ÿ<pSȜ"�10ɢ,15ɢÐ¹S1Ÿ<pSȜ"�16ɢÐ¸

S1Ÿ<pSȜoș0L6G<.ξ$Ü-Z&!T8/PT?!Ï½C������@�ǡ�

=Ƥ�/�Ã�	GǅZ<(6-!ǝ# 
 

�ϏɢÐ¹S1Ÿ<pSȜ Ê /H"ʣŸ� � � � Ê 

�10,15ɢÐ¹S1Ÿ<pSȜ Ê /H"ʣŸ� � � � Ê 

�16ɢÐ¸S1Ÿ<pSȜ Ê /H"ʣŸ� � � � Ê 

 

Ã��� ʛŗS1Ý^.SŘŜoș0L6G<.#ǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.# 

χτ¹ǱʠŘĞξÄŐ�ÄŐ´�~Ũ�|ėŦ�|¦�õôǢwǣzŮο  

ψτ¸ǱʠŘĞξõôǤzŮ�ĺŨ�´Ũ�ėŦ�Ç�{ėŦ�×Ý{ėŦο  

ωτȢȷŘĞξĪĲ´�ŏõŨ�×ÝĪĲο  

ϊτ˗ʮŘĞξƄŮ´Ũ�ĭŘ�ƄŮ�ƄŮ°Ũ�×Ý|ƄŮο  

ϋτ˿űȿŘĞξƑÙĸ�ƑÙĸĻ�×ÝƑÙĸο  

 

Ã��� ʛŗS1Ý^.TɝSOlQǆFj^@2#ǆLT^kbSǢ9@ oJ8L6G<.# 

χτ´ǱǀLȁHƇ ψτ´ǱǀL͕͓ ωτĈ͊ �¦ ϊτɩΎS͕͓ �¦ 

ϋτɩΎSr�±� ότĀŌÝŽ ύτʿŽ°Ɓ̓°Ƒ  

 

 

 

 

χτ.k ψτ.P. 
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Ã �	� -PFT"2014 ƵύȺȮʇM"ǱʠƬQßƵÝpM.^@2#ό¯ȺÐ¸Tĉj¸9L1

˛06G<.# 

      P1"ǧvĴĹŖBÏ½C��ǡ�=Ƥ�/;(6-!# 

�

Ã�
� ȹǍQ"ŸObSͷWšdƟšǴQΏ>L;ǥ̦3;=.^>Fi";̏ʡQ;̳þ6G<

.# 

 

 

  

ˤ Ƶ 

+W<[ucxkCƌXU<1�ĳĄ@�Ƥ�OW&?!%>"%,ŵƩ!56'�ƾ�ťêƆ@�W;�

,ƾǂ(6-!�$Ċ/!~�,³©!56'�ƫ@ U&=",.!K/5��
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� :S̈́ɍT"OS͘Ŋb-PF3O/ǜ/2o˛0kbSM@#ɠ>.˛0dΎ

ͼIF˛0T-j^Bp# 

 

� ÊTDlEl̂0ȣ3ͼ/SM"´JS͘ŊQ"-PFSΙ
NPj

QƼIL.kÊT

%T.&Nǜ/2b>l^Bp>"-PFT%..0&Nǜ/2b>l^Bp#̏

Ĉ3ǜIFN:mQ oJ8L6G<.# 

 
� P1"Ŋχ2iΦQ"͘ ŊSʧĺN˛0kšǴoh6ʼ2aL oJ8L6G<

.# 
 
 
 
ƴǭψόƵώȺχφȦ 

 
 

ǽǆ 
ǱʠƬǊǴ� ǱʠƬȕ˜ʺˏǴ 
Ξ̹� 048-441-1800ξă˵ 470ο 

FAX� 048-431-6790 
E-mail� seisaku@city.toda.saitama.jp 

 
  

%ͷWšǴQJ.LS̈́ɍ&;ģĔS1ά. 
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::2i͘Ŋ3Ŵ^j^@ 

 

�τĀŔSčʟQJ.L1̆4>^@# 

 

Ŋχ� ĀŔSčʟQJ.L"-PFTO/ǜ.^@2#DlEl-LT^kN:mχJG

8" oJ8L6G<.# 

 4"ċ"�
>7T%=Ƣ#D�

4"ċ"�

>7T%=Ƣ#D�

4"ċX?!�

4"�

ċX?!�

aτ̏ʡQͷWF.  χ ψ ω ϊ 

bτ~yo@kNħP.SM"-k 

ˋƻ
L.O

S©±©3ǖ̥ 
χ ψ ω ϊ 

cτŸObG8MͷUP.ȣ3h. χ ψ ω ϊ 

�

Ŋψ� ĀŔQ-PFTOpPͷĂo´ʧ̴˽>L\>.M@2#-LT^kN:mχJG

8" oJ8L6G<.# 

χτʹš
@PU

 ψτʃ
@[

jĶ ωτΉɑ
LJ]/

 

ϊτ�§� ϋτ�¤}©�¢ ότ DSÍξ� � � � � � � � ο 

ύτʑQǖ̥PͷĂTP.   

 

Ŋω� ĀŔMͷY:NQ"-PFTºſ3-j^@2#-LT^kN:m@[LQ" o

J8L6G<.# 

χτ~yo>P.2 ψτ.?ailP.2 ωτÆÓ
?8p

Qƫ
^

4ͨ
:

^lP.2 

ϊτÍSÊ2iͬǣ
a.n6

oĲ8P.2 ϋτÍSÊQͬǣo28P.2 ότºſTP. 

ύτDSÍξ� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ο 

 

�τͷWšǴQJ.L1̆4>^@# 

 

Ŋϊ� -PFT"ͷWšǴQJ.LºʁT-j^@2#-LT^kN:m@[LQ" o

J8L6G<.# 

χτũͷWM4kȮΎ3ƚP. ψτ̏ʡQͷ[kšǴ3ƚP. 

ωτ�±©ͷWPO3M4kšǴ3ƚP. ϊτľƵÏSĮGH3ƚP. 

ϋτ̫ŸMͷYɚ×3ƚP. 
ότƍͣ

R:m

pGjM4kšǴξ̖ʞ
>UX

ƷšοPO3 

� � ƚP. 

ύτΝSȦMbͷ[kšǴ3ƚP. ώτͷĂPO3Ĵ6LħP. 

ϏτũMͷYSTħP. 10τDSÍξ� � � � � � � � � � � � � � ο 
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Ŋϋ� -PFT"Ȕ̓ǍPOŻɎÐũSȮΎƯoO:M;@:N3Ū.M@2#DlE

l-LT^kN:mχJG8" oJ8L6G<.# 
 

?/� Ǆ@ǢĬ� Ǆ@ǣ�ǤĬ� Ǆ@Ǥ�ǥĬ� Ǆ@ǥ�ǦĬ� IJŌĬ�

aτĀŔ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

bτŻ˔é̌ƅ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

cτŢ
?e6

°̀.Æ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

dτ̏Ž χ ψ ω ϊ ϋ ό 

eτĮGHSƇ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

fτŻɎ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

gτý˔��±°Āɩΰ χ ψ ω ϊ ϋ ό 

hτDSÍξ� � � � � ο χ ψ ω ϊ ϋ ό 

 

�τ-PFS:NQJ.L1̆4>^@# 

 

Ŋό� -PFSǝČoș0L6G<.#  

 

Ŋύ� -PFSÝpM.kŘŜoș0L6G<.#-LT^kN:mχJG8" oJ8

L6G<.# 

χτ¹ǱʠŘĞξÄŐ�ÄŐ´�~Ũ�|ėŦ�|¦�õôǢwǣzŮο  

ψτ¸ǱʠŘĞξõôǤzŮ�ĺŨ�´Ũ�ėŦ�Ç�{ėŦ�×Ý{ėŦο  

ωτȢȷŘĞξĪĲ´�ŏõŨ�×ÝĪĲο  

ϊτ˗ʮŘĞξƄŮ´Ũ�ĭŘ�ƄŮ�ƄŮ°Ũ�×Ý|ƄŮο  

ϋτ˿űȿŘĞξƑÙĸ�ƑÙĸĻ�×ÝƑÙĸο  

 

Ŋώ� ͷWšǴQJ.L"O/ǜ.^@2#̏ʡQ̳þ>L6G<.# 

 
 
 
 
 
 
 
 

͘ŊT::^MM@#-j3N/;=.^>F# 

χτʣǝ ψτűǝ 



����

�����

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 647 95.9
ƙ09DP 21 3.1
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 562 83.3
ƙ09DP 106 15.7
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 537 79.6
ƙ09DP 131 19.4
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 472 69.9
ƙ09DP 196 29.0
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 625 92.6
ƙ09DP 43 6.4
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 609 90.2
ƙ09DP 59 8.7
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ŕ3H8àř�̦ř�

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ˢ28ĘŸ�̛Ÿ�

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ʻȘ 8ɤɪͷŶ̑ʻ�̞ʻ43�

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ɦȻɥļ 8ɤɪͷǠʾɥļ43�

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ʥɁɷ4ɤɪ�

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ʦŒ�͓Œ�



����

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 520 77.0
ƙ09DP 148 21.9
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 529 78.4
ƙ09DP 139 20.6
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 608 90.1
ƙ09DP 60 8.9
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ˀɪ˨̜�

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���(8µ�

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ɦDQ0�N%-2ÄU1�P�

Ģͻ��4*�ǁɩƃ5ÄFM�54-*ɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���̢þ̢ř8Í�

ǁɩ¦ŋɱ͈8ŗĲ

ˌž5̛���i��T �"*�

ŏ�ǁɩë̏

ŕ28̛Ÿ

ŕ3H8͟�N

ŕ3H8͟ÄU1�*�N

ŕË�ɦDQ0

ʂś

ʂś��-*�N

��i���ȭ5à-*

��i��̆à

��i��̆à8*G

�ǁƔ05ÄU1�P�N

�ǁƔ0T˿-*

ͭ5̛�

ŤT˿-*

Ť̆à8ɐ

řɦ8͟�Ť8Ɩ-̊"1ǁɩ@

Äś̆à8ɐ

ų �͟�N%-2ÄU1�P

ǧʞɗº��-*�N

ʂśàŸ8ɐ

§±8̑þ5MO

ÄŸ8̆à



�	��

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 644 95.4
ƙ09DP 29 4.3
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 593 87.9
ƙ09DP 80 11.9
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 521 77.2
ƙ09DP 152 22.5
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 593 87.9

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���ʦŒ�͓Œ�

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���ʻȘ 8ɤɪͷŶ̑ʻ�̞ʻ43�

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���ˢ28ĘŸ�̛Ÿ�

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���ŕ3H8àř�̦ř�

ˢ�ǁɩ5ŤT˿-**G

ˢ�̑Ÿ

ˢ8Ɩ-̊"

̑þ

̑þͷŤǪ8

̑ȏ

ıĳT̆à"0�-**G

Ȉ°�N̑Ÿ

Ęȕ

ˢ8´ 

ˢ8̑þ

̦ř8*G

ɦDQ9ǁɩƃ

ŉř̦ř8*G

̯ė��i���Ɣ-*ɐ

Ɲ28ĘŸ

¢ûɧ̆à

Ŋ8̑þ

ɖ8̑þ5MO

Ðʾİ@8�%�J$ 



�	��

ƙ09DP 80 11.9
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 599 88.7
ƙ09DP 74 11.0
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 575 85.2
ƙ09DP 98 14.5
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 617 91.4
ƙ09DP 56 8.3
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 373 55.3
ƙ09DP 300 44.4
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 643 95.3
ƙ09DP 30 4.4
ɑĩʘ 2 0.3
ė˥ 675 100.0

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���ʥɁɷ4ɤɪ�

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���ɦȻɥļ 8ɤɪͷǠʾɥļ43�

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���ˀɪ˨̜�

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���(8µ�

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���Ɩ-̊$¬Š94��

Ģͼ��4*�ȟ5Ɩ-̊$2"*Nʷ�NQPɤɪ9Ç1$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�
+ ���̢þ̢ř8Í�

ŤǪ8̑þ



�		�

ƏǢ ~�m�v

155 23.0
245 36.3
152 22.5
100 14.8
23 3.4
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

84 12.4
294 43.6
175 25.9
99 14.7
23 3.4
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

Ģͽ��4*9˿ɗ�Ņͩ�ŕʾ0438
ĳĶ8ƴĹ�TƣP2�5�¸¡5��PǃȧT38ʋƏð
ɨ QD$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���ǁɩƃ8ƍĹʡ�

Ģͽ��4*9˿ɗ�Ņͩ�ŕʾ0438
ĳĶ8ƴĹ�TƣP2�5�¸¡5��PǃȧT38ʋƏð
ɨ QD$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���t����j\�ǧʺ�

ˀì8ǎ,Ť�ǎ0*ǰ

ˀʐ

ʂś@àPǰ

ŶʻTȞ5

ɑĩʘ

M�ðɨ$P

2�3�ðɨ$P

B2U3ðɨ"4�

D-*�ðɨ"4�

ʶƟ8ɦȻ

ŠƊƟɥļ8˄�2�R@ʊÄ$P

ɝʐ

Ŋ8ˢ28ĘŸ

Ŋ8̑þ

ʶƟ8*G

ʶƟ8³˹ǩ˩

ÄŸ̆à

Äś̆à

M�ðɨ$P

2�3�ðɨ$P

B2U3ðɨ"4�

D-*�ðɨ"4�

ɑĩʘ

ė˥

ëɧƟ8ŕ3H8ƾ̾

ǧŸ̆à

ˢ�N͓Q*�

ˢ8ƷĚ��Pĺė

āɭǣɤ

ƍ�ǁƔ05ÄE*�4Q:Ɩ-̊$�

ŕ3H�Ľ�*N̲źǢ8̴ė

ŕ3H8ʦŒƟ

ȶŝ

ˀʧˀ̋

ˀś̆à

ė˥

Ģͽ��4*9˿ɗ�Ņͩ�ŕʾ0438
ĳĶ8ƴĹ�TƣP2�5�¸¡5��PǃȧT38ʋƏð
ɨ QD$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ��������~�438ĳĶƴĹ
ʡ�



�	
�

25 3.7
263 39.0
185 27.4
173 25.6
29 4.3
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

21 3.1
138 20.4
230 34.1
256 37.9
30 4.4
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

35 5.2
74 11.0
164 24.3
372 55.1
30 4.4
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

111 16.4
334 49.5
126 18.7
79 11.7
25 3.7
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

271 40.1
74 11.0
92 13.6
42 6.2
107 15.9
19 2.8
70 10.4
675 100.0

Ģ;��4*9ǁɩƃ8ȶŝ5Ů"0¢ŝ5Ư��29�OD$��ƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�
+ ��

Ģͽ��4*9˿ɗ�Ņͩ�ŕʾ0438
ĳĶ8ƴĹ�TƣP2�5�¸¡5��PǃȧT38ʋƏð
ɨ QD$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���č±438đe��

Ģͽ��4*9˿ɗ�Ņͩ�ŕʾ0438
ĳĶ8ƴĹ�TƣP2�5�¸¡5��PǃȧT38ʋƏð
ɨ QD$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���SNSͷFacebook43�

2�3�ðɨ$P

B2U3ðɨ"4�

D-*�ðɨ"4�

ɑĩʘ

ė˥

M�ðɨ$P

2�3�ðɨ$P

B2U3ðɨ"4�

D-*�ðɨ"4�

Ģͽ��4*9˿ɗ�Ņͩ�ŕʾ0438
ĳĶ8ƴĹ�TƣP2�5�¸¡5��PǃȧT38ʋƏð
ɨ QD$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���ǁɩƃ8�����j�

ɑĩʘ

ė˥

M�ðɨ$P

M�ðɨ$P

2�3�ðɨ$P

B2U3ðɨ"4�

D-*�ðɨ"4�

ɑĩʘ

M�ðɨ$P

2�3�ðɨ$P

B2U3ðɨ"4�

D-*�ðɨ"4�

ɑĩʘ

ė˥

¢ŝ94�

(8µ

ɑĩʘ

ė˥

ė˥

ɚʰ

˷ūʲ�4�

˖ɍ�Ŵ4�

̛͏28̓SO�4�



�	��

ƏǢ ~�m�v

372 55.1
250 37.0
27 4.0
8 1.2
18 2.7
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

72 10.7
275 40.7
200 29.6
107 15.9
21 3.1
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

21 3.1
129 19.1

ĢͿ�âİ8ðɨ435.�038M�5Ư�D$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ 
���ŕ3H8Ł�ͯ�"�81��PʋƏ8ðɨñ͇T$PA��

ĢͿ�âİ8ðɨ435.�038M�5Ư�D$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ 
���c^T$P2ć4�81��PʋƏ8ðɨñ͇T˩�PA��

ĢͿ�âİ8ðɨ435.�038M�5Ư�D$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ 
���ˀɪ5̧?�2�1�*Ǩ�M��

Ģ;��4*9ǁɩƃ8ȶŝ5Ů"0¢ŝ5Ư��29�OD$��ƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�
+ ���ˀɪ˨̜�

Ǝ�Ŵ4�ǵ�Ň̪

ǫȂįʟ194�2ƯSQP±	�ņǢ�P�2

>.�8�ka9�P2Ư��

Ņį±ͷɘ5¦į±�ņ�

Ņį±�ņ�

Ņį±8ņ 

Ņ±�ņ�

˖8f�8ņ �¯̢ǟ�ȣ�o}e43ÄȬ8ƹƏ�Ƴ�

řȏ�N8¢ŬʸƴĹ

̛͏1ßʑ˕Ǩ¢ǭ8º��-*81̛͏2���21¢ŝ�

˷ūş8�q��i���ȢʴƸ�Ã�

(�Ư�

(�Ư�

ɑɤͶ*� U�P8+�NͶ

Ň̪�ǵ$�P

¢Ŭʸ

ì�OD&U

ł̅ʸ

ł̅ʸ8Ľö

Ȃɬ8¯ɮ�ģȳ5łS-*�ģȳ8ȶŝŮʙ48�΅(ȶŝ�Ƴ�4-*ɐ48�΅

ɑ±¯ɮ�ņ�

¯ɮ�4�

ŕË8".�Ǩ

̶ŉɚʰHņǢɴɦ�ȁˣȲºHȗǐ5�2D�4�

ʮ̍¡8ʏ�ĳ�±̢O8Ŵ4 Jǵ 

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ė˥

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ė˥

(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�Ư�



�	��

262 38.8
240 35.6
23 3.4
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

91 13.5
229 33.9
197 29.2
140 20.7
18 2.7
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

37 5.5
101 15.0
53 7.9
106 15.7
45 6.7
128 19.0
30 4.4
135 20.0
40 5.9
675 100.0

Ģ�âİ5�ɮ˩ʱ"0Ƞ"�̧ä94U1$��ƙ09DPH81.5○T.�0�+ ���ˀɪ˨
̜�

02ǄĚ�̧ä

Vk�qra

�Q�4vX�

gr]�b�Y�w

ŕË��4�81ì�N4�

ˆɦ

ˆɦ8âİ�ƍĺ�ħȮ43ʬ8ņ�ʏ͂

ė˥

(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ĢͿ�âİ8ðɨ435.�038M�5Ư�D$��(Q)Qƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ 
���ŕ3H+�1̧:4�Ǩ�M��

���e

j��b�j�

Ͳ͵ʸĚ�8Õƒ̧ä

(8µ

ɘ5Ƨ˝4̧ä94�

ɑĩʘ

ɑĩʘ

ė˥

ʀĺ

ɈOē

̺Ȕ

Ģ�âİ5�ɮ˩ʱ"0Ƞ"�̧ä94U1$��ƙ09DPH81.5○T.�0�+ ��

ė˥

��q

����É�Pĺǂ

���1̧APĺǂ

���Tǅ-*O̎-*O$Pĺǂ

ɈOēJ���e43�.�0�PŉĴĮŞ̌ä(�Æ24-0�P)

ʀĺ9ə8���ȭ54P814�Ǩ����

i�n�

o�h����

oX�82=ʜ8M�4̧ä

}kcrvf��43����É�Pĺǂ

���

>S>Sw��( 1j���1�Pɗ)



�	�

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 383 56.7
ƙ09DP 269 39.9
ɑĩʘ 23 3.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 542 80.3
ƙ09DP 110 16.3
ɑĩʘ 23 3.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 231 34.2
ƙ09DP 421 62.4
ɑĩʘ 23 3.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 526 77.9
ƙ09DP 126 18.7
ɑĩʘ 23 3.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 351 52.0

Ģ�âİ1ŕ3HŢ:&P�25Ů$P¢ŝ9�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+
 ���c^T"4���

Ģ�âİ1ŕ3HŢ:&P�25Ů$P¢ŝ9�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+
 ���º5Ƃ�̙DQ4���

Ģ�âİ1ŕ3HŢ:&P�25Ů$P¢ŝ9�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+
 ����#GNQ4���

Ģ�âİ1ŕ3HŢ:&P�25Ů$P¢ŝ9�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+
 ���µ8±5̝ƵT��4���

Ģ�âİ1ŕ3HŢ:&P�25Ů$P¢ŝ9�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+
 ���µ8±�N̝ƵTĐ�4���

ʬ�Ȁ�Vk�qra

ÆT̼�PĦä

ûɗ8\�jZ�v�z�

ûɗ8ʱɗ�¨-*O"0̧AP

ǫƛ

ì�OD&U

Ȁ͊5��q

ų �ŕËɨ8���e

ǧǺĳāǨ͜5âİ���

ˋFN�ŕ3H̫�˒ďO43�1�PM�4ĺǂ1$�



�	��

ƙ09DP 301 44.6
ɑĩʘ 23 3.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 596 88.3
ƙ09DP 56 8.3
ɑĩʘ 23 3.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 622 92.1
ƙ09DP 30 4.4
ɑĩʘ 23 3.4
ė˥ 675 100.0

o}e438$��NTǃ5ďP�̪̐52=+$81ǟ5�S4���

vX�4318º

B-*N�"8ŕʾ09"09��4�

S�N4�

̩Ð˹5"$�P8H3��2Ư�

Ģ�âİ1ŕ3HŢ:&P�25Ů$P¢ŝ9�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+
 ���ˀɪ˨̜�

Ģ�âİ1ŕ3HŢ:&P�25Ů$P¢ŝ9�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+
 ���(8µ�

Ģ�âİ1ŕ3HŢ:&P�25Ů$P¢ŝ9�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+
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�	��

ƏǢ ~�m�v

155 23.0
85 12.6
145 21.5
26 3.9
124 18.4
40 5.9
4 0.6
12 1.8
84 12.4
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

9� 218 32.3
��� 439 65.0
ɑĩʘ 18 2.7
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 169 25.0
ƙ09DP 50 7.4
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

Ģ10�Ģ91
ͻ.9��2ʘ�*Ǩ5�ű7"D$�řʑÐʾŢ5�ŕ UT͡�Pͷ͡�*�͡�*
�ɤɪTǠ�0�+ ��¸¡84�1�ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ ���]`Tǎ*
&P8�¢ŝ�

řƊ8ñ͇T4�"0B"�
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��

Ģ�řʑÐʾñƏ1ǻHÛÞɷ5Ýš$A�9Ç+2Ư�D$��ƙ09DPH8ͻ.5○T.�0
�+ ��ˀɪ˨̜�

Ģ�řʑÐʾñƏ1ǻHÛÞɷ5Ýš$A�9Ç+2Ư�D$��ƙ09DPH8ͻ.5○T.�0
�+ ��

ì�N4�
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6ƊɦD1
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(8µ
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�	��

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 195 28.9
ƙ09DP 24 3.6
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 88 13.0
ƙ09DP 131 19.4
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 129 19.1
ƙ09DP 90 13.3
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 176 26.1
ƙ09DP 43 6.4
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 181 26.8
ƙ09DP 38 5.6
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

Ģ10�Ģ91
ͻ.9��2ʘ�*Ǩ5�ű7"D$�řʑÐʾŢ5�ŕ UT͡�Pͷ͡�*�͡�*
�ɤɪTǠ�0�+ ��¸¡84�1�ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ ���ŕ3H�č
̫2̧=*�-0�P�
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T"0Ƞ"��

Ģ10�Ģ91
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�ɤɪTǠ�0�+ ��¸¡84�1�ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ ���ŕ3H+�
1Ť5�P89�S�(��

Ģ10�Ģ91
ͻ.9��2ʘ�*Ǩ5�ű7"D$�řʑÐʾŢ5�ŕ UT͡�Pͷ͡�*�͡�*
�ɤɪTǠ�0�+ ��¸¡84�1�ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ ���ŕ3H+�
1Ť5�P89ć4��

Ģ10�Ģ91
ͻ.9��2ʘ�*Ǩ5�ű7"D$�řʑÐʾŢ5�ŕ UT͡�Pͷ͡�*�͡�*
�ɤɪTǠ�0�+ ��¸¡84�1�ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ ����L�+�
��4��



�
��

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 174 25.8
ƙ09DP 45 6.7
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 69 10.2
ƙ09DP 150 22.2
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 213 31.6
ƙ09DP 6 0.9
͛ˬƙ 443 65.6
ɑĩʘ 13 1.9
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 407 60.3
ƙ09DP 189 28.0
͛ˬƙ 2 0.3
ɑĩʘ 77 11.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 532 78.8
ƙ09DP 64 9.5
͛ˬƙ 2 0.3
ɑĩʘ 77 11.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 441 65.3
ƙ09DP 155 23.0
͛ˬƙ 2 0.3
ɑĩʘ 77 11.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 507 75.1

Ģ11�řʑÐʾŢ5Ů"0¢ŝTƸ#P�29�OD$���µ8ŕ5c^T &4���

Ģ11�řʑÐʾŢ5Ů"0¢ŝTƸ#P�29�OD$���c^T"4���

Ģ11�řʑÐʾŢ5Ů"0¢ŝTƸ#P�29�OD$���©Ƕ4ŕ8ƛ͝TĐ�4���

Ģ10�Ģ91
ͻ.9��2ʘ�*Ǩ5�ű7"D$�řʑÐʾŢ5�ŕ UT͡�Pͷ͡�*�͡�*
�ɤɪTǠ�0�+ ��¸¡84�1�ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ ���(8µ�

Ģ10�Ģ91
ͻ.9��2ʘ�*Ǩ5�ű7"D$�řʑÐʾŢ5�ŕ UT͡�Pͷ͡�*�͡�*
�ɤɪTǠ�0�+ ��¸¡84�1�ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ ���Ŷù8*
G�

Ģ10�Ģ91
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�ɤɪTǠ�0�+ ��¸¡84�1�ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ ���ˢJˢǀ5
͡�-0HN�4��

Ģ11�řʑÐʾŢ5Ů"0¢ŝTƸ#P�29�OD$����#G5ėS4���
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ƙ09DP 89 13.2
͛ˬƙ 2 0.3
ɑĩʘ 77 11.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 467 69.2
ƙ09DP 129 19.1
͛ˬƙ 2 0.3
ɑĩʘ 77 11.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 478 70.8
ƙ09DP 118 17.5
͛ˬƙ 2 0.3
ɑĩʘ 77 11.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DN4� 559 82.8
ƙ09DP 37 5.5
͛ˬƙ 2 0.3
ɑĩʘ 77 11.4
ė˥ 675 100.0

Ģ11�řʑÐʾŢ5Ů"0¢ŝTƸ#P�29�OD$��ƙ09DPH8$A05○T.�0�+ 
���ˀɪ˨̜�

Ģ11�řʑÐʾŢ5Ů"0¢ŝTƸ#P�29�OD$���(8µ�
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Ģ11�řʑÐʾŢ5Ů"0¢ŝTƸ#P�29�OD$���µ8ŕ5̝ƵT��4���

�J.��tvqr�kJq�eʕkxraˍŕ�ņ�2ʺ�*�

�J.8ʍͧ

1�Q:�%�4�8�˄�2Ư�ͷ+Q�ŤǪ�Ť5�P�2�ǾD"�

9,IG,I4X��j

D+ŕË�ų �81M�S�N4�

D+šƸ4�ʷ�04�
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ǏŲĠ8±Ȓ



�
	�

ƏǢ ~�m�v

220 32.6
290 43.0
93 13.8
35 5.2
37 0.0
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

6 0.9
89 13.2
286 42.4
246 36.4
48 7.1
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

184 27.3
318 47.1
91 13.5
39 5.8
43 6.4
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

313 46.4
253 37.5
53 7.9
20 3.0
36 5.3
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

Ģ12�ŕ3HT͡�Pĺǂ5.�038M�5Ư�D$���ˀś1͜ÓTEP8�ǾD"��

Ģ12�ŕ3HT͡�Pĺǂ5.�038M�5Ư�D$���ʄɖȨ438ˢͧ5͡�P8�ǾD"��
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18 2.7
52 7.7
64 9.5
247 36.6
223 33.0
54 8.0
17 2.5
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 287 42.5
ƙ09DN4� 186 27.6

͛ˬƙ 181 26.8
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 148 21.9
ƙ09DN4� 322 47.7

͛ˬƙ 184 26.3
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 170 25.2
ƙ09DN4� 302 44.7

͛ˬƙ 181 27.0
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 393 58.2
ƙ09DN4� 80 11.9

͛ˬƙ 181 26.8
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƙ09DP 411 61.0
ƙ09DN4� 62 9.2

͛ˬƙ 181 26.8
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

Ģ14�Ģ131
;3,N�2ˤ�:Ƴ�4-*�
ͿƳ�4-*�2�ʘ�54-*Ǩ@�ű7"D
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Ģ14�Ģ131
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ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 316 46.8
ƙ09DN4� 157 23.3

͛ˬƙ 181 26.8
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 402 59.6
ƙ09DN4� 71 10.5

͛ˬƙ 181 26.8
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 428 63.4
ƙ09DN4� 45 6.7

͛ˬƙ 181 26.8
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 112 16.6
ƙ09DN4� 361 53.5

͛ˬƙ 181 26.8
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ƙ09DP 443 65.6
ƙ09DN4� 30 4.4

͛ˬƙ 181 26.8
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

Ģ14�Ģ131
;3,N�2ˤ�:Ƴ�4-*�
ͿƳ�4-*�2�ʘ�54-*Ǩ@�ű7"D
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Ģ14�Ģ131
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ƏǢ ~�m�v

4" 35 5.2
̥51ǫ 42 6.2
̥52~3ǫ 42 6.2
̥53~4ǫ 15 2.2
̥54~5ǫ 6 0.9
BCȩǫ 2 0.3
͛ˬƙ 510 75.6
ɑĩʘ 23 3.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

¯̸̢8Ľö5MPǟ�ˀɓ8ž�Ȋ�ɦɗ8ɃŴ

âİ�Ŵ4�(ĺǂ5M-0)
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09DPH8ͻ.5○T.�0�+ �ͷųřɦ8�ŕ U��N-"IN4�ĺė9Ģ16@�
�řʑÐʾŢ�

Ģ15��4*8�ŕ U9�ǝ˲Ɵ43řȏ¸Ņ8ǰ͂ƅT3�1̩�$�2�ņ�1$��(Q)Qƙ
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d��
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4" 111 16.4
̥51ǫ 3 0.4
̥52~3ǫ 3 0.4
̥53~4ǫ 4 0.6
̥54~5ǫ 15 2.2
BCȩǫ 2 0.3
͛ˬƙ 513 76.0
ɑĩʘ 24 3.6
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

4" 27 4.0
̥51ǫ 33 4.9
̥52~3ǫ 59 8.7
̥53~4ǫ 16 2.4
̥54~5ǫ 8 1.2
BCȩǫ 4 0.6
͛ˬƙ 510 75.6
ɑĩʘ 18 2.7
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

4" 8 1.2
̥51ǫ 22 3.3
̥52~3ǫ 40 5.9
̥53~4ǫ 30 4.4
̥54~5ǫ 8 1.2
BCȩǫ 37 5.5
͛ˬƙ 509 75.4
ɑĩʘ 21 3.1
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

4" 64 9.5
̥51ǫ 58 8.6
̥52~3ǫ 15 2.2
̥53~4ǫ 3 0.4
̥54~5ǫ 2 0.3
͛ˬƙ 511 75.7
ɑĩʘ 22 3.3
ė˥ 675 100.0

Ģ15��4*8�ŕ U9�ǝ˲Ɵ43řȏ¸Ņ8ǰ͂ƅT3�1̩�$�2�ņ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ �ͷųřɦ8�ŕ U��N-"IN4�ĺė9Ģ16@�
�č+,8Ť�

Ģ15��4*8�ŕ U9�ǝ˲Ɵ43řȏ¸Ņ8ǰ͂ƅT3�1̩�$�2�ņ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ �ͷųřɦ8�ŕ U��N-"IN4�ĺė9Ģ16@�
�ˀś�

Ģ15��4*8�ŕ U9�ǝ˲Ɵ43řȏ¸Ņ8ǰ͂ƅT3�1̩�$�2�ņ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ �ͷųřɦ8�ŕ U��N-"IN4�ĺė9Ģ16@��Ļ�
ʵ��
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ƏǢ ~�m�v

4" 92 13.6
̥51ǫ 27 4.0
̥52~3ǫ 8 1.2
̥53~4ǫ 7 1.0
̥54~5ǫ 4 0.6
BCȩǫ 2 0.3
͛ˬƙ 511 75.7
ɑĩʘ 24 3.6
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

4" 112 16.6
̥51ǫ 20 3.0
̥52~3ǫ 8 1.2
͛ˬƙ 511 75.7
ɑĩʘ 24 3.6
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

4" 64 9.2
̥51ǫ 6 0.9
̥52~3ǫ 5 0.7
͛ˬƙ 533 79.0
ɑĩʘ 69 10.2
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

411 60.9
198 29.3
30 4.4
7 1.0
29 4.3
675 100.0

Ģ15��4*8�ŕ U9�ǝ˲Ɵ43řȏ¸Ņ8ǰ͂ƅT3�1̩�$�2�ņ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ �ͷųřɦ8�ŕ U��N-"IN4�ĺė9Ģ16@�
�ˀɪ˨̜�

Ģ15��4*8�ŕ U9�ǝ˲Ɵ43řȏ¸Ņ8ǰ͂ƅT3�1̩�$�2�ņ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ �ͷųřɦ8�ŕ U��N-"IN4�ĺė9Ģ16@�
�(8µ�

Ģ15��4*8�ŕ U9�ǝ˲Ɵ43řȏ¸Ņ8ǰ͂ƅT3�1̩�$�2�ņ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ �ͷųřɦ8�ŕ U��N-"IN4�ĺė9Ģ16@��ßʑ
m�o��âȬͫ�

Ģ15��4*8�ŕ U9�ǝ˲Ɵ43řȏ¸Ņ8ǰ͂ƅT3�1̩�$�2�ņ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ �ͷųřɦ8�ŕ U��N-"IN4�ĺė9Ģ16@�
�řȏ�

Ģ16��4*9�ŕ3H8".�Jŕ3H8ǫƇɷ4˕û5.�038M�5�ʷ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���Ƴ��2T"*N±ò1HĔPA��

(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

��i��8_rl���

šŤ

ĭǹͫ�̳ıĆɗͫ

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ė˥



�
��

ƏǢ ~�m�v

354 52.4
276 40.9
12 1.8
33 4.9
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

329 48.7
285 42.2
24 3.6
2 0.3
35 5.2
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

392 58.1
235 34.8
12 1.8
2 0.3
34 5.0
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

189 28.0
316 46.8
119 17.6
15 2.2
36 5.3
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

201 29.8
266 39.4
147 21.8
26 3.9
35 5.2
675 100.0

Ģ16��4*9�ŕ3H8".�Jŕ3H8ǫƇɷ4˕û5.�038M�5�ʷ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���řȏ�ʢS-*ND-$�Ť5ƆPA��

Ģ16��4*9�ŕ3H8".�Jŕ3H8ǫƇɷ4˕û5.�038M�5�ʷ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���ŕ3H9c^T"0ƾ̾$PH8+�

Ģ16��4*9�ŕ3H8".�Jŕ3H8ǫƇɷ4˕û5.�038M�5�ʷ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���ŕ3H9ˀɪ5̧?k��k�Ƨ˝+�

Ģ16��4*9�ŕ3H8".�Jŕ3H8ǫƇɷ4˕û5.�038M�5�ʷ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���ŕ3H9Ņ1̧?A��

Ģ16��4*9�ŕ3H8".�Jŕ3H8ǫƇɷ4˕û5.�038M�5�ʷ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���ˢ¸Ņ8±5HȺƷ Q0ƾ̾$PH8+�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ė˥

(�Ư�

(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�Ư�

(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ė˥

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ė˥

ė˥

(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ɑĩʘ

ė˥



�
��

ƏǢ ~�m�v

391 57.9
220 32.6
25 3.7
4 0.6
35 5.2
675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ɫƱ 287 42.5
ōƱ 372 55.1
ɑĩʘ 16 2.4
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

29Ȥ¸¡ 89 13.2
30Ȥ39Ȥ 172 25.5
40Ȥ49Ȥ 174 25.8
50Ȥ59Ȥ 104 15.4
60Ȥ¸  116 17.2
ɑĩʘ 20 2.3
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ŉř�ŉř͈ 239 35.4
ɿŉ�ͲŰ 77 11.4
Ű̿�Ėʍřȏ 123 18.2

Ͳȏ 204 30.2
¦ř 23 3.4
(8µ 3 0.4
ɑĩʘ 6 0.9
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

ɢƜŉřɦ 1 50.0
ɼ˹řȏͷͲʕ̲ 1 50.0

ė˥ 2 100.0

ƏǢ ~�m�v

ȢʂĠ�ȢʻĠ 259 38.4
ˀĤȘ�ˀɪȘ 40 5.9
ŌʠʂĠ�ĥ˧ 30 4.4
ȼ̮ʂĠ 9 1.3

~�v�V�}Xv 131 19.4
ŤǪƢȘĠ 10 1.5
¾ʂʥĤ�ƜĠ 18 2.7
ŰȘ§œͷ§Ŋ 95 14.1

Ģ20��4*8ɢĲ8ʐĺTǠ�0�+ ��ƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ��

Ģ19��4*�ǻƟ5̢-*řȏ5.�0ǻH̛�H8T¸¡�N̰=�ƙ09DPH8ͻ.5○T.�
0�+ ���ˀɪ˨̜�

(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�Ư�

3,N�2ˤ�:(�ƯS4�

Ģ19��4*�ǻƟ5̢-*řȏ5.�0ǻH̛�H8T¸¡�N̰=�ƙ09DPH8ͻ.5○T.�
0�+ ��

Ģ18��4*8Ɗ͵TǠ�0�+ ��

Ģ17��4*8ƱïTǠ�0�+ ��

Ģ16��4*9�ŕ3H8".�Jŕ3H8ǫƇɷ4˕û5.�038M�5�ʷ�1$��(Q)Qƙ
09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ���ńɔ�q�X��ͳ-*NŤ5ƆPA��

(�ƯS4�

ɑĩʘ

ė˥



����

řɦ 23 3.4
ɑʻ 46 6.8
(8µ 6 0.9
͛ˬƙ 1 0.2
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

g��kȘ 1 20.0
ǠĠ 1 20.0

âüĠͷͲȏǠ˳ 1 20.0
Ɯʸ 1 20.0

͛ƇþʻĠ 1 20.0
ė˥ 5 100.0

ƏǢ ~�m�v

�P 472 69.9
�4� 192 28.4
͛ˬƙ 4 0.6
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v �,�ɫŕ8Ǣ→ ƏǢ ~�m�v

0± 497 73.6 0± 562 83.3
1± 107 15.9 1± 67 9.9
2± 46 6.8 2± 16 2.4
3± 6 0.9 3± 1 0.2
͛ˬƙ 1 0.2 ͛ˬƙ 1 0.2
ɑĩʘ 18 2.7 ɑĩʘ 28 4.2
ė˥ 675 100.0 ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v �,�ɫŕ8Ǣ→ ƏǢ ~�m�v

0± 542 80.3 0± 595 88.2
1± 93 13.8 1± 49 6.8
2± 17 2.5 2± 4 0.6
3± 4 0.6 3± 1 0.2
͛ˬƙ 1 0.2 ͛ˬƙ 1 0.2
ɑĩʘ 18 2.7 ɑĩʘ 28 4.2
ė˥ 675 100.0 ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v �,�ɫŕ8Ǣ→ ƏǢ ~�m�v

0± 408 60.4 0± 479 71.0
1± 79 11.7 1± 119 17.6
2± 131 19.4 2± 43 6.4

Ģ22��4*59��ŕ U9Ç±�N-"I�D$�ͷĘŸ͛ĘŸĢS%��ŕ U��N-"IP
ĺė9��9Ȥ¸¡8�ŕ U8Ǣ��10Ȥ�15Ȥ¸¡8�ŕ U8Ǣ��16Ȥ¸ 8�ŕ U8ǢTǠ
�0�+ �ͷ�ŕ U��N-"IN4�ĺė9������5
ͺ�2˨à"�Ģ23@̦U1�+ 
��(16Ȥ¸ 8�ŕ U8Ǣ)

Ģ22��4*59��ŕ U9Ç±�N-"I�D$�ͷĘŸ͛ĘŸĢS%��ŕ U��N-"IP
ĺė9��9Ȥ¸¡8�ŕ U8Ǣ��10Ȥ�15Ȥ¸¡8�ŕ U8Ǣ��16Ȥ¸ 8�ŕ U8ǢTǠ
�0�+ �ͷ�ŕ U��N-"IN4�ĺė9������5
ͺ�2˨à"�Ģ23@̦U1�+ 
��(10�15Ȥ¸¡8�ŕ U8Ǣ)

Ģ22��4*59��ŕ U9Ç±�N-"I�D$�ͷĘŸ͛ĘŸĢS%��ŕ U��N-"IP
ĺė9��9Ȥ¸¡8�ŕ U8Ǣ��10Ȥ�15Ȥ¸¡8�ŕ U8Ǣ��16Ȥ¸ 8�ŕ U8ǢTǠ
�0�+ �ͷ�ŕ U��N-"IN4�ĺė9������5
ͺ�2˨à"�Ģ23@̦U1�+ 
��(Ȥ¸¡8�ŕ U8Ǣ)

Ģ21�ɢĲ��4*5̵ØʸͷŊD*9ŏ9�N-"I�D$��

Ģ20��4*8ɢĲ8ʐĺTǠ�0�+ ��ƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ��
�ˀɪ˨̜�



����

3± 36 5.3 3± 6 0.9
4± 3 0.4 ͛ˬƙ 2 0.3
6± 1 0.2 ɑĩʘ 26 3.9
͛ˬƙ 2 0.3 ė˥ 675 100.0
ɑĩʘ 15 2.2
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

214 31.7
166 24.6
137 20.3
96 14.2
51 7.6

11 1.7
675 100

ƏǢ ~�m�v

�ǁƔ0ǎ,Ť 251 37.2
�ǁƔ0́̀ 8 1.2
ì˸��i�� 210 31.1
Ȭ͂8́̀��i�� 114 16.9
Ȭ͂8V~�v 60 8.9
âĤÄś 8 1.2
ʂś�ş˂�ŭ 12 1.8

ɑĩʘ 12 1.8
ė˥ 675 100.0

ƏǢ ~�m�v

1ƊȁɆ 16 2.4
1Ɗ 28 4.2
2Ɗ 30 4.4
3Ɗ 20 3.0
4Ɗ 21 3.1
5Ɗ 16 2.4
6Ɗ 25 3.7
7Ɗ 15 2.2
8Ɗ 12 1.8
9Ɗ 15 2.2
10Ɗ 29 4.3
11Ɗ 10 1.5
12Ɗ 11 1.6
13Ɗ 12 1.8
14Ɗ 12 1.8
15Ɗ 16 2.4
16Ɗ 10 1.5
17Ɗ 16 2.4
18Ɗ 23 3.4
19Ɗ 12 1.8
20Ɗ 34 5.0
21Ɗ 12 1.8
22Ɗ 12 2.1
23Ɗ 14 1.8
24Ɗ 12 1.6
25Ɗ 11 2.4
26Ɗ 16 1.3
27Ɗ 9 1.0

Ģ25��4*9�2014ƊǼǰɏ1�ǁɩƃ5ÇƊÄU1�D$���Ǽ¸ 9íO �0�ʘ��+
 ��

Ģ24�ɢĲ8�ÄD�9ȟ83Q5ƙ*OD$��ƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ��

Ģ23�ɢĲ8�ÄD�8ĳĶTǠ�0�+ ��ƙ09DPH8ͻ.5○T.�0�+ ��

ɑĩʘ

ė˥

 ǁɩĳāͷžŽͽ�ɹ�Ȃɬ�ąɬ�ǁɩâİ� ǁɩ�ŉŖ ǁɩ

ʔɹĳāͷʔɹąɬ�Ǭɋ�ʔɹ�ʔɹĀɬ�ŉŖ¡ʔɹ

ǧǺĳāͷǧǺą�ȯžɬ�ŉŖǧǺ

ʳōȀĳāͷʳōȀ�ʳōȀȈ�ŉŖʳōȀ

¡ǁɩĳāͷģȳ�ģȳą�¦ɬ�¡ǁɩ�¡ò�žŽͻ�ͼ�ɹ



��	�

28Ɗ 6 1.0
29Ɗ 4 2.1
30Ɗ 14 1.0
31Ɗ 7 0.4
32Ɗ 3 0.7
33Ɗ 5 1.3
34Ɗ 9 1.6
35Ɗ 11 1.2
36Ɗ 8 1.0
37Ɗ 7 1.0
38Ɗ 7 1.9
39Ɗ 6 2.4
40Ɗ 16 0.9
41Ɗ 6 2.4
42Ɗ 7 0.9
43Ɗ 4 1.0
44Ɗ 5 0.6
45Ɗ 6 0.7
46Ɗ 6 0.9
47Ɗ 3 0.9
48Ɗ 6 0.4
49Ɗ 3 0.9
50Ɗ 7 0.4
52Ɗ 5 1.0
53Ɗ 2 0.7
54Ɗ 2 0.3
55Ɗ 4 0.3
56Ɗ 1 0.6
57Ɗ 2 0.2
59Ɗ 2 0.3
60Ɗ 2 0.3
61Ɗ 3 0.4
62Ɗ 4 0.6
63Ɗ 2 0.3
64Ɗ 3 0.4
66Ɗ 4 0.6
67Ɗ 5 0.7
68Ɗ 1 0.2
͛ˬƙ 1 0.2
ɑĩʘ 7 1.0
ė˥ 100.0

Ģ26�ǻƟ5�ŕ3H8̧=ĺJŸĺǂ5̓"0�Ʒ˞��!�D"*N��ˀɪ5�˨à�+ ��

�ǁɩƃ5�0Ư-*�28�.5âİ�ņ�2���21"*�"�"̧?ŕË�Ŵ4�H-*�4�2Ư�D$�Ç�̬�Ȼɨ8´Ǩ
��Q:ͷŕË�̧APM�5ɑͬ54N4��42Ư�D"*�

�âİͷˆɦƍĺ8�Pk��k�͗ȍTĳ¦5ĵGPA��̈́Ɏ ć͋←ĳ͘1ÓQ*N̖̟ ?�̪̐2ȣ̪TʁÐ

�âİ5˕�D18̢̐O�ņ�2�R5Ñĕ�4�� �žŽâİ�(8¶̛5�.H¦Ɗ8ɫƱ��P�ųřɦ5�ˍŕT£�*O"0
�O�¢Ŭ5Ƹ#0�P�

�ųřȏæ5řʑŢ��P�29˄��ǁɩƃ8˄�ɏ�������l438M�4ŸĺǂTȈ˜ąĀ5˩ʱ"0B"��D*�ʶ±ǩ
˩Hå7P2˄���k��sm�o�Hƃæ5�.19Ŵ4�


ŕ3H�+�8ĺǂ194��ŕ3H�Ṅ,IU�͎ţTH.±�Ͳ͵ʸH�ʭ5̩�&Pĺǂ��-0H˄�8194�1"L�
��ņț4±��P¦1�˅	4ʷ�Ǩ�ɴ˞�1�ʤHƍ�P2Ư��

�ǁɩ59ƍ�k��k8�Pâİ�Ŵ4��(ıĳɷ5͔"��H"Q4��…) �ųřɦ¸¡2¸ 8ŕ1̧AP̧ä�,��2�H"
R�2Ư�� �Ǯ�Nˆɦƍĺ5���Q0�*��.�1�P2��42Ư�� �Ò±ɷ59ǁɩƃ9ŉ$�481�Q�NH3U3
UɴŻ"0͞�*����i��ʕ8͐ėÄś�>�0�Oŕ3H8ǢH>�0�P81ŉ±5Hŕ3H5HÄEM�˖1�-0B"�

ͺȤ8ŕË��D$�âİ8Ǣ9ȫ̓ɷņ�0M�2Ư-0�D$�ŝá5̧APM��ĳĶɸ1˞ŜPM�4ɬ1�-0�Q*N�Q"
�1$�
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�%Q5"0HƧ%ŉ±8ɹ��P2�R�M��ŕË+�9ć4��

�U0��j��b�j���raa�X��bʕ8ʖõ�.�H8�ņ�2˄��

�H�-�OŉŁë"*O�̈OĩPâİJƍĺ�4�����HÉ�4��ųřɦ�Ʀ̏́ǝ1�Pĺǂ�řāæ5B"��

�̹8��N4��Ţæ1̧AP(͕8ǫ43)ĺǂTĽJ"0Ƞ"��Ɗ͵ï1̧AP��k43HȠ"��

�ƊŧO8Ǩ	8Ȼû8ĺ2ŕ3H8Ȼû8ĺTS�0É�PƀŊ�Ƞ"��âİ5˕-0ḨA4�-*2Ɔ-0�P�2�ņ	�P�

_�rq���Jgr]�43�ȭ̒51�Pk��k�B"�

26ƊĚɩĳā59ų �âİ��.8DD1$�²9�ŕËH>�0�D$�̛� �*Dƃ8âİ�1�P¬Š1$�ǁɩƃ2"0H4
5�÷�D"L�Ͷ

69Ǆ1$81�8V�c�v59��DOʘ�NQD&U�

6ȤȁɆ8ŕ3H�ˀ̑̐1ȣ̪T̢˕1�P�2T�¤͂ɷ5ˮ˶TͲG*Ǩ����

�PʋƏ8ñ͇9Ƨ˝+��ˀɪ5̧APʏ͂�ŕ3HTƾ̾ &P

f��ņ�

gr]��tyk�}kcrv43ðɨ1�PĺǂTĽJ"0B"�1$�

k�~�438��we�v5͐D-0�PŐTM�˞P81�Ņ1̧?�28Ț" Tŕ3H̫5Hɾ-0HN�*��

25��ə�ɟ8Y�qJ\ire8¢˗ɦ 5ī-0�D$�žđƃb���m�o�8M�5ǽǦ8àİǦ5"�əɟ�- �ʆȡ8
âİTǁɩƃ5HÈ-0�+ �Ͷʈ9ȩǫb���m�o�D1ŕËT̤Q0˕�D$�(8ɤɪ9ə�ɟ�Ȇ4��N�âİ5ə�à
P89Ȃƙ5JG0�+ ��Ȱ�0"L��4�1$�ʀĺ8gaHɑƷĞ1$ͶǱ̢5ɟ8Y�q�OD$MͶʌ̹Tȳż2-0�P
U+�NH-2âİ8˗ɦʛɤT"-�O"0¡ ��9-�Oˤ-0ǁɩƃ8âİ9�DOŕË��(U1�D&UM�ə8ǡȣe�k
54-0�P+��3�5�"0�+ ��EU4��č9˗ɦʛɤ8"-�O"0�Pžđƃb���m�o�5˕-0D$�əɟʆȡ
8�Q�4âİ5"*NŕË8ʒ�Ł8*�4�2Ư�D$�(Q2ɼȉʐ00�P+�48HɑƷĞ1$�3�&˞�04�1$�N�
žđƃb���m�o���Ə×ū5˕-0�+ ��EU4*� U8Ǩ��(�#"0�+ -0D$MͶ�3H8į�əɟʆȡ�*
8ED$Ͷ

}X~kT9 U1ʔɹͿ8ĳĶ9˖ɍHŴ4��âİ˩Ù8¯ǗHȂɬ� ǁɩ432ȫA0Ɓ�ǽO$�P(Ȁ̧=�1�Pâİ4
3�͕8ǫJ½ǫ5̧APĺHɑ�������l4359��^Ȃ��-*O��u\�˞NQ*O2ŕË�20H�NJD"�OD
$���ŕË+�1}X~kTɄN&PHć4�81˕�&NQD&U�ǵ�"�̧?ĺ�ɑ�ǂ5�(�̧?�EU4�͐DQPǩ˩
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5"4�Ņ=T̰U19�D$��H�Ŵ"8=8=2̧=4�NÆõT.�NQPM�4ɥļ54-0B"�H81$�

ŕË�Ÿ4�ɐšƸɷ194��ˢ�"-�O͜ÓERͶͶˀì8ŕË+RͶͶ

ŕ3H2Ͳ͵ʸ�Ę#ŸĺǂTãǽ"0˞Ŝ-0HN�PM�4ɥļ�ǾD"�2ʷ�0�D$�

ŕ3H5.�08V�c�vTá�ŕ3H2̓SO84�±5ʘ�0HN-0HƷĞ�4�2Ư�D$�D*�ɑÈɐ5̟NQ0�0H¢
ƫ5Ư�ǨH�P2Ư�D$�š͍5ŕ3H U��N-"IPǨ5V�c�v"*Ǩ�ǭʁ+2Ư�D$�ʈHæťT˞0$�"¢ƫ5
Ư-*81ǹ�&0�*+�D"*�

ŕ3H52-08ǻŉ8̧=̪ä1�P���TÉ-0̧APâİ�Ŵ4�2Ư��

ŕ3H8̤QĉOº�ņ�81�ĝO8ŉ±*,1ſĩJ˞ĩOT"0B"�

ßʑͫ��P2�ŕ3HH˕�ĺǂ��-0��2Ư��ͷ̧?ĺǂͷɘ5Ń5ī-0�Ť�i�r��b���54-0"D�8
1�

ßʑͫ�H-2�Q:M��âİ�f�431�*4�2�R��P�

ʈ�ųřɦ8͟8Ư�ë1$�řȏ8Ȣ̿8(:5ͬˍŕź U��OD"*�ų 4ŕ3H̫�řȏ8ȏƑ1̧U+ǰ8Ƽ�8ĺǂ1H
�OD"*�ŴŕͲ͵ÿ29Ư�D$��'<ŕ3H̫8*G5řȏ8(:5ͬˍŕź UT.�-0�+ ��

ʈ59�6Ȥ23Ȥ8Ś��$�̛�� �*Dƃąā5ÄU1D$�ǰ	̧=5�P81�̪ɆâİJʳōȀ8�ɹâİ5̤Q0˕�D
$�Ś̫9�82.8̧=ĺ�20HȚ"�Ͷ2ģU1Ɇ̋"0�PM�1$�

ʈ59Ȧá4�N�3H9�OD&U��ßʑTŮ˼8ɚʰ9ʩŮ5˪&D&U�ŝƦ"0�3H̫�Ț"GPĺǂ8ʁÐ�Ƨ˝+2Ư�
D$�

ʈ8ŕË8�R9�Ť8ĝO5ɩUCH�OD"*"�ʏ�ĳ8ņ�-*81�ȩǫ8M�5Ņ̧=T"�ŉłȚ"�Ư�ëȿ�ŕ3Hǰ
·T̩�&D"*�(Q5ȫA0ʁ�5Ņ̧=8ɥļ9Ǯ8Ǩ�Ýš"0�*29Ư�D$��ɥļ�łS-0��89¤8Ƈ1$"�3
U4ǰ·1Hŕ3H2��89ˀì*,1̧=TɦEë"�ǰ·5ėS&*JOǨ1�ř=�ƾ̾"0��Pɦ�ɗ+2Ư�D$�
Ņ1
̧?�
¦1̧?���8®.9ȫAP�2194�8�H4�2�²ĩV�c�v5ʘ�0Ư�D"*��Ņ1̧?89ŉ194�
�Ņ1̧?ɥļTǣ��ŕ3H8̧=8̰ǊʼTĽJ"0��M�2��ʷ�8Ǩ��Ç�����ȁȆ5ɴŻ"��jtW�4ǨĚ8
DD�˄�łÿTH*N"0�QP8194�1"L���

ʈ9�ˢÜͷˢ8ŤǪ�ŕË8͜ÓTEPA�2Ư�D$�ͷøõ$A�¦59(8øõT&%5�µ±JÞɦ5�U*U5�%�0
�P±��P819�΅(8ES�T,IU2JOī-0�P±9÷�PA�ͷȨ2ŕ

ʈ9�±-ŕ1̽-ŕ1"*�řȏ�NƆP2č̫2âİ1̧=�ńɔ�q�X��ͳP2̛ǂ8�: UJ�:� U82�R@˕-
0�6�E(JK1*vY��eiJgs�X�TͩA4�NǮ˫Tʺ�0��˫"0�P2ˢ�̚�5Ȇ0�QD"*�20HȚ"�0
�DO ="�Ư�T"*�2��OD&U1"*�½E8ǫ9͒ȀȊ1ȀɵO"*O�ȱ1h�^yTď-0̧U1�D"*�

ŕË8ŝáTʓ�5ʷ��±1̧:&4��Ť18".�ͷ���TŜO�ŝƦ"0Üȭ5̧APĺ1ǽ-0Ƞ"�1$7�

ŕË8į�#3��U�E*�4ǩ˩��2ͼ�ǂÂ�P2��4��2Ư�D$�

ŕË8̤QĉOºJc^438ĒʿƱTʷ�P2ŉ±�˞0�P�2�Ƨ˝+2Ư�81�ŕË�M�̧?ĺǂ43T˞ĩP�

ŕË9ŕË4O5̧=ĺ�ŸĺǂD*9±͂̓ÎT˞.�PH8+2Ư��ŕË8JO*��2�ˁĞTH-*�29ʎșɷ5ďOʣFA
�+2Ư��3U4ĺǂ1�-0HŕË�ŕËN"�̩�$�2�1�Pǁɩƃ1�Q:��2Ư��

ŕËHŉ+��Ͳ͵ʂ¾8²�Ͳ͵ʸ8ɐ8ǩ˩JŸĺǂʕHÝš$PA��Ǭư5�

Ǜǘm�o�J>Q��ƍĺ43ðɨ &0�*+�0D$��Ę#�H,I�ʨȂʕ�ņ��DOĺǂTł�0H̬��4�.DN4�
Ư�D$�Ēʿ1�Q:(Q)Q5ɘ˅��P2˄�2Ư�D$�

ŕ3H9ͼ±ãʦŒ"0�OD$81�˄�ˣN4�:�O1$�ƃƜǂ8ǃò5�Pƍ�âİ�Ť�N�ɮ̛�âİ1$�ʬ�ņ�0
Ⱦ"(�1$�ŕËĚ�194�ț5Ƹ#D$�ǰ	�����k΅�2Ư�P±��D$�ŉ±1H̭ƺ"0"D�D$�J9O�ų 
�ŕ59ˢ��ʭ5¶�0Ț"GPâİ�˄�1$7�

ŕ3HTŝƦ"0͡�NQPâɷ4ĺǂ�H-2Ľ�P2ŕʾ05ʎșɷ4ȭǎ,54QP2Ư�D$�



����

ßʑͫ8ǢTĽJ"0�+ ��
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第１章 はじめに 

1.1 研究背景 

戸田市は、平均年齢が 39.7歳 1と 19年連続県内で最も若いまちであり、都心から 20

分とアクセスも良いため、人の利と地の利を得て、将来にわたって更なる発展の可能性

を秘めている。また、合計特殊出生率については、首都圏に隣接していながら 1.552ま

で増加し、県内で最も高い結果を示すなど、子育てしやすいまちとしての取組を展開し

ている。 

一方、2014年１月１日時点の人口動態調査 3によると、日本全体としては人口が５年

連続で減少し、前年より約 24 万４千人も減少している状況である。加えて、死亡者数

から出生者数を引いた自然増減数は、調査開始以来最多となる約 23 万７千人も減少す

るなど、人口減少の流れが顕著となっており、高齢化は着実に進行している。 

そこで、本市においては高齢化に備える必要性を認識し、2009年度から 2010年度に

かけて「急速な高齢化が戸田市へもたらす影響に関する研究」を行い、先を見据えて研

究を実施した。前回の研究では、2010 年の老年人口 18,141 人に対して、2035 年には

35,050 人まで増加し、また、2010年の年少人口 24,865人に対して、2035年には 19,459

人まで減少するとの予測もあり、少子高齢化は現実のものと受け止め対策を講じている

ところである。 

こうした状況を勘案すると、今後持続可能な都市であり続けるためには、本市の特徴

を考慮して高齢化だけでなく、少子化を含めた両面を長期的かつ総合的な視点から研究

していく必要がある。そこで、2014 年度まちづくり戦略会議では「少子高齢化への戦

略」と題して、２年かけて種々調査研究を実施することとなった。 

1.2 研究目的 

本研究の目的は、次の２点である。 

○ 日々変化する社会情勢に鑑み、少子化と高齢化の両面を調査研究することで、少

子高齢社会を勝ち抜くための施策を明らかにすること。 

○ 2014年度に先行して本市の最大の課題である健康寿命の延伸策について研究し、

他自治体と本市の現状を比較することで、有効な施策の方向性を示すこと。 

1 埼玉県町（丁）字別人口調査（2014 年１月１日現在）埼玉県 
2 人口動態統計（2008 年～2012 年）厚生労働省 
3 住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（2014 年 1 月 1 日現在）総務省 
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1.3 研究体制 

 

本研究は、２年間の政策研究と位置づけ、まず１年目では少子化と高齢化の双方につ

いて将来推計等の基礎データをとりまとめるとともに、本市の最大の課題といえる「健

康寿命延伸策」について研究を行う。そして、２年目では少子化と高齢化の基礎調査結

果を踏まえ、少子高齢社会への戦略を研究する。 

また、本研究は、分野横断的な内容であることから「まちづくり戦略会議」の研究テ

ーマとし、２年間で提言を導出する。2014 年度においては、まちづくり戦略会議と政

策研究所が連携し、本市で未着手の少子化という課題について担当部署の職員で構成す

る少子化影響ワーキングチーム（以下「ＷＴ 」という。）を組織し、基礎調査を進める。 

 

1.4 本報告書の概要 

 

 本報告書は、第１章から第７章で構成される。 

 第２章では、将来推計人口の手法を説明する。 

 第３章では、本市の人口推移について、国、県、近隣市及び類似団体と比較すること

で、本市の特徴をまとめる。 

 第４章では、将来推計人口について整理するとともに、本市の人口増減等の人の動き

を分析する。なお、第２章から第４章については、ＷＴを中心に取りまとめたものであ

る。 

 第５章では、高齢化の動向をまとめるとともに、健康寿命及び高齢者福祉サービスに

ついて分析する。 

 第６章では、前章までの研究結果を踏まえ、健康寿命延伸に向けて３つの提案をする。 

 最後に、第７章として本研究の総括をする。 
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第２章 人口推計の手法 

 
戸田市の将来推計人口については、ＷＴにおいて、独自に推計を行ったものではなく、

国立社会保障・人口問題研究所が 2010 年国勢調査の結果を基に市区町村別将来人口推

計（平成 22（2010）年～平成 52（2040）年）を行っており（2013 年３月推計）、この

推計結果を利用している。 
そこで、本研究では「日本の市区町村別将来推計人口」（2013 年３月推計）－平成

22(2010)～52(2040)年－【国立社会保障・人口問題研究所】によりその推計方法の概要

を紹介しておく。なお、推計方法は、上記の「日本の市区町村別将来推計人口」に詳し

く説明されているので、ご覧いただきたい。 
 

2.1 推計方法の概要 

(１) 推計期間 

2010 年から 2040 年まで５年ごと。 
 

(２) 推計方法 

    コーホート要因法による。この方法では、ある年の男女・年齢別人口を基準人

口として、これに「自然増減〈出生・死亡〉」及び「社会増減〈転入・転出〉」と

いう人口変動の要因別に将来値を仮定し、それに基づいて、将来人口を推計する。 
なお、当該方法は、現時点で最も安定した推計手法といわれている。 
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第３章 戸田市の人口推移（1985年から 2010年まで） 

 
将来推計人口の調査・分析を行う前に、これまでの本市の人口の傾向を把握するため

に、1985 年から 2010 年までの人口に基づき、本市人口の特徴を分析することとする。 
また、その際、国及び埼玉県のほか、図表１のとおり、近隣市及び類似団体の人口と

比較分析することとする。なお、国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計による

と、本市の2040年の少子率は約10％、高齢化率は約36％となる。 
 

図表１【比較対象とする市の一覧】 
 市      名 
近隣市 埼玉県川口市、埼玉県蕨市、埼玉県和光市 
類似団体（※１） 埼玉県朝霞市 

※１ 類似団体とは、人口と産業構造によって、市町村を分類し、同じ分類

となった全国の市町村を指す。 
 

3.1  国と埼玉県の人口推移の特徴 

  

将来の人口推移を推計する上では、過去の人口の推移から、おおまかな傾向を知るこ

とが大切である。 
今回は、コーホート要因法の将来推計基準人口として採用されている国勢調査の過去

の結果から、調査・分析することとする。また、1985 年から直近の 2010 年まで、５

年毎に計６回行われた国勢調査の調査結果の中から、総人口及び年齢３区分別人口 4

のデータを抽出し、利用するものとする。 
  

(１)  国の人口推移 

まず、我が国の人口が、これまでどのように推移してきたのか、総人口の伸びと年齢

３区分別人口から傾向を見ることとする。 

4 年齢３区分別人口とは、年少人口（０～14 歳）、生産年齢人口（15 歳～64 歳）、老年

人口（65 歳以上）のことをいう。 
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図表２【国の年齢３区分別人口の推移（実績値）】   図表３【国の年齢３区分別人口の割合】 

 

 
国の人口推移の傾向として、総人口は 2010 年時点で約 1 億 2,800 万人であるが、人

口の伸びは鈍化している（図表２）。 
また、年齢３区分別の人口割合の推移をみると、年少人口の割合は 1985 年から常に

減少し、生産年齢人口の割合も減少していて、老年人口の割合が常に増加している。  
特に老年人口の割合は、1985 年の 10.3％から 2010 年時点では 23.0％と約２倍とな

り、約 4.3 人に１人が高齢者という構成になっている（図表３）。 
 
(２)  埼玉県の人口推移 

次に、埼玉県全体の人口推移を総人口の伸びと年齢３区分別人口から傾向を分析する。 
 

図表４【埼玉県の年齢３区分別人口の推移（実績値）】    図表５【埼玉県の年齢３区分別人口の割合】 

 

                                                    （単位：％） 

 
1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 

老年 

人口 
10.3 12.1 14.6 17.4 20.2 23.0 

生産年

齢人口 
68.2 69.7 69.5 68.1 66.1 63.8 

年少 

人口 
21.5 18.2 16.0 14.6 13.8 13.2 

（単位：％） 

 
1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 

老年 

人口 
7.2 8.3 10.1 12.8 16.4 20.4 

生産年

齢人口 
69.3 73.0 73.7 72.4 69.5 66.3 

年少 

人口 
23.5 18.7 16.2 14.8 14.0 13.3 

出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 

出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 
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埼玉県の人口推移の傾向として、総人口は毎年、堅調に増加し、2010 年時点で 719
万人を超えている（図表４）。 

次に年少人口の割合は、1985 年の 23.5％から 2010 年の 13.3％へ低下している。ま

た、生産年齢人口の割合は、1995 年まで増加するものの、その後は低下している。 
さらに、老年人口の割合は、1985 年から 2010 年まで 13.2％も急増しており、特に

2000 年から 2005 年のわずか５年間に 3.6％、2005 年から 2010 年のわずか５年間に

4.0％の高い伸びを見せている。しかし、その割合は国より常に低く、2010 年時点では

20.4％と、約５人に１人が高齢者という構成になっている（図表５）。 
 
3.2 戸田市の人口推移の特徴  

 

ここまで国及び埼玉県の人口推移の特徴を比較分析してきた。このような大きな潮流

に対して、戸田市の人口推移には、どのような特徴があるのだろうか。同じく総人口の

伸びと年齢３区分別人口から傾向を分析する。 
 
図表６【戸田市の年齢３区分別人口の推移（実績値）】  図表７【戸田市の年齢３区分別人口の割合】 

 

 
本市の人口推移の第１の特徴は、老年人口の割合が低いことである。本市の老年人口

の割合は、1985 年から 2010 年の間に 8.4％増加しているものの、2010 年時点で総人

口に占める割合はわずか 14.4％と、国（23.0％）や埼玉県（20.4％）と比べ低い（図表

７）。 
また、1985 年のＪＲ埼京線開業にともなう市内３駅の開設以来、東京のベットタウ

ンとして通勤・通学先として選ばれ、総人口が右肩上がりに急増し、2010 年時点で 12
万人を超えて発展している。 

 （単位：％）  

  1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 

老年 

人口 
6.0  6.6  7.6  9.5  12.0  14.4  

生産年

齢人口 
72.6  76.2  76.1  74.2  71.7  70.4  

年少 

人口 
21.4  17.2  16.3  16.4  16.2  15.2  

出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 
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第２の特徴は、年少人口数が横ばいに推移していることである。国や埼玉県の年少人

口数が常に右肩下がりに減少している（図表２，図表４）のに対し、本市の年少人口数

は２万人弱を維持している（図表６）。 
また、生産年齢人口において、割合は 70％前後で推移しているが、人口数は、1985

年の 5.5 万人から 2010 年の 8.5 万人と右肩上がりに増加しており、少ない高齢者を支

える構造になっている。 
従って、老年人口の割合は、国、埼玉県より常に低く、2010 年時点で約７人に１人

が高齢者という構成になっている（図表７）。 
 

3.3 近隣市及び類似団体の特徴と人口推移の３類型 

 
今回、近隣の３市と、戸田市と人口や産業構成が類似している１市の合計４市を「成

熟型」「微増型」「増加型」の３つの類型に分類し、定義する。 
また、３類型それぞれにどのような人口推移の特徴があり、さらに各自治体の高齢化

の状況がどのような傾向であるかを分析することとする。 
 

(１) 成熟型：人口増加が落ち着き、少子化と高齢化が進んだ類型。 
特徴は以下の４点があげられる。 
ア  総人口は横ばい若しくは徐々に減少。 
イ 年少人口割合、人口数ともに減少。 
ウ 生産年齢人口割合は横ばい若しくは徐々に減少。人口数は横ばい傾向。 
エ 老年人口割合、人口数とも常に増加。 

 
ここに分類されるのは、近隣市の蕨市である。 
蕨市は、古くから中山道の宿場町として栄え、人口密度は、１平方キロメートルあ

たり約 1.4 万人で、国内で最も高い。総人口は 1985 年から７万人前後で推移してい

る。年少人口数は 1985 年の 1.3万人から 2010年には８千人弱に減少している。また、

老年人口数は、1985 年の 5.7 千人から 2010 年には 1.4 万人に増加しているため、い

わゆる少子高齢化が進んでいる（図表８）。 
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図表８【蕨市の年齢３区分別人口の推移】    【蕨市の年齢３区分別人口の割合】 

 
 
 (２) 微増型：人口は増加傾向であるが、徐々に少子化と高齢化が進む類型。 
特徴としては以下の４点があげられる。 

ア 総人口が右肩上がりに徐々に増加。 
イ 年少人口割合が減少。人口数は横ばい傾向。 
ウ 生産年齢人口割合が減少。人口数は横ばい傾向。 
エ 老年人口割合、人口数とも常に増加。 

 
ここに分類されるのは、近隣市の川口市である。 
川口市は、鋳物産業を中心に飛躍的な発展をとげ、総人口は 1985 年から 2010 年の

間に約 10 万人増加し、50 万人を超えている。また、老年人口の割合は、1985 年から

2010 年の間に 6.3％から 19.0％に増加している(図表９)。 
 

図表９【川口市の年齢３区分別人口の推移】 【川口市の年齢３区分別人口の割合】  

   

 （単位：％）  

  1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 

老年 

人口 
8.2  9.5  12.0  15.2  18.0  20.6  

生産年

齢人口 
73.3  75.1  74.6  72.4  70.2  68.3  

年少 

人口 
18.5  15.4  13.4  12.4  11.8  11.1  

 （単位：％）  

  1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 

老年 

人口 
6.3  7.3  9.1  12.2  15.6  19.0  

生産年

齢人口 
71.8  75.2  75.4  73.3  70.3  67.6  

年少 

人口 
21.9  17.5  15.5  14.5  14.1  13.5  

出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 

出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 
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 (３) 増加型：人口は増加しているところであり、高齢化率は高いものの、少子化が

見られない類型。 
特徴としては以下の４点があげられる。 

ア 総人口が右肩上がりに急増。 
イ 年少人口割合は低下しているが、人口数は横ばい。 
ウ 生産年齢人口割合は横ばいだか、人口数は増加。 
エ 老年人口割合は増加しているが、他の類型に比べ低い。 

 
ここに分類されるのは、類似団体の朝霞市と近隣市の和光市の２市である。 
両市とも共通している特徴は、東京の近郊都市で、道路網と鉄道網の発達とともに総

人口が右肩上がりに増加しているところである。また、市内を国道 254 号線と東武東

上線が貫き、1987 年には営団地下鉄有楽町線も乗り入れるなど、都市としての利便性

が高く、東京のベットタウンとして着実に発展している。 
その結果、1985 年から 2010 年の間に生産年齢人口数が、朝霞市、和光市とともに

1.8 万人増と右肩上がりに成長している。また、年少人口数は朝霞市が 1.8 万人前後、

和光市が１万人前後を維持し、少子化は見られない。そして老年人口数においては、朝

霞市は 1.6 万人増、和光市は８千人増にとどまる。 
よって総人口に対する老年人口の割合である高齢化率は急速に高くなるものの、老年

人口数自体が少ないことから、少ない高齢者を多くの市民で支える構造になっている

(図表 10，図表 11)。この２市は、埼京線の開業とともに発展した戸田市と同様の傾向

がみられる。 
 
図表１０【朝霞市の年齢３区分別人口の推移】   【朝霞市の年齢３区分別人口の割合】          

 

 

 （単位：％）  

  1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 

老年 

人口 
5.3  6.3  7.8  10.5  13.7  16.7  

生産年

齢人口 
73.7  77.1  77.1  74.3  71.2  69.1  

年少 

人口 
21.0  16.6  15.0  15.1  15.2  14.2  

出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 
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図表１１【和光市の年齢３区分別人口の推移】     【和光市の年齢３区分別人口の割合】 

  

 
3.4 戸田市の地区別人口と世帯の状況 

   

(１) 地区別人口の特徴 

 （ア）概要  

 ここでは、図表 12 のとおり、戸田市を下戸田、上戸田、新曽、笹目、美女木の５地

区 5に区分し、さらに地区ごとに年齢を３区分に分け、1995 年から 2014 年まで 6の地

区別人口の推移を分析することとする。 
戸田市の人口は年々増加しており、地区別に見ると、笹目地区を除く他４地区におい

て人口は増加している（図表 13）。そのため、地区別人口の総人口に占める割合につい

てはほとんど変動がないが、その中でも新曽地区のみが一貫して増加傾向にあることが

わかる（図表 14）。 
次に年齢３区分別に見ると、地区によって人口総数に差はあるが、老年人口数につい

ては一貫して増加しており、割合も各地区において増加傾向にあるといえる。特に下戸

田地区と笹目地区は、比較的老年人口の割合が高くなっていることがわかる（図表 15）。 
また、年少人口数について、下戸田地区と新曽地区は微増で推移、上戸田地区と笹目

地区は 2010 年をピークに減少傾向が、美女木地区は 2010 年にいったん減少したが、

2014 年には増加していてほぼ横ばいとなっている。老年人口割合の増加により、生産

年齢人口割合の減少が進んでいる。以上のことから、各地区とも例外なく高齢化が進行

5 行政区分や区画整理事業等による市街地整備歴、さらに土地利用や自然条件、道路・鉄

道等の物理的条件、旧村、駅勢圏、学校区、町会・自治会区等の社会的圏域等を踏まえ

た、基本的な５区分となっている。 
6 この節では調査時点で最新となる 2014 年のデータも組み込むため、住民基本台帳を資

料としている。 

 （単位：％）  

  1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 

老年 

人口 
5.6  6.9  8.2  9.9  12.1  14.1  

生産年

齢人口 
71.1  74.3  75.9  75.5  73.3  71.6  

年少 

人口 
23.3  18.8  15.9  14.6  14.6  14.3  

出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 
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していることがわかる。 

 

図表 12【 ５地区の分類一覧】 

下戸田地区 
喜沢１丁目～２丁目、喜沢南１丁目～２丁目、中町１丁目～２丁目 
下戸田１丁目～２丁目、下前１丁目～２丁目、川岸１丁目～２丁目 

上戸田地区 
川岸３丁目、本町１丁目～５丁目、南町、戸田公園 
上戸田１丁目～５丁目、大字上戸田 

新曽地区 新曽南１丁目～４丁目、氷川町１丁目～３丁目、大字新曽 

笹目地区 
笹目南町、笹目北町、早瀬１丁目～２丁目、笹目１丁目～８丁目 
大字下笹目 

美女木地区 美女木１丁目～８丁目、美女木東１丁目～２丁目、大字美女木 
 

図表 13【年齢３区分別人口推移】 
（人） 

 
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

(年) 
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図表 14【地区別人口割合推移】 

 

                        出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 
 

図表 15【年齢３区分別人口割合推移】 

 
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 
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図表 16【５地区の年齢３区分別人口（実数）】 

年 年齢３区分 下戸田地区 上戸田地区 新曽地区 笹目地区 美女木地区 合計 

1995 年少人口 4,409 3,909 3,265 2,750 1,568 15,901 

  生産年齢人口 22,365 17,253 14,109 12,699 7,103 73,529 

  老年人口 2,829 1,677 1,092 1,076 651 7,325 

  合計 29,603 22,839 18,466 16,525 9,322 96,755 

2000 年少人口 4,782 4,326 3,987 2,876 1,926 17,897 

  生産年齢人口 23,713 19,094 15,564 12,920 8,287 79,578 

  老年人口 3,851 2,281 1,486 1,488 880 9,986 

  合計 32,346 25,701 21,037 17,284 11,093 107,461 

2005 年少人口 5,221 4,559 4,308 3,200 1,980 19,268 

  生産年齢人口 24,981 20,201 17,133 13,350 8,558 84,223 

  老年人口 4,928 2,929 2,030 2,235 1,246 13,368 

  合計 35,130 27,689 23,471 18,785 11,784 116,859 

2010 年少人口 5,229 4,660 4,630 3,217 1,897 19,633 

  生産年齢人口 24,978 21,538 18,919 13,321 8,659 87,415 

  老年人口 5,827 3,700 2,800 3,061 1,649 17,037 

  合計 36,034 29,898 26,349 19,599 12,205 124,085 

2014 年少人口 5,787 4,495 5,071 2,926 2,271 20,550 

  生産年齢人口 26,324 22,080 20,836 12,932 9,425 91,597 

  老年人口 6,807 4,269 3,482 3,599 2,031 20,188 

  合計 38,918 30,844 29,389 19,457 13,727 132,335 

出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 

 

（イ）地区別分析  

次に、地区ごとにその特徴を見ていくこととする。 

 

【下戸田地区】 

埼京線が開業する 1985 年以前より、京浜東北線に近く利便性が高いことから、市内

では比較的早くから市街化が進んだ地区である。そのため、地区別人口数、年少人口数

ともに５地区の中で最も多いが（図表 13）、老齢人口の割合も高くなっている（図表

15）。また、地区面積が５地区内最小であるため、人口密度も最も高いが、近年、急速

な人口の伸びは見られず、総人口に占める割合は年々減少している（図表 14）。さらに、

老年人口数の増加に伴い、2010年には生産年齢人口数が初めて減少に転じた（図表13）。 
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【上戸田地区】 

古くから国道 17 号線を中心に栄え、埼京線の開業以降、最も人口が急増した地区で

ある。地区別人口、人口密度ともに５地区中２番目に高いが、下戸田地区と同様、近年

の人口の伸びは緩やかになっており（図表 13）、総人口に占める割合については、ほぼ

横ばいで推移している（図表 14）。地区全体が駅と近接している等、利便性が高いこと

もあり、生産年齢人口の割合が５地区の中で最も高い（図表 15）。また、老年人口数も

増加している（図表 13）が、その割合については、５地区の中でも比較的低い方であ

る（図表 15）。 
 
【新曽地区】 

北戸田駅、戸田駅の２駅があり、産業及び文化の中枢地区である。土地区画整理事業

区域ということもあり、埼京線開業直後の人口増加は見られなかったが、1990 年以降、

現在に至るまで、駅前を中心にマンション開発が進行しているということも起因し、５

地区の中で唯一、人口割合が増加傾向となっている（図表 14）。また、年齢３区分別に

みると、年少人口の割合が５地区中最も高く、老年人口の割合が最も低いため、高齢化

率が最も低い地区であるといえる（図表 15）。 
 
【笹目地区】 

北部に住宅地、南部に工業地と、対比的な土地利用がなされている地区である。戸建

て住宅が多く、人口割合は減少傾向にある（図表 14）。また、老年人口割合は５地区中

最も高く、1995 年から 2014 年までの老年人口割合の伸びは５地区中最も高い（図表

15）。さらに、５地区の中で唯一、人口が減少しているが、老年人口は増加傾向である

ことから人口の流入が少なく定住者が多い地区であるといえる（図表 16）。 
 
【美女木地区】 

首都高速道路・東京外環自動車道の美女木ジャンクションがあり、市内で最も工業に

特化した地区である。そのような地域性もあり、地区別人口は５地区中最も少なく(図
13、16)、地区面積が最大であるため、人口密度も最も低い。また、近年はマンション

の建設が進んでおり、2010 年から 2014 年にかけて人口割合が若干の増加に転じてい

る（図表 14）。 
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（２） 年少人口割合 

図表 17【地域に占める年少人口割合の推移】 

 

 

 

出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 

 

 ここでは年少人口割合の推移を町丁字単位の小地域で分析していくこととする。 
 図表 17 の地図グラフの動きを 1995 年（平成７年）から 2014 年（平成 26 年）にか

けて見ると、大半の地域が 14％～21％の間にあることが分かる。これは小地域間での

年少人口割合の格差が少ない状態が続いていることを表している。次に、21％以上の特

徴的な地域について見ていく。これらの小地域に共通していることとしてマンションの

建設が挙げられる。近年、戸田市ではマンションの建設が進んでおり、特に 2014 年（平

成 26 年）の地図グラフでは 21％以上となる小地域が増加している。理由として、マン

ション建設に伴い生産年齢人口数が増加し、その子世代も転入または出生したことによ

るものと考えられる。現在の状況として、今後もマンション建設が進むことが考えられ、

しばらくは現在の水準を保つことができるが、建設が落ち着くと現在の水準を保つこと

が難しくなることが予想される。 
 
（３）自然動態 

 地区別の自然増減数（「出生数－死亡数」）について、埼京線が開通した 1985 年以降、
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５年ごとの推移は、図表 18 のとおりである。 
 
図表 18【地区別自然増減】 

年 地区 出生 死亡 自然増減

下戸田地区 271 122 149
上戸田地区 155 67 88
新曽地区 117 46 71
笹目地区 133 59 74
美女木地区 85 25 60
合計（市全体） 761 319 442
下戸田地区 338 123 215
上戸田地区 315 78 237
新曽地区 198 45 153
笹目地区 200 60 140
美女木地区 128 33 95
合計（市全体） 1179 339 840
下戸田地区 318 151 167
上戸田地区 317 90 227
新曽地区 281 76 205
笹目地区 242 85 157
美女木地区 141 48 93
合計（市全体） 1299 450 849
下戸田地区 352 176 176
上戸田地区 388 93 295
新曽地区 367 70 297
笹目地区 228 84 144
美女木地区 132 42 90
合計（市全体） 1467 465 1002
下戸田地区 376 211 165
上戸田地区 345 137 208
新曽地区 327 108 219
笹目地区 207 108 99
美女木地区 131 42 89
合計（市全体） 1386 606 780
下戸田地区 343 271 72
上戸田地区 343 149 194
新曽地区 379 122 257
笹目地区 213 109 104
美女木地区 124 78 46
合計（市全体） 1402 729 673

1985

1990

1995

2000

2005

2010

 
出典：住民基本台帳 各年 10月 1日現在 

 

（ア）出生数について 

出生数は、市全体で、1985 年に「761」、1990 年に「1,179」、1995 年に「1,299」、
2000 年に「1,467」と右肩上がりに急増している。2005 年に「1,386」と減少している
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が、2010 年には「1,402」と再度増加している。 
地区ごとにみると、下戸田地区では、1990 年には、1985 年の約 1.25 倍の出生数に

なっており、それ以降、市内で高い出生数を維持している。上戸田地区では、1990 年

には、1985 年の約２倍の出生数になっており、それ以降も、下戸田地区同様、市内で

高い出生数を維持し、特に 2000 年の出生数は、「388」となっている。新曽地区は、市

全体の推移と酷似している。特に 2010 年の出生数は、「379」で地区別で一番高くなっ

ている。笹目地区・美女木地区は、1985 年・1990 年・1995 年は増加していたが、2000
年以降の出生数は減少・横ばい傾向である。 
 さらに、地区別出生数割合の推移（図表 19）をみると 1985 年は下戸田地区が 35％
を超えている。1990 年は、下戸田地区及び上戸田地区で全体の半数を占め、1995 年以

降は、下戸田地区・上戸田地区・新曽地区で全体の約 75％を占めている。特に新曽地

区は、ほぼ右肩上がりで伸びており、2010 年には地区別出生数割合が一番高くなって

いる。 
 
図表 19【地区別出生数割合の推移】 

 
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 

 
（イ）死亡数について 

 死亡数は、市全体で、1985 年に「319」、1990 年に「339」、1995 年に「450」、2000
年に「465」、2005 年に「606」、2010 年には「729」と増加している。各地区とも概ね

市全体と同様の傾向が見られる（図表 18）。 
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 なお、地区別死亡数割合の推移（図表 20）をみると下戸田地区及び上戸田地区で市

全体の約 60%近くを占めている。割合の推移に大幅な変動はみられない。 
 
図表 20【地区別死亡数割合の推移】 

 
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 

 
（ウ）自然増減について 

 本市は、抽出した年において、市全体及び各地区とも出生数が死亡数より多い「自然

増」となっている。1985 年の市全体の「自然増減」と比較すると、1990 年・1995 年

には、約２倍、そして、ピーク時の 2000 年には 2.25 倍超になっている。2005 年、2010
年も「自然増」は続いているが、その数は減少傾向が見られる（図表 18）。 
地区ごとにみると、下戸田地区では、1990 年には 1985 年の約 1.45 倍の自然増「215」

になっており、1995 年から 2005 年は約 170 前後の横ばいで推移し、2010 年には「72」
の自然増と減少している。上戸田地区では、1985 年と比較して、1990 年・1995 年に

は約 2.7 倍、2000 年には約 3.4 倍の自然増となっており、それ以降も、自然増「200」
前後を維持している。新曽地区では、1985 年と比較して、1990 年は約２倍、1995 年

には約３倍、2000 年には約４倍の右肩上がりの自然増となっており、2005 年は「219」、
2010 年は「257」の自然増を維持している。笹目地区では、1985 年と比較して、1990
年・2000 年・2005 年には、約２倍の自然増となっているが、それ以降は、自然増 100
前後を維持している。美女木地区は、1990 年・1995 年・2000 年・2005 年は自然増

90 ぐらいで推移していたが、2010 年に自然増 46 と減少している。 
 地区別自然増減数割合の推移（図表 21）をみると下戸田地区は、1985 年においては
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市内で一番割合が高かったが、その後、概ね減少傾向が見られる。上戸田地区は、1990
年以降 27％から 30％の間で推移し、1990 年・1995 年は市内で一番割合が高くなって

いる。新曽地区は、ほぼ右肩上がりに高くなっており、2000 年以降には市内で一番割

合が高くなっている。笹目地区は、15％前後で推移している。美女木地区は 2005 年ま

で、10％前後で推移していたが、2010 年には 7％に減少している。地区全体でみると、

2010 年には割合の数値にひらきがでており、地区で差が出始めていることがわかる。 
 
図表 21【地区別自然増減数割合の推移】 

 
出典：住民基本台帳 各年 10月１日現在 

 

（４）社会動態 

 地区別の社会増減数（「転入数－転出数」）について、埼京線が開通した 1985 年以降、

５年ごとの推移は、図表 22 のとおりである。 
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図表 22【地区別年齢別社会増減】 

出典：住民基本台帳 各年 10月１日現在 

年 地区 0～4歳 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90～94 95～99 100～ 合計

転入 77 49 28 151 332 252 143 92 75 37 46 30 19 10 7 7 5 1 0 0 0 1361
転出 147 81 54 92 266 282 215 141 88 49 55 33 29 15 13 2 4 3 0 0 0 1569
社会増減 -70 -32 -26 59 66 -30 -72 -49 -13 -12 -9 -3 -10 -5 -6 5 1 -2 0 0 0 -208
転入 44 31 17 109 190 129 73 55 33 27 16 12 9 3 5 2 3 1 0 0 0 759
転出 66 49 43 52 186 144 93 89 36 38 13 26 10 9 4 2 1 2 1 0 0 864
社会増減 -22 -18 -26 57 4 -15 -20 -34 -3 -11 3 -14 -1 -6 1 0 2 -1 -1 0 0 -105
転入 32 18 11 64 132 115 48 37 31 21 15 12 4 5 2 2 0 0 0 0 0 549
転出 47 30 30 57 82 73 78 44 43 31 20 10 9 2 6 1 0 0 0 0 0 563
社会増減 -15 -12 -19 7 50 42 -30 -7 -12 -10 -5 2 -5 3 -4 1 0 0 0 0 0 -14
転入 54 24 9 111 150 95 67 36 33 14 16 10 6 7 1 2 1 0 0 0 0 636
転出 61 54 39 65 94 103 87 61 47 23 21 8 9 6 5 10 6 2 1 0 0 702
社会増減 -7 -30 -30 46 56 -8 -20 -25 -14 -9 -5 2 -3 1 -4 -8 -5 -2 -1 0 0 -66
転入 39 14 13 48 84 73 49 26 17 18 9 3 6 3 6 2 3 0 0 0 0 413
転出 55 45 21 35 70 65 57 53 40 20 7 9 6 5 3 1 0 0 1 0 0 493
社会増減 -16 -31 -8 13 14 8 -8 -27 -23 -2 2 -6 0 -2 3 1 3 0 -1 0 0 -80
転入 246 136 78 483 888 664 380 246 189 117 102 67 44 28 21 15 12 2 0 0 0 3718
転出 376 259 187 301 698 667 530 388 254 161 116 86 63 37 31 16 11 7 3 0 0 4191
社会増減 -130 -123 -109 182 190 -3 -150 -142 -65 -44 -14 -19 -19 -9 -10 -1 1 -5 -3 0 0 -473

転入 147 85 45 236 556 439 241 143 96 81 59 45 19 15 6 7 6 3 0 0 0 2229
転出 195 119 77 98 324 366 244 188 118 80 38 43 28 20 12 12 6 4 2 0 0 1974
社会増減 -48 -34 -32 138 232 73 -3 -45 -22 1 21 2 -9 -5 -6 -5 0 -1 -2 0 0 255
転入 208 93 40 157 373 472 332 160 83 67 40 28 22 7 3 7 2 1 0 1 0 2096
転出 151 58 33 61 279 271 178 99 64 38 37 17 15 13 11 10 5 2 0 0 0 1342
社会増減 57 35 7 96 94 201 154 61 19 29 3 11 7 -6 -8 -3 -3 -1 0 1 0 754
転入 102 48 25 88 268 294 162 81 54 39 25 17 16 7 2 3 3 2 0 0 0 1236
転出 80 38 29 57 142 203 116 61 46 31 19 23 13 4 2 7 0 3 1 0 0 875
社会増減 22 10 -4 31 126 91 46 20 8 8 6 -6 3 3 0 -4 3 -1 -1 0 0 361
転入 95 41 16 109 230 245 137 68 53 32 36 24 9 9 3 3 4 0 0 0 0 1114
転出 79 38 36 63 162 160 86 74 45 45 19 9 6 4 2 4 4 0 0 0 0 836
社会増減 16 3 -20 46 68 85 51 -6 8 -13 17 15 3 5 1 -1 0 0 0 0 0 278
転入 51 17 12 52 132 125 65 54 34 18 17 11 8 6 2 1 3 1 1 0 0 610
転出 54 26 11 39 106 100 55 46 37 22 15 19 7 6 1 1 1 0 0 0 0 546
社会増減 -3 -9 1 13 26 25 10 8 -3 -4 2 -8 1 0 1 0 2 1 1 0 0 64
転入 603 284 138 642 1559 1575 937 506 320 237 177 125 74 44 16 21 18 7 1 1 0 7285
転出 559 279 186 318 1013 1100 679 468 310 216 128 111 69 47 28 34 16 9 3 0 0 5573
社会増減 44 5 -48 324 546 475 258 38 10 21 49 14 5 -3 -12 -13 2 -2 -2 1 0 1712

転入 176 98 49 166 476 502 356 215 146 125 69 57 26 19 18 7 8 5 1 0 0 2519
転出 196 109 46 114 371 486 312 169 106 107 75 59 41 26 12 12 12 2 0 0 0 2255
社会増減 -20 -11 3 52 105 16 44 46 40 18 -6 -2 -15 -7 6 -5 -4 3 1 0 0 264
転入 165 81 45 156 410 588 366 184 109 90 59 31 19 15 13 11 7 1 1 0 0 2351
転出 197 97 43 69 317 372 295 178 85 52 54 21 31 13 6 8 5 2 1 0 0 1846
社会増減 -32 -16 2 87 93 216 71 6 24 38 5 10 -12 2 7 3 2 -1 0 0 0 505
転入 203 77 38 89 354 592 416 201 99 98 74 42 26 16 5 6 4 2 1 0 0 2343
転出 132 77 40 30 193 304 218 119 64 46 47 27 19 11 1 5 4 0 2 0 0 1339
社会増減 71 0 -2 59 161 288 198 82 35 52 27 15 7 5 4 1 0 2 -1 0 0 1004
転入 82 34 15 63 260 237 130 56 56 35 29 20 11 5 3 4 3 2 0 0 0 1045
転出 119 53 35 48 160 202 129 70 57 39 36 19 11 14 6 2 3 4 0 0 0 1007
社会増減 -37 -19 -20 15 100 35 1 -14 -1 -4 -7 1 0 -9 -3 2 0 -2 0 0 0 38
転入 56 23 12 53 155 145 93 47 32 39 24 12 13 3 3 1 0 1 0 0 0 712
転出 85 36 11 31 97 135 78 42 33 29 27 16 13 6 5 5 1 1 2 0 0 653
社会増減 -29 -13 1 22 58 10 15 5 -1 10 -3 -4 0 -3 -2 -4 -1 0 -2 0 0 59
転入 682 313 159 527 1655 2064 1361 703 442 387 255 162 95 58 42 29 22 11 3 0 0 8970
転出 729 372 175 292 1138 1499 1032 578 345 273 239 142 115 70 30 32 25 9 5 0 0 7100
社会増減 -47 -59 -16 235 517 565 329 125 97 114 16 20 -20 -12 12 -3 -3 2 -2 0 0 1870

転入 163 94 40 134 452 559 382 222 100 82 105 69 49 22 17 10 9 5 1 1 0 2516
転出 178 77 47 57 301 497 353 201 98 75 95 52 42 22 15 6 11 3 1 0 0 2131
社会増減 -15 17 -7 77 151 62 29 21 2 7 10 17 7 0 2 4 -2 2 0 1 0 385
転入 142 67 27 144 358 654 399 172 60 52 58 29 20 20 7 2 5 2 1 0 0 2219
転出 202 84 49 76 253 397 373 200 81 57 75 41 31 14 6 2 6 1 0 0 0 1948
社会増減 -60 -17 -22 68 105 257 26 -28 -21 -5 -17 -12 -11 6 1 0 -1 1 1 0 0 271
転入 123 43 18 106 284 435 272 130 64 50 50 35 17 10 16 4 5 1 0 0 0 1663
転出 175 75 43 49 191 305 295 180 68 54 45 40 22 19 8 2 0 2 0 0 0 1573
社会増減 -52 -32 -25 57 93 130 -23 -50 -4 -4 5 -5 -5 -9 8 2 5 -1 0 0 0 90
転入 80 39 14 62 141 235 146 77 39 43 42 35 17 8 1 4 5 3 3 0 0 994
転出 105 49 20 36 116 204 168 78 53 29 32 34 28 16 9 4 4 2 4 0 0 991
社会増減 -25 -10 -6 26 25 31 -22 -1 -14 14 10 1 -11 -8 -8 0 1 1 -1 0 0 3
転入 44 20 3 35 115 188 94 47 27 13 28 14 13 3 2 1 1 2 0 0 0 650
転出 53 37 11 23 98 155 98 55 31 24 34 20 15 7 2 1 1 2 0 0 0 667
社会増減 -9 -17 -8 12 17 33 -4 -8 -4 -11 -6 -6 -2 -4 0 0 0 0 0 0 0 -17
転入 552 263 102 481 1350 2071 1293 648 290 240 283 182 116 63 43 21 25 13 5 1 0 8042
転出 713 322 170 241 959 1558 1287 714 331 239 281 187 138 78 40 15 22 10 5 0 0 7310
社会増減 -161 -59 -68 240 391 513 6 -66 -41 1 2 -5 -22 -15 3 6 3 3 0 1 0 732

転入 103 55 23 72 375 445 318 178 80 57 64 61 46 28 23 15 13 17 6 0 0 1979
転出 174 65 26 43 249 449 368 199 100 56 44 63 47 24 19 12 7 2 5 0 0 1952
社会増減 -71 -10 -3 29 126 -4 -50 -21 -20 1 20 -2 -1 4 4 3 6 15 1 0 0 27
転入 132 53 29 115 377 440 373 205 110 61 53 39 28 22 9 16 8 6 0 1 0 2077
転出 176 77 45 36 261 355 402 271 103 68 41 35 25 11 4 7 3 2 0 0 0 1922
社会増減 -44 -24 -16 79 116 85 -29 -66 7 -7 12 4 3 11 5 9 5 4 0 1 0 155
転入 191 83 42 99 361 528 488 242 117 60 59 52 31 13 12 5 6 5 0 1 0 2395
転出 125 56 36 33 180 264 301 150 84 47 35 41 24 11 6 5 4 1 0 0 0 1403
社会増減 66 27 6 66 181 264 187 92 33 13 24 11 7 2 6 0 2 4 0 1 0 992
転入 88 29 18 48 157 223 171 85 47 28 28 24 23 17 8 4 6 2 1 1 0 1008
転出 104 44 15 24 121 150 151 97 47 30 29 40 24 17 13 7 1 2 0 0 0 916
社会増減 -16 -15 3 24 36 73 20 -12 0 -2 -1 -16 -1 0 -5 -3 5 0 1 1 0 92
転入 39 11 9 30 142 192 135 58 25 23 23 19 7 5 2 4 4 0 1 0 0 729
転出 66 24 12 17 67 139 135 65 43 28 21 18 10 8 9 3 2 1 1 0 0 669
社会増減 -27 -13 -3 13 75 53 0 -7 -18 -5 2 1 -3 -3 -7 1 2 -1 0 0 0 60
転入 553 231 121 364 1412 1828 1485 768 379 229 227 195 135 85 54 44 37 30 8 3 0 8188
転出 645 266 134 153 878 1357 1357 782 377 229 170 197 130 71 51 34 17 8 6 0 0 6862
社会増減 -92 -35 -13 211 534 471 128 -14 2 0 57 -2 5 14 3 10 20 22 2 3 0 1326

転入 151 45 30 81 369 444 342 208 108 64 77 48 45 16 11 8 6 2 1 2 0 2058
転出 149 59 42 42 225 334 304 230 126 87 45 55 46 31 23 18 5 3 0 0 0 1824
社会増減 2 -14 -12 39 144 110 38 -22 -18 -23 32 -7 -1 -15 -12 -10 1 -1 1 2 0 234
転入 176 43 38 109 367 528 480 288 114 83 65 54 25 26 15 12 11 6 1 1 0 2442
転出 155 66 25 26 235 344 333 217 125 73 33 33 34 14 12 4 3 2 3 0 1 1738
社会増減 21 -23 13 83 132 184 147 71 -11 10 32 21 -9 12 3 8 8 4 -2 1 -1 704
転入 174 64 29 94 336 507 399 275 134 76 52 43 31 21 17 12 6 5 2 1 0 2278
転出 159 58 32 58 191 329 277 225 125 81 43 33 31 24 13 7 4 2 1 0 0 1693
社会増減 15 6 -3 36 145 178 122 50 9 -5 9 10 0 -3 4 5 2 3 1 1 0 585
転入 69 35 16 50 126 190 129 115 72 41 25 28 28 15 14 7 5 1 1 0 0 967
転出 77 28 11 28 101 131 131 112 57 36 32 32 29 20 8 9 3 2 5 0 0 852
社会増減 -8 7 5 22 25 59 -2 3 15 5 -7 -4 -1 -5 6 -2 2 -1 -4 0 0 115
転入 64 18 8 34 214 148 125 79 41 30 17 13 12 15 4 2 6 2 0 0 0 832
転出 52 25 15 19 114 113 106 76 42 34 24 19 22 5 2 5 2 1 0 0 0 676
社会増減 12 -7 -7 15 100 35 19 3 -1 -4 -7 -6 -10 10 2 -3 4 1 0 0 0 156
転入 634 205 121 368 1412 1817 1475 965 469 294 236 186 141 93 61 41 34 16 5 4 0 8577
転出 592 236 125 173 866 1251 1151 860 475 311 177 172 162 94 58 43 17 10 9 0 1 6783
社会増減 42 -31 -4 195 546 566 324 105 -6 -17 59 14 -21 -1 3 -2 17 6 -4 4 -1 1794

2010

市全体

市全体

市全体

市全体

市全体

市全体

下戸田地区

上戸田地区

新曽地区

笹目地区

美女木地区

下戸田地区

上戸田地区

新曽地区

笹目地区

美女木地区

下戸田地区

上戸田地区

新曽地区

笹目地区

美女木地区

2000

2005

下戸田地区

上戸田地区

新曽地区

笹目地区

美女木地区

1995

下戸田地区

上戸田地区

新曽地区

笹目地区

美女木地区

1990

下戸田地区

上戸田地区

新曽地区

笹目地区

美女木地区

1985
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（ア）年齢５歳階層別社会増減の推移 

 市全体の年齢５歳階層別社会増減（「転入数－転出数」）の推移をみると、1985 年は、

「15 歳～19 歳」・「20 歳～24 歳」は「社会増」（転入超過）であるが、他の階層では、

「社会減」（転出超過）である。 
 1990 年以降、「15 歳～19 歳」・「20 歳～24 歳」・「25 歳～29 歳」・「30 歳～34 歳」の

階層は、「社会増」である。特に 20 歳台は、大幅な「社会増」である。一方、55 歳以

降の社会増減は、横ばいで推移している（図表 23）。年少人口と老齢人口についてみる

と、概ね横ばいで推移しており、大きな変化はみることができないが、「０～４歳」の

階層について他の階層と比べて大きい変化がみられる。 
 年少人口年齢別３階層を転入数と転出数でみると「０～４歳」の階層での転出入数が

多いことが明らかであり、この階層を持つ親の転出入の多さを表している。親世代の流

出を防ぐことが年少人口の増加につながると考えられる。 
 
図表 23【年齢５歳階層別社会増減の推移（市全体）】 

 
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 
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（イ）各地区の年齢５歳階層別社会増減の推移 

 

【下戸田地区】 
1985 年は、「15～19 歳」、「20～24 歳」の階層を除く階層で「社会減」となっている。

1990 年以降は、「15～19 歳」、「20～24 歳」、「25～29 歳」において、概ね「社会増」

となっている。特に「20～24 歳」の階層は、大幅な「社会増」となっている。年少人

口についてみると、概ね「社会減」となっている状況であり、特に「０～４歳」の階層

において「社会減」の傾向が他の階層と比べると大きくみられる（図表 24）。 
 
図表 24【年齢５歳階層別社会増減の推移（下戸田地区）】 

 
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 
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【上戸田地区】 
「15～19 歳」、「20～24 歳」、「25～29 歳」、「30～34 歳」（1985 年・2005 年を除く）

の４階層で大幅な「社会増」となっている。50 歳以降については横ばいで推移してい

る。年少人口については、概ね「社会減」で推移している。 
年少人口の転入・転出者数をみると「０～４歳」について 1990 年ごろから転出入者

が大幅に増加したことが分かる。これは埼京線の開通が大きく関係しているものと思わ

れる（図表 25）。 
 
図表 25【年齢５歳階層別社会増減の推移（上戸田地区）】 

  
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 
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【新曽地区】 
「15～19 歳」、「20～24 歳」、「25～29 歳」（1985 年・2000 年を除く）の３階層で大

幅な「社会増」となっている。55 歳以降は横ばいで推移している。年少人口について

みると、「５～９歳」、「10～14 歳」の２階層は横ばいで推移しているが、「０～４歳」

の階層については、1995 年と 2005 年で大きく「社会増」となっている。 
年少人口の転入・転出者数をみると 1995 年ごろから「０～４歳」の階層で転出入者

数が大きく増加していることが分かる（図表 26）。 
 
図表 26【年齢５歳階層別社会増減の推移（新曽地区）】 

  

 
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 
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【笹目地区】 
「15～19 歳」、「20～24 歳」、「25～29 歳」（1985 年・2005 年を除く）の３階層で大

幅な「社会増」となっている。35 歳以降は横ばいで推移している。年少人口について

は、概ね「社会減」となっている。 
年少人口の転入・転出者数をみると、1985 年から現在まで大きな変化はみられず、

同じような値で推移している（図表 27）。 
 
図表 27【年齢５歳階層別社会増減の推移（笹目地区）】 

  

  
出典：住民基本台帳 各年 10 月１日現在 
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【美女木地区】 
概ね横ばいで推移しており、あまり変化はみられない地区だが、その中で「20～24

歳」及び「25～29 歳」の階層で大きく「社会増」となっている。年少人口についてみ

ると、概ね「社会減」の状況が続いていたが、2010 年「０～４歳」の階層で「社会増」

となっている。 
年少人口の転入・転出者数をみると、1995 年「０～４歳」の階層で転出者が多くい

たがそれ以外の年では同水準で推移している（図表 28）。 
 
図表 28【年齢５歳階層別社会増減の推移（美女木地区）】 

  

  
出典：住民基本台帳 各年 10月１日現在 

 

3.5  世帯の状況 

 

 ここでは、一般世帯を「単独世帯」、「核家族世帯」、「その他の世帯」に分類し、国や

埼玉県と比較しながら、戸田市の世帯状況の推移を見ていくこととする。 
図表 29、30 及び図表 31 から、まず「単独世帯」の割合を見ると、2010 年において、

国が 32.4％、埼玉県が 28.4％であるのに対して、戸田市が 40.2%と、大きく上回って

いることがわかる。また、単独世帯 21,763 人のうち、高齢者の一人暮らしは 3,199 人
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で全体の 14.7％しかなく、国の 28.5％や埼玉県の 25.3％に比べて小さいことから、東

京に隣接したベッドタウンという特性が考えられる。また、伸び幅にこそ大きな差はな

いが、全国的に「単独世帯」が増加傾向にあるといえる。 
次に「核家族世帯」であるが、「単独世帯」が増加していることもあり、全国的に減

少傾向となっている。戸田市も例外ではないが、2000 年から 2010 年までの割合の減

少幅は国が 2.1％、埼玉県が 3.3％であるのに対し、戸田市では 4.8％と、その傾向が比

較的顕著であるといえる。また、割合としては、国と同程度であるが、埼玉県と比較す

ると大きく下回っており、埼玉県と戸田市の世帯構成の傾向が異なっているということ

がわかる。 
「その他の世帯」についても、全体的に減少傾向であるが、戸田市ではその割合は比

較的低く、減少の幅も国が 2.7％、埼玉県が 2.0％であるのに対して、戸田市は 0.5％と

小刻みに推移していることがわかる。 
 
図表 29 【国の一般世帯の家族類型別割合】 

 
                        出典：国勢調査（2000 年～2010 年） 
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図表 30【埼玉県の一般世帯の家族類型別割合】 

 
                        出典：国勢調査（2000 年～2010 年） 

 
図表 31【戸田市の一般世帯の家族類型別割合】 

 
                        出典：国勢調査（2000 年～2010 年） 
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第４章 将来推計人口 

 

4.1  国と埼玉県の将来推計人口の推移 

 

 図表 32 及び図表 34 のとおり、国及び埼玉県の将来推計人口の傾向として、総人口につ

いて、国は 2005 年、埼玉県は 2015 年をピークに 2040 年まで減少の一途をたどる。 
これを年齢３区分別にみると、年少人口数については、国、埼玉県とも常に減少する。

また、割合について埼玉県は、2010 年に国とほぼ並び、2040 年には 10.0%と、国と同水準

で推移しており、少子化が進むと予想される（図表 33，図表 35）。 
次に、生産年齢人口数については、国が 1995 年、埼玉県が 2000 年をピークに減少する。

また、割合も国が 1995 年の 69.5%、埼玉県が同年 73.7％をピークに減少する。 
最後に老年人口数は、国、埼玉県とも一貫して増加する。また、割合を見ると、2035 年

には国が、2040 年には埼玉県が、総人口の約３人に１人が高齢者となる。 
 
図表 32【 国の年齢３区分別人口の推移】       図表 33【 国の年齢３区分別人口割合の推移】  

 (単位：％) 

  

 
出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 

国立社会保障・人口問題研究所（2015 年～2040 年） 
 

 

 

  年少人口 生産年齢人口 老年人口 

1985 年 21.5 68.2 10.3 

1990 年 18.2 69.7 12.1 

1995 年 15.9 69.5 14.5 

2000 年 14.6 68.0 17.4 

2005 年 13.8 66.1 20.2 

2010 年 13.2 63.8 23.0 

2015 年 12.5 60.7 26.8 

2020 年 11.7 59.2 29.1 

2025 年 11.0 58.7 30.3 

2030 年 10.3 58.1 31.6 

2035 年 10.1 56.6 33.4 

2040 年 10.0 53.9 36.1 
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図表 34【埼玉県の年齢３区分別人口の推移】  図表 35【埼玉県の年齢３区分別人口割合の推移】 

（単位：％) 

 

 
出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 

国立社会保障・人口問題研究所（2015 年～2040 年） 
 

4.2 戸田市の将来推計人口の推移 

 
 国や埼玉県と比較し、今後、戸田市はどのような人口推移をたどり、どのような人口

割合となっていくのだろうか。同じく総人口の伸びと、年齢３区分別人口から傾向を分

析する。 
 まず、図表 36 のとおり、総人口については 2015 年まで急増し、その後も緩やかに

増加する。2030 年の 13.1 万人がピークとなると予想される。 
 これを年齢３区分別にみると、年少人口数については、2005 年に 1.9 万人まで増加

し、その後、徐々に減少していく。割合は 2005 年から５年ごとに約 1％ずつ減り、2030
年以降、11％代で落ち着く（図表 37）。 
次に、生産年齢人口数は、2025 年の 8.8 万人をピークに減少し、2040 年には 7.7 万

人まで減少する。割合については、2010 年現在 70.4％から 2040 年には 59.6％まで減

少するが、埼玉県と比べると減少の傾きは緩やかである。 
最後に、老年人口数は 2010 年現在の 1.8 万人から 2040 年には 3.7 万人まで倍増す

ると推計される。割合について 2010 年時点で 14.4％に過ぎなかったが、2040 年には

28.8％まで急増すると推計される。しかし、国や埼玉県より減少が緩やかであり、2040

  年少人口 生産年齢人口 老年人口 

1985 年 23.5 69.3 7.2 

1990 年 18.7 73.0 8.3 

1995 年 16.2 73.7 10.1 

2000 年 14.8 72.4 12.8 

2005 年 14.0 69.5 16.5 

2010 年 13.3 66.3 20.4 

2015 年 12.6 62.6 24.8 

2020 年 11.7 61.1 27.2 

2025 年 10.9 60.7 28.4 

2030 年 10.2 60.1 29.7 

2035 年 10.0 58.2 31.8 

2040 年 9.9 55.2 34.9 
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年時点でも高齢者は総人口の約４人に１人の割合となる。 
本市の 2040 年の状況としては、国や埼玉県の 2020 年とほぼ同様であり、本市の少

子高齢化の状況は 20 年程度遅れて到来するようである。そのため、現時点では将来的

に少子高齢化になると推計されているが、対策を講じていく十分な時間があるのではな

いか。 
 
図表 36【戸田市の年齢３区分別人口の推移】  図表 37【戸田市の年齢３区分別人口割合の推移】 

（単位：％) 

 
出典：国勢調査（1985 年～2010 年） 

                   国立社会保障・人口問題研究所（2015 年～2040 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  年少人口 生産年齢人口 老年人口 

1985 年 21.4 72.6 6.0 

1990 年 17.2 76.2 6.6 

1995 年 16.3 76.1 7.6 

2000 年 16.4 74.2 9.5 

2005 年 16.2 71.8 12.0 

2010 年 15.2 70.4 14.4 

2015 年 14.5 68.5 17.0 

2020 年 13.7 67.8 18.5 

2025 年 12.9 67.5 19.6 

2030 年 12.0 66.0 22.0 

2035 年 11.7 63.1 25.2 

2040 年 11.6 59.6 28.8 
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総人口 年少人口
生産年
齢人口

老齢
人口

総人口
対２０１０年

増加率
年少人口

対２０１０年
増加率

生産年
齢人口

対２０１０年
増加率

老齢
人口

対２０１０年
増加率

人口数（人） 121,886 18,544 85,749 17,593 129,053 5.9% 14,952 -19.4% 76,964 -10.2% 37,137 111.1%

割合（％） － 15.2% 70.4% 14.4% － － 11.6% － 59.6% － 28.8% －

人口数（人） 499,336 67,205 337,456 94,675 536,902 7.5% 56,307 -16.2% 313,804 -7.0% 166,791 76.2%

割合（％） － 13.5% 67.6% 19.0% － － 10.5% － 58.4% － 31.1% －

人口数（人） 71,152 7,887 48,615 14,650 56,993 -19.9% 4,727 -40.1% 32,577 -33.0% 19,689 34.4%

割合（％） － 11.1% 68.3% 20.6% － － 8.3% － 57.2% － 34.5% －

人口数（人） 80,364 11,478 57,533 11,353 84,922 5.7% 9,249 -19.4% 51,859 -9.9% 23,814 109.8%

割合（％） － 14.3% 71.6% 14.1% － － 10.9% － 61.1% － 28.0% －

人口数（人） 127,651 18,112 88,207 21,332 128,399 0.6% 14,637 -19.2% 73,626 -16.5% 40,136 88.1%

割合（％） － 14.2% 69.1% 16.7% － － 11.4% － 57.3% － 31.3% －

人口数（人） 127,080,929 16,803,444 81,031,800 29,245,685 107,275,850 -15.6% 10,731,819 -36.1% 57,865,928 -28.6% 38,678,103 32.3%

割合（％） － 13.2% 63.8% 23.0% － － 10.0% － 53.9% － 36.1% －

人口数（人） 7,167,636 953,668 4,749,108 1,464,860 6,304,607 -12.0% 627,249 -34.2% 3,475,717 -26.8% 2,201,641 50.3%

割合（％） － 13.3% 66.3% 20.4% － － 9.9% － 55.1% － 34.9% －
県

そ
の
他

(

参
考

）

国

和光市

類
似
団
体

近
隣
市

２０１０年 ２０４０年

戸田市

川口市

蕨市

朝霞市

 

4.3 近隣市及び類似団体等の将来推計人口 

 
次に、戸田市と、近隣及び類似団体の４市について、2010 年と 2040 年の年齢３区

分別人口数と割合を比較することとしたい。 
 

図表 38【戸田市と４市の年齢 3区分別人口数・割合比較表（2010年・2040年）】 

                 出典：国勢調査（2010年）、国立社会保障・人口問題研究所（2040年） 

 
まず、図表 38 のとおり、総人口については、2010 年までの人口推移で「増加型」と

分類した戸田市（5.9％増）、朝霞市（0.6％増）及び和光市（5.7％増）、そして近郊市

の川口市は、この 30 年間において増加しており、近郊市の蕨市（19.9％減）は減少し

ている。 
次に、年少人口数については、全ての市において、15％から 40％程度減少しており、

さらに少子化が進むことがわかる。なお、年少人口割合については、戸田市、川口市、

朝霞市及び和光市は、10％以上を維持している。 
次に、生産年齢人口数については、４市全てにおいて減少しており、年少人口数に続

いて、大幅に減少していることがわかる。また、生産年齢人口の割合については、2010
年時点において、ほとんどの団体が 70％程度であるのに対し、2040 年にはほとんどの

自治体で 60％以下に減少しており、高齢者を支える世代の割合が 10％程度減少するこ

とがわかる。 
次に、老年人口数については、全ての団体が増加している中、戸田市、和光市及び朝

霞市の３市は約２倍も増加している。また、老年人口の割合については、近隣市及び類
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似団体ともに 30％前後となっている。なお、その中でも割合が低いのは、戸田市

（28.8％）及び和光市（28.0％）である。 
最後に、全体的に見ると、2010 年時点における５市の年齢３区分別人口割合は、そ

れぞれの特徴が出ていたが、2040 年には５市が同じような割合に変化している。従っ

て、各市の年齢構造は、2010 年時点より均一になっていく傾向であり、益々、少子高

齢化が進むと思われる。 
 

4.4 市の人口増減 

 

 最後に、本市の人口増減の傾向から、将来人口の動向を考えてみる。 

次の図表 39 は、1995 年から 2010 年までの国勢調査の５歳階層別人口データを使用

して人の動きを分析したものである。これは、それぞれの年代の人たちが５年間で何人

移動したかを把握するため、「５年前の同じ年代」を引くのではなく、「５年前の５歳下

の年代」の人口を引いている。 

例えば、2010年の 20～24歳の人口が 100人で、2005年の 15～19歳の人口が 90人だ

とすると、10人の社会増があったものとなる。横軸を年齢階層、縦軸を増減人数とし、

何歳の年代が何人増減するかを折れ線グラフで表示しており、全く移動がなければゼロ

となる。 

また、０～４歳世代は５年前に存在しないので図表には入らず、70 歳以降は自然減

傾向が大きくなるため、地域の特徴が表れにくいので図表には入れていない。 

 

図表 39【戸田市のコーホート図（人口増減図）】 
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出典：国勢調査（1995～2010 年） 

 本市の人口増減の特徴としては、５～14 歳、35～64 歳の人口が概ね減少しており、

15～34 歳の人口が増加している。図表 40 の人口階層を参考に考えると、15 歳～19 歳

の大学等の入学、20～24歳、25～29歳の就職期で大きく増加していることから、通勤・

通学地として選ばれているといえる。 

 

図表 40【人口階層の意味】 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59

60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79

年少人口 生産年齢人口
乳幼児期 小学生期 中学生期 高校生期 大学生期

乳幼児期 小学生期 小学校高学年・中学生期 高校生・大学生期

生産年齢人口
大学生期 就職期 子育て世代

大学生・就職期 就職期 30歳代前半（子育て世代） 30歳代後半（子育て世代）

生産年齢人口
子育て世代 中高年世代 高年齢世代

60歳代 70歳代

40歳代前半（子育て世代） 40歳代後半 50歳代

生産年齢人口 高齢人口
高年齢世代 高齢世代

 

 

また、５～14 歳の人口移動には保護者としての親が地域を選択しており、５～14 歳

に加えて 35歳以上の年代も人口が減少しているため、その世代に当たる「子育て世代」

から選ばれているとはいえない状況である。 

 本市の特徴としては、20 歳代の大学生・就職期に多くの人口増加があるため、結果

として社会増へとつながっており、「子育て世代」から選ばれているというよりも、大

学生・就職期の人口増加が続いた結果、「子育て世代が多いまち」となっている。 

 この点を踏まえ、国勢調査結果から本市の従業・通学状況を図表 41 のとおりまとめ

てみた。このデータは回答に不詳のものも含まれているため、数字全てが一致している

わけではないことを補足しておく。 
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図表 41【戸田市の従業・通学状況】 

戸田市の常住人口 戸田市の昼間人口
123,079　(53,934） 115,434

戸田市に常住し従
業・通勤している者

戸田市で常住・通学
している者

22,600 62,062

69,145

33,581

東京都　　　26,435 戸田市以外に従業・通学している者
さいたま市　 5,017
川口市　　　 3,033

戸田市に常住している従
業・通学者

さいたま市　10,831
川口市　　　 5,219
蕨市　　　　　2,592

戸田市以外に常住し
戸田市に従業・通学し
ている者

43,930

v

 

出典：国勢調査（2010年） 

 

 本市に住んで通勤・通学している人は 69,145 人であり、その内市内で通勤・通学し

ている人は 22,600 人の約 33％となっている。また、市外に通勤・通学している人は

43,930人であり、その内東京都への通勤・通学は 26,435人の約 60％いることがわかる。

そのため、本市は都内への通勤・通学先として選ばれているとの先ほどの仮説は、ある

程度当てはまることがわかった。 

 今後、将来人口獲得に向けては、今回調査・分析した内容を踏まえ、自然増及び社会

増の対策を講じていくことが望ましいと考える。 
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第５章 健康寿命の現状 

 

 本章では、人口の中でも「高齢化 7」に着目し、人口問題や健康寿命について分析を

進めていきたいと考える。 

 

5.1 高齢化の動向 

 

 まず、戸田市の高齢化はどのように進んでいるか、また、今後どのように進行してい

くと推計されているか、国及び県と比較しながら改めて整理したい。 

 

図表 42【国、埼玉県及び戸田市の高齢化率の推移】 

 

出典：国勢調査（1985年～2010年） 

国立社会保障・人口問題研究所（2015 年～2040年） 

 

 最新の国勢調査（2010 年）によると、本市の 65 歳以上の高齢化率は 14.4％であり、

国の 23.0％や埼玉県の 20.4％と比べ高齢化率は低くなっている（図表 42）。しかし、

ＪＲ埼京線の開通した 1985年と比較すると 2.4倍にまで増加している。また、2030 年

には本市でも超高齢社会に突入し、2040年には 28.8％と現在の２倍、1985年の約４倍

にまで増加することが推計されている。こうした状況に鑑みると、現在若い本市におい

ても、急速に超高齢社会を迎えることを想定し、先を見据えた取組を進めていかなけれ

ばならない。 

 

（１）地区別老年人口割合 

 高齢化の進行は、一部の地域の問題ではなく、日本全体で考えなければならない最も

7 高齢化は、高齢化率（65 歳以上の人口が総人口に占める割合）によって分類され、高齢

化社会：7～14%、高齢社会：14～21%、超高齢社会：21%以上としている。 
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重要な課題の一つである。本市の高齢化の流れは、国や埼玉県と比較して遅れておとず

れることはわかったが、18.17㎢の小さな市域においても地区ごとに特徴はあるのだろ

うか。第３章で少子化割合を分析したように、高齢化についても地区ごとに整理したい。 

 

図表 43【町丁字別老年人口割合】 

 
※美女木東は秘匿地域のため未集計 

出典：国勢調査（2010年） 

 

図表 43 のとおり地区や小地域（町丁字別）に細分化して確認すると、高齢化が既に

進み始めている地区があることがわかる。 

 地区別では、下戸田地区が最も高齢化が進んでおり、16.2％となっている。また、小

地域では喜沢南２丁目が28.9％となっており、国や埼玉県より高い数字となっている。

28.9％という高齢化率は、2040 年の本市の推計値とほぼ同様であり、喜沢南２丁目の

状況を研究していくと新たな発見があるかもしれない。 

 一方、新曽地区では全体で 10.6％とまだまだ若い地区であり、小地域では氷川町３

丁目で 3.3％となっている。 

このように、市全体としては高齢化率 14％以上の高齢社会に足を踏み入れたばかり

であるが、地区別で考えた場合、都市化が早く進んだ地区においては高齢化の波がすで

に到達しているといえる。 

 

（２）後期高齢者の状況 

 国全体では、2020 年代に高齢化率 30％を超えると予想されている。高齢者の定義は
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65 歳以上の人とされているが、昔の 65歳と比較すると元気な高齢者は圧倒的に増加し

ており、「65歳＝高齢者」というイメージにはなりにくい。 

最新の知見によると、現在 76 歳の人の歩行速度は、1992 年の 65 歳とほぼ同じで約

10 歳若返っている。また、過去 65年間で、男性の寿命は 29.88歳、女性は 32.45歳も

延び、2013 年の日本人の平均寿命は、男性 80.21 歳、女性 86.61 歳といずれも過去最

高を更新しており、今後も食生活の充実や医療技術の進歩によって元気な高齢者が増え、

平均寿命も延びる余地があるといえる。 

こうしたことから、平均寿命の延伸を考えると 65 歳以上の高齢者だけに注目するの

ではなく、それ以上の年代にも対策を講じていかなければならない。現在高齢者の位置

づけとしては、65 歳から 74 歳までの前期高齢者と 75 歳以上の後期高齢者に分けられ

ており、75 歳から 79歳までの５年間が生涯で最も医療費のかかる年代とされている。 

 今後、2025 年には団塊世代 8が 75 歳以上となり、後期高齢者が前期高齢者を上回る

ことが予想されており、後期高齢者 2,000万人社会が到来することによって医療・介護

費を急増し、地域によっては医療と介護のサービスの不足が大きな問題となるのではな

いかと考えられている。 

 そこで、本市はどのように人口が推移し、将来どのように高齢化が進行していくか改

めて整理したい。以下の図表 44 では、高齢者を前期高齢者と後期高齢者にわけて高齢

化の推移をまとめている。 

 

図表 44【高齢化の推移と将来推計】 

        2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 

  
  

  国勢調査人口 将来推計人口 

総人口 108,039  116,696  123,079  127,042  129,222  130,317  130,630  130,232  129,053  

高齢化率 9.4% 12.0% 14.3% 17.0% 18.5% 19.6% 22.0% 25.2% 28.8% 

高齢者人口 
10,204  14,042  17,593  21,660  23,913  25,559  28,732  32,768  37,137  

(65 歳以上) 

前期高齢者 
6,788  9,076  10,789  12,452  12,266  11,528  13,731  17,159  19,349  

(65～74 歳) 

後期高齢者 
3,416  4,966  6,804  9,208  11,647  14,031  15,001  15,609  17,788  

(75 歳以上) 

 

8 第一次ベビーブーム（1947 年から 1949 年までの 3 年間 ）に出生した世代のこと。 
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出典：国勢調査（2000年～2010年） 

国立社会保障・人口問題研究所（2015年～2040年） 

 

 高齢化の流れが遅い本市においても、国と同様 2025 年には後期高齢者が前期高齢者

を上回ると推計されている。また、本市は人口の増加が続いているため、高齢者率以上

に高齢者数の増加が一層懸念され、医療・介護などの需要については、率ではなく実際

のサービスを受ける可能性がある高齢者の数がポイントであることを意識しなければ

ならない。 

 

（３）要介護者の推移 

 ここまで高齢化について述べてきたが、果たして高齢化が進むこと自体悪いことなの

だろうか。高齢化が進んでも元気な高齢者が活躍できる社会であるならば悪い社会では

なく、反対に明るく希望に満ちた社会といえるのではないか。 

 高齢者が健康を保ち活力に満ちた長寿社会を実現するためには、要介護状態となるこ

とを予防するとともに、要介護状態になっても安心して地域で暮らせることが重要であ

る。この要介護状態の指標としては、図表 45のように区分されている。 

  

図表 45【要介護状態区分一覧】 

要介護度 心身の状態 

要支援１ 社会的に支援が必要な状態 

・排泄や食事は自力で行うことができる 

・立ち上がりや歩行などに支えを必要とする 

要支援２ 

要介護１ 部分的に介護を要する状態 

・立ち上がりや歩行が不安定で一部介助が必要 

・排泄や入浴に一部介助が必要 

・問題行動や理解の低下が見られることがある 
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要介護２ 軽度の介護を要する状態 

・立ち上がりや歩行が自力ではできない場合がある 

・排泄や入浴などに一部または全介助が必要 

・問題行動や理解の低下がいくつか見られることがある 

要介護３ 中等度の介護を要する状態 

・立ち上がりや歩行が自立ではできない 

・排泄、入浴、衣服の着脱などに全介助が必要 

・問題行動や理解の低下がいくつか見られることがある 

要介護４ 重度の介護を要する状態 

・排泄、入浴、衣服の着脱など日常生活のほとんどに介助を必要とする 

・多くの問題行動や理解の低下が見られることがある 

要介護５ 最重度の介護を要する状態 

・排泄、衣服の着脱、食事など生活全般に介助を必要とする 

・多くの問題行動や理解の低下が見られることがある 

 

 介護が必要になり、要介護認定を受けた人は介護保険のサービスを受けることができ

る。この介護保険サービスは１割負担で利用することができ、残りの９割分は公費や保

険料で賄われている。そのため、今後も高齢者人口が増加すると、今まで以上に介護保

険料の増額や、市の財政の圧迫に繋がっていくことが問題となる。今後、財政状況が厳

しい中で、必要なサービスの提供を維持しながら、高齢化に応じた施策を推進すること

が課題となる。 

 

図表 46【要介護認定者数の推移】 

 

出典：介護保険事業計画状況報告（各年９月末現在） 

 

 

40



図表 47【介護給付費の推移（2014 年度以降は推計値）】 

 

出典：長寿介護課作成 

 

 本市では、高齢者人口の増加とともに、要介護認定者も増加している（図表 46）。５

年前の 2009年に 2,283人だった要介護認定者が、2014 年には 3,215人と約 1.4 倍にま

で増加し、それにあわせて介護給付費も増加している。また、この傾向は今後も続いて

いくと予想されている（図表 47）。 

 

図表 48【高齢者人口、第１号被保険者数及び要介護認定者数】 

第１期 第２期 第３期 第４期 第７期末
団塊の世代が

後期高齢者となる

2000年度 2005年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年 2014年８月末 2015年度 2016年度 2017年度 2020年度 2025年度

107,431 116,859 120,798 126,171 128,371 130,770 131,879 134,455 136,566 138,638 144,625 153,848

10,378 13,407 16,059 18,011 18,926 19,746 20,083 20,878 21,468 21,941 22,953 24,182

65歳以上75歳未満 6,939 8,748 10,168 10,778 11,119 11,548 11,724 11,995 12,026 11,925 11,752 11,046

75歳以上 3,439 4,659 5,891 7,233 7,807 8,198 8,359 8,883 9,442 10,016 11,201 13,136

9.66 11.47 13.29 14.28 14.74 15.10 15.23 15.53 15.72 15.83 15.87 15.72

62 127 431 583 665 748 795 930 1,055 1,204 1,422 1,599

427 886 781 1,010 1,103 1,165 1,221 1,319 1,429 1,586 1,956 2,332

179 290 446 424 443 449 434 420 399 373 412 481

267 492 528 669 724 709 720 749 772 799 911 1,091

935 1,795 2,186 2,686 2,935 3,071 3,170 3,418 3,655 3,962 4,701 5,503

8.58 13.39 13.61 14.23 14.83 14.93 15.20 15.84 16.51 17.50 19.88 22.14

推計値

要介護４・５

要介護３

要介護１・２

要支援１・２

第５期 第６期

要

介

護

認

定

者

数

65歳以上人口に�おける認定率

合計

全人口

65歳以上高齢者合計（人）

高齢化率（％）

第

１

号

被

保

険

者

数

等

実績値

 
出典：長寿介護課作成 

 

 図表 48 は、高齢者人口や要介護認定者数などについて現状値と推計値をまとめたも
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のである。ここでは、市の人口も増加しているがそれ以上に要介護認定者数、率ともに

増加していくことが予測されている。なお、このデータに関しては第６期戸田市高齢者

福祉計画・介護保険事業計画（案）（2015年２月現在）のものであり、人口推計につい

ては国立社会保障・人口問題研究所の数値と異なっていることを補足する。 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）」によ

ると、埼玉県の 75歳以上の一人暮らし世帯は今後急増すると見られている。2035年の

75 歳以上の単独世帯は、2010年の９万 5,000世帯に比べ 135％増の 22万 3,000世帯と

なり、全国で最も高い増加率と推計されている。一人暮らしの高齢者の中には、外出す

る頻度が減り地域から孤立したり、認知症を抱えて日常生活が行き詰ったりする場合も

ある。これは埼玉県だけの問題と捉えるのではなく、本市も例外ではなく深刻な問題と

考えていく必要がある。 

加えて、厚生労働省の 2013年国民生活基礎調査では、介護が必要な 65歳以上の高齢

者がいる世帯のうち、介護する人も 65歳以上である「老老介護」の世帯の割合が 51.2％

に達し、初めて５割を超えた。老老介護の世帯は今後も増加が見込まれ、同世帯の高齢

化もより進むと見られることから、こうした対策も一層求められる。 

 

5.2 健康づくりに関する考え方 

 

 ここまで高齢者の現状や将来の推計を調査・分析してきたが、今後高齢化の流れは今

まで以上に進むことは避けることができない。そのため、高齢化の流れに対応すべく、

国や埼玉県だけでなく本市においても、高齢者になっても健康でいられるよう、健康づ

くりの方針を定めて取り組んでいる。 

 

図表 49【健康日本 21（第二次）の概念図】 
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国では、少子高齢化や疾病構造の変化が進む中で、生活習慣及び社会環境の改善を通

じて、子どもから高齢者まで全ての国民が共に支え合いながら希望や生きがいを持ち、

ライフステージに応じて、健やかで心豊かに生活できる活力ある社会を実現し、その結

果、社会保障制度が持続可能なものとなるよう、国民の健康の増進の総合的な推進を図

るために、「二十一世紀における第二次国民健康づくり運動（健康日本 21（第二次））」

を推進している（図表 49）。 

健康日本 21（第二次）の基本的な方向として、以下の５つを示している。 

① 健康寿命の延伸と健康格差の縮小 

② 生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 

③ 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 

④ 健康を支え、守るための社会環境の整備 

⑤ 栄養・食生活、身体活動・運動、休養、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生

活習慣及び社会環境の改善 

 

図表 50【健康長寿埼玉プロジェクトの概念図】 

 

出典：埼玉県健康長寿計画 

 

続いて、埼玉県では、国の健康日本 21（第二次）を踏まえて策定した「健康埼玉 21」

において、「県民一人一人がいつまでも健康を実感しながら、生き生きとした生活がで

きる健康長寿埼玉の実現」を基本方針として、国と同じ５つの柱を掲げている。 

 また、「健康埼玉 21」の実現のため、「埼玉県健康長寿計画」を策定し、基本方針の

柱５つの項目について、現状、目指すべき方向性、施策の展開を載せるとともに、医療
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費の抑制を図ることもねらい、健康長寿埼玉プロジェクトとして、以下の４つを掲げて

いる（図表 50）。 

① 市町村対象の「健康長寿モデル事業」の推進 

② 企業・団体における活動促進 

③ 健康づくりの啓発を行うボランティア、健康長寿サポーターの要請 

④ プロジェクトの啓発活動 

 

また、本市においては、国や埼玉県の基本方針を踏まえ、健康づくりに関する本市の

特徴や課題を明確にし、第２次戸田市健康増進計画に基づいて取組を行っている。本計

画では、６つの分野（食生活、運動、休養とこころの健康、歯の健康、アルコール、た

ばこ）別に取組状況を把握し、進捗管理を行っているところである。 

 国、埼玉県及び本市の健康づくりに関する計画については、図表 51 のようにまとめ

ることができ、健康づくりはそれぞれつながりがあることがわかる。 

 

図表 51【健康づくりに関する計画】 

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

国

埼玉県

戸田市

健康日本２１（第二次）（2013年度～2022年度）

健康増進法

健康埼玉２１（2013年度～2022年度）

健康長寿計画（2013年度～2015年度）

前期計画（2008年度～2013年度） 第２次戸田市健康増進計画（2014年度～2018年度）

戸田市第４次総合振興計画（2011年度～2020年度）

【基本目標】

Ⅱ 誰もが健康でいきいきと生活できるまち

その他、戸田市食育推進計画、戸田市国民健康
保険特定健康診査等実施計画 など

 

出典：まちづくり戦略会議作成 

 

 健康づくりは、高齢者だけの問題ではない。そのため、各計画の中では生活習慣や環

境の改善を通じて、子どもから高齢者まで全ての人が健康でいられるために必要な内容

が盛り込まれている。しかし、本研究では、健康づくりの対象として高齢者を中心に考

えていきたい。 
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5.3 健康寿命の現状 

 

 健康づくりにおいて、高齢化が問題となることは前述したとおりであるが、その中で

最も重要と考えられることは、日常的に介護を必要としないで自立した生活ができる期

間である「健康寿命」ではないだろうか。 

 

（１）健康寿命の定義 

健康でいられる期間「健康寿命」とは、どのように定義されているだろうか。実は、

国と埼玉県では健康寿命の定義が異なっている。 

まず、国では健康寿命について「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活

できる期間」と定義しており、国民生活基礎調査 9と生命表を用いて算定している。し

かし、同調査においては、都道府県を対象として調査の母数を決定しているため、市町

村に置き換えると調査件数が足りないため単純に当てはめることは難しい。 

一方、埼玉県では県政の基本計画である埼玉県５か年計画の中で、生涯を通じた健康

の確保を施策の指標として掲げ、「65 歳以上で介護保険制度の要介護２以上に認定され

た時点を障害発生時点と考え、それまでの期間」を健康寿命としている（図表 52）。 

 

図表 52【埼玉県の健康寿命】 

 

出典：埼玉県ホームページ（http://www.pref.saitama.lg.jp/b0714/kenzyu.html） 

2015 年１月 27日アクセス 

9 保健・医療・福祉・年金・所得等国民生活の基礎的な事項について世帯面から総合的に

明らかにする統計調査。厚生労働省が1986年から毎年実施しており、全国で無作為に抽出

された約５万５千世帯に住む全ての世帯員約 14 万４千人を対象としている。 
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 埼玉県の 2012年健康寿命は、男性 16.84年、女性 19.76年で、平成 13年（2007年）

から平成 23年（2011年）まで続いてきた延伸が止まり、ほぼ横ばいとなっている（図

表 53）。なお、「埼玉県５か年計画（2012 年度～2016 年度）」における健康寿命の目標

値は、男性 17.3年、女性 20.0年となっている。 

 

図表 53【埼玉県における健康寿命の推移】 

 

出典：埼玉県ホームページ（http://www.pref.saitama.lg.jp/b0714/kenzyu.html） 

2015 年１月 27日アクセス 

 

 本市の健康寿命の定義を考えた場合、国と埼玉県の両方を選ぶことや、市独自の基準

を設けて健康寿命の延伸を進めていくこともできる。しかし、国の定義では調査の母数

が足りないため、基礎自治体である本市が国の定義に併せることは難しい。 

 また、本市独自の定義を設けることもできると考えるが、独自の定義を設けた場合、

他自治体と比較することができないため、共通の定義に合わせて健康寿命を把握してい

くことの方が現実的といえる。 

 そこで、本市が健康寿命を考えていくうえでは、埼玉県と同様の定義を利用すること

で他自治体とも比較しながら健康寿命の延伸を目指していくことが望ましいといえる。 

 それでは、現在県内の自治体の健康寿命がどのようになっているだろうか。平成 19

年（2007 年）から平成 24 年（2012 年）までの埼玉県の健康寿命については、図表 54

のとおりである。 
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図表 54【埼玉県の健康寿命（市町村別）（平成 19年～平成 24年）】 
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出典：埼玉県ホームページ（http://www.pref.saitama.lg.jp/a0704/kenkochoju/） 

2015 年２月３日アクセス 
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 本市の健康寿命については、年々延伸している状況ではあるが、男性で５年連続 63

位（最下位）となっており、また、女性は若干改善している状況ではあるが、2012 年

では 61 位となっている。本市は平均年齢が県内一若く、高齢者人口が少ない状況では

あるが、この少ない高齢者の健康寿命が短い点について早急に対策を講じていかなけれ

ばならない。 

 

（２）他自治体との比較 

健康寿命の順位が悪いということは、本市の取組に問題があるのだろうか。または、

本市の取組が不十分であり、その点を改善すれば早期にワーストから抜け出せるのだろ

うか。健康寿命の延伸に向けては、県内でも様々な取組が行われているため、他自治体

と比較することで本市との違いを把握していきたい。 

 まず、県では「健康長寿埼玉プロジェクト」を推進し、誰もが毎日健康で生き生きと

暮らすことができる「健康長寿社会」の実現を目指して取り組んでいる。特に、2012

年度から７つのモデル都市（東松山市、加須市、坂戸市、和光市、朝霞市、春日部市、

久喜市）と連携して、「運動」「食」「団地まるごと」に着目した健康づくりのモデル事

業を実施し、科学的なデータによる検証活動を実施した（図表 55）。検証結果について

は、次章で改めて紹介することとする。同プロジェクトでは、日本の縮図である埼玉県

の成功をきっかけとして、少しの工夫を加えることで日本各地の課題を解決することに

つながると考え、将来的に広く通用する「健康長寿埼玉モデル」を構築し、県内市町村、

全国に発信していくことをめざしている。 

 

図表 55【健康長寿プロジェクトのモデル自治体事業】 

開始年度 自治体名 事業名 

2012年度 東松山市 毎日１万歩運動 

坂戸市 野菜もりもり促進事業 

朝霞市 団地まるごといきいき事業 

2013年度 加須市 筋力アップトレーニング 

和光市 ヘルシーサポート事業 

春日部市 官学連携健康団地づくり 

久喜市 わし宮団地わくわく事業 

 

 次に、健康寿命の県内１位の自治体である志木市と健康づくりの先進自治体である和

光市の状況を確認することとする。志木市及び和光市では、本市同様に健康づくりに関

する計画である「いろは健康 21 プラン（第３期）志木市食育推進計画」「健康わこう

21 計画」を基にして、健康寿命の延伸につなげている（図表 56）。 
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図表 56【志木市及び和光市の健康づくりに関する計画】 

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

志木市

和光市

戸田市

前期計画（2009年度～2013年度） いろは健康２１プラン（第３期）志木市食育推進計画（2014年度～2018年度）

健康わこう２１計画（2008年度～2017年度）

前期計画（2008年度～2013年度） 第２次戸田市健康増進計画（2014年度～2018年度）

戸田市第４次総合振興計画（2011年度～2020年度）

【基本目標】

Ⅱ 誰もが健康でいきいきと生活できるまち

その他、戸田市食育推進計画、戸田市国民健康
保険特定健康診査等実施計画 など

 

 

 また、具体的な取組として、志木市では、「運動教室によるリスク保有者へのアプロ

ーチ」を実施している。この取組は、リスク保有者に対し運動教室を実施し、生活習慣

病予防に効果的な運動習慣を身に着けるだけでなく、あわせて保健師や管理栄養士によ

る健康結果の見方や食生活の指導を行うことで、健康に対する行動変容や、１年に１回

の定期的な特定健診の受診を習慣づけ、連続受診につなげることで受診者の重症化を予

防するものである。次に、和光市では、「ヘルシーサポート（食による健康づくり）事

業」を実施している。この取組は、市内事業所の社員食堂等で参加者にヘルシーメニュ

ーを提供するのに加え、健康ニュースレターや管理栄養士などによる個別アドバイスを

実施している。食による健康づくりによって、ＬＤＬコレステロール値や食べ過ぎの原

因となる早食いが改善され、体重の減少が確認できるなどの効果が出ているようである。

ちなみに、同事業については埼玉県の健康長寿プロジェクトのモデル自治体事業となっ

ている。 

 一方、本市においては 2014 年７月から「健康ポイント制度」を実施している。ここ

では、市民に楽しみながら健康への関心を高めてもらい、よい生活習慣が継続すること

をめざしている。そして、将来的に医療費の抑制につなげることを期待している。この

取組では、40 歳以上の市民が対象で、期間中に生活習慣の改善に取り組んだ内容を指

定のカードに記入し、歩数の記録やがん検診の受診などで１～50 ポイントをカウント

して、500ポイントためた人は賞品がもらえるというものである。また、この他にも健

康寿命の延伸につながる様々な取組を実施しており、他自治体の取組内容と違いがある

にせよ、それがワーストの原因とは考えにくい。 

 それでは、先ほど事例で調査した埼玉県、志木市、和光市と本市の健康に関するデー

タに違いを確認してみたい。今回、埼玉県衛生研究所が作成した健康指標ソフト「ツー
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ル君」を利用し、それぞれの自治体の県平均と比較した、少子高齢化と医療費を中心と

した健康指標で確認することとする（図表 64）。 

 

図表 57【2013年度版健康指数】 

埼玉県                 戸田市 

志木市                   和光市 

出典：埼玉県衛生研究所「ツール君」 

 

 図表 57の本市の状況を見ると、出生率や一人当たり診療費（全体）、高齢化率などが

県平均と比較して良いデータとなっている。しかし、標準化死亡比は、三大疾病である

悪性新生物、心疾患及び脳血管疾患の全てにおいて悪いデータとなっている。また、一

人暮らしの高齢者割合が高いことも特徴といえる。今後、高齢化や高齢者一人当たりの

医療費は増加していくと考えられるため、元気な高齢者を一層増やしていく必要があり、

健康寿命の延伸は不可欠であると改めて実感する。 

 一方、志木市及び和光市においては、高齢化や医療の分野全般的に良いデータとなっ

ている。志木市と和光市の高齢化部分のデータを比べると、一人暮らしの高齢者の割合

のみ大きな違いが出ているため、この辺りのデータを次章で少し掘り下げてみたいと考

える。 

 また、今回利用したツール君の健康指標については、本文で紹介すると細かすぎてし
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まうため、参考資料として最後に掲載させていただくのでご参照いただきたい。なお、

過去のデータについても、2013 年度とほぼ同様の結果となっていることを補足してお

く。 

 

5.4 高齢者福祉サービス 

 

ここまで健康寿命や健康づくりの取組を中心に調査・研究を進めてきた。しかし、健

康寿命の延伸に向けた施策を考えた場合、予防としての健康づくりの取組や回復するた

めの取組、生きがい対策といったソフト面だけでなく、高齢者が暮らしやすい環境整備

のハード面も含めた高齢者福祉サービス全体を考える必要がある。 

 本市としては、全ての市民が可能な限り長く健康を維持し、自立して暮らすことがで

き、また、病気になっても住み慣れた地域で質の高い医療・介護サービスを享受できる

社会を実現していかなければならない。そのためには、健康づくりの取組とともに、高

齢者福祉サービスの両輪を充実させていくことによって、健康寿命の延伸につなげてい

くことをめざす必要がある。 

 そこで、本市の高齢者福祉サービスはどのように行われているか、他自治体と比較し

てサービスに不足がないか考えてみたい。高齢者福祉サービスでは、同じような取組で

も名称が違うケースもあるため、比較する資料は 2013 年に日本経済新聞社が実施した

「全国市区『高齢化対応度』調査」を活用することとする。今回は、高齢者福祉サービ

スのソフト面に加え、高齢者が暮らしやすいハード面も高齢化対応度（ソフト面・ハー

ド面）集計表としてまとめた（図表 58）。 
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図表 58【高齢化対応度（ソフト面・ハード面）集計表】 
No. 自治体名 医療・介護 生活支援・予防 社会参加 その他 病棟数（人口10万対） 市町村道舗装率 公園面積（㎡／人） ソフト面順位 ハード面順位 総合順位

1 さいたま市 19 9 7 16 25 16 15 9 16 5
2 川越市 14 24 28 11 8 22 17 20 6 9
3 熊谷市 17 5 36 8 11 23 2 11 4 3
4 川口市 28 22 24 23 26 4 27 27 18 26
5 行田市 25 5 30 9 24 28 6 13 21 14
6 秩父市 19 26 5 14 20 35 1 15 16 11
7 所沢市 25 32 16 6 9 18 23 22 9 11
8 飯能市 33 13 16 34 1 38 4 31 5 16
9 東松山市 17 36 5 32 10 36 3 34 8 20

10 春日部市 19 34 9 7 18 15 28 24 23 27
11 狭山市 5 7 35 36 6 31 13 16 9 5
12 羽生市 29 36 13 37 13 34 5 37 11 29
13 鴻巣市 1 1 14 24 23 30 16 3 28 11
14 深谷市 13 27 10 15 14 26 12 14 11 5
15 上尾市 33 17 20 27 27 12 22 26 23 30
16 草加市 19 30 37 31 38 2 37 33 32 37
17 越谷市 32 13 16 16 17 9 31 21 18 17
18 蕨市 19 12 30 19 36 3 35 19 31 32
19 戸田市 8 29 3 1 12 1 7 5 1 2
20 入間市 7 9 24 25 30 27 25 10 37 27
21 朝霞市 4 38 22 26 33 5 32 30 29 35
22 志木市 9 24 4 10 37 7 33 8 32 19
23 和光市 3 3 1 3 5 6 20 1 2 1
24 新座市 9 31 16 30 28 14 38 24 36 36
25 桶川市 15 18 8 5 35 17 30 6 37 23
26 久喜市 15 18 30 11 22 24 11 16 18 14
27 北本市 33 18 30 4 19 21 8 18 7 5
28 八潮市 37 3 28 38 7 13 34 35 14 30
29 富士見市 11 33 23 21 29 20 24 27 30 34
30 三郷市 19 1 2 2 15 11 29 2 15 4
31 蓮田市 25 16 24 16 3 29 26 23 21 24
32 坂戸市 5 8 21 20 34 25 19 7 35 20
33 幸手市 38 22 37 33 4 19 10 36 3 17
34 鶴ヶ島市 29 28 12 35 32 8 21 32 23 33
35 日高市 29 21 30 27 2 37 14 29 13 20
36 吉川市 2 11 10 11 21 33 9 4 26 10
37 ふじみ野市 11 15 14 22 31 10 36 12 32 24
38 白岡市 36 35 24 29 16 31 18 38 27 37  

出典：日本経済新聞社「全国市区『高齢化対応度』調査」 

埼玉県「埼玉県保健統計年報」「道路現況調書」 

「市町村別都市公園整備現況（都市計画区域内）」 

 

 「全国市区『高齢化対応度』調査」では、財政の厳しい制約がある中で、急速に進む

高齢化に自治体はどのように対応しているかを調査する内容となっており、「医療・介

護」「生活支援・予防」「社会参加」の主要３部門と「その他」に分類した計 36 項目で

ランキングを作成したものである。 

調査項目としては、「医療・介護」12 項目、「生活支援・予防」８項目、「社会参加」

６項目、「その他」10項目となっている。具体的に、まず「医療・介護」では高齢者数

の増減率と比較した要介護・要支援認定者数の増減率、高齢者の検診や予防接種の受診

率などである。次に、「生活支援・予防」では介護の二次予防事業への参加や高齢者を

見守るネットワークのカバー率などである。「社会参加」では高齢者の就労率やボラン

ティアに参加している高齢者割合などであり、最後に「その他」としては、災害時の要

援護者名簿の整備状況やバスの低床化車両割合などとなっている。 

 今回、この調査結果を回答した県内の 38 市を抽出し、点数ではなく順位に置き換え

てソフト面として整理したところ、本市は県内第５位となっておりソフト面の高齢者福

祉サービスはある程度対応できていることがわかった。 
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 続いて、高齢者が安心して地域を歩いて暮らせるまちに必要なハード面の環境につい

てまとめた。ハード面としては、病気やけがをしても、良質な医療・介護へのアクセス

により、早く社会に復帰できる指標としての「病棟数」や、安心して歩いて暮らせるま

ちとしての「道路舗装率」、外出先でゆっくりとくつろげる「公園面積」の３つを取り

上げることとした。これらのデータについては、それぞれ「埼玉県保健統計年報」や「道

路現況調書」、「市町村別都市公園整備現況（都市計画区域内）」を利用している。ハー

ド面についても、集計表では各自治体の状況を順位に置き換えてみたところ、本市は県

内第１位となることから、安心して過ごせる環境づくりは整っていることがわかった。 

 以上のデータをまとめると、健康づくりの先進自治体である和光市が第１位となって

おり、本市はその次で第２位となる。このように考えると、本市では高齢者福祉サービ

スによる暮らしやすさでは必ずしも悪い結果とはなっていない。そのため、先程仮説と

して考えた本市の取組が不十分であり、その点を改善すれば早期にワーストから抜け出

せるとの単純な考えでは改善できない問題であることがわかった。 
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第６章 健康寿命延伸に向けて 

 前章では、本市の高齢者の動向や健康づくりの取組、高齢者福祉サービスなどを整理

し、健康寿命の延伸について考えてきた。そこで、本章ではこれまでの調査・研究から

見えてきた本市の健康寿命延伸に向けての３つの提案をしていきたい。 

6.1 ターゲットの設定 

 健康寿命の延伸を考えた場合、まず弱点を改善していくことが効果的であると考える。

本市の弱点としては大きく２つあげられる。 

１つ目としては、高齢者のみで生活している世帯の増加である。高齢者人口が少ない

本市ではあるが、図表 57の 2013年度版健康指数で確認したとおり、一人暮らしの高齢

者 10を中心とした世帯の増加傾向が続いている。年齢を重ねていっても、高齢者を支え

る家族がいることで、心身が弱まることを防ぐことはできる。しかし、時代の流れや居

住移転の自由もあり、行政の取組によって高齢者の単身や高齢者のみの世帯の増加を簡

単に止めることはできない。例えば、高齢者と子ども世帯が一緒に住んだ場合に補助金

を交付するような施策も考えられないわけではない。しかし、費用対効果を考えると現

実的な施策とは言い難い。また、首都に隣接し、通勤・通学先として人口増加が進んで

いる本市においては、ある程度行政による高齢者福祉サービスの提供は致し方ないので

はないかとも考えられ、１つ目の高齢者のみ世帯の増加を防ぐというより上手く対応し

ていくことが求められると考える。 

 そこで、次の弱点に対する対策を考えていきたい。２つ目としては、「男性の健康寿

命」が極端に低いことである。図表 54の県内市町村別の健康寿命を見ても、2012年本

市男性の健康寿命は 15.71であり、第 62位の川口市 15.98との差は 0.27もあり、また、

埼玉県の 16.84と比較すると 1.13の大きな開きがある。 

 一方、本市の女性の健康寿命は 18.96で県内第 61位となっているが、埼玉県の 19.76

と比較して 0.8 の差となっている。また、男性が１位順位を上げるのに 0.27 必要であ

るのに対し、女性がその分改善した場合は北本市まで抜かし第 55 位まで順位を上げる

ことができることから、男性の健康寿命がいかに悪い状況であるかわかる。 

 それでは、男性のどこが一番の弱点なのか。先程の他自治体の取組を調査していく中

で、一つの気になるデータにたどり着いたので、今回はその点を提案したい。 

10 2010 年国勢調査結果によると、一人暮らしの高齢者の割合は 18.2％（3,199 人）で、10
年前の 13.6％（1,391 人）から大きく増加している。 
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図表 59【人口増加の特徴】 

出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（2014年 1月 1日現在） 

人口動態調査（2013年） 

国勢調査（2010年） 

 図表 59 は、志木市、和光市及び本市の人口に関するデータを住民基本台帳、人口動

態調査及び国勢調査からそれぞれ抽出し、県内の自治体の平均を偏差値 50 として項目

ごとに偏差値を表したものである。ここで気になる点として高齢者の労働力率の偏差値

（65.7）が高いことである。高齢者の労働力としては、17,593人の高齢者人口のうち、

労働力人口は 4,910 人（27.9％）となっており、県平均 23.5％よりも４ポイント以上

高い割合となっている。また、65歳から 74歳の前期高齢者に限った場合、38.3％と就

業意欲が非常に高い状況である。そのため、高齢者の労働力率が他自治体に比べて高い

本市においては、高齢者の就業意識が高く、仕事を辞めてしまうと一気に心身ともに弱

ってしまう傾向があるのではないかと推測することができる。 

人口の転出入が多い本市においては、通勤先として生涯の生活地として選ばれること

も多い。反面、仕事をしているときには、地域の活動には無縁であり、退職してから地

域で新たに活動することが難しい状況になっているのではないかとも推測できる。 

 内閣府が 2009年に行った高年齢者の地域社会への参加に関する意識調査では、60歳

以上の人の約９割は 65歳以上まで、約７割は 70歳以上まで働きたいと考えている。ま

た、2014年中小企業白書によると、起業者の３割超は 60歳以上であり、経験と資金力

があるシニア層も退職後の勤労意欲が衰えない状況である。今回の調査から、その傾向

は本市においては特に強く、高齢者のニーズにあった雇用や労働環境づくり、情報提供

をするための仕組みを行政として準備していくことも必要であると考える。 

加えて、高齢者の「居場所」を地域社会に確保しておくことも喫緊の課題といえる。
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高齢者の介護予防のためには、地域に多様な通い場をつくり、社会参加を促進していく

ことも重要である。元気な高齢者は、住み慣れた地域において仕事や地域活動など、何

らかの生きがい、やりがいを持ちながら生き生きと毎日を過ごしたいと思っていると考

えられるため、行政としてその手伝いをしていくことも必要である。 

高齢者の閉じこもりがその後の要介護状態につながる可能性が高いことに鑑みると、

やはり高齢者の孤立を抑止することが健康寿命延伸の第一歩であり、高齢者に積極的に

外出してもらい、地域社会で元気に活動してもらうことが肝要である。 

また、男性の健康寿命の弱点を調査していくなかで、心身が弱まる原因を見出すこと

で健康寿命の延伸につながるのではないかと考え、その方策についても検討したところ

である。その一つの取組として、診療報酬明細書（レセプト）などの電子データを分析

し、入院日数や薬剤の量、後発薬の使用状況などから、人口や年齢構成など医療費を左

右する要素を勘案することで、疾病や治療の傾向を把握し、ターゲットをより絞ること

もできる。しかし、この分析については、現在保険年金課において国民健康保険のデー

タベースから分析を進めており、本研究では実施せず、次年度担当課から結果が出た後

に、関連部署で情報共有することで対策を講じていくことが効率的かつ確実性の高いも

のになると考える。 

6.2 健康寿命延伸策の推進 

 一般的に施策を考える場合、地域の特性にあったものを実施していくことが有効であ

る。しかし、健康寿命の延伸策に関しては、よいものを取り入れることも必要ではない

かと考える。理由としては、健康寿命は埼玉県で独自の定義をつくり、県内で順位付け

され発表されていることから、その基準に沿って対策を講じていくことが改善の近道で

あると考えるからである。そこで、前章で触れた埼玉県で実施している「健康長寿埼玉

プロジェクト」のモデル事業で効果のあった事業を取り入れていくことを提案したい

（図表 60）。 
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図表 60【健康長寿埼玉モデルの概要】 

出典：埼玉県知事記者会見資料 

2015 年１月の埼玉県知事の記者会見において、2012 年度から実施した７市のモデル

事業の成果を発表し、２つの事業を活用した今後の方向性を示した。 

まず、東松山市で実施した毎日１万歩を目指すウォーキングでは、参加した 95 人の

中性脂肪が半年で平均 22.4％低下し、一人当たりの医療費が年間２万 3,846 円抑制で

きたとのことであった。また、加須市で実施した筋力トレーニングでは、参加者 80 人

の筋肉率が平均１％上昇し、体脂肪率は 2.1％減るとともに体力は平均８歳若返り、医

療費は一人当たり年間７万 8,882 円抑制できたとのことであった。埼玉県の試算では、

40 歳以上の県民の１割が毎日１万歩のウォーキングを実施した場合、医療費は年間で

約 100 億円、筋トレでは年間約 330億円を抑制できるとのことである。 
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図表 61【健康長寿埼玉モデルの全県展開（推奨プログラム）】 

出典：埼玉県知事記者会見資料 

こうした成果を受け、埼玉県は今年度中に効果的なウォーキングや筋トレの手法を記

した「実践マニュアル」を作成するとし、また、身体測定や血液検査を定期的に行い、

プロジェクトの効果を実感させたり、ウォーキングのデータを毎月集計して順位を発表

したりするなど、やる気を継続させる仕組みもつくるとのことである（図表 61）。 

また、自治体などが行っている 40 歳以上を対象とした特定健康診査のデジタル情報

を活用して、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）や糖尿病などのリスクの高

い人を抽出し、参加を呼びかけることも予定しているとのことである。 

 今回埼玉県に準じたほうが望ましいと提案する他の理由としては、積極的にプロジェ

クトに取り組む自治体には、交付金を重点的に配分されることが検討されていることも

ある。その他にも、医療費抑制などの成果を上げた自治体を表彰するとの発表もあり、

埼玉県の流れに遅れずに乗っていくことも必要ではないかと考える。なお、来年度以降

も引き続き埼玉県の動向を注視していくことも不可欠である。 

6.3 健康寿命延伸に向けた体制 

 健康寿命延伸に関わる施策は、複数の部署が計画を立てて取り組んでいる。代表的な

計画は以下に紹介する。まず、健康づくり分野の推進計画として前章で説明した「第２

次戸田市健康増進計画」があるが、この計画は健康増進法（第８条第２項）に規定する

市町村健康増進計画となっている。 
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 続いて、「高齢者福祉計画」は全ての高齢者を対象とした本市の高齢者福祉に関する

計画であり、また、「介護保険事業計画」は、介護保険の対象となる要介護者等の人数、

介護保険サービス量の見込み等について定めた介護保険事業を運営するための事業計

画であり、老人福祉法（第 20条の８）の規定に基づく「市町村老人福祉計画」、及び介

護保険法（第 117条）の規定に基づく「市町村介護保険事業計画」を一体的に策定する

ものとなっている。 

 最後に、「第２期戸田市国民健康保険特定健康診査等実施計画」は、高齢者の医療の

確保に関する法律（第 18 条）に基づき、被保険者のいきいきといきがいのある将来の

実現と、年々増加する医療費を抑制する医療費適正化を目的とするものとなっている。 

 これらの計画だけを取り上げてみても、それぞれ健康寿命延伸に効果的な取組を直接

または間接的に含んでいる。したがって、関係部署が健康づくりや健康寿命の延伸に関

して情報共有を進め、市が一丸となって取り組んでいくことが肝要である。 

本市では、市民が健康で幸せに生活できる健康なまちづくりを総合するため、今年度

「戸田市健康なまちづくり推進庁内会議」が設置された。同会議は以下の委員をもって

組織しており、全庁的に健康的なまちづくりを推進する体制ができたといえる（図表

62）。 
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図表 62【戸田市健康なまちづくり推進庁内会議委員一覧】 

所属 職名 

福祉部 福祉保健センター所長 

長寿介護課長 

保険年金課長 

総務部 経営企画課長 

人事課長 

市民生活部 協働推進課長 

文化スポーツ課長 

環境経済部 公園河川課長 

経済産業振興課長 

こども青少年部 こども家庭課長 

都市整備部 まちづくり推進室担当課長 

道路課長 

教育委員会事務局 学務課長 

生涯学習課長 

 今後、健康づくりに関するデータを一元的に管理し、同会議を通じて健康なまちづく

り推進していくことが必要ではないかと考える。 

本市が目指す（超）高齢社会とは、高齢者のみならず全ての市民が安心して暮らせ、

地域にあってお互いに触れあい、支え合い、いつまでも住み続けられる心豊かな社会と

している。心豊かな社会とは、市民一人ひとりが高齢であっても、障がいがあっても、

お互いの人権を尊重し合い、ひとしく健やかで生きていける実感を喜びを持って享受で

きる社会であり、全ての人が生活者として住み続けられる地域社会でなくてはならない。

そのためには心身の「健康」は不可欠であり、健康づくりや医療・介護の連携、介護予

防、生活支援サービスの充実など多岐にわたる問題を縦割りに考えるのではなく、一つ

の問題として考えていく必要がある。 
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第７章 おわりに 

 今回、少子化の基礎調査と健康寿命づくりを中心に調査・研究を進めてきた。研究を

進めていく中で、改めて調査・研究の重要性を実感し、イメージで施策を進めることが

危険であることを理解した。 

 少子高齢化については、このままでは 896の自治体が消滅しかねない「消滅可能性都

市」などの日本創成会議の提言が話題となった。また、その後「まち・ひと・しごと創

生法」が施行され、少子高齢化の進展に的確に対応するため、全国的に人口減少対策を

講じることが求められる状況となった。 

 まちづくり戦略会議においては、２年間かけて「少子高齢社会への戦略」を調査・研

究することとなっており、来年度は今回の研究成果を基に、より踏み込んだ内容を委員

との議論から導出していかなければならない。 

 また、健康寿命については本市の特徴を整理し、健康づくりの観点だけでなく高齢者

福祉全体を見渡すことで、課題を見出すことができた。課題解決に向けては、戸田市の

福祉や健康づくりについて市民とともに考え、みんなで取り組んでいくことが必要なの

ではないだろうか。 

今回の研究において判明したことは、これさえ実践すれば健康寿命が延びるという決

め手はないということである。健康寿命は生き方と深く結びついている。健康寿命を延

ばすには、心身ともに健やかに過ごすことが重要であり、前向きな気持ちが体の健康も

支えていく。健康長寿の秘訣は「自分のことは自分でやること」であるため、高齢者が

これまでの経験や知恵を活かし、現役世代と共生しながら生きがいを持って生活できる

よう、市が一体となって取り組んでいくことが必要である。 
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１．妊婦及び子育て世代の現状 

 本市における妊娠時の傾向を把握するため、妊娠届出書から本市の特徴を分析する。

妊娠届出書とは、母子健康手帳の交付時に提出してもらう書類であり、妊婦とパートナ

ーの氏名、職業、妊娠と出産回数等の記載事項がある。交付は自己申告であり、医療機

関の証明書は不要である。また、母子健康手帳は妊娠、出産の経過や乳幼児期の健康、

発達を記録、管理することにより妊産婦や乳幼児の健康の保持と増進を図るものであり、

出産の際には児に対して１冊必要なものとなる。 

 図表 1.1 のとおり、妊娠届出件数は 2003 年度に 1,430 件となったが、その翌年度以

降は 1,500 件前後で経過していた。しかし、2011 年度から件数は増加し、2013 年度に

は1,604件となっている。2013年度の件数は1998年度以降最も多い件数となっている。 

図表 1.1【妊娠届出件数の推移】 
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出典：まちづくり戦略会議作成 

 これを市内の５地区の分類でみると図表 1.2のとおり、上戸田地区、新曽地区及び美

女木地区は、ほぼ横ばいの件数となっているが、笹目地区は緩やかに減少している。反

対に下戸田地区が 2012年度、2013年度と件数が急に増加している。下戸田地区以外の

妊娠届出件数は増加していないことから、下戸田地区における件数の増加が、全体の件

数増加に直結しているものと考えられる。 
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図表 1.2【地区別妊娠届出件数の推移】 
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出典：まちづくり戦略会議作成 

次に、妊娠届出時の妊婦の年齢について見ていく。出産回数に関係のない全体の届出

においては図表 1.3のとおり、30～34歳の年齢が最も多く、40％弱がこの年齢となる。 

図表 1.3【妊娠届出時の年齢割合】 

出典：まちづくり戦略会議作成 

一方で初産妊婦の届出時の年齢を見てみると、図表 1.4 のとおり、年度によりばらつ

きも大きいものの、25～29歳と 30～34歳がほぼ同じ割合であるといえる。次に多い年

齢層は 35～40 歳であり、20～24 歳の割合を上回っている状況にある。さらに 20～24

歳の割合においては緩やかに減少している。 
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図表 1.4【初産妊娠届出時の年齢割合】 

 

出典：まちづくり戦略会議作成 

 

次に妊娠届出時の妊婦の就業について見ていくこととする。2013 年度は図表 1.5 の

とおりとなる。主婦、無職の者の割合より就業している者の割合が多いことがわかる。

パート等とは、パート、アルバイト、内職、フリーターを計上している。 

 

図表 1.5【2013年度における妊婦就業割合】 

 

出典：まちづくり戦略会議作成 

 

2013 年度以前の就業割合を比較すると、図表 1.6 のとおりとなる。2013 年度より前

の年度においては、主婦、無職の者の割合が就業している者の割合より多い。2007 年

度以降、会社員、公務員、パート等といった就業している者の割合は増加しており、2013

年度の会社員の割合は、2007年度から 9.2％上昇している。一方で、主婦と無職の者は

減少傾向にあり、2013年度の主婦の割合は 2007年度より 6.5％減少している。その為、
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今後も就業している者の割合が、主婦、無職の者の割合より多くなることが考えられる。 

 

図表 1.6【妊婦就業割合推移】 

 

出典：まちづくり戦略会議作成 

 

夫またはパートナーの就業は図表 1.6 のとおりであり年度による変化も少ない。よっ

て妊娠時に就業している妊婦の総数は増加しており、共働きが増えていると考えられる。 

 
図表 1.6【夫、パートナーの就業割合推移】 

 

出典：まちづくり戦略会議作成 
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２．子育て中の親の声 

 

2.1 ニーズ調査による保護者の意向 

 

一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会の実現に寄与することを

目的として、市では子ども・子育て支援事業計画の策定に必要な情報を得るため、子育

て家庭ニーズの動向分析等を行った。これは、市の現状と今後の子ども・子育て支援に

おける課題を整理することを目的としたアンケート形式によるニーズ調査（2013 年 10

月 15 日～10月 31日）を実施した。 

以下にその概略を示す。 

 

①調査概況 

調査対象者別の調査内容は、以下のとおりである。 

 

図表 2.1【調査の実施方法】 

①調査票「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査（就学前児童用）」 

 調査対象者 就学前児童を持つ保護者 

 調査件数 2,500件 

 調査内容 
家庭等の子育て環境、保護者の就労状況、定期的な教育・保育事
業の現状・利用意向、地域の子育て事業の現状・利用意向、育児
休業の現状・利用意向に関する設問 

②調査票「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査（小学生用）」 

 調査対象者 小学校児童を持つ保護者 

 調査件数 1,500件 

 調査内容 
家庭等の子育て環境、保護者の就労状況、放課後の過ごし者に対
する希望に関する設問 

図表 2.2【調査票の配布・回収状況】 

調査対象者区分 就学前児童の保護者 小学校児童の保護者 

地域 配布数 回収数 回収率 配布数 回収数 回収率 

市全域 2,500人 1,090人 43.6％ 1,500人 659人 43.9％ 

 

対象児童の年齢は、「０歳」（20.6％）が最も多く、次いで「５歳」（18.8％）、「４歳」

（18.0％）。子どもの人数は、「２人」（43.1％）、１人（40.8％）。 

回答者が居住している地区は、就学前児童は「下戸田地区」が最も多く、次いで「上

戸田地区」、「新曽地区」の順となっている。小学校児童も同様に「下戸田地区」が最も

多く、次いで「新曽地区」、「上戸田地区」の順である。 
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② 保護者の就労状況 

［概要］アンケートに回答した世帯のうち、多くが児童の保護者いずれも就労している

比率が高い。母親の就労率も約６割、就労していない場合も就労を希望しており、就労

者もパート、アルバイトであれば現在の就労形態の継続を希望する声、フルタイムでの

就労を求める声が高い。 

 

②－１ 母親の就労状況 

母親の就労状況をみると、就学前児童では「フルタイムで就労しており、産休・育休・

介護休業中ではない」（19.7％）をはじめ４割弱が就労し、「現在産休・育休・介護・そ

の他休業中」が（9.5％）となっている（図表 2.3）。 

小学校児童では「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中で

はない」（39.9％）をはじめ約６割が就労している。 

 

図表 2.3【母親の就労状況】 

 

母親の就労日数・就労時間をみると、就学前児童では「５日」（65.7％）、「８～９時

間」（37.8％）、小学校児童では「５日」（51.1％）、「4～5時間」（34.1％）が最も多く、

両者ともに「６日以上」が約 5％いる（図表 2.4）。 

母親の出勤時間は、就学前児童では「８時台」（49.5％）、「７時台」（20.8％）、「９時

台」（13.5％）の順、小学校児童では「８時台」（44.1％）「９時台」（27.8％）、「７時台」

（11.9％）の順に多くなっている（図表 2.5）。 

帰宅時間は、就学前児童では「18～19 時台」（52.6％）、「16～17 時台」（15.0％）の

順、小学校児童では「12～15 時台」（31.7％）、「18～19 時台」（31.0％）の順に多く、

20 時以降の帰宅は約８％台になっている（図表 2.6）。 
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図表 2.4【母親の就労日数・就労時間】 

 

図表 2.5【母親の出勤時間】 
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図表 2.6【母親の帰宅時間】 

 

母親のパートタイムからフルタイム勤務への意向をみると、就学前児童ではフルタイ

ム勤務希望者は（30.5％）いるが、実現できる見込みのある者は（7.0％）となってい

る（図表 2.7）。 

一方、小学校児童でもフルタイム勤務希望者は（28.4％）いるが、実現できる見込み

のある者は（5.7％）となっている。 

 

図表 2.7【母親のパートタイムからフルタイム勤務への意向】 

 

次に、就労していない母親の今後の就労希望は、就学前児童では「１年より先、一番

下の子どもが何歳になったころに就労したい」（51.2％）、「すぐにでも、もしくは１年

以内に就労したい」（18.1％）、就労形態は「パートタイム、アルバイト等」（50.0％）、

「フルタイム」（6.9％）となっている。就労時期となる子どもの年齢としては「６～８

歳」（36.8％）、「０～３歳」（29.2％）、「４～５歳」（21.9％）の順となっている（図表

2.8）。 
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小学校児童では「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労したい」（35.1％）、「１年よ

り先、一番下の子どもが何歳になったころに就労したい」（28.0％）、就労形態は「パー

トタイム、アルバイト等」（69.7％）、「フルタイム」（2.1％）となっている。就労時期

となる子どもの年齢としては「６～８歳」（38.1％）、「９～11 歳」（17.5％）、「12 歳以

上」（15.9％）の順となっている。 

 

図表 2.8【就労していない母親の今後の就労希望と就労希望時の末子の年齢】 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
                          一番下の子の年齢 
 
 
                          一番下の子の年齢 
 
 
        母親の希望する就労形態 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

続いて、母親の希望する就労形態をみると、就学前児童では就労日数は「３日」

（54.4％）、「４日」（29.2％）、「５日」（13.3％）の順、就労時間は「４～５時間」（70.3％）、

「６～７時間」（14.7％）の順となっている（図表 2.9）。 
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小学校児童では、就労日数は「３日」（42.4％）、「４日」（33.3％）、「５日」（16.2％）

の順、就労時間「４～５時間」（75.8％）、「６～７時間」（21.2％）の順となっている。 

 

図表 2.9【母親の希望就労日数と希望就労時間】 

 

②－２ 父親の就労状況 

父親の就労状況をみると、就学前児童では「フルタイムで就労しており、育休・介護

休業中ではない」（92.4％）で最も多くなっている。小学校児童においても「フルタイ

ムで就労しており、育休・介護休業中ではない」（88.2％）が前者と同様に最も多くな

っている（図表 3.1）。 
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図表 3.1【父親の就労状況】 

 

 

父親の就労日数・就労時間をみると、就学前児童では「５日」（66.5％）、「12時間以

上」（34.2％）、小学校児童では「５日」（67.5％）、「８～９時間」（38.8％）が最も多く、

両者ともに「６日以上」（30％台）、「10～11時間」（30％前後）、「12時間以上」（30％前

後）となっている（図表 3.2）。 

父親の出勤時間は、就学前児童では「７時台」（35.7％）、「８時台」（31.8％）、「６時

台」（13.5％）の順、小学校児童では「７時台」（36.6％）「８時台」（31.8％）、「６時台」

（14.4％）の順に多くなっている（図表 3.3）。帰宅時間は、就学前児童では「20～21

時台」（36.5％）、「22時以降」（29.0％）の順、小学校児童では「20～21時台」（36.4％）、

「22 時以降」（24.2％）の順に多く、両者ともに 22 時以降の帰宅は２割となっている

（図表 3.4）。 

 

図表 3.2【父親の就労日数・就労時間】 
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図表 3.3【父親の出勤時間】 

 

 

図表 3.4【父親の帰宅時間】 
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父親のパートタイムからフルタイム勤務への意向をみると、就学前児童ではフルタイ

ム勤務を希望する者は 62.5％いるが、実現できる見込みのある者は 12.5％と少数に留

まっている（図表 3.5）。 

小学校児童ではフルタイム勤務を希望する者は 57.2％いるが、実現できる見込みの

ある者は 42.9％であった。 

 

図表 3.5【父親のパートタイムからフルタイム勤務への意向】 

 

就労していない父親に対して今後の就労希望を聞いたところ、就学前児童では就労希

望者が 100％おり、その内訳は「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」（66.7％）、

「１年より先、一番下の子どもが何歳になったころに就労したい」（33.3％）、就労形態

は「フルタイム」（100％）、「パートタイム、アルバイト等」はいなかった（図表 3.6）。 

小学校児童では就労希望者も 100％であり、その内訳が「すぐにでも、もしくは１年

以内に就労したい」（50.0％）、「１年より先、一番下の子どもが何歳になったころに就

労したい」（50.0％）と答え、就労形態は「フルタイム」（100％）、「パートタイム、ア

ルバイト等」はいなかった。 
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図表 3.6【就労していない父親の今後の就労希望と就労希望時の末子の年齢】 
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2.3 アンケート調査自由記述欄 

 

アンケート調査に寄せられた自由記述のうち、就業と家庭に係るものを抜粋する。 

（１）就学前児童 

・働きたくても都内のように働き口が無い。 

・フルタイムだけでなく、パートタイムでも働きやすい環境がもう少し整っていると助

かります。 
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（２）小学校児童 

・保育園や学童保育室があることで、女性も働けるようにはなったが、女性の負担は大

きい。 

・仕事、育児、家事、地域の活動など、仕事の都合をつけてやりくりしてはいるが、職

場や家族の理解と協力がなければ成り立たない。 

・まだまだ職場や地域など、社会の理解が不足している。 

・保育園を増やすだけでなく、男性が仕事以外に活動する機会が増えていくような取り

くみを充実して欲しい。 

 

2.3 子育て支援サービスの概況 

 

上記のような就業形態等を踏まえ、以下のような各種支援サービスを実施している。 

 

①ファミリーサポートセンター 

子育ての手伝い申し出る側（協力会員）と子育ての手助けを求める側（依頼会員）が

会員となり、子育ての相互援助活動を行う会員制の組織である。協力会員の条件は、市

内在住で 20 歳以上、心身ともに健康で相互援助活動を理解し、子育ての援助を行うこ

とができ、原則的に自宅にて子どもを預かることが可能な者であること。協力会員とし

て登録されるには講習会を受講すること。依頼会員の条件は市内在住か在勤で小学校修

了前までの子の預かりを希望する者であること。子どもの一時的な預かりや送迎といっ

た軽易かつ補助的な援助を行うこと。 

 

②地域子育て支援拠点 

「親子ふれあい広場」「子育て広場」の名称で、市内数か所で実施している。おおむ

ね３歳未満の子どもとその保護者が自由に遊ぶことができる交流スペースで、アドバイ

ザーが常駐している。 

 

③産前産後支援ヘルプサービス 

妊娠中から出産後１年未満の者に対し、家事援助（掃除、洗濯、食事の準備、買い物

等）育児援助（授乳、おむつ交換、沐浴、上の子どもの遊び相手等）のヘルパーを派遣

して育児による精神的負担の軽減を図るサービス。利用限度日数はひと月に 12日間（多

胎児は 15日間）、１日４時間以内とする。利用金額は課税状況による。 

 

2.4 子育て支援サービスと諸手当の概況 

 

各種支援サービス及び児童に係る諸手当について、以下のとおり過去３年間のの実績
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値を示す。 

 

①ファミリーサポートセンター会員数 

（単位：人）
2011年度 2012年度 2013年度

依頼会員（市内在住在勤で、小学校修了前までの子どもがいる人） 867 889 907
協力会員（市内在住で、心身ともに健康な成人で育児の援助を行いたい人） 122 119 129
両方会員（依頼会員・協力会員の両方を兼ねる人） 139 138 118
合　　計 1,128 1,146 1,154  

出典：まちづくり戦略会議作成 

 

②地域子育て支援拠点利用延べ人数 

（単位：人）
2011年度 2012年度 2013年度

戸田第一小学校学童保育室 2,824 3,420 3,406
戸田第二小学校学童保育室 2,056 1,628 1,849
戸田南小学校学童保育室 1,441 - -
戸田東小学校学童保育室 - 2,897 3,155
新曽北小学校学童保育室 2,634 3,186 3,307
新曽小学校学童保育室 2,024 2,724 2,451
美女木小学校学童保育室 892 1,738 1,563
西部福祉センター 1,554 1,640 2,237
夏季臨時開室 414 598 740
戸田公園駅前子育て広場 23,394 24,048 24,107
合　　　　　　計 37,233 41,879 42,815  

出典：まちづくり戦略会議作成 

 

③産前産後支援ヘルプサービス実利用延べ実績 

2011年度 2012年度 2013年度
延べ利用人数 81人 101人 133人
　（うち産前） 4人 10人 5人
　（うち産後） 77人 91人 127人
延べ利用日数 472日 389日 594日

1,223時間 1,080時間 1433.5時間延べ利用時間数  

出典：まちづくり戦略会議作成 

 

④児童手当・子ども手当支給実績 

2011年度 2012年度 2013年度
支給総額（円） 2,832,529,000 2,608,070,000 2,538,665,000
対象児童数（人） 227,166 238,370 236,190  

出典：まちづくり戦略会議作成 
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⑤こども医療費支給 

区分

件数 金額 件数 金額 件数 金額

合計 合計 合計 合計 合計 合計

０歳児 1,434 24,602 103,767,614 1,496 25,889 67,541,083 1,496 27,223 69,692,567

１歳児 1,501 31,490 106,523,595 1,500 33,732 61,779,569 1,536 34,867 61,027,485

２歳児 1,457 26,747 80,736,746 1,499 29,278 45,927,646 1,454 30,538 48,520,549

３歳児 1,381 27,835 84,204,226 1,462 29,940 46,806,539 1,495 31,642 48,354,747

４歳児 1,348 25,515 77,637,098 1,369 28,526 45,931,213 1,438 28,751 45,274,118

５歳児 1,291 24,332 74,454,138 1,350 24,488 39,927,813 1,381 26,278 42,598,474

６歳児 1,140 11,487 33,895,942 1,179 11,518 18,338,776 1,237 11,289 16,157,450

６歳児 96 8,381 21,501,856 101 8,920 12,265,997 95 10,560 22,339,043

７歳児 1,152 15,696 40,337,126 1,185 15,603 22,388,847 1,237 18,285 39,005,812

８歳児 1,200 14,094 36,620,258 1,152 13,624 19,166,311 1,172 16,721 34,875,963

９歳児 1,248 12,653 32,278,822 1,184 12,541 18,295,988 1,144 14,418 29,246,034

１０歳児 1,231 11,203 29,926,583 1,185 11,665 16,585,679 1,158 13,537 29,453,613

１１歳児 1,212 9,658 26,191,718 1,169 9,933 14,125,518 1,181 12,593 25,692,433

１２歳児 1,123 3,967 11,155,996 4,446 6,595,070 1,168 5,451 11,518,714

１２歳児 6 215,351 181 897,882 5,459 11,845,016

１３歳児 1,145 19 756,205 1,084 747 2,806,066 1,147 9,969 22,890,485

１４歳児 1,121 24 792,628 1,125 656 2,083,986 1,080 8,549 18,912,064

１５歳児 914 8 302,415 1,023 488 1,789,555 1,040 4,248 9,802,159

その他 - - - - - 200 546,528

19,120 247,717 761,298,317 20,213 262,175 443,253,538 20,459 310,578 587,753,254

3月登録人数
(人)

2011年度 2012年度 2013年度

合計

乳
幼
児

（

小
学
生
）

就
学
児

1,150(

中
学
生

)

就
学
児

3月登録人数
(人)

3月登録人数
(人)

 

出典：まちづくり戦略会議作成 

 

 

81



0

0.5

1

1.5
出生率

合計特殊出生率

平均寿命（男）
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健康寿命（女）

一人当たり診療費（全体）

一人当たり診療費（退職）一人暮らしの者の高齢者

標準化死亡比（不慮の事

故）

標準化死亡比（自殺）

標準化死亡比（肺炎）

標準化死亡比（脳血管疾

患）

標準化死亡比（心疾患）

標準化死亡比（悪性新生

物）

戸田市の健康指数
平成25年度版

埼玉県を１とした健康指数

1 出生率 ＊ 合計特殊出生率は１．４２で、
2 合計特殊出生率 埼玉県の１．２倍です。
3 平均寿命（男） ＊ 健康寿命(男)は、県内で６３位です。
4 平均寿命（女） ＊ 健康寿命(女)は、県内で６１位です。
5 健康寿命（男） ＊ 一人当たりの診療費(全体）は１９３，７８８円で、
6 健康寿命（女） 埼玉県の０．９倍です。
7 一人当たり診療費（全体） ＊ 一人当たりの診療費(退職）は２８７，１６７円で、
8 一人当たり診療費（退職） 埼玉県の１．１倍です。
9 高齢化率 ＊ 高齢化率は１４．３％で、
10 ７５歳以上人口割合 埼玉県の０．７倍です。
11 一人暮らしの高齢者 ＊ ７５歳以上人口割合は５．５％で、
12 標準化死亡比（悪性新生物） 埼玉県の０．７倍です。
13 標準化死亡比（心疾患） ＊ 三大疾患のうち、埼玉県より
14 標準化死亡比（脳血管疾患） 標準化死亡比が高いのは
15 標準化死亡比（肺炎） 悪性新生物、心疾患、脳血管疾患です。
16 標準化死亡比（自殺） 標準化死亡比が低いのは
17 標準化死亡比（不慮の事故） ありません。

(資料)
一人当たり診療費 ： 国民健康保険事業状況(平成23年度)
高齢化率・７５歳以上人口の割合・一人暮らしの高齢者 ： 国勢調査（平成22年）
平均寿命・健康寿命 ：埼玉県の健康寿命算出ソフト「健寿君」（平成24年)
標準化死亡比 ： 埼玉県の年齢調整死亡率とＳＭＲ算出ソフト「スマール君」（平成20年～24年）
出生率・合計特殊出生率 ： 「ツール君」(平成20年～24年)
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人暮らしの者の高齢者

３．戸田市の健康指数
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[ 人口の状況 ]

人口静態(平成25年） 単位：人 人口動態(平成24年） 単位：人

資料：埼玉県町(丁)字別人口調査

世帯(平成22年) 資料：人口動態統計

資料：国勢調査

段階別人口の推移 単位：人

資料：埼玉県町(丁)字別人口調査

高齢化率 7.0% 8.0% 10.3% 12.7% 14.5%

老年人口
6,323 8,347 11,483 15,128 18,620

（65歳以上）

生産年齢人口
69,243 78,170 80,912 84,379 89,451

（15～64歳）

平成15年 平成20年 平成25年
年少人口

15,158 17,344 18,569 19,263 20,100
（0～14歳）

世帯数 54,495
一世帯人数 2.26

平成5年 平成10年

420 307
出生率 11.5 (人口千対)
死亡率 576.5 (人口10万対）

65歳以上人口 18,620 8,493 10,127 死亡数 727

男 女
人口 128,171 66,239 61,932 出生数 1,448 717 731

平成25年度版
戸田市の現状

総数 男 女 総数

0 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

H5 H10 H15 H20 H25
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資料：埼玉県町(丁)字別人口調査 資料：国立社会保障・人口問題研究所

　　　「日本の市区町村別将来推計人口(平成25年3月推計)」

( 成 年国勢調査人 を基準 推計）

老年人口 生産年齢人口

年少人口 高齢化率
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497

3606
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4282

4345

4472

5178

4406

3310
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2342
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　　　　(平成22年国勢調査人口を基準に推計）
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[ 平均寿命と健康寿命 ]
(平成24年) 単位：年

資料：埼玉県の健康寿命算出ソフト「健寿君」

[ 高齢化の状況 ]

高齢化の推移と将来推計 単位：人

資料：平成22年までは国勢調査

資料：平成27年以降は「日本の市町村別将来推計人口(平成25年3月推計)」(平成22年国勢調査人口を基準に推計）

11,647 14,031 15,001 15,609 17,788
(75歳以上)

11,528 13,731 17,159 19,349
(65～74歳)
後期高齢者

3,416 4,966 6,804 9,208

前期高齢者
6,788 9,076 10,789 12,452 12,266

23,913 25,559 28,732 32,768 37,137
(65歳以上)

18.5% 19.6% 22.0% 25.2% 28.8%
高齢者人口

10,204 14,042 17,593 21,660

129,222 130,317 130,630 130,232 129,053
高齢化率 9.4% 12.0% 14.3% 17.0%

平成42年 平成47年 平成52年
国勢調査人口 将来推計人口

総人口 108,039 116,696 123,079 127,042

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年

65歳要介護期間 ― 2.14 4.30
要介護等認定率(65歳以上） 14.9% 11.4% 17.9%

65歳平均余命 ― 17.84 23.26
65歳健康寿命 ― 15.71 18.96

総数 男 女
平均寿命(0歳平均余命) ― 78.96 85.56

一人暮らしの高齢者の動向 単位：人

(総数)

（男）
一人暮らしの者

（女）
一人暮らしの者

資料：国勢調査

　　　　※棒グラフは「一人暮らしの者」を示し、国勢調査の「単独世帯」を指す。

　　　　※折れ線グラフは高齢者人口に占める「一人暮らしの者」の割合を示す。

一人暮らしの者

高齢者に占める割合

高齢者に占める割合

高齢者に占める割合 13.7% 15.3% 16.9% 18.7%

8.1% 11.6% 15.5% 17.6%

573 866 1,288 1,781

11.2% 13.6% 16.3% 18.2%

262 525 998 1,418

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

835 1,391 2,286 3,199
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[ 死亡の状況 ]

死因別死亡割合(平成24年) 単位：人

全死因
悪性新生物
心疾患（高血圧性を除く）
脳血管疾患
肺炎
自殺
不慮の事故
老衰
腎不全

その他
資料：人口動態統計

※死因順位に用いる分類項目による。死亡数が同数の

 場合は死因簡単分類のコード番号順に掲載している。

 9位以下は8位と同数であっても掲載していない。

156 21.5

第7位 16 2.2
第8位 14 1.9

第5位 32 4.4
第6位 18 2.5

第3位 77 10.6
第4位 75 10.3

727 100
第1位 207 28.5
第2位 132 18.2

死亡数 （％）

悪性新生物

心疾患（高血

圧性を除く）
肺炎

自殺

不慮の事故

老衰

腎不全

その他

死因別死亡割合(平成24年)

ライフステージ別死因順位(平成20年～24年）

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

第6位

第7位

第8位

資料：人口動態統計 ※死因順位に用いる分類項目による。死亡割合が同率の場合は死因簡単分類のコード番号順に

21.9%
その他 その他
10% 25% 5.6% 18.6% 14.6% 21.8%

0.7% 1.3%
その他

慢性閉塞性
肺疾患

その他 その他 その他 その他

腎不全

1.8%

1.6% 1.5%

結核 糖尿病

1.4% 2.5% 1.7%

5% 2.1% 3.1%

老衰

老衰

肝疾患 肝疾患 腎不全

不慮の事故

4.0%

インフルエンザ

2.3% 3.0%

肺炎 肺炎 不慮の事故

5% 5.6% 7.1% 3.6% 2.7%

5% 5.6% 7.9% 9.9%

自殺

脳血管疾患

先天奇形，変形及び
染色体異常 不慮の事故 肺炎 不慮の事故

肺炎

10.2%

周産期に発生し
た病態

10.6% 10.1%

敗血症 肺炎 脳血管疾患 脳血管疾患

10% 5.6% 10.7% 10.2% 12.1%

10% 25% 11.1% 21.4% 12.5%

脳血管疾患

心疾患（高血圧性
を除く）

悪性新生物
心疾患（高血圧性

を除く） 自殺 肺炎

心疾患（高血圧性
を除く）

32.0%

先天奇形，変形及び染色
体異常 不慮の事故

16.6% 15.5%

その他の新生物 悪性新生物 不慮の事故 悪性新生物
心疾患（高血圧性

を除く）

55.0% 50% 66.7% 30% 42.3% 30.5%

自殺 自殺 悪性新生物 悪性新生物

高齢期
総数

悪性新生物

(0～4歳) （5～14歳) (15～24歳) (25～44歳) (45～64歳) (65歳以上)
幼年期 少年期 青年期 壮年期 中年期

脳血管疾患

肺炎

 掲載している。9位以下は8位と同率であっても掲載していない。
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40歳以上の死因順位(平成20年～24年）

第1位

第2位

第3位

第4位

第5位

第6位

第7位

第8位

その他 その他
17.1% 21.6%

2.0% 1.9%

糖尿病 大動脈瘤及
び解離

1.6% 1.8%

不慮の事故 不慮の事故

2.5% 3.1%

肝疾患 腎不全

6.1% 11.1%

肺炎 老衰

4.9% 3.3%

脳血管疾患 肺炎

9.6% 14.9%

自殺 脳血管疾患

43.3% 23.9%
心疾患（高血圧性

を除く）
心疾患（高血圧性

を除く）

12.9% 18.4%

40～74歳 75歳以上

悪性新生物 悪性新生物

悪性新生物

心疾患（高血

圧性を除く）

脳血管疾患

自殺

肺炎

不慮の事故

肝疾患

糖尿病

その他

40～74歳死因別割合(平成20年～24年）

悪性新生物

心疾患（高血

圧性を除く）
老衰

不慮の事故

腎不全

大動脈瘤及び

解離

その他

75歳以上死因別割合(平成20年～24年)

資料：人口動態統計

標準化死亡比(平成20年～24年） （基準集団：埼玉県100）

* * *
* *
** * **

ＳＭＲ検定：*:p<0.05,**:p<0.01

女 112.6

不慮の事故
97.1
133.5

総数 111.1 102.1 111.2 120.4 109.8 110.8

117.6
98.0 106.3 121.5 84.6

自殺脳血管疾患 肺炎
男 110.3 105.0 115.2 119.9

悪性新生物 心疾患
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資料：埼玉県の年齢調整死亡率とＳＭＲ算出ソフト「スマール君」
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年齢調整死亡率
【悪性新生物】 (人口10万対)

戸田市
埼玉県
戸田市
埼玉県

【心疾患】 (人口10万対)

戸田市
埼玉県
戸田市 57.3 58.4 53.6 51.6 48.6 46.6

93.2 91.6 89.5 87.3 86.7

女
52.5 54.5 53.1 55.2

107.5 99.8 96.0 90.0 90.7
98.4 95.0 95.3 95.5 94.4

17～
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18～
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19～
23年

20～
24年

男
109.1 104.4 112.1 111.2 106.9

100.1 98.7 97.6 96.2

11～
15年

12～
16年

13～
17年

14～
18年

15～
19年

16～
20年

106.5 105.3 103.9 102.9 101.9 101.1
99.2 103.9 104.5 104.0 107.8 107.9

201.6 197.8 193.8 189.7 185.9

女
117.6 113.4 116.4 104.5

239.4 233.9 233.2 217.3 203.6
214.4 211.6 209.0 206.4 203.9

男
244.9 240.7 237.3 240.6 235.9
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19年
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20年

17～
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埼玉県

【脳血管疾患】 (人口10万対)

戸田市
埼玉県
戸田市
埼玉県 36.2 34.4 32.6 30.850.1 47.8 45.1 42.5 40.5 38.5

47.9 47.6 42.7 38.9 35.2 33.0
63.7 60.9 58.0 55.7 52.7

女
47.7 48.9 47.2 47.8

64.4 62.7 64.0 60.6 59.5
79.8 76.0 73.3 69.9 66.6
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24年

男
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11～
15年
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【自殺】 (人口10万対)

戸田市
埼玉県
戸田市
埼玉県

【不慮の事故】 (人口10万対)

戸田市
埼玉県
戸田市
埼 県

11.1 10.0 10.3 9.2 12.0 11.1
21.6 21.1 20.4 19.6 18.8

女
15.5 13.7 15.7 12.6

21.6 20.1 19.6 19.3 18.4
26.5 25.0 24.7 23.5 22.7

17～
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18～
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19～
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20～
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男
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11.4 11.3 11.6 11.6

11～
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13～
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14～
18年

15～
19年

16～
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9.3 8.4 9.4 9.5 9.4 10.8

26.3 27.3 27.6 27.7 27.4

女
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男
23.8 27.3 24.3 23.0 23.4

11～
15年

12～
16年

13～
17年

14～
18年

15～
19年

16～
20年

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 
自殺(男)・年齢調整死亡率

戸田市 埼玉県

0 

5 

10 

15 
自殺(女)・年齢調整死亡率

戸田市 埼玉県

埼玉県

資料：埼玉県の年齢調整死亡率とＳＭＲ算出ソフト「スマール君」

[ 母子保健の状況 ]
(平成24年) 単位：人

(再掲)

諸率

資料：人口動態統計、埼玉県町(丁)字別人口調査

11.5 96.7 8.3 2.1 25.1
(人口千対） （出生千対） （出生千対） (出生千対) (人口10万対）

1,448 140 12 3 5

出生率 低出生体重児出生率 極低出生体重児出生率 乳児死亡率 15歳未満死亡率

8.1

出生数 乳児死亡数 15歳未満死亡数
低出生体重児出生数 極低出生体重児出生数

10.7 9.2 9.0 8.6 8.4
女

10.3 10.3 10.0 9.7
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【出生率】 (人口千対)

戸田市
埼玉県

【合計特殊出生率】

戸田市
埼玉県

【低出生体重児出生率】 (出生千対)

戸田市
埼玉県

【極低出生体重児出生率】 (出生千対)

94.8 94.6

6～10年 8～12年 10～14年 12～16年 14～18年 16～20年 18～22年 20～24年

75.2 80.4 85.3 89.8 93.3 95.2

18～22年 20～24年
82.3 82.1 83.2 90.7 95.1 98.2 98.6 94.6
6～10年 8～12年 10～14年 12～16年 14～18年 16～20年

1.40 1.42
1.37 1.30 1.24 1.21 1.18 1.18 1.20 1.22
1.62 1.53 1.43 1.41 1.38 1.36

8.4 8.1
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【乳児死亡率】 (出生千対)
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【15歳未満死亡率】 (15歳未満人口10万対)

戸田市
埼玉県

25.9 24.6
43.5 39.4 36.4 33.4 30.8 28.7 26.9 25.3
54.3 47.8 43.8 47.1 37.3 30.3

2.5 2.2
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[ 特定健診・がん検診の状況 ]

特定健康診査(平成24年度) 単位：人

特定保健指導実施状況(平成24年度) 単位：人

特定健康診査受診率の年次推移

資料：特定健診・特定保健指導保険者別実施状況（法定報告）

※対象者：市町村国民健康保険加入者

埼玉県 31.8% 31.7% 32.3% 33.1% 34.5%
戸田市 36.1% 35.7% 34.4% 34.0% 35.0%

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

特定保健指導
終了者の割合

積極的支援 318 35 11.0%
14.7%

動機付け支援 585 98 16.8%

埼玉県 1,322,355 455,841 34.5%

対象者数 終了者数 終了者数の割合

対象者数 受診者数 受診率
戸田市 18,474 6,462 35.0%

0

20

40
（％） 特定健康診査受診率

　

がん検診の状況（平成22年度） 単位：人

資料：地域保健・健康増進事業報告（平成22年度）

※精密検査結果は平成23年度報告で把握された。

がん検診受診率の年次推移

資料：地域保健・健康増進事業報告

28.1%
乳がん 3.0% 5.0% 7.8% 11.3% 17.1% 22.2%
子宮がん 5.2% 8.6% 9.9% 13.6% 20.9%

24.0%
大腸がん 1.7% 2.8% 3.9% 3.7% 4.0% 16.3%
肺がん 7.5% 7.9% 8.6% 11.9% 22.5%

平成22年
胃がん 1.6% 2.8% 3.7% 3.0% 3.2% 10.9%

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

乳がん 22,084 2,045 22.2% 8.1% 80.7%
子宮がん 36,377 6,383 28.1% 2.3% 33.3%
大腸がん 37,096 6,048 16.3% 8.6% 100%
肺がん 35,546 8,526 24.0% 2.6% 69.3%
胃がん 32,074 3,495 10.9% 24.9% 69.1%

対象者数 受診者数 受診率 要精検率 精検受診率
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（％） がん検診受診率

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

戸田市 埼玉県

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮がん 乳がん
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がん検診精密検査結果状況(平成22年度) 単位：人

166

108

110

269

254

肺がん
男

女

98
5.4% 0.7%

390

481

0 32
21.1% 4.2% 6.0% 49.4% 0% 19.3%

乳がん
35 7 10 82

34
2.7% 23.1% 1.4%

147
0% 66.7%

4 8子宮がん
異形成

1 2 0

14.2% 3.9% 0% 37.8% 44.1% 0%

0%

女
36 10 0 96 112 0
7.4% 6.7% 0.7% 42.8% 42.4%

28.2%

大腸がん
男

20 18 2 115 114 0

1 42 2 31
30.9% 0% 0.9% 38.2% 1.8%

37 4

34 0

36
25.9% 2.8% 0% 34.3% 3.7% 33.3%
28 3 0
12.3% 0.4% 0% 59.3% 0% 28.1%

34.4%

女
59 2 0 285 0 135
9.5% 2.8% 0.3% 53.1% 0%

未受診者

胃がん
男

37 11 1 207 0 134
精検者数 異常認めず がん がんの疑い がん以外 未把握

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳がん

大腸がん

肺がん

胃がん

精密検査結果状況(女) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大腸がん

肺がん

胃がん

精密検査結果状況(男) 

資料：地域保健・健康増進事業報告

[ 国民健康保険の状況 ]
診療諸率(平成23年度)
【全体】

戸田市
埼玉県

【退職】

戸田市
埼玉県

1,018 2.08 13,542 287,167 28,213
1,121 1.99 12,260 272,868 24,350

938 2.02 11,378 215,613 22,986

100人当たり受診件数 1件当たり日数 1日当たり診療費 1人当たり診療費 1件当たり診療費

100人当たり受診件数 1件当たり日数 1日当たり診療費 1人当たり診療費 1件当たり診療費
818 2.07 11,453 193,788 23,680

異常認めず がん がんの疑い

がん以外の疾患 未把握 未受診者

異常認めず がん がんの疑い

がん以外の疾患 未把握 未受診者
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国民健康保険の状況(全体)

埼玉県 戸田市

【埼玉県を１とする】

平成23年度
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【埼玉県を１とする】

平成23年度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子宮がん

異常認めず がん 異形成
がんの疑い がん以外の疾患 未把握
未受診者

資料：国民健康保険事業状況

埼玉県 戸田市 埼玉県 戸田市
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４．まちづくり戦略会議の審議経過 

第１回 平成 26年７月 29日（火）午前９時～午前 10時 

議案

（１）まちづくり戦略会議のテーマについて

 平成 26年度戸田市政策研究所研究テーマについて報告

（２）「少子高齢社会への戦略」について

 ２年間の政策研究として、初年度は「健康寿命の延伸策」について研究を先行

して行うこととした。また、少子化についてはワーキングチームを組織し、基礎

的研究を実施することとした。

第２回 平成 26年 10月１日（水）午前 10時～午前 11時 15分 

議案 

（１）健康寿命の研究経過について 

 埼玉県内で見る戸田市の健康寿命の現状について把握した。 

（２）少子化影響ワーキングチームの設置について 

ワーキングチームの研究内容について確認した。 

第３回 平成 26年 12月 24日（水）午後１時 30分～午後２時 25分 

議案 

（１）少子化影響ワーキングチームの研究経過について 

 戸田市の人口増加の要因として、一部の年代の急激な転入により全体の人口増

加につながっていると確認した。 

（２）健康寿命の研究経過について 

戸田市と他自治体の高齢者福祉サービスについて確認した。 

第４回 平成 27年２月 13日（金）午前 10時～11時 30分 

議案（案） 

（１）提言書(案)について 

提言書（案）の内容について議論した。 

92



５．まちづくり戦略会議メンバー 

職   名 氏 名 備 考 

１ 政策秘書室長 梶山  浩

２ 総務部次長 吉田  豊

３ 財務部参事 福井 千澄 副会長 

４ 市民生活部参事 大崎  宏 会 長 

５ 環境経済部次長 菊池 利春

６ 福祉保健センター所長 中川 幸子

７ こども青少年部次長 駒崎  稔

８ 都市整備部次長 金子 泰久

９ 市民医療センター次長 町田 正義

10 上下水道部次長 駒崎 昌利

11 消防本部次長 栃本 由兼

12 教育委員会事務局次長 樋口 哲男

任期：2014年７月９日～2015 年３月 31日 
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６．少子化影響ワーキングチームメンバー 

職   名 氏 名 備 考 

１ 情報統計課主事 武田  怜

２ 市民課主任 中沢 周子

３ 福祉保健センター保健師 松並 礼子

４ こども家庭課主事 今井 功一

任期：2014年９月 29日～2015 年３月 31日 
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平成２６年度 戸田市まちづくり戦略会議 提言書 

平成２７年３月 

発 行  戸田市まちづくり戦略会議（戸田市政策秘書室） 

〒335－8588 戸田市上戸田１丁目 18番１号 

ＴＥＬ 048－441－1800 （内線）470 

E-mail seisaku@city.toda.saitama.jp 



おわりに 

 

 国は「地方創生」の動きを活発化させています。当初、自治体は地方再生でもなく、

地方新生でもない「地方創生」という４文字に戸惑う様子がありました。しかし昨今で

は、その言葉は市民権を得たようです。今では、多くの自治体が地方創生を掲げつつあ

ります。しかし、その意味は明確ではないような気がします（「まち・ひと・しごと創

生法」の中に定義はありません）。 

 

地方創生の意味を私なりに考えてみます。まずは「創生」です。創生の意味を調べる

と「作り出すこと。初めて生み出すこと。初めて作ること」とあります。次に「地方」

です。ここで言う地方とは辞書に記されている「全体社会の一部を構成する地域。ある

いは田舎」という意味ではありません。行政学（地方自治論）における地方とは「地方

自治体」（地方公共団体）を意味します。 

この観点から考えると、地方創生とは「地方自治体が、従前と違う初めてのことを実

施していく。あるいは、他自治体と違う初めてのことに取り組んでいく」という意味に

なりそうです。 

 

現在、都道府県と市区町村は、あわせて 1,800弱の団体が存在しています。その中で、

上記で定義した地方創生を体現している自治体は何団体あるでしょうか。多くの場合は

「地方踏襲」や「地方模倣」という状況であり、地方創生を実現しているのは現時点で

は極めて少ないように感じます。 

実は地方創生を展開する以前に、重要な要素が求められます。それは「政策創生」で

す。政策創生を確立していないと地方創生は実現できないのです。政策創生がない状態

で地方創生を進めることは、結果として、地方踏襲や地方模倣の状態に陥ります。それ

は一過性の内容となり、行政にとって重要な継続性は担保されません。 

 

戸田市政策研究所は 2008 年に設置されました。同研究所は、今日まで着実に戸田市

の政策創生を進めてきました。今、地方創生を迎えつつあります。戸田市が本領を発揮

できる時代でもあります。地方創生の中で、ますます輝いていく戸田市に期待していま

す。さらに輝いていくために、私は戸田市政策研究所の政策創生をしっかりと後方支援

していきたいと思います。 

 

２ ０ １ ５ 年 ３ 月 

戸 田 市 政 策 研 究 所 

政策形成アドバイザー 

牧 瀬  稔 



研究担当者一覧 

 

第Ⅰ部 大学との共同研究報告書 

 

「新しいまち」に向けた創造性の検証（中間報告書） 

法政大学地域研究センター 

岡本 義行 副所長 

中島 由紀 客員研究員 

戸田市政策研究所 

内山 敏哉 主任研究員 

長谷川 昌之 研究員 

 

子どもの居場所等に関する研究～児童から生徒への転換期を中心として～ 

目白大学社会学部地域社会学科 

高久 聡司 専任講師 

山口 晋 専任講師 

戸田市政策研究所 

内山 敏哉 主任研究員 

長谷川 昌之 研究員 

 

第Ⅱ部 庁内研究チームによる研究報告書 

 

少子高齢社会への戦略に向けて（中間報告書） 

まちづくり戦略会議 

少子化影響ワーキングチーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１４年度 戸田市政策研究所 調査研究報告書 

 

２０１５年３月 

発 行  戸田市政策研究所（戸田市政策秘書室） 

〒335－8588 戸田市上戸田１丁目 18番１号 

ＴＥＬ 048－441－1800 （内線）470 

          E-mail seisaku@city.toda.saitama.jp 

 


	空白ページ
	空白ページ
	26atarashiimati.pdf
	１．２　印刷産業と地域
	１．シティセールス戦略からみた戸田市の未来
	２．何もしない都市は衰退する
	３．戸田市の未来
	４．本調査の概要
	１．近代「創造都市論」の系譜
	２．戸田市に必要なのはイノベーションとしての「創造都市論」
	１．地域の「創造性」とは
	２．産業活性化要因と地域の「創造性」の影響
	３．地域コミュニティ活性化要因と地域の「創造性」の影響
	１．地域産業の構造分析の目的と必要性
	２．戸田市の雇用吸収力からみた産業特性
	３．開廃業率を指標とした場合の戸田市の地域要因
	１．印刷関連産業の「創造性」の可能性
	１．２　印刷産業と地域
	２．戸田市を拠点としている中小企業の傾向

	空白ページ
	26syousikoureika.pdf
	図表2.1【調査の実施方法】
	図表2.2【調査票の配布・回収状況】
	名称未設定
	空白ページ
	空白ページ




